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、叢 I 近世 日本 儒學史 上卷 


東京 寶文 館藏版 


過ぐ る 大正 十四 年の 秋、 予は 「日本 儒敎 槪說」 と 題して、 日本 儒學の 大要 を敍ー 

述 せる 一 書 を 公刊した が、 近世 儒者の 學說 について は、 敍述 甚だ 簡に 過ぎた の； 

で、 その 補遺と して 他日 「日本に 於け る儒敎 倫理 說」 と 題して、 別に 一 書 を 緦ー 

述 すべき こと を 誓って 置いた、 爾來 俗務の ため その 誓 を果し 得す、 一年 有餘 を- 

忽忙の 中に 過して 終 ふこと になった。 然るに 今玆 諒闇の 新年 を迎 へ、 いつにな 

く 物寂しく はあった が、 却って 靜 かに 讀 書す る 機會を 得た ので、 此時 こそと 筆 一 

一 

を 執って、 この 稿 を 起し 始めた が、 一月の 末 頃から は、 復た 日々 の 勤務の 忙し 

さに、 可な り その 業 を 妨げられつ、、 漸く 三月の 末に 至って 鬼 も角脫 稿す る こ： 

とが 出來 た、 而 して 豫 てから 本 叢書の ために 執筆 を 約して あつたので、 之 を以ー 

て その 責を果 す ことにした、 且つ 本 叢書 中す でに 西洋 偸 理學史 が 刊行され てゐー 


2 一  るので、 此 書の 題名 も それに 對 して 「近世 日本 儒 學史」 の 名が 寧ろ 相應 はしき 

零 

を 思 ふて、 豫定の 名を變 じて かく 命名す る ことにした、 本書 執筆の 動機 は、 以 

上の 如く 「日本 儒敎 槪說」 の 補遺たら しめんが 爲 であった ので、 努めて 前著と 

の 重複 を 避け、 事 溃に關 する やうな こと は 凡そ 之 を^ 略す る ことにした、 而し 

て各學 派の 代表的 學 者の 學說 について は、 簡單 ながら も 萬 遺漏な きを 期した の 

であるから、 初 學の士 は先づ これに 依て 近世 儒學の 大要 を 知る ことが 出來 るで 

あらう、 尙ほ 進んで 各學 者の 思想 を 深く 研鑽す るに は、 その 遺著 を精讀 する こ 

と を 要する、 そこで 本書に 於て は 各 節の 終りに 必讀 すべき 遺著 を 擧げ、 且つ 讀 

者の 便 を 思 ふて、 現代 刊行， されて ゐる 叢書 類、 例へば 國書 刊行 會本 とか、 日本 

倫理 彙 編と いふ もの.^ 中に 收载 されて ゐる もの は、 特に 之 を 記入す る ことにし 

た、 是れ 一 は 以て 本書 敍述の 遺漏 を 補 ひ、 一 は 以て これに 依て 深く 我が 先哲の 

遺著に 關 する 研究の 盛な らんこと を 希望す る 微哀に 外ならぬ、 倫理、 哲 學の硏 


究が 盛んに 行 はれて ゐる 現代に 於て、 我が 先哲の 遺著に ついての 考究が、 比較 

的 塞々 として 振 はす、 日本 哲學 若く は 日本 倫理の 硏 究を瑰 外す る やうな 狀 態に 

ある こと は、 予の に 遺 慽に思 ふて ゐる 所で ある、 我が 先哲の 遺著に も、 泰西 

の硯學 或は 支那の 鴻 儒の それに 比して 決して 損 色な きものが » からす あるので 

ある、 若し 夫れ 今日の 科學的 知識 を 以て 之 を 考究 研鑽 するとき は、 必す 今日の 

學界 又は 風敎 上に 裨益 する 所少 くないの であらう、 日本 現代の 文化 を 考察す る 

上に 於ても 吾等 は 我が 先人の 思想 的 考察 を 十分に 理解す る こと を 要する、 幸に 

今日は 此等 先人の 遺書が 績々 活字本と なって 世に 公刊され てゐる 時代で あるか 

ら、 斯學 研究に 取って は絕 好の 機會 である、 敍 述の簡 なる に 比して 此等 光哲の 

遺著 を 列擧す るに 力 を用ゐ たの は 此の 理由に 據 るので ある、 完全なる 日 本儒敎 

史の 撰述 は予が 畢生の 業と して 他日 を 期す るので ある、 今 はた s> -初學 入門の 手 

引と して、 平素 講義し つ.^ ある 原稿 を まとめた に過ぎない、 書中 引用の 語が 或 


4 は 原文の ま、 となり、 或は 和譯 して 之 を 揭げ、 また 原文が 片 假名で あるの を 平 

假名に 直して 引用し、 大に 不統一 の S 一 を 免れなかった の は、 著者 自ら も 遺慽に 

思ふ勲 であるが、 別に 他の 理由に よるので なく、 たく 講義 原稿 を その ま.^ 利用 

したから である。 然しながら 一 切 原文の ま > -揭げ る こと は、 初學の 人に 取つ て 

は 却て 迷惑と もなる ので あるから、 不統 一と はいふ もの、、 或は これによ つて 

難易 を折哀 する ことにな らうと 思 ふて、 姑く このま、 にす る ことにした、 之 を 

要するに 本書 は舊著 「日本 儒敎 槪說」 と 併せて 讀 まるべき 性質の もので * 歷史 

的發展 の 方面 は槪說 に 讓り 、 理論的 方面 を 主 として 述べた ものである。 

昭和 二 年 四月 二十 五日 

岩 橋 遵成識 
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第一 篇 朱 子學派 

第一章 京學 及び 林 家の 祖林羅 山 

第一 節 藤 原惺窩 の學風 

永 祿四ゅ ( 一 五六 一 ) 11 元 和 五 年 ( 一六 一 九) 

日本 儒敎 史を繙 けば 室町 時代の 末に 於ても 旣に薩 南の 地に は 桂菴ー 派の 朱 子 

學が行 はれ、 朱 子の 書物な ども 刊行され たこと が 明らかで ある、 然し 時 未だ 文 

敎 勃興の 機 蓮 熟せす、 僅かに 九州の 一 隅に 止まって 未だ 全國に 流布す る こ 至ら 


2 なかった、 且つ この頃の 朱子學 とい ふ もの は單に 支那に 於け る 朱 子の 新 說を傳 

へ たとい ふの みで、 未だ 以て 眞に 日本 朱子學 とい ふに 足りない、 然るに 我が 國歌 

道の 名門た る 冷泉 家の 血統 を 引ける 惺窩藤 先生の 出づる ありて、 初めて 之 を 京 

師の 地に 唱道し、 幾多の 俊才 その 門下より 輩出し、 朱 子學は 遂に 德川 時代 文敎 

の 中心と な， 9、 永く 幕府 敎 育の 根本 思想と なりて 全國に 普及す るに 至った こと 

も、 亦た 日本 儒 敎史に 依て 知らる k 事實 である、 今 こ 、に 惺窩の 事 AS を述 ぶる こ 

と は 一 切 之 を 省略して、 直ちに その 學風 如何 を 考察して 見よう。 

彼 は從來 の桂惹 一 派の 人々 と 異なって 徒らに 支那 思想の 宣傳を 以て 足れり と 

せす、 我 邦 固有の 神道に 依て 之 を 日本化し、 我が 國民 性の 神髓を 把捉し、 日本 

人と しての 進む ベ き 道 を 初めて 稱へ たので ある、 卽ち 眞實の 意味に 於け る H 本 

朱 子學は 彼れ に 依て 開かれた ので ある、 從 つて 朱 子學を 唱道して も 決 し て 宋儒 

の 弊に 執す る 所な く、 廣く 古今の 諸 書に 通じ、 調和 的 態度 を 持して 德敎の 振起 


に 努力した ので ある、 故に その 學風は 佛敎と 雖も敢 て 之 を排せ や、 陸 王と いへ 

ども 之を棄 つる ことなぐ 極めて 寬大 なる 學風を 鼓吹した、 神 儒佛三 敎に對 して 

極めて 公平なる 態度 を 執った ので 多少 旗幟 不鮮明の 嫌 はあった が、 この 淸源併 

せ吞む 底の 學 風が 却て 德川 時代 文敎 隆盛の 因と なった ので あらう、 物 ffl 徠は我 

が 國文敎 の 由來を 記して 「吾柬 方の 國泯々 乎と して 知覺 なし、 王 仁 氏あって 後 

に 民 始めて 字を識 り、 黃備 氏あって 後に 經藝 始めて 傳 はり、 菅原 氏あって 後に 

〇〇〇oo〇ooo〇〇〇oo〇o〇〇oo 

文史稱 すべく、 惺窩 氏あって 後に 人 言へば 天 を 稱し聖 を 語る、 此の 四 君子 は 世 

學宮に 尸 祝す と雖も 可な り」 といって 惺窩に 依て 初めて 我が 國の 偷理道 德に關 

する 學 問が 開かれた こと を 言って ゐ るの は 能く 惺窩の 功績 を稱讃 した ものと 謂 

つてよ い、 實に惺 窩は獨 り 京 學の祖 としての みならす、 我が 國 近世 文 敎の祖 と 

して 尊崇す ベ き 人で ある。 

31 朝鮮人 姜 a は惺窩 と共に 赤松 廣通 公の 爲 めに、 文敎の 振起に 努めた 人で ある 


4 が、 贫て惺 の爲 めに 惺窩記 を 作って ゐる、 その 中に gss の 人物 及び 學問を 評 

して 左の 如くい つて ゐ る。 

その 人となり や、 隱居 敎授、 聞 達 を 求めす、 人 聞くべく して 見る ベから す、 

見るべく して 知るべからざる なり、 簞瓢 陋巷 之れ に處 して 裕如 たり、 義 可な 

ら ざる 所、 千駟萬 鐘と い へ ども 層し とせざる 所 あり、 惡を疾 むこと 風の 如く、 

善 を 見る こと 驚く が 如し * 道 合せざる 所 は、 王公 大人と 雖も 顧みざる 所 ある 

、、、、、、、、、、、  、、、、、、  、、、、、、、、  、、、. - 

なり、 其學 たる ゃ師 傅に 由ら す、 小道に 局ら す、 佛老 の學に 始ま，. >、 箇の昭 

昭地を 得たり、 その 心 迹の北 H 馳 する を 以て 終に 棄 去して 爲 さす、 而 して 千載 

の 遺經に 因て 千載の 絕 緖を繹 ね、 深 造 獨詣、 旁ら 遠 紹を搜 り、 結 繩の替 する 

所 龍馬の 载 する 所、 神 龜の負 ふ 所、 孔 聖の籍 する 所より、 濂洛關 閩性理 の 諸 

書に 至る まで 貫 穿せ ざるな く、 馳騁洞 念 一 切 を曉析 す、 天理 を廣め 放心 を收 

むる こと を 以て 學 問の 根本と 爲す。 ss 槁繽卷 111) 


惺窩 は德川 家康の 知遇 を 受けた る も敢て その 招聘に 應 せす、 その他 當 時の 權 

門 勢家に 優遇され たる も 亦た 敢て 進んで 祿仕 する を肯ん せす、 終身 民 問に 在り 

て 斯道の 盡瘁に 甘んじた る 彼れ の 面目が、 よく 此の 文中に 現 はれて ゐる、 而 して 

その 學 問の 該博なる 決して 一 派の 學に 拘泥す る ものでなかった こと も、 亦た こ 

れに 依て 窺 はれる、 然しながら 彼れ が 朱 子の 學 問に 對 して は 大に尊 祟の 念 を 持 

し、 自ら 唱道す る 所の 道德 主義 も 主として 朱 子學を 中心として ゐる こと は廬長 

九 年 吉田素 庵に 代って 林羅 山に 答へ た 文書の 中に、 

如，， 朱 夫子-者、 繼ニ往 聖『 開 n 來學 『 得，， 道 統之傳 I 者 也、 後生 區區 置，， 異論， 

哉。 (憶窩 文集 答 林 秀ォ) 

t あるに 依て 明らかで ある、 卽ち 彼れ は 儒 敎を說 くに 常に 朱 子の 學說を 以て 正 

しきもの として 之れ に準據 したので ある、 けれども 前 旣に述 ぶる 如く 彼れ は 決 

6™ して 徒らに 支那 思想 を宣傳 する ものではなかった、. 能く 我が 國 固有の 精神 を 把 
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持して 之 を 日本化 せんこと に 力 を用ゐ たこと は 神 儒 一 致 說を稱 へ てゐる ことに 

依て 知られる、 彼れ が 老母の 爲 めに 儒學の 大意 を 述べたり と稱 せらる. - 「假名 

性理」 とい ふ 著書の 中には、 

日本の 神道 も 我心 をた i ^じうして、 萬 民 を あはれ み、 慈悲 を 施す を 極意と し 

堯舜の 道 もこれ を 極意と するな，.^、 もろこし にて は 儒道と いひ、 n 本に て は 

神道と いふ、 名 はか は，.^、 心 は 一 つなり。 

といって 明らかに 神 儒 一 致 說を唱 へ てゐ る、 而 して 天道 を 畏れ 敬む 儒道の 根本 

主義 を說 くに 當 つても 其 例 を 天照大神の 御 事 溃 によって 之 を 述べた るが 如き、 

その 眞 意の 那邊に 在る か は 一 讀 して 知らる、 ので ある、 佛 敎に對 して は 時々 之 

を 斥く るが 如き 口吻 を 漏らして ゐ るが、 其眞意 は佛敎 その 者の 攻擊 でな くして 

腐敗せ る當 時の 僧侶が、 釋迦 の敎を 汚辱して ゐる こと を 痛嘆して ゐる ものと 觀 

る ベ きで あらう、 惺窩は その 少年 時代 五山の 學 林に 於て 學を 修めた るの みなら 


す、 その 半生 は 僧侶と して 世に立った 人で あるから 佛學に 造詣す る所淺 くな か， 

つたの は 勿論 である、 其 著書 を 通讀す る 時 は 非常に 佛敎 思想の 影響が 多い こと 

が 知られる、 彼れ が 道 德を說 くに 我が 神道に 於て 最も 重し とする 正直の 德と、 

佛敎の 根 本義た る 慈悲の 道と を 以て、 道德 上の ニ大 原理と して 敎を垂 るく が 如 

き、 或は 因果 說を述 ぶる が 如き、 縱令 ひその 表面に は 儒 寄の 文字 を 以て 之を說 

いて ゐる にしても 此等は 明か に佛敎 思想の 影響す る 所で あらう と 思 はれる、 其 

他 陸 王の 說も 五山に 於て 深く 硏究 した 結果 その 特長 を 知れる が 故に 敢て 之を徘 

する やうな 言論 を爲 さなかつ たので ある、 之 を 要するに 惺窩の 學風は 何處. まで 

も 調和 的であった、 門人 林羅 山な ども 此點 一は 犬に 師說 に慊ら なかった ので あら 

う、 羅山 文壤を 見る と柴立 子の 說を 非難して ゐる 所が ある、 今 吾人 は s?s が此 

くの 如き 寬大 なる 學風を 以て 德川 時代 文 敎の甚 礎 を 築きた る 人で ある こと を 一 

7 一  言して 其 學說の 詳細 は 凡て 之 を 省く ことにする、 何と なれば 啓蒙 時代の 學者は 
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その 任た V 學 問の 勃 與を 促す ことであって、 深き 研究 は その 本職と する 所でな 

いからで ある。 

【參 考】 

天照大神 は、 日本の あるじ なれ ども、 宫作 はか やぶき なり、 御供 は黑 米な り、 

家居 を かざり 給 はす、 食に めづ らしき もの をと \ のへ やして、 天下の 萬 民 を 

あはれ み 給 ふなり、 神武 天皇 其お きて を 守りて、 道 をお こない 給 ふに よりて、 

後白河 法皇まで 幾千 年と いふ 數を しらす、 代々 子孫に 天下 をゅづ りて、 さか 

え 給 ふなり、 いにしへの 天子 は、 みづ から 鍬 をと りて、 田のう ち はじめ を あ 

そばして、 民の くるしみ を 報じ 給 ふ、 延 喜の 帝 は、 塞 夜に 御衣 をぬ ぎて、 國 

土の 民 どもの いかに 寒む からん となげ き 給 ふ、 祌 道に は 正しき を、 もばら と 

して、 萬 民 を あはれ む を 極意と するな り、 上 一 人 正し かれば、 下 萬 民す ぐな 

る ものな ，0-、 上 一 人の 欲 ふかければ、 下 萬 民 上の とくな，.^、 こ  > 'ろ だに 誠 


の 道に かな ひなば、 いのらす とても 神 や 守らん、 誠の 道と は 天逍の 誠な り、 

祌佛に 金銀 を 進上して、 我 身のう へ を. いのる 事、 おろかなる 事の ^ぉ 一 なり、 

人 さへ すこし 道の 心 ある もの は、 よこしまなる まひな ひ をう けす、 惡人 にち 

かづ かす、 まして 民 を くるしめす、 被宫ー 類 を かつゑに およばせて、 神佛に 

音信 申た ると てうけ 給 はんや、 其 身 正直に して、 慈悲 を 人に ほど こし ぬれ 

ば、 いのらぬ とても 神 守り 給 ふなり、 叶 はぬ 事 を神佛 にいの/.^ て、 叶 ふとい 

ふ 事 はなき 事な り 云々。 (千代-.. - とくさ) 

儒道と 佛 法との か はり 

釋迦佛 一切 經の 中に、 心 は ある ものな ひ、 極樂 地獄 も ある ものな りと、 とき 

たる 所 も 多し、 又 心 もな し、 極樂 地獄 もな しと、 說れた る 所 もお ほし、 しか 

れば、  > ひ はなき も のぞと 落着たり、 心 ある ものなら ば、 かりそめにも、 心 は 

9_ なき も のぞと は、 說き給 ふ ベ からす、 しからば、 後生 はなき もの に 落着た 


w り、 ふかく 思惟して、 よ  心得 わけ 給 ふべ し、 儒道に は 此性は 天の 性 を 

うけ 得て 生れ、 又もとの 性へ かへ ると 落着たり、 しかれ ども こ、 ろに いつは 

りて、 人 を そこない、 人 を そね み、 こゝ ろよ こしまに して、 おごり をき はめ 

おる もの は、 此世 にて は 天の せめ をう け、 其 身 ほろ ぶる か、 又 子孫に いた， 0 

て ほろび、 叉 死して 後此心 流浪して、 天に か へらざる なり、 これによ りて、 

天 をお それ、 明德を 明らかにして、 心 を 誠にし、 五常 五倫 をお こない、. 慈悲 

を もば、. つに して、 此 性の 天の 本土に かへ る 事 をた のしむ、 天に いのりき たう 

して かへ るに は あらす。 (同 上) 

【著 書】 

文章 達德錄 百卷等 多くの 著書が あると 謂 はれて ゐ るが、 其 倫理 道 德に關 する 

方面に 於て は 假名 性 理ー卷 (或は 「千代 もとく さ，」) と惺窩 文集 (八卷 の 書と 

十七 卷の 書と 1 1 種 あ，？ 0  を 見れば 十分で ある。 「此の 二 書 は 日本 倫理 戴 編 第 
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七 冊 朱 子學の 部上卷 及び 續々 群 書類 從第 十三 冊 詩文 部に 據て 見る の 便 あ 

尙ほ大 江 萬 里 氏が 雜誌大 東 文化 (第 四卷 第一 號) に 於て 「京學 の 興起と 其 普 

及」 なる 論文 を 寄せられて ゐ るが、 惺窩 初め 羅山、 尺 五 等の 著書 及 ^6 學風等 

を 詳細に 說述 して ゐ るから、 京學の 研究に は 好個の 參考 書で ある こと を 附記 

して 置く。 

. 第二 節 松 永 尺 五 

文 綠 元年 ( 1 五 九 二〕 11 明 撥 三年 ( 一 六 五セ)  . 

惺窩の 門下と して は 所謂 藤 門 四天王と 稱 せらる く林羅 山、 松 永 尺 五、 那波活 

所、 堀 杏菴の 外に 菅得 菴、 三 宅 寄齋、 石 川 丈 山、 吉田素 巷、 永 田 善齋等 幾多の 

碩儒 俊才 はあった が、 眞に 能く その 衣鉢 を傳へ 得た もの は 松 永 尺 五で ある。 そ 

の 事廣の 詳細 は、 門人 瀧 川 昌樂の 撰べる 「尺 五堂 恭儉 先生 行狀」 に 依て 知られ 

る、 彼れ の 父 桌德翁 は 逍遙 軒と 號 して 當時有 名なる 歌人であった、 而 して 祖父 


永 g の 配は惺 ® の 姉 (默， ば 誠 s) で 惺窝と は 深き 關 係あった ことが 知られる、 その 

一 生の 行 eg が 惶窩の それに 彷彿た る もの V あつたの も 全く 偶然でなかった と 想- 

はれる。  一 

尺 五は此 くの 如く 惺窩と 同じく 有名なる 歌人の 家に 生れ、 八 歳の 頃より 父に 

就て その 歌學を 修め、 一 家の 學を硏 習す る 傍ら 惺窩の 門に 入って 儒學を 修めた 一 

ので ある、 惺窩は 自分の 親戚の 子供で も あり、 且つ その 性質 頗る 溫厚 にして 誠 

實 であった ので 深く、 之 を 愛して 特に この 少年の 將 來に囑 目して ゐ たやう であ 

る、 行狀 記に 惺窩が 自分の 學 問を此 少年に 傳へ る證 として 自ら 着す る 所の 深 衣 一 

幅 巾 を 授けた と あるの を 觀ても 師弟 關 係の 他に 異なって ゐ たこと が 知られる、 一 

而 して 彼れ の才學 は實に 驚く ベ きものであって 早く 詩文に 於て 儕輩の 間に 嶄然ー 

頭角 を顯 はし、 年 十三に して 四書 及び 六經に 通じ、 大阪 城に 招かれて 豊臣 秀賴ー 

の爲 めに、 書經を 講じた 程で ある、 か > -る才 學絕偷 の 人であった から 秀賴 を始ー 


め、 その他の 侯伯から 屢々 祿 仕を勸 めら れ たが、 師惺^ の 衣鉢 を » ふること を 

以て 深く 自任せ る 故に 悉く 之 を固辭 し、 師と 同じく 民 問の 敎育 家と して 一 生 を 

終 ふるに 至った、 行狀 記に 據 ると 三十 歳の 時 一 子 相 傳の誓 ffl として 惺窩 から 周 

易、 河圆洛 書、 先天 後天、 卜筮 九圆、 太 極圜、 書 洪範九 鳴、 * 秋の 奥義 を傳へ 

られ たと ある。 

彼れ は 惺窩と 同じく 宋儒 以下 諸子 百 家の 學に 通じた るの みなら や、 又た 進ん 

で 佛敎の 研究 を 怠らなかった、 行狀 記に 之 を 左の 如く 記して ゐる、 

先生 歳 四十 一、 博覽强 記、 本朝 外國之 篇籍、 殆涉 n 獲 之 『 贞德翁 命 曰、 汝已 

入 n 儒 關ー且 通 二 諸子 百 家變正 r 今 轉覽ニ 大蔵 經ー以 可 二 K 釋敎 ー焉、 此我願 

也、 先生 以爲 道不ぃ 同相 爲不ぃ 謀、 然 家君 之 命、 不ぃ可 J 、逢 也、 自，， 正月 1 入 二 建 

仁 寺 I 到，， 明歲幕 春-閲覧 了。 

は 一 この 文に 據れ ば佛 典の 研究 は 家 翁 逍遙 軒の 勸吿に 由った ので あるが、 而も 敢て 


H_ 之れ を 斥けす、 熱心に その 修業に 努めた 所は羅 山な どの 學 風と は 大に 異なって 

ゐる ことが 知られる、 而 して 彼れ はこの 硏究の 結果 「一 切 經拔萃 大海 1 滴」 の 

1 書 を 撰して 之 を 後水尾 天皇に 獻じ大 に その 叙 感を辱 ふした とい ふので ある 

から 佛學に 於け る 造詣 も 亦た 格別であった ことが 知られる、 尙ほ 彼れ の 常 言に 

「吾 雖ぃ不 い 至，， 富貴 一 忘-貧 窶- 而不ぃ 忮不ぃ 求、 蔵書 萬卷、 詩文 三 千篇、 此外 又無ン 

願焉」 と あるが、 その 性格の 惺窩と 相 同じき ものが あった ことが 益々 明らかに 

知られる、 而 して 博 學是れ 努め 宋學の 外、 佛老 の學は 固より 小說雜 書と いへ ど 

も 之 を 窺 はざる ことなしと 謂 はれて ゐ るので あるから、 その 學風 全く 惺窩の 神 

隨を傳 承せ る ものなる こと も 推して 知らる ゝ であらう。 

【著 書】 

尺 五光 生 全集 1 1 卷 (績々 群 書 氣從第 十三 卷に收 載 さる。 (尺 五堂 恭儉 先生 行 狀は此 書の 卷 頭に 

あり〕 
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尺 五の 遺著と 稱 する もの 尙ほ此 外に 多く あるべし と 思 はる、 も、 未だ 之 一 

目す る を 得す、 他日の 硏究を 期す、 前節 參考 書と して 擧げ たる 大江 氏の 論文 一 

など 大に參 照すべき である。  -ー 

第三 節 林羅山 

夭 正 十一 年 (一 五八 三) 11 明曆 三年 ハ 一 六 五 七)  一 

,  一 

一、 學風  .】 

羅 山が 朱 子學を 主張して 所謂 林 家の 學を 興した の は 惶窩を 待って 初 まった の 一 

ではない、 彼れ の 幼時 世間 未だ 宋學を 知らす、 彼 年 十八 歳の 時 始めて 朱 子 奥 註 一 

を讀ん で大に その 說に 服し、 遂に 徒を聚 めて 朱 子學を 講じた こと は 其 事蹬に 現： 

はれて ゐる、 此時尙 ほ 古來の 慣習に 依て 古註の 講習 盛んに 行 はれて ゐ たので 隨 

分周 園の 人々 から 異端と して 排斥され たので あるが、 家廣は 彼れ の 非凡の 才學 一 

を 認めて 敢て 之を禁 せす、 寧ろ 彼れ を激勵 したので 彼れ の 朱 子 學に對 する 仿念 


ssl は 益 i 强く 後ち 惺窩の 門に 至りて 師弟の 鱧 を 執った けれども 朱 子 學に對 する 信 

念は旣 にこれ より 前に 確立して ゐ たので ある、 隨 つて 其 學風は 惺窩と 一 致す る 

こと は出來 なかった、 惶窩が 朱 子學を 講じて 尙ほ陸 王老佛 の說を 斥く る こと を 

爲 さす、 頗る 寛大なる 態度であった こと は 彼れ に 取て は 甚だしく 不滿 であった 

ので ある、 入門 前から 吉田玄 之 を 通じて 再々 惺窩と 之 を 論議して ゐる、 例へば 

慶長九 年廿ニ 歳の 三月 吉田支 之に 與へ た 書簡に、 

向お 先生、 (惺窩 を 指す) 專言ニ 陸 氏 之學ハ 陸 氏 於，， 朱 子！' 如，， 薰猶 氷炭 之 相反 r 

豈同器 乎、 同爐 乎、 其 無 極大 極 之 論、 問答 甚多、 陸氏遂 塞、 陸 氏 之 問 筵 也、 ， 

朱 子 之 答 鐘 也、 朱 子不， 廻， 頭、 有， 如 ，，, 寸筵 撞，， 鉅鐘 r 其事詳 見，， 朱 子 集、 及經 

濟 文衡， 若 夫 論，， 太 極， 則 有，， 周 子 之 志， 可也、 有，， 陸 氏 之 志， 不可 也。 (文集 第 こ 寄 

田玄 之) 

と 論じて、 陸 氏の 學を排 し、 更に 進んで 孔門の 學、 朱 子 を 以て 宗 とすべき 論 


じて 曰 はく、 

夫子 之 道 在 i ハ經" 解つ I- 莫ぃ 粹，， 於 紫 陽 氏 f 舍，， 紫 陽-弗， I 之從， 而區區 象 山之是 

信、 不ぃ幾 二 於 似 P 惑歟、 唯是學 四書 1 而後 言 レ道亦 不ぃ晚 也。 (同 上) 

羅 山の 主張 は 實に此 くの 如く 旗幟 鮮明であった、 佛 老を排 し、 隆 王 を 喜ばな か 

つたの は是 れが爲 めで ある、 此の 信念 は 彼れ の 一 生 を 通じて ：1 る 所な か つたの 

である、 此の 信念 を 以て、 終に 江 幕府 を 動かし、 天下學問の^：！^準をして朱子 

學に 取らし め、 斯學 をして 隆々 たる 勢 を 以て 四方に 傳播 せしめ、 遂に 德川 時代 

儒敎 文化の 世 を 現出せ しむる 甚 礎を强 固なら しめた こと は、 其 功績 寧ろ 師惶 

に 勝る とも 劣る もので なか つたので ある、 彼れ は此 くの 如く 朱 子學を 中心とし 

て 道 を 論す る も 決して 朱 子の 說に 肓從せ や、 朱 子の 理氣 一 二 兀論を 否定して 心 

の 一元 說を 主張して ゐる、 その他 道 德說に 於て 宋 儒の 形式論に 拘泥せ す、 飽く 

1 まで も 日本 固有の 道 德觀念 を 加味して 之 を 日本人と して 行 ふ も 決して 矛 盾 する 
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所 なきやう に 注意して ゐる 所な ど、 流石に 日本 儒者の 先達と しての 偉大 さ を 想 

はしむ る ものが ある 0 

彼れ は 惺窩と 同じく 德川 氏の 初期 文敎 漸く 勃與の 機運に 際會 し、 その 非凡の 

才學を 以て 大に學 問 普及の 爲 めに カを盡 した こと は 吾人の 忘る ベ からる 所で あ 

る、 其の 道德 論に 至って は何處 まで も 朱 子  一 S 一張り で、 多少 偏狹 固陋の 勲は免 

れ なかった けれども、 一 般の學 問 研究と いふ 立場から は敢て 宋學の 一 方に 偏せ 

t 凡べ ての 方面に その 硏究の 端緖を 開き 大に後 學を裨 益して ゐる、 此の 勲に 

於て は 惺窩と 違って 時代の 進歩と いひ、 自己の 幕府に 於け る 地位と いひ、 頗る 

便利であった から、 惺窩 の爲し 得なかった 事業 をな し 遂げて ゐる、 四書 五 鋒の 

加勲は 固より、 老子、 莊子、 楚辭、 文選、 國語、 戰國 策、 十三 經 註疏 等よ. 爾雅、 

急 就篇の 類に 至る まで 凡そ 三十 餘 種の 多き に 及んで ある、 殊に 後世の 學 者を裨 

益し、 學問 普及 に 功績の 著大であった こと は、 以上の 經子史 集 等 の加點 i の 外に 多 


くの 經解 (薩 解) を 著 はして 童 蒙に 便した ことで ある、 此の 經解頻 も 亦 十有餘 

稷の 多き に 及んで ゐる、 後年 物徂徠 がその 學 問の 始 をな したの も羅 山の 大舉諺 

解に. H つた ものである こと は 有名な 話で ある、 羅. 巾が 「經典 题說」 を 著 はして 

支那の 古典 を 1^ 易に 解釋 して ゐ るが 之 を 讀んで 吾々 の 感心す るの は 凡て：！： 本の 

例 を 引いて 何人に も 一 讀 分明なら しむる ことに 注意して ゐる ことで ある、 叉た 

彼れ は單に 支那の 古典 を 解題す るの みならす、 日本 書籍 考を著 はして 本邦お 典 

の 尊崇すべき こと を敎へ てゐ る、 彼れは決して偏狹なる支邠心醉の學^5^でなか 

つたこと は 以上の 事 に 依て 明らか に 知らる.^ であらう。 

尙ほ 最後に 彼れ の學 風に 就て 辨 すべ き は、 彼れ が 幕府 顧問の 地位に 在， -て、 

其 優遇 を 受けた るに 依て、 敬 幕 思想 を 鼓吹して 反 朝廷の 氣述を 促し、 後世 名分 

の 論 を紊亂 する に 至りし は、 彼れ 實に その 俑を 作った ので ある、 彼れ に は 仲サ王 

思想 を 見る ことが 出來 ない とい ふ 非難 である、 これ も羅 山の 蓊書を 通讀す れ ば 


20 


決して か、 る 非難 はなし 得ない ので ある、 彼れ が 國史に 精通して ゐ たこと は 本 一 

^ar-s^s の 編著 あ b て 犬に 史學 研究の 必耍を 後世に 示された るに 依て 一 

知られる、 (勿論 吳太伯 を 日本の 祖と爲 す やうな 僻說 はあった が)、 苟も 國史に 精一 

通す る 者 は必す 本邦 上代の 事 を 知悉して 武家政治の 變體 なること は 自然に 了解 一 

さる ゝ こと は 言 はすして 明らかで ある、 只 その 身 幕府に 事へ て その 顧問に 隨はー 

るの 故 を 以て 之 を 如何と もす る 能 はや、 況んゃ 家康に 於て は 皇室 を 尊崇す るの 

念 厚く、 決して 彼れ の 思想に 反する ものでなかった ので ある、 そこで 彼れ の 立 

場と して は 目下の 幕政 をして、 ます-/ \> 朝廷 を 尊崇す る實 蹟を擧 げしむ るに 在 

つた、 卽ち 皇室 尊崇 を 標榜して 幕府の 發達を 計る に 在った、 敬 幕 思想と 皇室 尊 

崇の 念と は 彼れ 自身に 在って は 何等 相反す る ものと 考へ なかった ので あらう、 

換言すれば 幕府と して 皇室 尊崇の 實溃を 天下に 知らし め、 以て 天下の 人心 を 幕 

府に 集注せ しめんと したので ある、 そ は 鬼 も あれ 彼れ 1 個人と して 卽ち 私人と- 


ての 羅山 は實に 勤王 心の 窗勃 として 抑へ 難き ものが あつたの である、 羅山文 猫 

1 部 を 織て 見ば その 證歷々 として 明らか である、 その子 驚 峰 その 孫 1^ 岡の 如き 

皆 その 遺志 を繼 承して ゐる、 卽ち 世の 一 部の 論者の 如き は 未だ 能く 彼れ の 其 精 

祌を 了解せ ざる ものなる こと 以て 知る べきで ある。 

二、 學 說 

羅山は 惺窩と 同じく 啓蒙 時代の 學者 として 其 任た 學 問の 普及に 在，.^ たるな 

れば 自家の 創見 を 世に 發 表する の餘裕 なかった のみなら す、 その 職務 は 繁劇な 

る 幕府の 顧問と いふので あつたから 研鑽の 功 を 積む 閑 を 有しなかった、 師の惶 

窩は羅 山の 才學を 以てして 徒らに 俗務に 鞅掌して 自己の 志操 を卓勵 せざる は惜 

しむべし と爲し 曾て 羅 山に 書 を與へ て 早く 閑地に 就て 不朽の 著作 を爲 さん こと 

を勸 めた けれども、 羅山は その 言 を 用ゐる 機會を 得なかった ので ある、 そこで 

nl 羅 山の 事業 は 書籍の^ 輯 或は 出版に 力 を 用ゐ、 著述 萬卷 なる も 徒らに 編 » の 業 
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に 止まって 自家の 創見に 乏しい、 倫理 學說 として 春 鑑抄、 三 德抄、 敵 戒說叉 は 一 

童 觀抄の 類 は、 た ぐ 書物の 解釋 に過ぎないので 特に 述ふ ベ き 程の もの はない か 

ら、 朱子學 尊崇の 信念より 他の 諸 敎を排 した こと」、 國體の 精華 を發揚 し、 神 一 

儒 一 致說を 高調した 點ーを 簡單に 記して 置かう。  一 

(ィ) 異端 排 11£： の 論 

彼 は 前述の 如く 《おに 朱子學 以外の 老佛陸 王の 敎義 に對 して 反對の 意見 を 發表ー 

した、 老子に 就て は 左の 如く 批評して ゐる、  一 

李 耳 曰く、 道の 道と すべき は、 常の 道に あらす と、 其 所謂 道は淸 淨無爲 とい 一 

ふなり、 天地 未 分 をい ふなり、 夫れ 人 今の 世に 生れて 上古の 無事 をな すべ か 一 

らゃ、 而るを 況んゃ 何 を 以て 此身を 天地 未だ 判れざる の 先に 置かん や、 若し 一 

天地 を 以て 譬喩と なし、 渾沌 未だ 開けざる を 以て 1 念 を 起さ やとせば、 則ち 一 

一息 未だ 斷 えざる の 間、 何 を 以て 一念 を 起さ らん や、 人 は 本と 活物な り、 一 


^か 枯骸と 似ん や、 蒙叟が 枯木 死灰 及び 柴 立の 說亦是 の 如く 異端の 言語な り、 

聖人の 道 は然ら や、 其 道、 君臣" 父子 男女 兄弟 朋友の 外に あらす、 之れ を 行 ふ 

所以の もの は 五常な り、 五常 本と 一 心に あり、 此 心の 具 ふる 所の 理、 卽ち是 

れ性 なり、 人人の 共に 由る 所の もの 道な り、 道 を 心に 得る 之 を 得と いふ、， 故 

に道德 仁義 禮智は 其 名 異にして 實はー な 6、 李 耳が 云 ふ 所 0 道に あらざる な 

り、 若し 人倫 を棄て  別に 道 ありと いは i^、 卽ち 儒道に あらざる なり、 疆 人 

の 道に あらざる なり、 堯舜の 道に あらざる なり。 (文 a 卷 六十ん 參 照) 

老子の 所謂 道と 儒敎に 於て 謂 ふ 所の 道と は 固より 異なる ものなる こと は羅山 

. の 言 を 埃た すと も 何人も 之 を 知る、 た 彼れ は 未だ 深く 老子の 哲理 を 解せ すし 

て 常識 を 以て、 之 を 一 槪に排 し 去る 所 その 研究の 深 淺亦た 問 はすして 明かで あ 

る、 要するに 朱子學 尊崇の 立場より 之 を 論じた る もの 今日より S れば 一 顧の K 

^ 値な きもので ある、 次に ffi 敎を 評して は 左の 如き 言 をな して ゐる。 


Ml 浮 屠 氏 畢竟、 山河 大地 を 以て 假 となし、 人倫 を幻妄 となし、 遂に 義理 を 絶滅 

し、 我 道に 罪 あり、 ：： 彼れ 君臣 を 去 b 父子 を棄て 以て 道 を 求む、 我れ 未だ 

君 父の 外 別に 所謂 道 ある を 聞かざる 也。 (文集 五十六 參照) 

夫れ 道 は 人倫 を敎 ふるのみ、 倫理の 外何ぞ 別に 道 あらん や、 彼 は 出世間と 云 

ひ 遊 方 外と 云 ふ、 然 らば 則ち 人倫 を 捨て K 虛無 寂滅 を 求む るな り實に 是れ理 

なし 0  (雜 12^ 1 參 照) 

宗敎と <1 理 との 槪 念に 就て 明確なる 知識の なかった 當時 とはいへ、 是れ 亦た 

佛敎を 解 せる もの， 言 にあらざる こ と は 言を续 たや して 明らかで ある、 陽 明の 

學に對 して は 彼れ 自身 陽 明と 同じく、 一  元 的 唯心論 を 主張しながら 尙ほ 之を排 

して 「陽 明攢 眉」 の 一 書 を 著 はした が、 此書 今日 傳 はらす、 惺窩 との 問答に 於 

て 「陽 明 出で、 后、 皇 明の 學 大に亂 る」 (惺窩 答 問) の 言 をな して ゐる 所から 觀 

て も 之を排 UJ: する 意見であった ことが 窺 はれる、 陸 象 山の 學に 就て は 旣に學 風 


の 所に 述べた から 今 之 を 言 はない、 最後に 耶蘇 敎に對 する 彼れ の 意見 は 如何と 

いふに、 其 生存 中不于 (Frcis) とい ふ宣敎 師と敎 義に關 する 問答 をした ことが 

ある、 その 結果 「排 耶蘇 三篇」 の 一書 を 著 はして ゐる、 その他 友人 石 川 丈 山に 與 

へ た 書簡 (文集 卷七示 石 川 丈 山 書) の 中に も 之 を 排斥す る 意見 を 述べ てゐ るが、 

當時宣 敎師の 執れる 態度な ど を 知る 材料と なる が、 耶蘇 敎の 敎義を 研究した 結 

果 でない から 學問 的に は 他の 老佛陸 王に 對 する 議論と 同 檨に價 値な きもので あ 

る、 彼れ は此 くの 如く 儒敎 殊に 朱子學 以外の 他 一 切の 敎義 に對 して 極力 之を排 

斥す る ことに 力 を用ゐ た、 縱令、 その 議論 は 幼稚で あり 偏見で あっても 此 くの 

如き 地位と 境遇と を 利用して、 儒敎の 宣傳に 畢生の 努力 を 惜しまなかった こと 

が、 德川 時代 儒敎 文化 出現の 動因と なった のであって、 この 點 一に 於て 其 功績 沒 

すべ からざる ものが ある、 林 家 三代 以後 實カ 萎微 として 振 は ざり しも 明治の 時 

^一  代まで、 其學を 維持せ しめたる もの 實に 彼れ がー 生 斯道に 努力せ る 結果の 賜に 


がー 外なら ない。 

(U) 祌儒 一致 說と 國體論 

羅山は 師惺窩 と 違って 盛に 佛敎を 攻撃して ゐ るが 、神道に 對 して 犬に 尊 幾の 

意 を 表し、 本朝 神社 考三卷 神道 傳授抄 一 一 卷、 神社 考詳說 一 卷、 神 書 私考 一 卷、 

中 臣拔抄 ニ卷、 神道 祕訣 ニ卷等 神道に 關 する 述作 をな し、 從來の 神 佛習合 は 佛 

者の 佛敎 興隆の 方便に 過ぎない ものと して 其 無稽の 說 なること を 論じ、 神 儒 二 

敎の 一 致す べき 理 ある こと をカ說 して ゐる、 此の g 一に 於て は 彼れ は 師說を 奉じ 

更に 明確に 之 を論辨 して ゐる、 例へば 

本朝の 神道 は是れ 王道、 王道 は是れ 儒道 固より 差等な し、 所謂 唯 一宗 源、 理 

當 心地 最も 當に意 を盡す ベ し。 (文集 附錄卷 三 > 

王道 ー變 して 神道に 至り、 神道 一 變 して 道に 至る、 道 は 所謂 儒道な り。 £ 集 

卷 六十 S 
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とい へ るが 如き 祌儒 契合の 自然の 理 なること を 論じて ゐる、 蓋し 彼れ は佛 者が 

神道 を 利用して 其敎 を宣傳 せる に 鑑みて、 之れ に 侬て大 に 儒道の 興隆 を 企 ffi せ 

ん としたの である、 而 して 其 カ說 空しから す、 遂に 佛敎 文化の 時代 を變 じて 懦 

敎 文化の 時代 を 現出せ しむる に 至った、 彼れ 以後の 儒 は 二三の 例外 を 除いて 

何れも 神 儒 合 1 の 說を繼 承して ゐる こと は 注意すべき である。 

羅 山が 大に 皇室 を 尊崇し、 我が 國體の 美 を 謳歌して ゐる こと は、 その 文集 を 

繊て 見れば 明らかで ある、 例へ ば文^^^卷ー の 劈頭に 「俊 賦」 一 篇が ある、 その 

起 頭の 文に 「惟 吾邦 之靈 秀兮、 神聖 之 所，， 挺 生 f 環以 n 太平洋 梅- 兮、 輝，， 陽 谷 之 

明明， 名い 兹曰 n 日本一 兮」 と ありて 以下 犬に 國粹の 美を稱 嘆して ゐる、 怆 かも 藤 

田 湖の 正 氣歌を 誦する と 同檨の 感興 を 起さし むる、 その他 史上の 人物 論 例へ 

ば源賴 朝、 北條義 時な どの 功罪 を論辨 する 場合に も、 その 尊王 愛國の 精神が 紙 

上に 躍如と して 現 はれて ゐ る.' 殊に 彼れ の 一 ニ稱 神器 に關 する 說を tii む とき は 其 
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精神の 那邊に 在る か は 直ちに 觀取 せらる、 ので ある、 云 はく 

o〇o〇〇  〇〇oooo〇〇〇o〇〇o〇o〇  oooooooo  、、 

三 IS の 神器、 璽 は 仁に 象るな り劍は 勇に 象るな り、 鏡 は智に 象るな り、 本と 

此の 三 德を具 ふるもの は 神明な り、 夫れ 心 は 神明の 舍な り、 旣に三 德を具 ふ 

れば卽 ち 神 豈に遠 からん や  若し 夫れ 器 は 多く 人爲 より 出づ、 故に 禹 

oooooooo  〇〇〇〇〇〇  Q*c〇 O 〇 o 〇 〇 O 

王の 九 鼎と 雖も 亦た 然り、 我が 朝の 三 神器なる もの は 自然の 天成に して 人爲 

o〇〇o  ◦〇〇〇 ゆ ゑ 0 〇〇〇oo〇  o〇〇〇 

を假ら や、 是れ 亦た 以 ある 哉 貴むべし、 敬すべし。 (文集 六十 九、 隨筆) 

と、 その 國體 讃美 論者なる こと を 以て 知るべき である。 

〇 林 家 一 門の 事を述 ぶる 順序と なった が、 之を述 ぶる とき は廣 汎に涉 りて 到 

底本 書の 如き 制限 ある 叢書で は 書き 盡し 得ない ので、 之 を 省略す る ことにし 

た、 「日本 儒敎 槪說」 の 中で 其 盛衰の 狀を 述べて 置いた から、 羅山 以後の 事 を 

知らん とする 人 は 該書を 一 讀 されたい 0 

【參 考】 


慶長元 和の 頃 京師に て 林道 春 初めて 程 朱の 新 注に て講說 し、 明經 博士 淸原^ 

賢 これ を 罪せら る ベ しと 申す 時、 神 祖寬大 の 思 召と て 何事な く廣く 世に も fi 

習す る 事に 成し は 世人 皆 知る 所な り、 然るに 尺 素往來 といへ る 消息の 事 書し 

撒+足 利の 中頃より 上に 出來し 書に や、 其 中に 近代 獨往 軒健叟 法師 以宋朝 » 

洛書 義爲正 開講 於 朝 庭 已來程 朱 二 公 新 釋可爲 肝要 也と 見 ゆれば 道卷 より 遙か 

前に も 禁中に て 御 取 用 も ありし 事なる べし、 左ら ば 道 赛 都下に て 新 注 講說此 

の 健 叟の事 は 公卿 も 武家 沙汰に 及ば ざり し、 又 嘉吉ー 一年 壬 戌 十二月 室町 將軍 

篛勝朝 孝經誦 了て 次に 大學を 授け 奉る 方 外 記淸原 業忠に 大刀 馬 を 賜るな ど见 

ゆれば 宋儒新 注 行 はれし も 久しき 事なる べし。 (人 見雜 記) 

S 人 見 雜記は 人 見卜幽 (林 糖と 號す) の雜記にして初め惺窩門の菅得^^に就て學び、 後ち^^^^ 

の 門に 入りし 人な リ、 水戶笫 一 世烕公 LL 事 ふ、 義 公の 幼時 此人 LL 就て 學ぶ所 多し と IS はろ。 


羅山文 ffi 七十 五卷 

羅山 詩集 七十 五卷 

羅山 文壤附 錄五卷 

以上 三部 は羅山 先生 文集 二 卷羅山 先生 詩集 ニ卷 併せて 四卷 となし 大正 七 年よ リ同十 年の 問に 

京都の 平安 考古 學會 ょリ？ ^行され たろ，， -の あろ 以て 之,^ 見ろ LL 便な リ、 三德 解、 西銘講 解、 

愤窩答 問、 敲戒說 の 諸篇！ 1 皆 第一 卷 li 收載 されたり、 尙ほ春 鑑抄、 三德抄 *  ^戒說 は續々 群 

書類 從卷 十、 敎育 部に 之 收め あろ 1^ 以て 就て 見ろ べし、 耍 すろ-. iSi 山の 學 は 右 四 卷め書 

迎讀 すれに 之. 知ろ-し 十分なる べし。 

梅村载 筆三卷 (§1 隨 筆大觀 第三 i に收载 さる) 

儒 門 思 問 錄四卷 S 文 一一 年刊) 

童觀鈔 上下 一 ー卷 一 冊 (萬 治 二 年刊) 

日本 書籍 考 1 W  (寬文 七 年刊) 


經龍 ハ題說 1 晋 ow 本 甞籍考 1^ 乾の 卷 となし • 此書 1^ 坤の卷 として 同時に 刊行す) 

羅浮 筆記 一 册 寫本 

神道 授 (國書 刊行 會第 二期 神道 叢 說の中 LL 敉 めら る) 

本朝 神社 考六卷 (或は 三册本 あり) 

-削夜 物語 一 卷 (大田 南畝廣 三十 輻の 内に ぁリ) 

(その他 一 々列記す ろの 煩に 堪 へす) 

第二 章 木 門 派の 倫理 學說 

第一 節 木 下 順 菴の學 風 

元 和七华 (一 六 二  I) 11 1 兀祿十 一 年 (一六 九 八) 

窩惺 1 たび 朱 子 學を稱 へて より 林羅 山、 松 永 尺 五の 如き 碩學 その 門下よ， 0 輩 

3 出し、 所謂 京學 はます く 隆盛 を來 たす に 至った が、 林 羅山は 幕府の 顧問と な 
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つて 江^に 下り、 別に 林 家の 學を 起し、 學風も 師惺窩 と 甚だ 異なる もの あるに 

至った こと は、 旣に 述べた 通りで ある、 然るに 松 永 尺 五 は 惺窩の 衣鉢 を傳 

へ、 永く 京都に 止まって 講 學に從 事し、 師惺窩 と 同じく その 門下 多 士濟々 たり 

しこと も 亦た 旣に之 を 述べた、 尺 五の 門下 幾多の 人材 を 出した が、 能く その 學 

風を繼 承して、 同じく 京都の 地に 於て 育英の 業に 從 事し、 又た 幾多の 人材 を そ 

の 門下よ ，0 養成した こと は 木 下 順 巷に 過ぐ る もの はない、 順. 菴 は加賀 侯に 仕 へ 

たが、 天 和 二 年 幕府の 儒 員と なって 江 11^ に 下り、 こ  に 木 門の 派 を 生じ、 林 家 

の SHt; に對抗 して、 その 勢 之 を 凌駕す る もの あるに 至った、 故に こ、 に 章 を 別 

つて 所謂 木 門 派の 人々 に 就て、 その 學問 思想 を槪觀 して 見ようと 思 ふ。 

顺恭 の 遺著と し て 自分 の 見た もの は 錦 里 文集 十九 卷の みで、 而 かも その 多く 

は 詩文に 關 する ことで 直接 倫理 思想に 就て、 その 意見 を 窺 ふに 足 る もの はな 

い、 然しながら 其 門下より 近世 倫理 學の 泰斗た る 室 鳩巢の 如き 人 を 出し、 歴史 


家 政治家と しての 大家 新 井 白 石 を 出し、 詩人と して 古今 を絕 する 祇 函 南海 或は 

近世 折衷 學の祖 とも 謂 ふ べき 榊 原 篁洲の 如き を 出して ゐる 所から 觀 ると、 «_^| 

の學 問の 該博に して 決して 一 派の 學に 偏せ す、 能く その 師尺 五の 學風 を繼 承せ 

る ものなる ことが 知られる、 物 徂徠は 順菴を 以て 近世 學 問の 泰斗と して 之を激 

賞し、 服 部 南郭は 順罨を 以て 古 學の祖 として 之 を 尊崇す るに 至った の も 亦た 所 

以 あるかな と 想 はれる、 實に WW は 近世 我 國儒學 に，^,^,, ^^^sgw^ の 機運 を，^ 

先驅 者と も 謂 ふべ. i_^^^^， 順惹は 此の 如く 決して 一 派の 說に する 人 

ではなかった が、 其の 朱 子 を 尊崇し 其 學を以 て 孔門の 正系な りと 信じた こと は 

詩文の 中に、 S 々之 を推稱 して ゐる こと に 依て 知られる、 例へ ば その 述懷の 

詩に 於て 「f:^ 子 1 程 朱 は 萬 世の 師 な..^」 と稱 し、 或は 陸 象 山と 朱 子と を 比較し 

て、  . 

お 一 造經 千歳 決 二 群 疑！ 義理 精 微抽ニ 繭絲ー 仰 止 S 湖 論 n 舊學！ 確乎 鹿洞定 二新规 1 


^_ 百 王蓍鑑 編-綱目 一 四 子桔梯 錄，， 近 思 一 頓悟 金豁何 足い 貴。 泗源嫡 派 舍ビ君 誰。 

と 詠んで ゐ るの を 見る と、 陸 王の 說 よりも 朱 子學を 以て 孔門の 正系な b と 信じ 

たこと は 疑 ひない、 然しながら 前述の 如く、 決して 宋學 の圈套 中に 跟藉 する 人 

でな く、 諸種の 學に その 研究 を 進め、 犬に 自由 研究の 精神 を 鼓吹した 寛大なる 

學 風であった こと も、 亦た 疑 はれない 事實 である。 韓人 成 翠虛の 順 菴を稱 せる 

詩に" 

博 學宏材 冠-一日 本？ 靑 眸開處 揖，， 高風 t 

邦人 定服賢 師弟。 洙泗 淵源 萬 古 通。 

と あるが、 當時 我が 學界に 於け る 順菴の 勢望 以て 想 見すべし である。 

順菴 門下 第一 の 先輩 は 柳 川震澤 であるが、 此人は 忠實に 順菴に 仕へ その 學を 

祖述す るに 努めた 人で 思想 上 別に 見る ベ きもの はない、 木 門の 十哲と して 世に 

傳 .3 せらる、 は 室 鳩巢、 三 宅 觀瀾、 雨 森 芳洲、 新 井お 石、 南部 南山、 松 浦 霞 5^ 


祇園 南海、 榊 原 篁洲、 服部紹 卿、 向井 搶洲の 人々 である、 次に 鳩巢 に： 

述べよう。 

【著書 及び 參考 書】 

錦 里 文集 十九 卷 (その他の 著書 班荆 集ニ卷 等は予 未だ- >2Ei#fo 

恭靖 先生 遺稿 三卷 (繽々 群 書類 從第 十三 卷に收 載 さろ) 

木 門 十四 家 詩集 三 冊 (甘 雨亭 叢書 第五 集：^ ぁリ) 

十四 家と は 室 直淸。 木 下 順 信。 木 下 寅 亮。 田 伯 隣 (號 鶴樓) 西 山 

原 玄輔" 南景 衡。. 橘 伯 陽 C 松 浦權。 祇園 昌 (南海)。 勝 田释。 石 原 

達。 岡 田 信 盛の 十四 人な り。 

和 韓唱酬 集七卷 (1K 和 三 年刊) 

以上 二部の 書 以て 參考に 供すべし。 

第二 節 室 鳩 m 
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萬 治 元年 (一六 五八〕 11 享保 十九 年 (一 七？ 一一 四) 

一、 學風  ， 

順菴 門下 第一 の 偷瑰學 者と して は 室 鳩 奥 を擧げ ねばならぬ、 然しながら 鳩 巣 

の 學風は 師順菴 と 異なって 純然たる 朱 子學を 標榜し 努めて 其 他の 學派を 攻搫し 

之 を 排斥す るので あるから 寧ろ 林羅 山の 學 風に 近いので ある、 而 して 之れ に は 

その 原因が ある、 鳩 奥の 事躜を 見る と、 彼れ は 順 巷の 外に 今一 人の 大切なる 先 

生 を 持つ ごゐ た、 卽ち山 崎 閽齋の 門人 羽 黑養潜 その 人で ある、 羽黑氏 (後ち 本 

姓 牧野に 改む) は 近 江の 人で 名 を 成實、 字 を 養 潜と いひ、 迂恭 と號し * 山 崎 闇 

齋に 就て 學び、 德行を 以て 知られ 彥根 侯に 仕へ たが、 後ち 致仕して 加 賀に徙 居 

した、 鳩巢が 京都の 順蕃門 (所謂 維 塾) に 在る 時 も、 加賀 侯に 仕へ た 時 も， 此 

の 養 潜 先生の 敎を 受け 前後 十七 年間 その 嚴勵 なる 學 風と、 峻直 なる 行爲に 依て 

深く 感化 を 蒙った こと はぬ $51^ 自身の 言 ふ 所で ある、 曾て 養 潜に 答 ふる 所の 書 を 


見る に、 

淸自- 好い 學、 有 T 略 得 n 古人 遺 意 1 者 h 所，， ffl 見- 士大 夫亦頗 多。 然 於，， 義理， 則 

必 得，， 高 明 之 許可， 以 自信、 於，， 文辭， 则必 1%, 木 翁 之 品 題 1 以 自足。 私心 自謂、 

二 公 天下 之 知己 也、 故 平生 以 -1 今 世 有 ヒー 公， 爲ぃ樂 耳。 

といって、 文章に 於て は 順 _ ^の 感化なる も、 倫理 道徳の 方面に 於て は 寧ろ 羽黑 

氏の 感化 一層 犬なる ものあった こと を齿 白して ゐる、 今 鳩 奧の學 風 を a るに 順 

菴の 如き 寛大なる 學 風で なく、 殆んど 山 崎 派の 如き 偏狹 固陋の 弊に 陷 つて ゐる 

の も 亦敢て 怪しむ に 足らない、 然しながら 鳩 奥 をして 斯の 如く 朱 子 一 勲 張りの 

說を 固持せ しむる に 至った に 就て は、 時代の 影響 も與 つて 大 なる 原因 をな して 

ゐる、 卽ち鳩 巢の當 時に 於て は 惶窩、 羅山 以來の 朱子學 よりも 物 祖徠ー 派の 蘐 

園學 派が 隆益 を來 たし、 伊藤 仁 齊の堀 河學派 亦た 頗る 盛んに 行 はれ、 何れも 朱 

お 一 子學を 排斥して ゐた 時代で あつおから、 朱 子學は 稍々 その 勢衰 へて 孤城 落：：：！ の 


お 一 感 があった、 鳩巢は 此の 學界の 古 を 厭 ひ 新に 趨る 風潮 を 痛嘆し、 何處 まで も從 

來の學 を 維持 せんとして 孤軍奮闘の カを盡 したので ある、 其 處で此 等の 反對派 

を惽惡 する 感情 も手傳 つたので あらう、 殆ん ど獨斷 論に 類す るが 如き 口吻 を以 

て 朱子學 をカ說 した、 彼れ が 一 生異學 混戰の 間に 立って 毅然として 朱 子 學を鼓 

吹し、 萎微 として 振 はな か つた 朱 子學を 再び 盛大なら しめた こと は 日本 朱子學 

派の 偉勳 者と 謂 はねば ならぬ、 之 を 要する に 彼れ は 熱心なる 朱 子の 信者で あり 

朱門の 忠： HI であった、 而 して 朱子學 の神髓 骨子た る 義理の 敎義を 以て 武士道 を 

鼓吹し、 幕府の 命に 依て 六： i 演義 大意 及び 五倫 五常 名義 等の 書 を 撰して 風敎の 

振興に 畢生の カを盡 した こと は 我が 國 倫理 學史に 於て 重要なる 地位 を 占む る も 

ので ある、 彼れ が 如何に 忠孝の 節義 を m んじ之 を 鼓吹す るに 力 を用ゐ たかは 世 

に 弘く行 はる K 駭臺雜 話 一 篇に 依ても 容易に 知らる v ので ある、 又た 彼の 當時 

舉界 論爭の 中心と なった 赤穗 四十七士の 舉 動に 就ても 眞先 きに 「赤德 義人 錄」 


】 篇を艸 して、 之 を 世に 公刊し、 義士と しての 功績 を 讃美し、 犬に 世 道 人心 を 

益した こと は 世間 周知の 事實 である、 所謂 義ム 義士の 稱は 彼れ その 先 唱を爲 し 

たものと 謂 ふ も敢 て 不可な きこと  思 はれる。 

鳩 巢が我 國風敎 の 振起に 功績の 著大な， 9 しこと は以 上述ぶ る 如き もので あつ 

たが、 彼れ は 山 鹿 素行の 如く 我が 國體を 明らかにせす、 我が 固有の 神逍に 就て 

も 甚だ 無理解で あつたが 爲 めに、 大義名分の 論に 暗かった こと は 惜しむべきで 

ある、 幕府に 阿 a する の餘 り、 不正の 稱呼を 以て 將軍 を靠崇 し、 大に 名分 を紊 

つたこと は大 なる 缺陷 である、 勿論 中華 崇拜 思想が 學 者の 頭 腦に 深く 侵染 して 

居った 當時 のこと であるから、 獨り罪 を 彼れ 一 人に 歸 する こと は出來 ない が、 

朱 子學の 巨頭と して 舉界に 尊崇され たる 彼れ にして 此の 誤を爲 すに 至った こと 

は 後世に 及ぼせる 影響から 觀て 甚だ 遺慽 である、 楠 公 を 以て 諸葛孔 明に 劣れる 

，一 ものと 論じた 文に 依て 後年 志士 高山 g 九郞 より 腐儒 何 を か 知らん と 倒された 
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の も、 全，、 その 學厕に 欺る 大 なる 缺陷 があった からで ある、 又た 水 月 の 史臣安 

積 潜 泊に 對 して 大 日本史の 論賛に 於て 安部 仲. 層の ことに 關 して 1 言の 贊 する こ 

となき を 難 じ、 却て 大義名分 論の 上から 反駁され て、 流石の 鳩巢も 深く 愧 服し 

たとい ふやうな 話 も ある、 然しながら 縱 令ひ此 くの 如き 缺 S 一が あつたに せよ、 

その &理 學說は 日本 倫理 學史の 上から 觀て 注意すべき ものであるから、 以下 そ 

の 重要なる Si に 就て 述べ る こと k する。 

二、 博愛主義 

鳩^の 倫理 思想 を 窺 ふ ベ き 著書と して は 鳩 * 文集 四十 六卷の 外に 周易 講義 八 

卷、 周 禮新疏 十卷、 大 學新疏 ニ卷、 中庸 新疏 ニ卷、 四書 講義、 西 銘詳義 一 卷、 

大極 II 述 一 卷六 諭衍義 大意 一 卷、 五常 五倫 名義 一 卷士談 1 卷 明君 家訓 一 卷不亡 

鈔四卷 等 多くの 述作 ある も、 此 等の 著書の 中には 今日 容易に 見る を 得ざる もの 

が あり、 且つ 彼れ は 前述の.^ く、 學 問の 標的 は 朱子學 なりと 確 ilE せる もの なれ 
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ば、 何れも 朱子說 を敷演 せる ものに 過ぎない ので、 特に 彼れ の學說 として 其 創 

見 を 窺 ふに 足る もの はない が、 自ら 孔子 服 程 朱の 忠臣 を 以て 任じた る 彼れ は、. 仁 

義說を 以て 其學 問の 根本 基調と して ゐ たこと は、 一 般に 流布せ る 駿臺雜 話 一 篇 

によって 之 を 知る ことが 出來 る、 卽ち 同書 卷 二に 於て 「仁 は 心の いのち 」 と 題せ 

る 一 條 があって 之 を 以て 人倫の 根本な りと して 詳 かに その 所見 を 述べて ゐる、 

云 はく、  • 

心の 仁 ある は 人の 元氣 あるが ごとし、 人の 元 氣は脉 にあら はれ、 心の 元氣は 

愛に あら はる、 豚の かよ ひ絕 ゆれば 人 死す る 如く、 愛の 理 ほみ ぶれば 心 死す 

る 程に、 仁 は 心の いのちと も 中すべし、  仁義 禮！？ いづれ も 心の 德に 

して 各 其理分 るれ ども 其 本源 は 仁に 外なら す 云々。  、 

仁 を 以て 心の 生命と なし、 心德 の全體 なりと 論 やる 所 を 以て 之 を觀れ ば、 博 

愛 主義の 倫理 說を唱 ふる 意なる こと 知るべし、 彼れ は 此の 理論の 例證 として 佐 
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佐 木 四郞高 綱が 宇治川の 先陣、 那須 與市宗 高の 遍の的 を 射た る 故事 を 引いて、 

武勇 も 亦た 仁に 根 ざし 測隱 の 心より 發す る ものなる こと を說 き、 忠孝 も 禮義も 

文 道 も 武道 も、 我が 心の 內 より 油然と して 潤 ひわたりて 發 する にあら すん ば眞 

の 道に あらざる こと を 述べ てゐ る、 人 を 憐れみ 物 を 愛する 博愛の 德を 以て 人間， 

第一 の道德 とする、 然しながら 博愛 卽ち 仁の 一 偏に よるとき は 却て 仁 を 害する 

ものである として、 孟子の 說を 取って 仁義 說を 主張し、 義の 大切なる こと を述； 

ベて、 「若し 義の 制裁な くば 心の 生 道 を 損じて 仁 も 亡びぬべし」 とい ひ、 義のー 

字 如何に 重大なる 意義 を 有する かを敎 へ、 孟子の 所謂 浩然の 氣も 亦た 畢竟 この 

義ょ， 9 出づ る ものなる こと をい ひ、 浩然の 氣は叉 更に 義を 助く る もので 兩 者の. 

相互 的關係 ある こと をカ說 して ゐる、 彼れ が 仁と 同時に 義を 重んじ、 大に 正義 

の 觀念を 鼓吹した こと は 武士道の 獎 勵に與 つて 大 なる 影響を及ぼして ゐる、 ，武 

士道 發展 の歷史 から 觀る時 は 鳩 巢の學 問 思想 は 重要なる 地 K を 占む る もので あ： 


る、 然しながら、 前 旣に述 ぶる 如く 大義名分の 論に 晴く、 國體の 尊嚴を 無視し 

たこと は 許すべからざる 缺黙 である、 次に その 點 一に 關 して 鳩巢の 神道 觀を 述べ 

て 見よう 0 

三、 神道 論 

惺窩ー たび 神 儒 一 致の 說を なして より 羅山 更に 之 を高唱 し、 以後 儒 學を泰 す 

る もの は 何れも この 思想 を 以て 根本 甚調 とし 愈々 益々 日本 儒學の 本領 を發 揮し 

てゐ るに 拘 はらす、 鳩 巢は朱 子 尊崇の 極 遂に 崇外 主義に 陷り 我が 神道に 對 して 

は 甚だしき 輕 侮の 念 を 持す るに 至った、 仙 臺の學 者 遊 佐 木 齋は山 崎 闇齋の 門に 

游び、 その 神道 論 を 奉じて 盛んに 之 を 唱道した が、 鳩 m は 遂に 之れ に對 して 反 

駿論 を艸し 彼れ の 神道 觀を 披瀝して ゐる、 今 それに 依て 彼れ の 意見 を 述べ て 見 

よう。 

彼れ は 常に 祌 道家が 神道 を 以て 我國之 道と 爲す ことに 疑問 を 有って ゐた、 0 


は 天下の 公道で 獨 6. 我國の 私する 所でない、 道の 大原は 天に 出づ る もので 聖人 

の敎 これで ある、 然るに 我が 神州の 道と か、 我 國の祌 道と かいって 儒敎の 上に 

置て 之 を 尊 奉す るの は 宜しくな いとい ふの が 彼れ の 意見 である、 遊 佐木齋 に 與 

ふる 書に 之 を 論じて、 

Ik^ 道 之 大原出 二 於 天， 道 一 本 者 也、 惟 我 爲ー， 能 纏， 天 立 ジ極以 爲ミ敎 於，， 天下 

後世 f 則 天下 後世 由 レ之以 爲，， 聖人 之 道- 是道 一 統者 也、 故 天 之 所い 覆 地 之 所， 载、 

曰 月 所.， 2っ 霜 露 所い 墜人 無二 異道， 道 無，， ニ稱-  今 觀，， 來 書- 一 曰 我 神州 

之 道、 一 曰 我國之 神道、 其 尊 奉 之 意殆出 n 於 吾 儒 上， 矣、 直淸 竊惑焉 耳。 (寫本 

砷逍 Is 

といって 儒道 以外に 道の なき こと を 述べ、 K に 神道の 無用 を 論じて は、 

所謂 道 者 果何道 也、 使 5 其 不ぃ合 U 於 聖人 之 道 1 則是 異端 也、 爲-, 吾 儒 I 者當 V： 力 

辨 n 其異 - 而排ぃ 之 不も使 5 人 有 n 诧岐之 惑 f 不 J. 俨苟 有い 所 ニ阿附 I 以爲 * 我國 之， 


。使 5 其 <グ 於-聖人 之 道-則 神道 亦 儒 也、 其 稱爲ぃ 猶ぃ曰 一 舜之 近、 文 

武之 道， 云爾。 爲，， 吾 儒-者 當，. 引而進 レ之以 歸，, 諸 儒 1 而明 j;?n 統 之！^ 上、 不； S ァ 

與レ儒 並 稱而左 巾 右上 上。 (同 上) 

と說 き、 神道 を 特に 唱道す る 必要な きこと を 述べて ゐる、 而 して 彼れ は 更に 進 

んで 神道の 到底 儒道に 及ぶ ベ からざる こと を 述べ て、 我が 國には 藉 樂刑政 典ん： * 

文物に 至る まで 唐 虞 三代に 勝る もの はないで はない か、 立言 垂訓に 於て 四 寄 六 

經の 如き ものが あるか、 其 他 天文 暦數 卜筮 醫藥兵 術の 類、 凡そ 人類の 以て 生 を 

資 くる 所の ものにして、 之 を中國 聖人の 敎に 待たない もの はないで はない かと 

言って 儒敎を 以て 世界 第 一 の敎義 なること をカ說 して ゐる、 斯る考 へ からして 

遂に 今日なら ば 忽ち 物議 を釀す やうな 天壤 無窮の 說をも 否定 せんとして ゐ るの 

である、 鳩 の 如き 大儒に して この 誤れる 神道 論 卽ち國 體に關 する 論議 をな し 

お 一 てゐ るので あるから、 當時 中華 崇拜 主義が 如何に 深刻に 學 者の 頭腦を 支配して 


js| ゐ たかは 略々 想像が 出来る、 吾々 はこれ 以上 彼れ の 神道 論に 就て 述 ぶる こと を 

避ける、 要するに 彼れ の學 風の 缺陷は 以上の 如き 思想が その 原因 をな して ゐる 

こと を 知れば 足りる ので ある。 

四、 實踐 道德論 

鳩奠の 學說に 就て は、 彼れ が晚 年の 作で あらう と 思 はる、 不亡鈔 など を 観る 

と、 餘程從 來の說 と 違って、 公平なる 議論 をな して ゐ るが、 今 此の 事に 就て 細 

論 するとお-て 繁雜 になる から 之 を 略し、 また 其 士道 論に 於ても 見る ぺ きもの 尠 

くないが 凡て 之 を 略し、 彼れ が 平生 諸 生 を 戒めて 日常の 敎訓 としたる 實 踐道德 

論の 二三に 就て 簡單に 述べ る ことにする。 

彼れ は 人間が 此の世に 處 して 寸時 も 忘る ベから ざる 最も 大切なる こと は 報恩 

の 道で あると 信じ、 常に 自ら 之 を 戒め 亦た 人 を も 戒めて ゐる、 而 して 報恩の 三 

本に 就て 敎を 垂れて ゐる、 云 はく、 


翁 常に 立 居に つけて 思 ひ 出で つ k 忘れぬ 事 三 あり、 其 三 は 父の 恩、 の 恩、 

聖人の 恩な り、  夫 報 レ本不 い 恩 は、 人道の 大端 なり、 されば 父母 は 

わが 出來し 本な り、 我れ を 生じて 我れ を 育す、 一 毛ー髮 まで も、 父母の 造體 

にして 遺愛の ある 所に あらざる はなし、 いか して 忘るべき。 さて IJ;^ 恩に 浴 

して 不ぃ餓 不,， 塞、 妻子 を 養 ひ、 親族 を賑 はす すべて 養生 送レ 死の 逍、 世話に 

いふ 箸 一本まで も、 君恩に あらざる 事 や ある、 いかくして 忘るべき。 され ど 

飽くまで 食し 暖に 衣て、 君 父に つ か ふまつ る 道 を もしら すば 禽獸に 近 かる ベ 

し、 幸に 聖人の 敎 によりて 義理の あらまし を もしり、 禽獸に 免 かる k は、 こ 

れ 聖人の 大恩に あらす や、 いかにして 忘るべき、 およそ 人と して 常に 此三を 

忘れす ば 天理お のづ から ほろびす して、 本心 を 失 ふに 至らざる べし、 衆 善の 

あつまる 所と もい ふべ し。 (験臺雜 話卷 一) 

がー と、 彼れ は 之 を 以て 我が家 學の 要訣な りと 稱し、 常に その 實踐 躬行 を 期した の 


お 一 である、 道 德の實 行に 當て 報恩の 大切なる こと 實に 彼れ が 言 ふ 所の し、 佛敎 

に 於て は 四 恩を說 きて、 更に その 詳細 を 極めて ゐる こと は 人の 知る 所で ある、 

報恩 道德 は實に 實踐 倫理 の 根本 を爲す ものである、 鳩 巢が之 を 以て 我家の 要訣 

とせる は 流石に 一 代の 道學 者た る 彼の 面影が 窺 はれる、 次に 彼れ は 中庸の 所謂 

愼獨の 工夫に 就ても 之 を 重要視して ゐる。 古今 集卷 頭の 在 原 元方の 歌に よって 

之を說 いて 曰 はく、 

我心に 人 しらす 一念の きざす は、 獨 居の 時、 暗 處の事 なれば、 なにの けしき 

も 見えす、 いはて 年の 內に 春の 來 るに 同じ、 一念の * すと ころに、 旣 に善惡 

0 わかれ あれば、 年の 內に こぞと ことしの わかる、 に 同じ、 されば 千里の 謬 

も 毫釐の 差より おこる とい ふ も、 こ.^ にある 事な り 1 濂溪 先生の 幾 は善惡 と 

い へ るも此 事な， り、 是非の さか ひ 善 惡の關 としるべし、 されば 目 を はなた 

や、 此關を 守りて われと わが 心に 善と やい はん、 惡 とやい はんと 尋 つ-^、 1 筋 
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に惡を さり 善に 向 ふこ そ、 我 儒の 修行の 本と する 事 なれ、 もし 此 所に 心 ゆる 一 

して 色に いで 聲 にあら はれて 始て さとらば、 た く 手の 延た ると いふば かりに 一 

も あらす、 たと へ勉强 すと も、 力 を もち ゆるに 難 かるべし 0  (同 上)  一 

と說 き、 善惡の 幾、 最も 慎むべき こと を敎 へて ゐる、 是れ 亦た 吾人 日 《め 心 を 用 一 

ゆべき 事た る は 言 ふまで もない、 彼れ は尙ほ 聖人の 誠と いへ る條に 於て 「君子 一 

室に 居て 言 を 出して 善 なれば 千里の 外應 す、 泥ん やその 邇 きもの を や、 室に 居 一 

て 言 を 出して 不善 なれば 千里の 外 違 ふ、 况ん やその ちかき もの を や」 といへ る i 

孔子の 言 を 引き、 叉た 「欲 二人 勿ーレ 聞莫. レ 若に 勿レ 言、 欲 二人 勿 ジ知莫 レ若レ 勿 レ爲」 とい 一 

へる 昔し 枚 乗が 吳王を 諫めた る 言 を用ゐ て、 內哲の 必要、 誠 實の功 を 述べて ゐー 

る、 その他 學 問は讀 書に 限る ベから す、 世 問 日常の 善惡 一切の 行事 取て 以て 我 一 

が師 とすべき を說 き、 大に 日常 赏踐の 工夫に 就て 深切なる 敎訓を 垂れて ゐる、 ： 

駿臺雜 話 一 篇は 悉く 彼れ が 實踐の 工夫 を 述べた る ものであるが、 今た く 其 初卷" 


の 中より、 その 斷片を 抄出した るに 過ぎない。 
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第三 節 中衬蘭 林の 學風 

元 祿十年 ( 一 六 九 七) 11 齊曆十 一年 ( 一 七 六 一 ) 

鳩 撒 門下と して 世に 所謂 室 門の 七 子と 稱 する 奧村源 右衛門 修渾) (天 遊)、 奥 村 

彈正忠 順 (盈 進)、 青地 藏人齋 賢 (兼 山)、 青地 藤 太夫 禮幹 (俊 新 齊)、 小 寺 武兵衞 

遵路 (希 光 齋)、 小 谷 伊兵衞 繼 成 (糜 泉)、 山 极勘右 衞門直 廉の七 人 を 初め、 中 根 

東 里、 緩 部 綱齋、 伊東 澹齋、 河口 靜齋等 多くの 俊才 を 出して ゐ るが、 真に 能く 

そ の學 統を繼 承して、 朱子學 の宣傳 に カを盡 した 人 は 中 衬蘭林 その 人で ある。 

故に 今 鳩 具に 次で 此 人の 學風を 述べ て 見ようと 思 ふ。 

中 村 蘭 林に は 多くの 著書 ある も、 其 中で 學山錄 六卷、 講習 餘筆四 卷は弘 く 世 

に 行 はれ 我が 國朱子 學の傳 播に與 つて 大 なる 功績 を寄與 して ゐる のみなら す、 

門人の 中には 柴野栗 山の 如き 人 を 出して ゐ るの を 観ても、 朱子學 派の 重耍 なる 

地位 を 占む る ものなる ことが 知らる、 であらう、 學山錄 は 漢文で あるが、 講習 


餘筆は 假名 書で あ る 、 今 主 として 講習 餘筆 によって 其 學風如 伺 を 槪觀す る こと 

とする— 

師 鳩".^ は 朱 子學に 偏して、 其の 極 僻見 固陋の 說を 吐露して ゐ るが、 蘭 林の 識 

見 は遙か に師 よりも 卓絕 した 所が ある。 卽ち 彼れ は 程 朱を宗 として 大に その 學 

を 鼓吹した が 其 研究の 方法に 於て 敢て程 朱に 偏す る こと を爲 さす、 朱 註 を讀む 

に は必ゃ 古註 を幷せ 見る ベ きこと をカ說 して ゐる、 古註 を 見る に 非 すん ば 朱 子 

の 長短 を 知る ことが 出來 ない とい ふの が 彼れ の 主張で ある、 その 言に 曰 はく、 

朱 註を讀 むに は必 古註 を 看るべき こと は、 其 字義 訓詁 は 多く 古註に とり、 其 

義理 も 亦 古註に 從ふ 處每每 これ ありて 集註の 明 潔 親切に して 辭 約に 篛 精し く 

淺は淺 くと き 深 は 深く とける、 其 功の 功 ある 處彼 の舊 註より 看破せ ざれば 看 

出し 難き ことなり、 然るに 千慮の 一 失 賢者 もこれ を 免れ ざれば 亦往々 に 疑 ふ 

sl べき 處 もこれ 無と せす、 或 古言に 違て 古意 を 失 ふや、 或 其 大義の 上に 就て 其 
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主意 を 謬れ る こと 全く これな きに 非す、 是學 者の 具眼に 存 する ことな.. 9、 こ 

れ 等の 義も 古註より 眼 を 著れば 看 得 出すべき ことにて、 又 多く 漢 以上の 古書 

を讀は 自然と 朱 子の 功 も 又 疑 ふ ベ き處も 知得べ きなり、 只宋 儒の 書の み讀で 

目 古書に 度ら す、 朱 子の 本 づく處 も 取捨の 當否も 看 出す ことなくば、 恐く は 

看 得る こと 難 からん、 又 1* ら 古註 を 信じて、 朱 子の 新 註 は 犬に 聖經の 旨 を 誤 

ると なし、 唯 古註に 非 ざれば 不レ 明と して、 集註に おいて は  一 二次 も 看過せ 

や、 たまく 看讀 する も 精 熟に 不ぃ及 は 何として か、 其 是非 を辨じ 得べ き やよ 

く^ \» 思 ふべき なり。 (講習 餘筆卷 一) 

その 學 問に 對 する 公平なる 態度、 以て 學 者の 標的と すべきで ある、 彼れ は此 

くの 如き 眞理を 愛する の士 たりし を 以て 宋學を 信 やと 雖も、 亦た 其の 弊風の 在 

る 所 を も 能く 看破して ゐる、 卽ち曰 はく、 

宋 儒に 至て 義理 犬に 開けて 聖學に 大功 あれ ども、 叉學 問の 弊も宋 儒より これ 
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ある ことなり、 何と なれば 義理 を考 索す るに 力 を 用 ゆる 處 より 自然と これ を 

推して 高から しめ、 これ を 推て 深から しむる に 至て、 文辭 上の 正面に なき 說 

も 生じ、 往々 に 穿 壟に 失し 附會に 出る ことこれ なきに あらす、 畢竟 漢 儒 の義 

理 において 淺陋 なる 處を補 塞す る ことなる に 亦 却て 抂る を矯て 直きに 過る の 

. 弊 あり、 それ故に 明 儒に 至て は又宋 儒の 弊 を 救ん として 反て 直きに 過る こと 

ある 者な り、 二つながら 皆 非な り。 (同卷 5 

これ 實に朱 子の 功罪 を 明らかにし、 叉た よぐ 思想 發展 の徑路 を說き 得た る 公 

正の 論で ある。 彼れ 以後に 於て 朱子學 の發展 と共に 之れ に 反する 新 學說の 勃 典 

する に 至った の を 見る と、 獨り 朱子學 派の 功勞 者と 謂 ふ べきで なく 近世 學 問の 

進歩 を 促進せ しめたる 先達と して 尊敬す ベ き 人で ある、 尙ほ 講習 餘筆 は此 くの 

如き 平易なる 文 を 以て 書かれて ゐ るが、 獨， 0 學問 上の ことのみ ならす、 修養 上 

の 敎訓も 亦た 見る ベ きものが 甚だ 多い、 殊に その 晚學 論な ど は 人 を感發 せし む 
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る 好個の 敎訓 である * 彼れ の 事 £3 を 見る と 幕府 の 儒官と して 任用され だ の が 五 

十一 歳のと きで、 それまで は醫官 として 仕へ たので ある、 そこで 儒學の 方から 

言へ ば 彼 自身 も 晚學の 人であった ので あらう。 晚學の 決して 悲しむ ベ きで ない 

こと、 學 問の 成否 は 年齢の 早晚 によらな いとして、 古人 晚學を 以て 成功せ し 人 

々の 例 を 擧げ、 その 結論と して、 

唯 學は其 志の 憤 起す るに 有て、 功 深ければ 力ら 到る ことにて 早晩に は よら ぬ 

〇 〇 〇 0  、 

なり、 たと ひ 少年より 學ぶ とも 悠然た る こ、 ろに て 困勉苦 思せ ざれば、 いつ 

も舊 面目に て 進まぬ ことなり、 たと ひ晚學 にて 大に 進む こと を 得す とても、 

少しき 得る こと あ らば 世の 碌々 たる 人の 醉生夢 死す るに は 勝ら ざらん や 云 

云〕 (同卷 三) 

以て 晚學の 人 を獎勵 し、 早 學の人 をして 反省 憤 起せし むる 好個の 訓誡と すべ 

きで ある。 
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【著 書 J 

學山錄 六 卷ニ冊 (寬延 3 年刊) 

講習 餘筆 四卷 (延享 年刊) 

へ 此書は 博 文館發 行の 日本文^ 第 六 編 LL 收 載され、 又た 佐 村八ノ 

I 郞 氏の 漢書 解題 集成 第五 編に は 初の ニ卷 のみ 收 載せり ) 

其 他 著書 目錄 に據れ ば、 尙ほ 幾多の 著書 あるが 如き も 以上の 二 害に て、 其說 

を 窺 ふに 足れり。 

第 四 節 雨 森芳洲 

宽文八 年 (一 六 六 八) 11 費 縣五年 (一 七 五 五) 

一、 學 風 

木 門 五 先生の 二 人と して 鳩巢に 次で 注意すべき は 雨 森芳洲 である、 彼れ は師 

順恭の 推擧に 依て 對州 侯に 仕へ たる 關係 上、 能く 華 音に 通じ、 且つ 國學を 初め 

諸種の 學 問に 造詣す る所淺 くなかった、 その 識見 極めて 高く、 順 菴の學 風 を 繼 
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承して 誤る 所なかった。 その 學問 硏究の 態度 は 常に 調和 的 態度 を 以て 進み、 亳 

も學 派の 見に 拘泥す る 所な く、 而も 能く 日本的 精神 を 把持して 志操の 堅固なる 

もの あり、 以て 日本 儒者の 眞 面目 を 發 揮して ゐる。 彼れ は 凡ての 學 問に 通じた 

る爲 め、 遂に 儒道 佛ー 貫の 理を體 得し、 自家 獨 創の 見解 を發 揮して ゐる、 その 

三 敎に對 する 見解に 云 はく、 

上天の 载は © もな く 臭 もな しと は 形な きなり、 臭 もな しと は體 なきな り、 佛 

家 は 之 を 虚空と いひ、 道家 は 之 を 自然と いひ 儒家 は 之れ を理 とい ふ、 曰く 然 

らば 三 家門 を 同う する か、 曰く 敎を 立つ る こと 異ぁり 、 自ら 修 むる こと 一 な 

ら す、 五官 四肢 之れ を 形と いふ。 湊 して 之れ を 名 づけて 之を體 とい ふ。 (橘 窓 

茶話 卷上) 

又た 曰 はく、 

：老 ffi は 虚無の 聖 なる ものな り、 釋迦は 慈悲の 聖 なる ものな り、 孔子 は 籠の 聖 


なる ものな り、 三 聖人の 形而上 を 言 ふや、 謀らす して 同じ、 蓋し 天 唯 .MSI 

にして 理にニ 致な きが 故な り、 其 形而下 を 言 ふや 差へ り。 (同上) 

三 敎に對 する 見解 は當 時の 儒者と して 誠に 珍ら しき 公平の 論で ある、 彼れ は 

三敎の 一 理 なること を 信じた るが 故に 三 聖人 を 以て 衆 父の 父と して 尊敬せ ざる 

ベから ざる こと を 論じて ゐる。 云 はく、 

佘以爲 らく、 夫子な.. >、 龜 なり、 聃 なり、 此 三人 は 衆 父の 父な り、 我れ 子^ 

の 列に ある もの、 敢て抗 せざる なり、 抗 すべから ざるな り、 當に 之れ に抗遇 

すべから ざれば、 之れ を 拱し、 之れ を揖 し、 之れ を拜 し、 之れ を稱 すれば 先 

覺 とい ふ亦宜 なら やや。 (橘 窓 文藥卷 二) 

かくて 彼れ は 三 家に 對 する 斷案を 下して 「天 惟 一 道理 無，， 二 致， 立敎 有に 異、 自 

修不 レー」 と 述べ、 之れ を 以て 自家の 信條 として ゐる、 所謂 分け 登る 麓の 道 は 多 

S けれど 同じ 高 根の 月 を 見ん と 言 ふ 意で ある。 而 して 彼れ の眞意 は三聖 一 致で あ 


g つて 未だ 以て 三敎の 一 致 を 論す るに 非ざる こと は 左の 言に 依て 知られる。 

. 三聖ー 致に して 未だ 敢て 三敎ー 法と いはざる なり、 然れ ども 斯言 をな す や、 

自ら 其 洛閩の 罪人た る を 知るな り。 (橘窓茶 話卷 上) 

蓋し 彼れ は 三 聖人 皆 宇宙の 眞 理を體 得して 後人に 敎を垂 る k もの なれば 等し 

く 人類の 敎父 として 尊敬すべき である、 たく 其の 敎の 方法に 於て 三聖 各々 別途 

の 道 を 以てして ゐる、 故に 人 は 各 その 好む 所に 從て その 敎を奉 するがよい とい 

ふので あらう、 . ^の 言葉 は 更に 彼れ の 眞意を 示して ゐる。 

. 形而上の もの 之れ を 道と いふ、 釋老 以て 敎-^ なす、 所謂 第一義^ 法な り、 形 

： 而 下の もの 之れ を 器と いふ。 吾 儒 以て 敎 となす、 所謂 第二義 王法な り o( 同上) 

是を 以て 之を觀 るに 宗敎 若しくは 哲學 として 佛老を 第一 とし、 倫理 道 德に於 

て は 儒敎を 以て 第一 となす のであって、 三 敎の歸 一 する 所、 * 竟人 額の 救濟に 

在る、 何等 矛盾す る 所な しと 言 ふので ある。 彼れ は此 くの 如き 意 ゆに 於て 三敎 


1 致 を說き 儒者 偏見の 蒙 を 啓き、 更に 進んで 我 固有の 神道に 於て は 特に 之 を 尊 

重し、 懦 敎の 本源 は 神道に 在り、 決して 我が 國の 精神 を 忘却して はならない こ 

と を 高調して ゐる。 これ 彼れ の學 風の 異彩 を 放てる 所以で、 日本 儒敎の 3 旲 面目 

を發 揮した ものである、 その 神道 を 論す る 言に 曰 はく、 

神道 は 三つ、 一 に 曰く 神璽 は 仁な り、 二に 曰く、 寶 劍は武 なり、 三に 曰く、 

鏡 は 明な， o、 我柬質 を尙び 未だ 以て 之れ を 文に する もの あらす、 然 りと 雖も 

g 沐く言 じ 篤く 行 ふて 而 して 得る あり、 何ぞ必 やし も 言語 文章 を 之れ せんや、 

或は 已 むこと を 得 やして 其說を 求めん と 欲せば、 之れ を 孔門 六 藝の學 に 求め 

〇〇o 〇〇〇〇〇〇〇  〇〇〇〇〇〇 9 〇〇〇0\9:p〇o.- 

て 可な り。 所謂 三 器 は 本と 經 なり、 鄒 魯の述 ぶる 所の もの 我 註 W なり 人 或 

は雜 ふるに 釋老 異端の 說を 以てする もの あり、 其 神道 を 去る こと 遠し。 S 怒 

茶話 卷中)  . 

は 一 道德の本源は我れに在.=^、 卽 ち仁武 明の 三德 これで ある。 本朝の 經典 は三秘 
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の 神器に して 儒 書は卽 ちその 註解に 過ぎない とい ふので ある。 中華 主義の 當時 

に 於て 我が 神道の 爲 めに 萬 丈の 氣焰を 吐露す る 所 誠に 痛快の 極みで ある。 彼れ 

が 惶窩以 來の神 儒 一 致說 より 更に 一 步を 進めて 敬神 卑 儒の 思想 を 鼓吹す ると こ 

ろ 正に 熊澤蕃 山の 所論と 一 致して ゐる。 此 くの 如き 日本 主義 を懷 抱せ る 彼れ は 

同門の 士新井 白 石が 朝鮮の 使^に 對 して 幕府 を稱 する に 日本 國 王の 號を 以てし 

たる を傳 聞し、 憤然として 一 書 を 裁して 白 石 を忠諫 する に 至った の も、 亦た 固 

より 怪しむ に 足らない。 橘 窓 文集に その 文を收 めて ゐ るが、 ー讀 彼れ が 勤王 懷 

慨の士 たる こと を 想 はしむ る ものが ある。 之 を 要するに 彼れ の 學風は 一 切の 敎 

義に對 して 極めて 之 を 公平に 批判し、 之 を 貫く に 日本 主義 を 以て 始終して ゐる 

ものと 謂 ふべき である。 

二、 學 說 

芳洲 の學風 はすで に 述べた る 如く 頗る 寛大なる 學 風なる を 以て 一 切の 學に對 
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して 之 を 排斥す る 意な くた 其 可なる 所 は 之 を収て 以て 自家の 修養に 資せん と 

する ので ある、 故に 特に 或る 主義 を 以て 天下に 鼓吹す ると いふ やうな ことが な 

かった ので、 こ >• に その 學說を 述べ ん とする に 當ても 秩序 的に 之を說 明す る こ 

と は 困難で ある。 今 主として 橘 窓 茶話に よって その 意の 在る 所 を 窺 ふこと にす 

る。 彼れ の博學 にして 佛老 の學に 通す るに 拘 はらす、 骨て 云 はく、 

诛泗之 後、 唯閩洛 之學、 可，， 1 以垂ニ 於 不朽 『 本末 巨細、 靡い 不 n 悉備 『 諸家 紛紛 

之說、 如 二 陸 象 山之頓 悟、 陳同南 之 事 功、 王 陽 明 之 良知 『 皆 在 n 其 範闺中 『 彼 

其務爲 n 一  偏 之說- 者、 卒然 見 VK!、 非レ不 n 竦 動 r 究竟 去 ，，聖人- 也 遠矣。 (ま i 

話卷 上) 

是を 以て 之を觀 ると き は、 彼れ は 程 朱の 學を 以て 孔門の 旨 を 得た る ものと な 

し、 他 一 切の 敎義 を排 する 意見なる ことが 知られる、 然しながら 彼れ の 所 li 朱 

子 學は山 崎 一 派の 朱 子學の 如き 偏狭なる もので なく、 吾人が 修養 上に 於て は 程， 


^ 朱 を 以て 標的と すべきで あるが、 學問 研究の 上で は博學 通せざる なからん こと 

を 期すべき こと を 主張す るので ある、 乃ち 曰 はく、 

天下 字 何 可，， 盡識 『 惟 十三 經 所い 有 未，， 之識， 者 儒家 之耻 也。 (同上) 

と、 卽ち朱 子學を 主張す と雖 も、 決して 之れ に 偏す る もので ない ことが 知ら 

る、、 而已 ならす 彼れ は 儒佛の 旨、 その 奥妙の 理に 至って は 決して 相 背反す る 

ものに あらざる こと を 深く 信じた るが 故に、 儒 敎を說 くに 屢々 佛敎を 以てし、 

暗に 儒佛ー 致の 說を 示して ゐる。 例へば、 

性 一 館 字、 孔孟 旣沒， 輯ぃ 漢歷ぃ 唐、 千 五 百年、 未い 有 n 識ぃ之 者 『 至」 木 濂洛君 

子相繼 輩出、 然後披 い 霧 観い 日可ビ 謂い 奇矣、 在，， 佛鋒， 則 元 自明、 所謂 本 如來藏 

者 命 也、 圆成自 性 者 本然 之 性 也、 緣起自 性 者 氣質之 性 也、 妄想 自性者 人 慾 之 

私 也 以，， 其異 P 名儒釋 莫，， 之覺ー (同上) 

と說 ける が 如き は宋 儒の 說卽 ち佛敎 より 出で たる こと を 暗に 指示せ る 言で あ 


る。 又 云 はく、 

聖賢 千 言 萬 語、 無い 非 T 存，， 天理， 而過 * 人欲 S 大藏經 一 部、 止 是修ニ 菩提- 而？ S こ 

煩 惱.？ 其 他 擧皆封 皮帶紐 耳。 (同上) 

と、 是れ 儒釋の 一 致 を 唱道し、 ニ敎の 神髓を 摘出せ る 言に あらざる か、 彼れ は 

更に 二 敎に對 する 斷案を 下して 曰 はく、 

■ 天 惟 一 道、 理 無二 1 一致 r 立敎有 レ異、 自修 不ぃ 一 。 (間^？ぉ中卷) 

是れ 彼れ が 得意に S 々發 する 所の 言であって、 一 生涯 得る 所の もの 惟此 十六 字 

なりと は、 彼れ ら吿 白す る 所の 言で ある。 以て 彼れ が 儒 佛に對 する 信念 を 想 

見す ベ きで ある。 彼れ が 佛敎に 趣味 を 有した る こと は 左の 言 之 を， 證 して 餘ぁ • る。 

或 曰、 子 喜 言，， 佛說 1 所謂 駸駸然 入，， 于其 中， 者 乎、 笑 曰 非 也。 (同害下 卷) 

初學 之士、 毀い 佛心 重、 遂 至い 慢レ 神、 可』 Sn 懲ぃ羹 吹い 鎏者 1 矣。 (同 さ 

その他 彼れ は 老莊の 學に對 し、 或は 中 江 藤樹、 山 崎 關齋、 伊藤 仁齋、 物 祖徠等 


g の學 者に 對 しても、 亦た 極めて 公平なる 批評 を 下して ゐる、 以て その 精神の 在る 

所 を 知るべき である。 耍は學 問の 道た s> 人格の 完成に 在る こと を 深く 信じ、 且 

つ 之 を實行 せんとす るの が 彼れ の 主旨で ある、 此の 黠に 於て 彼れ は 論語 を 以て 

修養 第一 の經 典と し、 之 を 以て 人を敎 へて ゐる。 乃ち 云 はく、 

必欲 =1 以 成，， 眞人、 耶、 只 看，， 論語 『 便 終い 身 有い 餘、 廣求 n 道德 君子 『 心致レ 

志、 何 必剪剪 惟 古紙 之是鑽 乎。 (同書 上卷) 

彼れ が 當時諸 碩儒の 間に 立って 何人よりも 畏敬せられ た 温厚の 長者であった 

の も、 亦た 此の 眞人 たる こと を體 得した 結果でなくて はならぬ。 尙ほ 最後に 彼 

れが 如何に 尊王 愛 國の士 であつ たかを 一 言 して、 其の 學 問の 特色 を 明らか にし 

て 置かう、 彼れ が 千 言 萬 語 も 要するに 我が 國體の 美 を發揚 し國民 精神の 振 奥に 

在った こと は、 前節 學 風の 如何 を觀て 自ら 知ら る  >- 所で あるが、 

天下 人心、 唯我國 爲，， 淳厚 r 近古 以，， 今日 r 視 v^、 唐之與 Js、 有い 所 レ不， 如、 


豈 非，， 神聖 之遺澤 一哉。 (同書 下卷) 

といって、 自己の 感想 を披 漏して ゐる 言に 依て 其の 精神の 在る 所が、 明らか 

に 知らる， -、 此 等の 言 は儒敎 かぶれの 當 時に 在って は、 實に 彼れ が 如き 毅然た る 

愛 國の士 に 非 やん ば發し 得る 言で はない。 更に 橘 窓 文集 を 取って 之を蹯 くに、 

其 第 一 卷に载 する 所の 論武 一 篇は、 實に 我が 日本 儒敎の 精神 を遗慽 なく 發 露し 

てゐ る。 今 その 一 篇の 大意 をい ふと、 一 國 文武 兩 道の 廢 すべ からざる こと は、 

車の 兩 輪の ご どき もので、 孔門の 敎と雖 も 決して 武を廢 すべし と說 かない、 然 

るに 後世の 儒者 その 眞意を 知ら やして 武を說 くこと を 以て 吾が 儒の 事に 非す と 

爲すは 誤って ゐる、 且つ 和漢 その 建 國の情 を 異にす、 我國 上古 神聖 旣に 三越の 

神器 を 以て 敎を萬 世に 垂れ 給 ふ。 武を 以て 國を 治め 仁 明 を 以て 民 を 愛撫され て 

ゐる、 武 何ぞ廢 すべ けんやと いふので ある、 而 して 最後の 結論に 至って 儒 土の 

6 必す 武事 を 知らざる 可らざる こと を 述べて。 


g 一  凡士之 生，， 於斯 世， 有い 志，， 於 國家， 者、 務當ァ 以，， 忘 則 危之說 1 上 獻，， 於 其 君， 

下 諭，， 於此 民， 預 修，， 措置 之 方 r 誠 適，， 制 ® 之宜， 使， 内 之 家 各 武，， 其武， 而 海內蕭 、人 

各 親 n 其 親 1 而 天下 順、 斯文 斯武 並行 而俱 得、 毫無 JS 廢之弊 \ 則庶乎 永世 無に 

愆太： 牛 可い 保矣、 彼 其 剪，， 剪 於 詞章 之 末 1 以-, 繁縟， 爲ぃ 急、 迂閥是 習者杲 何益耶 

云々。 

と 言って、 我が 國、 儒 土の 武道 を輕ん すべきで ない こと を 痛論して ゐる、 以て 

彼れ が 念^ 常に 國 家の 隆盛に 注意し、 日本 儒 士の眞 面目 を發揮 せんこと に 努力 

せし か を 想 ふべき である。  、 

【著 書】  . 

橘 窓 文集 二 $1^  (寬政 四 年刊？) 

橘 窓 茶話 三卷 (夭 gM ハ 年刊) 

日本 倫理 .5111 朱子學 之 部に 此 書の 語 學文 學に關 すろ 部分 ど 除きて 收 載す。 
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芳洲 口授 一 卷 (せ 雨 亭叢害 第 115 に 之ん 收む) 

たはれ 草三卷 (百 家說林 第十卷 "之."^ 收載 す) 

(其 他 之 fj^ せ 略す) 

第三 章 目 〈原 益 軒と 中 村 11 齋 

貝 原 益 軒 は德川 時代の 大儒と して 兒童走 卒と雖 も 其 名 を 知らざる ものな く、 

最も 有名の 人で あるが、 其 學問は 果して 何人に 就て 修めた ので あらう、 「松 永 由 

緒 書」 に 松 永 尺 五の 門人の 名 を 列記して ゐる 所に、 貝 原 益 軒の 名が 記されて ゐ 

る 所から 觀 ると、 尺 五の 門人と 謂 ふべき であらう が、 益 軒 は 師說の 感化に よつ 

て 其學を 成した とい ふよりも、 寧ろ 彼れ 自身 獨自 の感發 によって 一 家 を 成す に 

至った ので ある。 且つ その 主張す る 所 も 朱子學 でない から、 此篇に 入るべき で 

ない が、 其學の 淵源 は 朱 子學に 在. =>、 朱 子 を 尊崇した 人で あるから、 暫く 此！ I 
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に 於て 章 を 別にして 論す る ことにする。 中 村 惕齋は 伊藤 仁齋 と並稱 された 當時 

の 大儒で あり、 且つ その 學、 別に 師承 する 所なかった、 卽ち獨 立して 起った 朱 

子 派の 學 者で あるから 玆に益 軒と 併せて 說 くこと にした し 

第一 節 貝 原 益 軒の 學說 

, 寬永 七年ハ 一 六 三 〇) 11 正 德四年 (一 七 一 四) 

I  、 槪說 

益 軒の 說は之 を 三時 期に 區 別し 得る。 卽ち朱 iK ロー  の 時代と 朱子學 主張の 

時代と、 最後に 朱 子學を 脱して 別に 一 家の 學を 創唱 した 時代 これで ある。 先哲 

叢談の 著者が 云って ゐる やうに、 初めは 其學 主と する 所な く、 陸 象 山、 王 陽 明 

の說皆 採って、 之 を用ゐ たが、 中頃 陳 建の 學 葡通辨 を 讀んで 專ら朱 子學を 主張 

する に 至った、 而 して 晩年に 至って 大疑錄 一 一 卷を著 はして 遂に 朱 子の 說を疑 ふ 

に 至った ので あるが、 朱 子 を 尊崇す る こと は 終始 一 貫して 渝る こと-がなかった。 
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それで 今 便 {R3 上 之 を 朱 子 派の 中に 入れて 論す るので ある、 厳密に 言 へ ば 別に 益 

軒 貝 原 氏の 學 として 論す ベ きで ある。 

益 軒の 學說を 知らん とする に は 益 軒 その 人の 人格 を 離れて 了解す る こと は、 

出來 ない、 人格 を 離れ て^に 其 學說を 見る とき は 徹底せ ざる 所 ある を 免れない。 

蓋し 益 軒 は 純 知的の 人に あらやして、 宗敎的 情操に 富める 熱烈なる 信仰 家で あ 

つた。 卽ち 吾人の 彼れ に 就て 學 ぶべき は、 哲學的 方面よりも、 寧ろ 彼れ の 信念 

より 出で たる 實踐的 敎訓の 方面に ある。 而 かも 其 敎訓も 亦た 頗る 常識的の もの 

であるが、 彼れ が 一 生 を 通じて 發揚 せる 偉大なる 人格の 力 は 大に之 を 崇高なる 

ものと なし、 其當時 及び 後世に 非 $c なる 感化 を 及ぼした ので ある。 益 軒の 如き 

人物に 在って は 其學說 よりも、 其 人格、 その 敎訓に 注意し なければ ならない が、 

今 その 哲學的 立脚地 及び 人生 觀に 就て の 意見 を述 ベ 、 其 修養の 淵源す る 所 を 明 

ら かにしょう。 


"一  一一、 哲學說 (唯氣 論) 

益 W は 朱 子 を 尊崇し、 その 遺書 を 重んじた こと は 「吾輩 不逮之 質、 雖ぃ 不レ能 

ゾ窺ニ 其 藩籬： 然心竊 鄕ニ往 之 r 故 於 二 其 遺書， 也、 尊い 之 如 二 神明 一信.， 之 如 二 蓍龜で 

云々」 (自 娛築卷 三) の 言に 依て 知らる、 如く、 或は 「予自 二 幼年 1 誦ニ朱 子 之 書 一 

尊，， 其 道， 師 一一 其 法 一服 一一 其敎こ (大 疑錄 上) とい へ るに 依ても その 尊敬 異常なる も 

のであった ことが 明らかで ある。 然しながら 其 哲學的 立脚地に 於て は 全く 反對 

の 位置に 立って ゐる、 乃ち 朱 子の 理氣 二元論 を 以て 慊ら やとな し、 大疑錄 を 著 

はして 自家の 创 昆を發 表する に 至った 所以で ある。 

今 その 大意 を 取って 之 を 言へば、 理氣 本と 是れ 一 物にして、 其 運動 變化 作用 

ありて 生々 不息 なる 所より 觀て 之を氣 とい ひ、 其 生長 收藏條 貫 ありて 紊亂せ ざ 

る 所より 觀て 之を理 とい ふ。 然るに 理 能く 氣を 生やと いふ は 不可な り、 所謂 理 

は 氣の理 なり、 本末 先 後 あるに 非 やとして 理氣 合一 の 論 をな し、 更に 進んで 朱 
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子の 太 極卽理 也と いふ 說を 排斥して 太 極卽氣 也の 說を 述べ、 遂に 氣 一 元 論 を 主 

張す るので ある。 卽ち 宇宙 は 理氣の 二 元より 成る もので はない、 唯 無の 一 元に 

依て 生す るので あると して 「夫 天地 之 問、 都是ー 氣、 而以 n 其 動静 1 稱ぃ之 爲ニ陰 

陽 こ (大 疑錄 下) と 論す るので ある。 彼れ の 哲學的 立脚地 は此 くの 如く 一  元氣 

の 活動に 依て 一 切 を解釋 せんとす るので あるから、 宋 儒の 寂 静 主義に 對 して活 

動 主義 を稱 へ、 厭世的 悲觀 的の 人生 觀に對 して 現 赏的樂 天 的の 人生 觀を 主張し、 

著しく 一  般の 朱子學 者と 異 つた 意見 を 述べ てゐ る。 今先づ その 人生観の 槪耍を 

述べて 見よう。 

三、 人生観 (樂天 主義) 

益 軒 一 生の 行實を 觀來れ ば、 その 胸中 常に 和樂の 氣に滿 てる もの 在る こと を 

成 やる、 然り實 に 彼れ は 人生の 眞趣は 快樂に 在る こと を 深く 信じた ので ある。 

此の 樂天的 人生 觀は卽 ち 以て 彼れ の 人格 を 陶冶せ る 所以の ものた る こと を 想へ 
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ば、 學說中 殊に 注意すべき 勤 一で ある、 今 その耍 旨を說 明し やう。 

彼れ は實に 人生 卽樂の 敎義を 信奉した ので ある。 其 言に 云 はく、 

孔 顔の 樂は 道を樂 しむに あらす、 叉た 天理 を樂 しむの 謂に あらや、 且つ 別に 

一物 あ， 0 て 之を樂 しむに あらす、 若し 道 を 以て 樂と爲 すと 謂 はビ、 卽ち 道と 

樂とは 二と 做し 了る、 人心 は 本と 天命の 在る， 所な り、 天機 は 常に 生々 として 

息ます、 故に 滿腔 常に 欣々 たる 和氣 ありて、 其 生 意 息 まや、 處に隨 ひて 欣合 

和暢 する、 是れ之 を 樂と謂 ふ、 是れ 人生 心 K 自然に 有する 所の 天性な り、 獨 

り孔顏 のみ 此の 樂を 有する にあら す、 人 皆 之 を 有す、 孔顏は 能く 喪 ふなき の 

み。 (愼 思錄卷 一) 

是れ 人生 を 以て 樂のー 字に 歸し、 道卽 也との 意見で ある、 卽ち 「蓋し 樂の 

存亡 は 道の 得失に 在る のみ」 (自 娛集卷 二、 樂是 人心 所 固有 說の 條參 照) とい ふ 

所以で ある。 彼れ が 從來の 儒者が 勉 强の瀹 理を說 いて 遊戯 娛樂の 倫理 を 述べ ざ 


る は 其 一 方に 偏す る ものな りと して 盛んに 娘樂の 必要 を 說き、 叉た 儒者の 說必 

す 心性の 修養 を說 くも 求 だ 長生の 術を講 やる ものな き は 誤れる の甚 しきものと 

なし、 長 生存 術 論 (自 娛集卷 二) を高唱 して ゐ るの も • 亦た 此 くの 如き 哲學及 

び 人生 觀を 有つ てゐ たからで あらう、 彼れ 更に 以上 の樂天 主義 を廣く 推論し て 

左の 如く 論す るので ある。 

. 樂 は是れ 人心の 天機、 常人と 雖も亦 皆 之 を 有す、 豈 にたく 人心 此の 樂 あるの 

みならん や、 草木の 發生、 禽獸の 和 鳴の 如き 亦是れ 天機の 發動 以て 其の 樂を 

爲 すべし、 唯人氣 禀の爲 めに 蔽錮 し、 物欲 間隔して 此の 樂を失 ふ もの 世を舉 

て皆然 り、 人情 喜樂を 欲せざる なし、 然るに 衆人 は 人心 本と 自ら 此の 樂 ある 

を識る こと 能 はす、 惟中 得る 所な し、 刖ち 外物に 藉て 以て 樂を 求めざる 能 は 

や、 是を 以て 聲色 臭味の 欲 至らざる 所な し， 然り道 を 以て 欲 を 制する こと 能 

はや、 則ち 惑 ふて 樂 ます、 故に 其 初め 忱樂 すと 雖も、 然り其 終り 憂患な きこ 
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と 能 はや、 衆人の 惑 ふて 樂 まざる 所な.^。 (同上) 

是れに 依て 之を觀 ると、 其の 所謂 快樂 主義 は.' 肉體 的の 快樂 にあら やして、 德 

を 以て 快樂 とせる ュビク ：！ ス の 說と相 類似して ゐる、 人生 は 實に快 樂に滿 ちて 

ゐ るが、 常人 は 欲望の 爲 めに 眞樂 をす て \ 假樂に 耽て ゐる、 實に 惑へ るの 甚し 

きもので ある、 是に 於て 彼れ は 君子の 樂と 小人の 樂と を-? 11 別し、 君子の 樂は道 

德的 永久 的の ものにして 外物に 籍ら す、 小人の 樂は不 道 德的ー 時 的の ものにし 

て 外物 を假 りて 爲す ものであると 論じ、 樂は 人心 固有の もので、 決して 外界に 

存す るに あらす、 物質に 賴る もので もない、 一 錢も費 さすして 樂み 得る 山水 風 

月の 樂を 以て、 古來 君子の 樂と爲 すの はこの 理由に 依る ので ある、 人生 この 淸 

福 を享け て娛樂 せざる は 愚の 至 ，0- であると いって、 盛んに 吟花弄 月優游 の 益 を 

述べて ゐる、 愼思錄 、自娛 集、 及び 樂訓の 三 書、 此 等の 意見 を 知る に 十分で ある。 

四、 知行 論 


知行の 論 は 古來學 者の 重ん する 所であって、 或は 知行 合 1 とい ひ、 或は 先知 

後 行と いひ、 以て 吾人の 實踐 修養の 上に 犬なる 訓誡 を 垂れて ゐる。 然しながら 

知行 合 一 說も 先知 後 行說も 吾人 修養の 實 際に 徵 して 餘 りに 迂遠なる 說 である。 

故に益軒は：3^«1の說を硏究し、 自ら 修養 體驗の 結果 こ k に 知行 並進 說を 唱逍す 

るので ある。 曰 はく、 

. 爲ぃ學 之 工夫、 古人 以 ^ 知 爲ぃ先 者、 蓋 知以開 導、 非 n 先知，， 之、 則不ぃ 能，， カ行 r 

先レ 知者 知 n 當ぃ行 之 端緒 - 也  非 U 窮ぃ 知畢 而後 方 行い 之 之 11 1 也、 旣 知，, 

其 端緒 1 則 行い 之 最爲， 急矣、 此乃 知行 並進 之 工夫、 額 如 レ此。 (愼 m ヤ处卷 1) 

蓋し 知行の 二 は 車の 兩 輪の 如く、 鳥の 兩 a の 如き もの、 その 一 を闕 くこと 能 

はす、 學 如何に 深き も カ行 之れ に 伴 はやん ば その 學用 ゆる 所な し、 之 を 行 ふに 

あらやん ば i ハに之 を 知る こと 能 はす、 譬 へば 道路 を 行く が 如し、 其の 道路の S1 

程 山川の 形勢 を 如何に 能く 之 を 心に 記す るも躬 親しく 之を經 過す るに 非 すん ば 


8 則ち その 異境 を 暗 知す る 能 はざる なり、 故に 行 ふて 而 して 後ち に 知る もの は眞 

知な りと は 彼れ の 好んで 例證 する 所で ある、 その カ行 を 重ん する の 說は陽 明の 

それと 同じで ある、 然しながら 彼れ は 陽 明の 說を 信す る もので ない、 乃ち 其說 

を 評して 曰 はく、 

知に 之 精 切、 則 行 亦 進、 行い 之 的實、 則 知 亦 進、 是 知行 相 助 之 道 也、 王 陽 明 說，， 

知行 合一 - 可』 亂雜， 也。 (同卷 六) 

彼れ は此 くの 如く 王子の 說を 以て 亂雜と 評し、 その 實 際に 適合せ ざる をい ひ 

飽くまで も 知行 並進 卽ち 知行 相 助く ベ きを 論す るので あって、 其 眞意は 卽ち陽 

明よりも 寧ろ 朱 子說を 尊べ る こと 明らかで ある、 た i.- 朱 子の 說 あまりに 實 際に 

迂遠なる を觀て 先知 後 行 をい はや、 並進 說を 以て 之を說 明す るに 至った ので あ 

る。  . 

五、 國體 論及び 驊涛論 


益 軒 は 他の 俗儒と 異な，.^ て、 常に 我が 國體 の尊嚴 なること を 謳歌し、 その美 

風 を 宣揚す る ことに 努力した、 曾て 水戶義 公の 未だ 湊 川に 楠 公の 碑 を 建てざる 

の 時、 楠公戰 死の 遺跡 を 弔 ひ、 感慨 措く 能 はす、 自ら 楠 公 墓 記 を 作って 其 忠誠 

を 表 章し、 又 自ら 資を 投じて 碑 を 建てん こと を 思 立った が、 讓 謙なる 彼れ は、 

楠 公の 如き 偉大なる 人物の 碑 を 建つ る は 自ら 當ら すと 爲し、 他日 必す 適當 なる 

人が 其擧に 出づる こと ある を 思 ひ、 之 を 中止す るに 至った。 その 時の 文 は 載せ 

て自 娛集卷 三に 收 めら れてゐ る。 楠 公 を推稱 せる 言に 曰 はく、 

楠 公 者 本朝 之 忠良 而振古 之 豪傑 也。 吾邦 歷代 名士 出 二 乎 其 右-者 蓋 罕ぃ見 其 比 r 

. 其 忠義 勇智、 校，, 之 異域 之 英俊 1 恐 可い 無ン恥 也、 若，, 夫 愛い 君 憂い 世 之 心-足，. 以 

. 動ニ天地1感，,鬼神1貫ーー人心1耀*古今.^聞ー,公之風1 者 百世 之 下莫ン 不一 一成 激而仰 

慕 1 非 こ 公之 忠誠 1 豈能 如い 此乎、 可い 謂，， 眞 大丈夫 1 也、 彼 兄弟子 蹉跎戰 死而美 

, がー 志不 ゾ遂、 良 可，， 痛惜 ハ 可い 謂 有い 子 有い 弟 也、 其履歷 戰功载 在，， 傳記 r 今不 Z 暇- 


g 枚擧 f 惜乎擧 い 世 唯 知 ヨ其爲 二 良將， 而 未い 知，， 1 其爲ニ 賢哲， 也。 

楠 公を稱 する に 賢哲 を 以てす、 彼れ の眞 意の 存 する 所、 もって 推す ベ きで ある。： 

彼れ は 又た 本邦 七 美說： を 作って 我が 日 東 帝 國の爲 めに 萬 丈の 氣を 吐き、 當時 

支那 崇拜 熱に かぶれて ゐた 儒者の 間に 在て 實に 異彩 を 放って ゐる、 所謂 七 美と 

いふの は (一) 時氣正 (二) 穀食 美 (三) 器服備 (四) 民俗 淳 (五) 法律 嚴 (六) 

. 無， 一外 侮 1( 七) 通，， 文字-であって 萬 邦 無比の 君子 國に 住する 吾等 は 此の 七つの 幸 

福. を 得て ゐる こと を 細論して ゐる、 然しながら 彼れ は 徒らに 我が 國 俗の 美を稱 

讚して 満足す る もので ない、 大に その 缺勲を 論じて 國民 精神の 振興 を企圜 せん 

とし， たので ある、 乃ち 國 俗論 ー篇 はこれ を 論じて ゐ， るので ある、 而 して 同じ 意 

見 を 假名 書の 五常 訓の 中に も 論じて ゐる、 今 その 1 節 を 引用して 見よう。 

I わが 日の 本 は、 天地の 內 において、 南北の 中央に ある 事、 中華と 同じければ、 

お；？； のめ ぐれる 道 正しぐ、 四時 そな は， 9、 寒暑 陰陽の 時に たが は ざ. る 事、 四 


夷の 諸國 にくら ぶる に、 すぐれたる 善國 な， 9、  ： 此故中 土の 書に 

も 此國を 名 づけて、 君子 國と云 ふ 事、 又む ベなる かな、 わが 國の人 は 日の 本 

000000000  0000 

の 外國に まさりて よき 事 を しら や、 うらむ べし、 わが 國に たらざる 所 は 只學問 

0  0  0  0  0  ooo〇〇o  *、**、、、、、、、、、、、、  、、、、 

の 一事の み、 中 土に 及ばす、 今 太平の 化 久しく 萬 民 其德に 浴せ り、 只つ とめ 

、、、、、、、、、、、、 、、 1 、、、 、、ヽ 、r  、、、、、、、、 

ていに しへの ひじり の 道を學 び、 五常の 德を おさめ、 五倫の道 を 行 ひて、 國 

家の 恩 德をぁ ふぎ、 其 化に したが は ざらめ や は。 (五常 訓卷 n 

學 問の 一 事 外國に 劣れり と爲す 所、 現代人の 正に 尙ほ 服膺せ ざるべからざる 

敎訓 である、 此 くて 彼れ は大に 外國の 文物 制度 を 輸入せ ざる ベ からざる こと を 

說 くので あるが、 我れ に は 我れ の 歴史が ある、 この 建國の 歷史を 無視して 時勢 

境遇 を 異にせる 外國の 文物 制度 を 35 て 妄，. ^に 我が 邦 を 律す ベ からざる こと を 痛 

論して ゐる、 是れ 亦た 現代人の 當に 反省せ ざるべ からる 動 i であらう。 

^一  次に 益 軒の 學說中 注意すべき は- 經濟 に關 する 論議で ある、 彼れ は 所謂 當 時の 
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儒者と 異なって 常に 學 問の 活用と いふ ことに 注意し、 日常生活の 實 際に 適應し 

て 道を說 くこと を 努めた、 五常 訓に 於て、 儒敎を 解して、 次の 如く 言って ゐる、 

我が 儒の 道 は 經濟の 道と て 世 をお さめ 人 をす く ふ 大道な. 9、 其學は 有用の 學 

とて 先づ わが 身 をお さめて 人 をお さめ、 人倫の 道 を 行 ひ、 天下 國家 のれめ 天 

-. 地 萬 物の ため 用 をな す學 問な り、 無用の 空言に あらす。 £ 常訓卷 一) 

. これ 彼れ が當 時の 儒生が 徒らに 訓詁 文字に 通 やる こと を是れ 努め、 雕蟲の 小 

技、 雜文 小說を 以て 能事 終れり と爲 すを慨 し、 孔子 敎は濟 世 救民の 術に 外なら 

ざる こと を說 かんとす るので ある、 曾て 自ら その 感慨 を 披瀝して 云 はく、 

、吾が 曹 書を讀 むと 雖も、 然れ ども 經濟 の學に 通せす、 故に 世の 君 相 は 儒生 を 

以て 無用の 徒、 事宜に 通せす と爲 す、 且つ 仁義 を 以て 迂濶世 用に 適せす と爲 

す、 豈 啻に 君 相 然るの みならん や、 世の 學を 好まざる の 者往々 皆 此の 如し、 

是れ 亦た 吾が 曹の學 術 明らかなら す、 且つ 德 ならざる に 由るな，. y、 然 らば 則 
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ち 世人の 學を 好まざる は 吾が 曹も亦 だ 其 罪 半すべき なり。 (慎思錄^^"四) 

世人が 儒學を 以て 迂濶世 用に 適せす と 爲すは 儒 袁經濟 の 學を講 せざる に. a る 

ものなる こと を 痛感せ る 彼れ は、 自ら 進んで-ひ m に 經涛の 道 を 講じ、 逬 德を說 くに 

經濟を 併せ 說 くこと を 忘れなかった、 而 して 道 德と 經濟 との 調和す ベ きものな 

る こと を 論 やる 所、 近世 銜理學 者の 經濟的 倫理 學を 主張す ると 其 旨 趣 同じき も 

のが ある、 後世 二宮 尊德の 如き 人が 大に經 濟道德 調和 論 を 唱道せ るが、 〈せ 軒 そ 

の先唱 をな して ゐる、 尊德 翁の 主張せ る 動勞、 分 度、 推讓 の三大 根本主義 も 亦 

た 益 軒の 思想に 於て 見る ことが 出 * る、 卽ち分 度 論の 如き は その 著自蜈 の 第 

1 卷 目に 出で >-ゐ る、 この 論 は 元來禮 記の 王制 篇に 因る ものであるが、 體 記の 

論. する 所 は國家 經濟の 論で ある、 益 軒 及び 尊 德は之 を 個人 經濟の 上に 應 用して 

論じて ゐる、 益 軒の 經濟論 は 諸種の 著書 中に 散見して ゐ るが、 最も 通俗に 述べ.. 

たもの は 例の 「家 道訓」 である、 其 他 用 財 記の 如き は 彼れ の經濟 書と も 謂 ふべ. 


g 一  きもので あるが、 今 その 內容を 略し、 且つ 倫理 說に 於ても、 他に 述 ぶべき 方面 

も なくない が、 益 軒の こと は 一 先づこ > -に擱 筆して、 中 村^ 齋の說 に 移る こ 

t にしよう 0 

【著 書】 

愼思 錄六卷 

, 自娛 集七卷 

大疑 錄ニ卷 . 

. 益 軒の 思想 を 知る に は 以上の 三 書 は 是非とも 之を讀 まざる 可ら や、 右の 內愼 

, 思 錄、， 大凝錄 の 二部 は 五常 訓 と共に 日本 倫理 彙 編に 收载 さる。 尙ほ益 軒の 研 

究に 就て は その. 著述の 殆んど 全部が 明治 四十 三年より 同 四十 四 年に 至る まで 

益 軒 全集 (八 冊) として 刊行され たる もの あれば 頗る 便な り、 故に 今 其の 他 

の 著 嘗を玆 に 列記す る こと を 略す。 


第二 節 中衬 惕齋. 

. 一 、 學 風 

寬永六 年 (一六 二 九) 11 元 fi 十五 l 七 〇 二)  t 

, 伊藤 仁齋が 生れた 1 永 四 年から 二 年 目の 六 年に 同じく 京都の 地に 1 大儒 者が 

生れた、 前者 は 材木 IS の 家に 後者 は吳服 商の 家に 生れ、 ともに 1 世の 師儒と し 

て 我が 學界に 功績 著大なる 人々 で ノ當時 仁 齋惜齋 の 名は學 者の 欽仰 する 所で あ 

つた、 然るに 後世に 及んで 仁齊の 名獨り 盛んにして 齊の名 知る もの 甚だ 鮮な 

き は 何故で あらう か、： 想 ふに 仁 齊は從 來の朱 子 學を排 し 一 家の 學を唱 へ 、 門 生 

亦た 四方より 來 遊し、 且つ 子孫 能く その 學を繼 承した が、 惧齋に 至って は從來 

の 朱 子學を 固守して 新 說を述 ベ す、 且つ その 性格 も大に 仁齋と 異な つて ゐた、 

曾て 自己の 肖像に 題して 「利 名雙 字胡爲 者、 億 萬 民生 倶策 驅、 耆 耋弃材 憎，， 世 

幼 一 計 r 考，, 槃林曲 1 永 言. 娛、」 といって ゐる やう； i 名利に 淡泊で ノ隱 君子. 的の 人で あ 


つたこと が 知られる、 而 して 門人と しても 仁齋に 於け るが 如く、 知名の 士を出 

して ゐ なかった から、 後世 その 學を 紹述 する ものがなかった、 然しながら 人の 

債 値 は傳、 不傳 によって 左右 せらる、 もので ない、" 惕齋 の遺德 を顯彰 する は 今 

後の 學 者の 責務に 屬 する。 锡齋 の當時 學界に 於け る 勢望と 後世の 學 者に 與へ た 

る 影響と は、 決して 我が 儒敎 史上に 於て 看過す る こと は出來 ない。 

當時 我が 國の 思想界 を 顧る に、 正に 百花 姘を 競ふ狀 にも 比すべき か、 諸種の 

學說 互に その 優劣 を爭 ひ、 學者は 努めて 新奇の 說を 以て 人の 耳目 を聲動 せんこ 

とに 腐心した、 殊に 仁 齋の堀 河 學派は 最も 隆盛に して、， 惺羅以 來の朱 子 學は甚 

だ 不振に 陷 つて ゐた、 此の 時に 當 つて 獨り 彼れ は 毅然として 其 操 を 持し、 世擧 

て 新 學を競 ふ 間に 立って、 彼れ のみ 人に 敎 ふるに 小 學、 近 思 錄の類 を 以てし、 

純 粹に朱 子 を 提唱し、 儒學 の神髓 を發揚 せんこと を 志した、 室 鳩 奥 は 彼れ の學 

を 論じて 「傾齋 一 生 祟 一， 信 朱 r 始終 不ぃ 變、 可 J - 近世 之醇 儒者 こと 嘆稱 し、 
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^淼 芳洲 亦た 之を稱 すろ に 「篤行 ノ鄕 先生」 となし、^ 齊の 孫弟子た る 1： 州の 學 

者 露 木せ i 驚 は 之 を， して、 

於，， 本邦 ， 亦 名師宿 儒不， 爲っ 小い 衆、 然知 n 文 公 之學 粹然不 1 っ雜、 實 得-! 其 襟懐 - 者 

易 y 齊 先生 也。 (講舉 筆記 践文) 

と、 何れも 當 時に 於け たる i3 然 たる 朱子 派の 巨頭 を 以て 之 を 目し、 朱 子 犖に於 

ける 功績 を 讃美して ゐる、 彼れ の學 風が、 此 くの 如く 純 粹に朱 子學を 鼓吹した 

るの みならす、 尙ほ 吾人の 彼れ に 向つ て 感謝せ ざる ベ からざる は學問 普及の 爲.， 

め 假名 書 を 以て 多くの 經書を 解した る こと、、 女子 敎脊 の爲 めに、 女子 修身， 

の 敎科書 を 編纂した ことで ある、 此の 二 勲は貝 原 益 軒と 同檨の 見識で あ，.^、 又 

た 同樣の 功績で ある。 

當 時漢學 者の 弊と して 自家の 研究 調査の 結果 を、 成るべく 難解の 漢文 を 以て 

艸し、 俗人の 容易に 理解し 難き を 以て 得意と した、 斯る 弊. W は ほ 明治維新 前 


g 後の 學者 間に 在った こと は 稀々 の 逸話に よって 知られる、 是れ學 者 自身の 快事 

ならん も、 世 を 益し 民 を 利す る 上に 於て 寸毫の 得る 所な く、 儒學が 閑人の 業と 

輕視 さる k の も 所以な しと 爲 さない、 斯 かる 學 者の 問に 立って 假名 書の 著を爲 

す. こと は餘 程の 大 識見 を 持す る 人で なければ 出來 ない、 益 軒が 他の 俗儒と 異な 

つて、 後世に 輝ズの もこれ に 依る ので あるが、 此の 黠に 於て 慯齋の 功 亦た 偉大 

な IP こと を 忘れて はな も ぬ、 試み. に早稻 田大學 出版部. の 漢籍 國 字解 全書 を 取て、 

そ、 の 著者の 名.^ 見よ、 全書 士 ー卷の 中に 於て 惕齋の 所謂 示 蒙 句 解の 書が 大學、 

中 菊 、論語、 孟子、 詩輕、 小學、 近 思 錄等七 部の 書が 收载 されて？ Q る、 以て 彼 

れが 如何に 儒學の 普及に、 意 を 用ゐる ことの 熱心で あつたかが 知られる であら 

5 、 儒者が 男尊女卑 の 思想に 捉 はれて、 女子の 敎育 を輕視 して ゐる こと は德川 

時代 を 通じて 儒學の 一 大缺點 である、 然るに 益 軒と いひ 揚齋 とい ひ、 女子の 敎 

育 を 決して 輕視 する こと を爲. さ. や、， 自ら 進んで 女子の 爲め 敎訓書 を 撰む に 至 
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つて ゐる、 -惕齋 の 著姬鏡 三十 1. 卷は我 國女訓 中の 白眉と して 永く 我が 女子 敎育 

に裨益ぉ與へ てゐ^9、 .こめ書は朱子の小學.に倣ふて、門を分ち、和漢ぉ今の賢媛 

を纂錄 しおもので、 女 大學と 相 並んで、 我が 國 近世に 至る まで 女子 敎育 上に 多 

大の 感化 を 及ぼした ものである、 尙ほ 彼れ の學 風に 於て 深く 禮節を 重んじた こ 

と は 愼終疏 節、. 追 遠 疏節等 禮に關 する 著書 あるに 依て 知らる、 であらう。 

. ：ソ 一： 一 1、 學 說 ： 

惯齋ー 生 著 はす 所の 書 五十 七 部の 多き に 及んで ゐる、 而 して 何れも 程 張 朱 三 

子の 說を， 稂據 として、 人倫 五常の 道 を 明らかにし、 本邦 固有の 道 德を闡 せん 

とする ものである、 然しながら 朱 子學の 大意 を 最も 簡明に 敍述 せる もの は入學 

紀綱 一 卷 と講學 筆記 三卷 とで ある.、. 今 講 學 筆記 を 主として 仁愛 說 及び 死生 論の 

二に 就て その 大意 を 紹介す る こと、 する。 - 

彼れ の學 風に 於て. 躔節を 重 やる M と は旣， に 述べた が、 此の 黠 に 於て 彼れ は 深 


a,  く 張子の 說に 私淑して ゐ たものと 想 はれる、 その 仁愛の 說を述 ぶる に當 つても 

劈頭 張子の 語 を 引て 之を說 かんとして ゐる、 云 はく 

凡そ 事に 學に從 つて 道 を 求め、 德を 修めん と 欲する もの は須 らく 先づ 張子の 

. 所謂 天地の 爲 めに 心 を 立つ とい ふ を 以て、 學ぶ 所の 頭腦 本領と なすべし、 然 

ら ざれば 則ち 其 心の 注ぐ 所 皆 吾が 軀殼の 上より 發し來 たり、 私欲の. S りて 生 

やな 所 も 亦た 其 源 を 同う す、 乃ち 此心を 以て 之れ に克 たんと 欲する は、 猶ほ 

家人 相爭 ふて 之れ を 管す る ものな きが 如し、 云々。 广講 學筆記 第一 册) 

これ 西 鄕南洲 の 人 を 相手に せす 天 を 相手に せよ とい ふ 敎訓と 其 旨 趣 を 同じ ふす 

る もの、 道に 志し、 仁愛 を 行 はんとす る もの 第一に 志すべき 勲 である、 彼れ 

尙ほ 進んで、 その 功果 を說 いて 曰 はく、 

今 廓 然とし て 其 軀殼を 私す るの 心 を 忘れて、 一に 天地の 爲 めに 箇の心 を 立て、 

己れ を 以て 天地 間の 1 人と なして、 其 是非 利害に 於け る、 己れ が 自ら 知る の 


實 なる を 以て 人を處 し、 人 己れ を視 るの 公なる を 以て 自ら 處 して 愛 惡傰む 所 

なきと き は、 其 心の 發用、 殆んど 彼の 造 物 者と 上下 流 を 同う す、 凡そ 事に 應 

じ、 物に 接する の 際、 我が 仁愛の 被る 所に あらす とい ふこと なし、 乃ち 人情 

、の 欲すべき 所の ものと 雖も、 皆 公共の 心 を 以て 之を視 ると き は、 則ち 眞情自 

ら發 見して、 之れ に處 して 各 その 宣 しき 所 を 失 はす、 私情 自ら 縮 退して 之れ 

. に克っ こと 亦た 其 力 を容れ 易し。 (同上) 

人 を 相手に せす 天 を 相手に し、 天地の 心 を 以て 心と するとき は、 卽ち 天地 間の 

公人と して 萬 事に 臨み 私情 自ら 消滅し、 萬 事に 處 して 各 その 宜しき 所 を 得て 仁 

愛の 德 自ら 實行 せらる、 に 至る ベ しと は 彼れ のカ說 する 所で ある、 是に 於て 彼 

れは 更に 程 子の 所謂 「仁 之 道 耍ぃ之 只 消い 道 ニー  公 字 こ との 意 を 取て その 意 を 敷 

演 してい ふ、 

蓋し 人、 天地 生物の 理を 得て 以て 生す、 而 して 生理 乃ち 心に 具 はる、 此れ 便 


2 ち是 心の 德 所謂 仁な，.^、 故に 人心 物 を 愛する の 情、 便ち 是れ 仁の 發用、 人の 

生脉 にして 亦た 其 心 を 用 ふること、 由 り て 公なる 所の 主な，. >、 若し 此理を 明 

かにせ やして、 徒に 直を秉 り、 卒を 持して、 以て 物 我 を 1 にせば 則ち 公に 似 

て 公に あらす、 只 是れ絞 直の み、 其 弊 或は 父の 罪を訐 いて 以て 直とす る 者 あ 

-り、 竟に莾 莽蕩蕩 として、 以て 都て 仁と 交涉 なきに 至る、 此れ 惟 私な きを 以 

て 公と する こと を 知りて、 而 して 人心 本然の 生 意 を 以て 主と する こと を 知ら 

ざるが 故な り。 (同上) 

是れ 亦た 仁を說 くもの 、 注意せ ざ る 可らざる Si にして 、徒ち に 天地 萬 物 一 體 の 

仁 を 言 ふとき は、 墨 子の 兼 愛に 陷ら ざる を 得す、 故に 彼れ は <4 平 無私の 心を以 

て 之を說 くと 雖も必 す 人情 を 主と すべ きこと 卽ち 天地の 生 意 を、 W にして 仁を說 

かんとす るので ある、 之 を 要するに 彼れ は 儒 敎道德 の 根 本義 を 以て 仁愛の 德と 

なし、 之 を 以て 一切の 道 德をー 包括 せんとす るので あ. る、 而 して 之 を說ズ 仁旣に 


述 ぶる 如く 主と. して 張 程 朱 三 子の 言 を 以て 其の 极據 として ゐる。 

朱 子學を 信奉せ る 彼れ は 常に 存養 省察の 工夫に 意 を 用ゐ、 苟も 事を處 する 輕 

輕に すべから す、 何事に 向っても 正 心 誠意 を 以て 爲さ 5^ るべ からざる こと を敎 

へ てゐ る、 講學肇 記 は實に 彼れ が 修養 論の 全體を 包括す る ものにして 全篇の 文 

字 悉く 取て 以て 吾人の 箴言たら ざる もの はない、 其 小事 輕ん すべから ざるの 論 

の 如き 殊に 味 ふべき 訓言 であるが 今 凡て 之 を 略し、 死生 論に 對 する 一 節 を譯し 

てこの 節 を 終へ る ことにする。  - 

旣に 其當に 死すべき を 見て、 自ら 許す に 死 を 以てし、 再び 深く 之 を 察する と 

き は 叉 其 未だ 死すべからざる の義 あると 疑 ふ、 然れ ども 苟難過 高の 人、 是に 

於て 未だ 其 是否を 決せす して 遽に 死に 就く とき は、 恐く は義 未だ 正しから す 

して 反りて 其 勇 を 害する もの あらん、 若し 理旣に 定まりて 而 して 後 死に 就く 

9 えき は 死に. 果せる にあら やや、 鳴 呼 死生 は 大事な り、 遺體を 奉行して 之れ を 


^  敬せざるときは毀傷すら且っ不孝な，.^、 況んゃ 性 を 減 やる を や、 其 死 果して 

是 なるとき は、 則ち 義 正しく 勇 全うして 遺體を 辱めす、 勇 未だ 全から すして 

遺 體を愼 まや、 乃ち 不孝た，.^、  二つの もの 疑似の 間に あ て 之を辨 やる こと 

審 なら ざれば 相違 ふこと 霄壌た，.^、 死して 過ぎた る は 復た改 むべ からす、 事 

旣に迫 ま. 0 て は 決せ やん ば あるべ からす、 明哲の 君子に あらざる より は 孰れ 

か 能く K 惑せ ざらん。  若し 一時の 見る 所、 是非 相半ばする とき は、 

則ち 苟も 生 を 貪らん より は 寧ろ 安んじて 死に 就かん、 是れ又 理の疑 はしき も 

の、 厚き に從 ふの 義な り、 然れ ども 其 志 趣 常に 此 にある とき は 未だ 時の 宜し 

きに 稱 はやして 死 を輕ん する の 失 あり、 故に 事に 臨んで 義を擇 ぶに は 心を虛 

うする を 以て 至要と なす。 

【著 書】 

. , 講學 筆記 三 撒 (宽 保 三 年刊)   
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(日本 愉理彙 編に 之を收 載す)  " 

比賣鑑 三十 一 卷 (寬文 元年の 自序 ぁリ、 貞享四 年刊？)  ； 

愼終疏 節 二 卷寫本  一 

追 遠疏節 1 卷寫本  一 

大學示 蒙 句 解  一 

中庸 示 蒙 句 解  " 

論語 示 蒙 句 解  ^ 

詩 經示蒙 句 解 

一 

小 學示蒙 句 解 

近 思 錄示蒙 句 解  i 

(右 六部の 書 は早稻 田大學 出版部 刊行の 漢籍 國 字解 全書 中に 收 めら ろ) 

筆記 詩 $1^ 傳 十四 卷  』 


筆記 讀易 耍領 四卷 

筆 言 l,pm 集 3 & 十五 卷 

〇 其 他 尙ほ多 數の遺 者 あ. 9 と 謂 ふ も 容易に 見る を 得ざる を 以て 之 を 略す。 

. 第 四 章 畸門 派の 倫理 學說 

第一 節 山 崎闇齊 

元 和 四 年 (一 六 一 八) —— 夭 和 二 年 (一 六 八 三) 

I  、 南學の 系統 

惺羅ニ 先生より 起れ る 京學の 一 派に 就て 略 ぼ 之 を 述べた が、 此 より 更に 轉じ 

て 京 學に對 する 南 學卽ち 海 南 土 佐に 起れ る 朱 子學の 一 派に 就て 語らなければ な 

らぬ、 同じく 朱子學 とい ふ も氣候 風土の 異なる 土 佐の 地に 於て 發 達せる 朱子學 

は、 自ら その 土地 特色の 異彩 を 放つ に 至って ゐる、 海 南 學の祖 たる 南 村 梅 軒 は 


薩 州の 地に 朱 子 學を傳 へたる 桂 師と 同じく 周 防大內 氏の 臣下で ある、 彼れ 

は 天文 年間 土 佐に 來 つて 吾川 郡弘岡 城主 吉良 宣經の 客と なり 儒敎 を講說 して ゐ 

るが、 その 所說の 大要 は存 心、 謹言、 篤行の 三 事 を 以て 修養の 根 本義と した、 

所謂 南學 派の 道徳 主義 はすで に 梅 軒の 敎義 中に 形成 せられて ゐ る と 謂って よ 

い、 大髙坂 芝 山が 彼れ を贊 して 「南 村有い 梅、 幽芳絕 研、 孤，， 立 萬 花 之 上" 獨，， 步 

天下 之 * 先 こと 言って 其 功を稱 して ゐる、 梅園の 敎育 空しから や、 遂に 後世 梅 

門の 三叟を 以て 稱 せらる、 忍 性、 如 淵、 天 室の 三 高弟 その 門下に 輩出し、 何れ 

も 朱 子學を 熱心に 唱道し、 その 結果 天 室の 門下より 谷 時 中 を 出す に 至った、 時 

. 中に 至って、 始めて 土 佐 人の 氣賀を 代表せ る 一派の 朱 子 學を稱 ふるに 至り、 人 

呼んで 之 を 海 南 學と稱 した、 故に 厳密なる 意味に 於て は 南學の 開祖 は 之 を 谷 時 

中に 歸 しなければ ならぬ、 時 中の 門下より 有名なる 野中 兼 山 及び 小 倉 三省の 如 

W 一  き 政 42 家 を 出し、 此 等の 人々 は 何れも 其 地位と 境遇と を 利用して 文運の 振 典 を 
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圆り、 朱子學 ます-. 隆盛に して 其 勢 侮るべからざる ものと なった、 而 して 同 1 

じく 時 中の 門下に 山 崎 閽齋が 出で 、愈々 南 學の眞 精神 を 鼓吹す るに 至った、 所 一 

謂南學 と京學 との 相 異なる 點 一は、 京學 の官學 なる に 反し 之 は私學 派と して 發展ー 

したる こと、、 京 學の敬 幕 思想に 偏せ るに 反し、 之れ は 尊王 思想 を 標榜す るの 一 

である、 此の 如き 主義 精祌 を、 最も 著しく 發揚 して ゐ るの は 山 崎 閽齋の 1 派で 一 

ある、 故に 今閽齋 の學說 から 述べる ことにする。  一 

二、 山 崎 闇 齋の學 風  ； 

その 學風 は師時 中の 嚴 格なる 敎育の 影響と、 彼れ 自身の 性格 嚴肅を 極めた る： 

とに 依て 自ら 厳格 主義の 敎育 となり、 實踐 躬行 を 以て 根本主義 となし、 學理 の： 

攻究 は 寧ろ 第一 一義であった、 唯々 朱 子の 倫. 理 思想 を 根據 として 道 德の實 踐を期 一 

せんとす るので ある、 蓋し 閬齋に 在って は、 眞理 はすで に 朱 子の 學說 にある を 一 

以て、 吾人 はた！^ 朱說を 尊信して 之 を實行 すれば 可な りと 考 へたので ある、 そ 一 


の 朱 子に 對 する 信仰の 堅固なる こと 實に 一 種の 宗敎 とも 謂 ふ べき もので あつ 

た、 那波魯 堂の 學問 源流 を 見る と、 其 學風を 左の 如く 批評して ゐ るが、 よく そ 

の 眞相を 描いた 言で あるから 左に 揭げて 見よう。  ， 

_ 萬治寬 文の 比に 及び、 山 崎敬義 嘉右衞 門出で 新說を 立て、 世 の 朱子學 とい 

ふ は泛然 雑駁に して 歸ー ならす とし、 朱 子 撰述の 書に 就て 取る 所 を抄拔 し、 

. 是 は定說 なりと、 尊ら 講究し、 其餘は 未定の 說 な，.^ として、 不 収用 こと 多く、 

凡そ 讀む 所の 窨數 種に 止まり、 歷史子 類の 類 は 一 切に 讀に 益な しとて 禁レ 之、 

玩レ 物喪レ 志の 義な りと て、 文章に 力 を用ゐ や、 已む事 を 得ざる に 至りて は 平 

生 所 n 讀習 I の 書中の 字 を 集め、 所謂 布 穀の文 を 作り、 詩 賦の類 は、 一向 之 を 

作る 事を禁 す、 唯 四書 朱 註、 近 思 錄の類 を 1* ら とし、 譬 へば 論孟の 中 にても.^ 

1 贯、 の 章、 克己 ffi 禮の 章、 志學の 章、 養浩の 章， 性 善の 章と 云 類 を 格別に 力 

91 を 用ゐて 講究し、 互に 之 を 論じ、 其少 にても 敬 義の說 に 不レ合 もの は邪說 とし 
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て 返い 之、 又 葬祭の 事 を 論じ、 文 公家 禮に 就て 其義を 求め、 三 禮と雖 も 强て考 

案に 及ば や、 故に 開 元禮、 政 和？ i、 溫公書 儀、 齊家寶 要の 類、 其外歷 代の 史 

中に 散見す る 諸 儒の 論は考 合する 事な し、 其 師說に 至りて は、 講義 講錄と 

て、 其 辭をー 々國字 を 以て 記に 之、 互に 寫し 取りて 秘本の 如く 藏ぃ 之、 其說を 

不レ 信者に は 猥に之 を 示さす、 是 故に 他の 學者は 同じく 程 朱を學 ぶと 稱 すれ 

ども、 少しの 異同な き 能 はす、 其 中 詩文 を 好む あ，..^、 不ぃ好 あり、 博 覽を示 

す あり、 發明を 尊ら とする あり、 敬 義の說 に 從ふ人 は、 十 人 は 十 人、 百 人 は 

百 人、 幾 誰に 聞ても 印し 出せる 書畫の 如く ー檨 なり、 平生 學談 を以 つて 他 門 

の 人と 交 はらす、 唯 其 同朋と 交 はるの みなり、 其 徒 淺見 緬齋、 三 宅 尙齋の 輩 

有て 是を敎 とし 纏く、 敬 義の號 を闇齋 とい ふに 因りて、 是 を閽齋 派の 學 問と 

云、 閽齋 服の 學問、 朱 子の 書に 於て 取 拾す る 所 は あれ ど、 朱 子の 說を 非と す- 

る 事な し。  ,  .、 


$ の 言 は 少しく 誇張 の 嫌な きに あらざる も、 能く 闘赛派 の 學 風を敍 ベ 盡 くし. 

てゐ る、 右文 中に 朱 子 撰述の 書に 就て 取る 所 を拔抄 しと あるの は、 朱 子の 白 鹿. 

洞揭 示、 及び 敬 齋箴の 如き 類 をい ふので ある、 之 を 要するに その 學風 如何にも 

偏狭に 失し、 嚴肅に 過ぎて 濶 達の 所な く、 頗る 窮屈なる 道學者 風の もので あつ 

た、 然しながら 當時京 學は林 家 及び 木 門の 徒に 依て 盛んに 唱道せられ、 叉 一方 

に 於て 中 江 藤樹、 熊澤蕃 山の 如き 陽 明 を 提唱す る もの あり、 其 他山 鹿、 侨藤、 

貝 原 等の 諸 大家が 前後して 一 方に 崛 起し、 各 その 主義 を 鼓吹し、 學界 未曾有の 

混亂に 際し、 奮然と して 南 學の眞 面目 を發 揮し、 併せて 神道 を說 て、 國家 主義 

を 唱道し、 風敎の 振起に 努めた る 彼れ の 功績 は此 等の 諸家に 劣る もので ない、 

卽 ちその 學 偏狭に 失すと 雖も、 徒らに 空疎なる 學理の 末に 奔 りて 毫も 實踐 躬行 

に 意 を用ゐ ざる 學界の 通弊 を 矯正し、 實 着眞摯 なる 學風を 提起して、 奥に 有爲" 

S の 人材 を 養成す るに 力あった こと は 其 門下より 幾多の 俊傑 を 出し、 其の 學 風の 


^ 影響 は 近く 維新 鴻 業の 際まで 及んで ゐる、 國家的 精神 を 以て 學 問の 甚 調と して 

ゐる こと は、 此 派の 如き 强 盛の もの はない、 之 を 要するに 圏 齋の學 風 は 極めて 

固陋なる 朱 子學を 標榜す る ものであるが、 而 かも 强烈 なる 國家的 精神 を 以て 一 

賞して ゐ る ことが 其 著し い 特色で あ る と 謂 つてよ い。 

一一 一、 閽齋 の學說 

彼れ は 前述の 如く、 朱 子の 信者に して、 研究者に あらざる を 以て 其 一 生の 編 

著 もた く 朱 子の 學を 叙述す るに 止まって 別に 犬なる 创： HE- が あるので ない、 然し 

ながら 其 主義 特色 を 最もよ く 表示して ゐ るの は 敬內義 外の 說と、 所謂 垂加 神道 

とで あるから、 此の 二 Si に 就て 述べる こと k する。 

(ィ) 敬內 義外說 

此の 說は程 子の 「敬以 直い 內、 義以 方い 外、 合 ニ內外 一之 道 也」 といへ る 語と 「敬 

義夾 持直 上 、達， 一天 德ー 自, 此」 とい ふ 語に 本づ いて 立てた 說 である、 彼れ が敬義 
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の 二字 を 如何に 尊んだ か は g ら敬 義と稱 する に 因ても 知らる が、 朱嘗抄 略の 

後ち に 自ら 其 意 を 述べて、 次の 如く 論じて ゐる。 

敬以直 レ內、 義 以方レ 外の 八 箇の字 一 生 之れ を 用 ひて 窮まらす、 朱チ S に 我れ 

を 欺かん や、 論語の 君子 己れ を修 むる に 敬 を 以てすと いふ もの、 敬 以て 內を 

直う するな り、 己れ を 修めて 人 を 安んじ * 以て 百姓 を 安ん やる もの、 義 以て 

外 を 方に するな り、 孟子の 身 を 守る は 守る の 本と いふ もの 敬 以て 內を 直う す 

るな，.^、 君子の 守る、 其 身 を 修めて、 而 して 天下 平な りと いふ もの、 義 以て 

外 を 方に するな り、 大學の 修身 以上 は內を 直う する の 節目、 齊家 以下 は 外 を 

方に する の 規模、 明命赫 然として 內外 ある ことなし、 故に 明德を 天下に 明か 

にせん と 欲するな り、 中庸九經は^^^を修むるなり、 賢 を 尊ぶな り、 此れ 內を 

直う する の 事、 其餘は外を方にするの事な，c^  夫れ 己れ を 成す は內 な 

,CN、 物 を 成す は 外な り、 是 故に 程 子の 曰く、 敬 以て 內を 直う し、 義 以て 外 を 
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方に する は 内外 を 合する の 道な りと、 又 曰く 敬義夾 持して 直に 上，.^、 天德 に- 

達する こと 此れより すと、 夫れ 八 字の 用 窮まらざる こと 此の 如し、 朱 子 我れ、 

を 欺か や。 (垂加 草 第 十 一 )- 

こ.^ に 所謂 內 外の 意味 は 右の 文に 依て 明らかなる 如く 身 を 以て 內 となし、 家國 

天下 を 以て 外と なすので ある、 敬 義のニ を 以て 道德 のニ大 原理と なし、 一身 を 

修む るに 敬 を 以てし、 家國 天下 を 正す に義を 以てする とき は 衆德備 はらざる な M 

しと 言 ふので ある、 此 くの 如く 內外 ともに 敬 義の道 を 以て 之 を 方正に せんとす. 

るので あるから、 其學風 自ら 嚴肅の 一方に 傾き、 變 通の 道に 缺 くる 所 ある、 か- 

くて 道義の 嵩高なる 所 を 示し 得る も、  其 弊 頑 僻 固陋に 陷ら ざる を 得ない、 人間 一 

を 一 定の 模型に 入れて 之 を陶鑄 せんとす る 風が 見え. る、 斯る學 風の 下に 於て は 

眞に 人物の 長所 を發 揮せ しむる ことが 出來 ない ので あるが、 閽齋學 派 は當時 諸. 

學 派の 間に 立て 巍然 たる 1 大學派 を 形成し、 人物 英材を 多く 輩出す るに 至って， 


ゐ るの は、 一見 不思議に 思 はる、 位で ある、 然しながら これに は大 なる 理由が： 

ある、 勿論 閽齊の 偉大なる 人格が 與 つて 力あった もので あらう が、 それよりも 

此の 學說の 根柢に は 至誠 以て 萬 事に 處 すと いふ 朱 子 派の 道德 主義が 含まれて.^ 

る ことが 最大の 原因と 思 はれる、 卽 ち此學 派に 於て 朱 子學の 短所が 大に 表示 さ 

れてゐ る 代りに、 一 方に 於て 朱 子學の 長所た る 至誠 以て 事に 當 ると いふ 信念が 

最も 深く 浸染して ゐ るからで ある、 彼れ は 敬 義のニ 原理 を 以て 道を說 くも、 遂 

に 之 を 約して 敬の 1 字に 歸 して ゐる 所から 觀て、 其 根本 精神の 在る 所 を 雄す こ 

とが 出來 る、 乃ち 曰 はく 

敬 者、 一 心 之 主宰、 而萬事 之 本 根 也  蓋 此心旣 立、 由い 是 格い 物 致い 知、 

以盡 事物 之理 r 則 所 尊 n 德性 _而 道 二問學 『 由い 是誠 正ン 心、 以 修，， 其 身 r 

卽 所謂 先立 二 其大者 r 則 小者 不ぃ 能レ 奪、 由い 是齊ぃ 家 治い 國、 以及 n 乎 天下 r  0 

所謂 修ぃ 己以安 n 百姓 r 篤恭而 天下 平、 是皆未 H 始 一日 而離 n 乎 敬 1 也、 然則敬 
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之 一 字、 豈 非，， 聖學 始終 之耍， 也 哉。 (闘 異) 

大學の 所謂 修身 齊 家の 道より、 治國平 天下の 事に 至る まで 敬の 一 字 を 以て 說明 

せんとす るので ある、 敬卽ち 至誠 以て 事に 當 るの 考 はこの 學 派の 生命と も 謂 ふ 

？ きもので、 此の 心 を 以て 我が 邦家 を 思 ふ、 彼れ の 敎說が 國家的 精神 を 以て 充 

溢す るに 至った の は實に 當然の 結論で ある、 淺 a 綱齋の 如き 勤王家の 率先 者が 

其 門下より 出づ るに 至った の も 亦た 怪しむ に 足らす と 謂 ふ べしで ある、 尙ほ彼 

れの 學說に 於て 四書の 中 特に 大學を 以て 根本と すべ きを 論じて ゐ るが、 固より 

卓說 にあら やと 雖も、 獨り時 風に 諂び ざる 耿々 たる 氣慨 ある 士 たる こと 以て 推 

すべし である。 

(こ 神道 論 

彼れ は 會津侯 保 科 正 之に 仕へ た當 時、 出口 延佳、 吉川惟 足の 二人から 神道の 

傳校を 受け、 忽ち 神道の 崇 信者と なり、 その 晚年は 全く 神道の 鼓吹に 努め、 所 
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謂垂加 神道の 開祖と なり、 自ら 垂加 翁と 號す るに 至った、 垂 加と は 神道 五部 書 

中の a; 座傳 記、 寶 基本 紀、 倭姬 世紀 等に 出で たる 「神垂 以，， 祈禱， 爲レ 先、 冥加 以，， 

冗 直爲レ 本」 の 語から 出で たもので、 彼れ は 此語を 非常に 愛し、 遂に 之 を 以て 

自ら 號 となす に 至った ので ある、 彼れ の 神道 論 は 要するに 其 尊信せ る宋 學に侬 

て 神代の 卷を說 明した るに 過ぎない、 朱 子に 對 する 信仰 は 終始  一 H して ゐる、 

今 その 大意 を 取て 言へば、 彼れ は宋學 者の 所謂 太 極と いふ もの は 國常立 尊 叉 は 

天 御中 主の 神に 相當 するとい ふので ある、 卽ち 古昔 天地 未だ 剖 判せ す、 陰陽 未 

だ 分れす、 混沌 鷄 子の 如き 際に 當 りて 巳に 本 體の理 あり、 本 體の神 あり、 天 御 

中 主神 これで ある、 その 天 御 は 敬語に して、 中 は宙に 通じ、 主 は 主宰の 義 であ 

る、 天地 萬 有 を 化生す る 天地 萬 有の 主宰と いふ 意味で ある、 而 して 此の 元 神 中 

に 道德的 本體の 包含 せらる、 こと は、 宋 儒が 太 極 中に 理の 存在 を 認めて 之を以 

て道德 的本體 となす に 同じで ある、 且又た 御中 主と は. t 庸の義 にして 人道の 至 


極 を 示す 名で ある、 斯 くして 諾册 1 1 神に 至りて は 陰陽の 狸に 順 ひて Jt 偷の始 を 

立て、 之れ に嗣ぃ で 天照大神 三種の神器 を 以て 海內を 治めら る 、 に 至った と 

いふので あるから、 宋 儒の 理氣ニ 元 を 以て 道 德を說 くに 似て ゐる、 彼 は此く 

の 如く 論じ 來 つて 最後に 「神聖の 世に出 づる柬 西處を 異にすと 雖も、 其旨自 

ら妙 契す」 と 結論して ゐる、 閽齋の 神道 論 は 風水 草八卷 及び 門人 玉 木 葦齋の 

撰に 係る 玉 籤 集 八卷を 見れば その 詳細 を 知る ことが 出來 る、 土 金の 敎を 述べ 

る 所な ど、 如何にも 荒唐不 稽の說 で、 今日の 吾々 に は 首肯し がた いもので あ 

るから、 今 凡て 之 を^ 略す る、 闇齋の 唱道せ る 神道 論の 內容は 鬼に 角.、 惺羅 

以來 本邦 儒者 立敎の 精神た る祌儒 一 致說は 彼れ に 至り て 愈々 益々 そ の 色彩 を 

濃厚に し、 日本 儒者の 立脚地 を 明瞭に 意識せ しむる に 至った 功績 は、 我が 國 

儒學 史上 特筆す ベ き價値 ある ものである、 彼れ 曾て 門人 遊 佐 好 生に 告げて 曰 は 


ffi 之 儒者 以，， 我國， 爲，， 夷狄 無,， 道 之 邦， 而 卑，, 下 之： 異邦 爲，， 中 國有レ 道 之國， 而 

尊，， 崇之 r 自 爲，， 異人， 謂い 變ぃ夷 而快然 者 或 有い 之、 吁嗟寇 n 神國- 者獨非 T 不レ 

神道 1 之 儒者. M 而 何耶。 (遊 佐 好 生 著 人倫 箴下卷 ) 

と、 內外尊 卑の 分を紊 りて 崇外 主義に 陷 れる當 時の 腐儒 者 を 罵倒し、 日本 精神 

を 高調せ る 所、 誠に 痛快で ある、 儒敎の 日本化 は 彼れ の 神道 主義に よって 1® 

の發 展を觀 るに 至った こと を 忘れて はならぬ、 此黠に 於て 崎 門 三 傑の 中で 淺見 

綱齋が 最もよ く 其 精神 を繼 承して ゐる、 次， に 之を述 ベ よう。 

【著 書】 

垂加草 全 巣 三十 卷 

■ 同附 錄ニ卷 

(閱齋 の 遣 編 1^ 宽輯せ ろ ものにして 文 會肇錄 二十 卷も此 中に 收 めら れ たれば 全集と して „^^-..=完"《^ せ 

W  る ものな リ * 天叨 111 年の 刊行 LL 係ろ。)  . 


垂加文 壤七卷 (H 德四 年刊) 

(續々 群 書類 徒 第 十三 册詩 文部に 收載 さろ) 

同續 五卷 (正德 五. ギ刊 ) 

同 拾遺 三卷 (享 保九ハ ホ刊) 

fe^sti^  一 5 一  一^へ 閱齋が 朱 子の 言窗ズ ど抄錄 して ン 

ヌ 二え 一 „^^,間の道.^,示したろものなリ) 

闢異 一 卷 

經名考 一 卷 

仁說 問答 一 卷 

右三 部の 書 は 日本 愉理彙 編に 收 めら る 0 

風水 草八卷 寫本 

房 水草 管 1 卷 寫本 \ 上 m 二部の 書 は 門人 玉木擎 齋が師 の說， ^敷衍せ， ろ ものな リ、 玉饉 

玉 籤 集八卷 寫本 、集 は國 書. 刊行 會 神道 叢 說の中 に 收 めら ろ。 


右三 部の 書 は 閽齋の 神道 を 研究す るに 必讀の 書な り。 

樱之萍 一 卷 (廿 雨亭 叢書 笫六 集に 收 載す) 

本朝 改元 考 1 卷 (百 家 叢說第 一 編に ぁリ) 

大和 小學 一 卷 (日本敎育文^^第九編敎科書篇にぁリ〕 

盖徹問^511 (日本 經濟 叢書 第 一 卷に敉 載 さる) 

其 他の 著書 一々 列記せ や。 

第二 節 淺見 綱齋 

承應 元年 (一六 五 二) 11 正德 元年 (一七 11：> 

一、 學風 

緬齋、 經書 を講ゃ るに 當て は、 師闇齋 と 同じ/、 朱 子 を 尊崇し、 徹頭徹尾 朱晦 

菴の言 を 以て 眞理の 標的と した、 「聖 學圜 講義」 の開卷 第一 に 云 はく、 

お 一 大凡 聖賢 相 傳に學 術の 正脉、 いづれ も 二色 はない、 大學は 別して 餘事 をい 
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はや、 其學 術ば かり を 首尾 始終 そな へたる も のぞ、 論孟 も 中庸 も それ， 周 

子 も 程 子 も それ、 張子 も それ、 朱 子 は 其 巨細 本末 全備 明盡の 至極 ぞ、 是固 

より 平生 朝夕 衣服 飮 食の 如く、 每々 說 くこと 故、 今更 別に 云， ふこと は^け 

れ ども 云 々o  ： 

と、 以て その 朱 子 巾 心 主義なる ことが 知らる、 であら， 5。 然しながら、 朱 子 

を 尊崇して 經 學の歸 趣と なし、 學 問の 標的と する こと は、 閽齋 派に 於け る 共通 

の 特色であって、 獨り 以て 彼れ の 特色と する こと は出來 ない、 然 らば 彼れ の學 

風に 於け る 特色 は 何で あるかと いふに、 その 大義 を 論じ 名分 を 明らかにする こ 

と、 是れ その 唯一 の 特色であって、 彼れ 自身 も 亦た 深く 之 を 以て 任じて ゐ たの 

である。 曾て 曰 はく、 

予 於，， 此學， 非" 有，， 富 會耕穫 之 功 『只 拾，， 得 垂加遺 稳『 凡百 無い 足い 道、 唯出處 1 

事、 生涯 無-, 毫末 愧.； (先 建 遺事)  y< 


と、 以て その 志の 在る 所 を 推す ことが 出來 る、 後世に 非常なる 感化 を 及ぼした 

名著 「靖獻 遺言」 は、 卽ち この 精神の 表現で ある、 節義 節操 を 重ん する こと、 

是れ實 に 彼れ の學 問に 於け る 根本主義であった ので ある。 

今日 此書を 編みて 義に 志し、 學を勉 むる の士 と共に せんと 欲する もの は道衰 

へ學 廢れ、 人倫の 道 明なら ざれば なり、 是を 以て 俗 日に 滴く、 所謂 聖賢の 敎 

なる もの は 固より 嘗て 不滅と 雖も、 能く 之 を 究め 知りて 實を蹈 む者鮮 し、 忠 

孝の 大 節に 至りて は、 最も 知りて 信 やる 者 難し、 親に 事 ふるもの は猶ほ 天性 

の 恩愛 を 以て 賊害の 罪に 至る 者、 或は 少し、 君に 事 ふるに 至りて は 其 上下 相 

離れ、 貴賤 相 待の 膿、 平生は 不ぃ失 者 ありと 雖も、 亂離 反覆の 際、 君 を棄て 

敵に 降り、 恩 を 忘れ 義に 背きて 拜 跪奔趨 して、 但だ 後に ならむ を 恐る.^ 者往 

往相 踵ぎ て、 其 間 忠義 を 奮 ひ、 命 を須し 節に 趣く 者 ありと 雖も、 君臣の 義に 

n 於き て 鍊達講 磨す る 所、 或は 精し から ざれば、 心 私しな しと 雖も、 義に 房り 


u 忠を失 ふ 者皆是 也。 

1 

これ 「靖獻 遺言 講義」 の 劈頭に 於け る 彼れ 自らの 述懷 である、 君臣の 大義 を講明 

する こと を 以て 目下の 最大 急務と 信じた る 彼れ の眞意 もって 察すべき であ る。 

實に 「靖獻 遺言」 の 書 は 彼れ が 1 代の 心血 を灑 いで 盡忠 報恩の 大義 を 述べ、 是れ 

に 依て 天下 勤王の 士を 鼓舞 せんとした ので ある。 篇中 引用せ る 事蹟 を 殊に 支那 

人に 取った の は 其 時勢 境遇 萬 止む を 得ざる に 出で たので 在って、 W 三 熟思の 結 

果 である。 その 跋文に 「自ら 靖んじ 自ら 先王に 獻 する 者、 萬 古 1 心に して 彼此 

間 無き こと 此の 如し。 然 らば 則ち 後の 遺言 を讀む 者、 其 心を驗 する 所以、 亦た 

豈に 遠く 求めん や」 といって ゐる。 亦た 以て 彼れ の 深意 察すべき である。 當時 

學者 すべて 崇外敬 の 思想に 捉 はれ、 進んで 王室の 尊厳 を 論じ、 勤王 思想 を 鼓 

舞す る こと を躊 鰭せ る 際、 彼れ 獨り 敢然と して 君臣の 大義 を說 く、 眞に 偉丈夫 

と 謂 ふべ し、 大義 これに 依て 明かに、 名分 是れ に. 依て 正しく、 遂に 王政復古の 


大業 を實 際に 昆るを 得た ので ある。 この 大義名分 論 こそ 彼れ をして 世の 下に 

光輝 を 放た しめた、 唯一 の 特色 ある 學風 である、 彼れ は 又た- 55 に 「立志 は 正大 

なる を耍 す. - カ行 は確實 なる を 要す、 書籍 灰すべく 記誦 恃 むに 足らす、 唯々3^； 

に赏踐 の 工夫 を 知る ありて 而 して 後ち 初め て與に 鑒 門の 學を 語る ベ きのみ」 と 

言って 子弟 を 訓誡した とい ふ。 是れ 實に閽 喪の 實踐的 學風を 繼* した もので あ 

る、 而 して ffl 齋 派の 國家 主義 も 亦た 彼れ に 依て ますく その 光輝 を發揚 する に 

至った。 

. ： 二 * 學說 

彼， れが ft 现學說 の 根柢 は 大義名分 論に 在る こと は以 上述ぶ る 通りで ある。 所 

謂 仁義 鱧智 の道德 論に 至って は 全く 朱說を 祖述す るに 過ぎない が、 此の 名分 論 

の 上に 立てる 黠 から 観れば、 叉た 自ら 別途の 趣が ある。 蓋し 彼れ に 在って は孔 

n_ 孟の& 现を唱 ふる 所以の もの は、 軍に 異邦の 敎を說 かんとす るに 非す して、 K 


^ は 我が 愤祌の 道を說 かんが 爲 めに、 彼れ の 言辭を 借れる に過ぎないの である。 

その 名分 論に 云 はく、 

何よりの 思 ひ 入 は 大義の 立つ 不レ立 を 以て、 道統を 立つ こと、 尤も 疊山 (まほ I 

11) 大 眼力 大 見識 可 レ申樣 もな き 所 也、 易い 事 揚雄を 見よ、 あれ 程の 學問 あれ 

ども 王莾に 仕へ た 故 終に 大義より 見限られて に 不,， 立、 惣じ てす つかり 大 

なる ゆの 守りの 大根が 立ねば 何 を 云 ふても 末の 論ぞ  鬼 ^？: 大義が 大事 

の物ぞ  大小 遠近 凡て 天下の 事、 1 人 萬 事に 就き 皆此 大義の 二字 を 見 

拔く檨 にす る こと 最も 學 者の 大工 夫と いふ べし。 ，(靖 獻遣言 講義) ， 

此 くの 如く 大義 を 明かに する こと を以 つて、 學者 修養の 极 本義と 爲す、 靖獻 遺言 

に 一 代の 心血 を濺 いだの も是 れが爲 めで ある。 此の 大義の 論よ b する 時 は、 彼 

の國に 於て 聖人と 稱 せらる、 湯武 も、 彼れ の 眼底に はた 「主殺しの 逆賊」 と 映 

じた。 實に 大義の 前に は 聖人 もな く、 英雄 もな く、 學者も 豪傑 もない とい ふので 


ある〕 是に 於て 彼れ は 儒者が 屮國 夷狄の 語に 拘泥して、 徒らに 中國を 51 拜して 

我れ 自ら 夷狄 を 以て 甘ん やる の 愚 を 嘲笑し、 大に內 外 尊卑の 別 を 明らかにせん 

こと を 期し、 屢々 夷狄の 辨を なして 國 民の 反省 を 促して ゐる。 而 して 學： lii^ が 我 

が 國體を 知ら ざる 所から して 、湯 武放伐 を も 之 を 可とする ので あると して、 朱 子 

の學も 舉竟君 H?i の 大義 を 明らかにする のが、 唯 1 の 目的で あると 論じて ゐる。 

. 格 物と 云 も 窮理と 云 も 只 I の 目的 は 君臣 父子の 大 倫より 外 無 之 候、 其 君臣の 

吟味が 右の通り にて 候 へ ば 其 佘は云 こ ともなく 候、 其 佘は云 ふ こ ともなく 候 

1 々 い ^ 言し 

これ は 同僚 左 藤 直 方が 湯 武放伐 を 可とする こと を 聞いて、 或 人に 自らの 感想 を 

述べ た 書簡の 二 節で あるが、 叉 以て 彼れ が 朱 子 學に對 する 根本の 精神 を 窺 ふこ 

とが 出來 る、 彼れ は 更に 「稱 呼辨」 を 著 はし、 學 者が 漢字 を 濫用して 名分 を 誤 

n り、 大に名 敎の害 をな せる こと を 痛論して ゐる。 彼れ の 儒學に 於け る 立脚地 は 


3 

1 

1 


徹頭徹尾 日本中 心 主義なる こと、 以て 察すべ きで ある。 

【著 書】 

靖獻 遺言 八卷 

靖獻 遺言 講義 ニ卷 (元 ft 二 年の.： n 践 ぁリ) 

聖學圖 講義 一 卷 QK 永 六：^ 門人の 奧曾 ぁリ) 

六 經編考 一 卷 

右二 卷は 日本 倫理 彙 編に 收截 さる。 

雜話 筆記 幷續錄 五 i 寫本  ， 

門人 山 口 安固の 筆記す る 所に 係る。 

西 銘參考 ー卷. 

忠士 筆記 一 卷 

右 1 1 卷の書 は 甘雨亭 叢書に 收载 さる 0 


識箚錄 (口 本綞濟 叢書 第三 卷に ぁリ) 

忠孝 類說 ー卷 

此 書の 卷 末に 「稱 呼辨」 を附 す。 

辨大學 非 孔氏之 遺書 辨 一 卷 (仁 齋の說 1^ 馼 すろ 論な リ) 

父母 存說 考ー卷 

■ 大 學物說 ー卷 

a 齊 先生 文集 二 冊 寫本 

其； P 之 を 省略す。 

第三 節 佐 藤 直 方 

-  ：慶 安一 一一 年 (一六 五 〇〕 11 享保四 3K1 七 I 九) 

一、 學 風 

n 直 方 も 亦た 閽齋の 高弟に して e 門 三 傑の 一 人で あるが、 a 齊とは その 學^ に 
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於て 犬に 異なる ものが ある、 勿論 朱 子 を 尊 551- し * 之 を 以て 學 問の 歸 結と なす 黠 

に 於て は 同一 である。 講學鞭 策 錄を著 はして 大に朱 子の 學問を 鼓吹して ゐる。 

而 して 其 跋文に 「爲レ 學之方 朱 子明ビ 之至矣 盡矣、 今究 n 其耍， 而擧ぃ 之不ぃ 過，， 敬 

義兩言 ことい つて ゐる 所から 観ても、 閽齋の 如く 敬義內 外說を 唱道した ことが 

知れる、 詞章の 學に 至って は 極端に 之 を 排斥す るので ある。 曾て 云 はく、 

博覽强 記、 能文 善書 は 宋の蘇 東坡に 若く はなし、 然れ ども 道 を 得た る ものよ 

.ftN 之 を tig れば 柬坡は 固よ， 0 論す るに 足らざる なり、 故に 學者 は、 其 識見 柬坡 

を 以て 俗儒と なすに あらざる より は、 則ち 聖賢の 地に 至る 事 を 得す、 今多識 

及び 詩賦 文章 皆 之 を 善くせ むと 欲する もの は、 世を沒 する まで 眞儒 たる 事 能 

はす。 談 雜錄) 

彼れ は此 くの 如く 記誦の 學を IH: けて、 た 5^  く 經學を 以て 輕國濟 民の 上に 應用 

する こと を 以て 程 朱の 宗を 得た る眞 儒と 爲 すので ある。 然しながら 其の 程 朱 を 
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崇 邦す るの 極、 甚 しき 崇拜 主義に 陷 つて ゐる、 閽 齋が晚 年に 至りて 神道 を 鼓吹す 

る や、 彼れ は 第一 に 反 對の聲 を 放って ゐる、 綱齋も 闇齋の 神道 論に は 不同意で 

あつたが、 これ は 神道 を 尊崇す る餘 り、 容易に 師說に 同じな か つたので あるが、 

直 方の は何處 まで も崇外 主義の 立場から 甚 しく 神道 を輕 蔑し、 神道 を唱 ふるの 

は聖資 の 道に 反する もので、 決して 純 儒の 爲 すべ き 所業で ない として 反對 した 

ので ある、 卽ち 聖賢の 道 は廣大 にして 神道の 如き は 自ら の 中に 包含 さるべ き 

もので、 特に 之 を 唱道す る 必要がない と 言 ふので ある。 その他 鐧资が 國家的 精 

神から 湯武の 革命 を 非と せる に 反し、 直 方 は 之 を 正道と して 是認し、 或は 赤穆 

四十 六士を 評して 「此賊 耳」 と 排斥し 去る が 如き、 綱 齋の說 と は 氷炭 相 容れざ 

る ものが 多い。 彼れ は 叉た 佛敎 に對 し、 陽 明に 對し、 甚 しき 偏見 を 以て 之を攻 

擊 して ゐる。 之 を 要するに 彼れ. の 學風は 閽齋： の 尊. 朱 思想 を 極端に 敷衍し、 偏狭 

なる 道德 主義 を唱、 ふるに 在る。 隨 つて 學說と して 別に 之 を 紹介す る 程の もの は. 


2 
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ない が、 巧妙なる 譬喩 を 以て 儒 敎の敎 旨を說 いて ゐ るので、 今日 尙ほ 吾々 に 取 

つ て裨 益す る所尠 くない、 次に その 二三の 例 を 示さう。 

二、 學 說 

彼れ は その 倫理 說に 於て は、 閽齋と 同じく 敬 義說を 唱道した こと は、 前旣に 

述べた 通.^ であるが、 その 解釋に 於て 師と 意見 を 異にして ゐる。 卽ち閽 齋の說 

に 於て 敬以 直い 內、 義 以方レ 外と いふ 內 外の  > ば 義を內 とい ふの は 1 身 を 指し、 外 

とい ふの は國家 天下 を 意味す と爲 すので あるが、 直 方 は 之れ に反して 心を內 と 

し 身 を 外と する ので ある。 その 著 瓤藏錄 いに 之を辨 じて 左の 如く 言って ゐる。 

夫 經傳內 外 之 二字 有ァ以 一， 己 與ジ人 言 者 ^ 有.， 以 n 本 與ーレ 末 言 者 5 有下以 n 志 與ジ氣 

言 者？ 有ァ以 一一 心與, VIS 一口 者 5 有，. 以二 家與， レ國言 者 5 有ァ以 ョ中國 與，, 夷狄 一言 者 5 

其 餘猶多 不レ遑 一一 悉擧 1 焉。 讀者就 二 其 所ジ言 而考レ 之 則 各 有 レ當、 而不レ 可レ亂 也、 

易 文 言、 敬義內 外、 此乃 以，， 心與， k 身 言 者、 而程朱 明說、 不ン可 n 移 易- 矣。： ： 


：: 今讀 一， 孔子 龍 程 朱 之 書， 其 文 義曉者 一 觀レ 之、 則 不レ待 一一 辨詰 1 而 可-一 以自識 一一 其 一 

旨， 何 疑 之 有 乎。  一 

この 文 をー讀 せば、 何人も 彼れ の說を 以て 正 當と認 むる であらう、 然しながら 

元 來閻齋 は國家 至上 主義で あり、 直 方 は 非國家 的の 思想 を 有する ので あるから 

閽齋 の說 も、 亦た 決して 輕視 する こと は出來 ない、 その他 直 方の 經說に 於て 理ー 

氣 の辨、 致 知 格 物の 論 等 見るべき もの 少 くないが、 今一 々之 を述 ぶる こと を 

き、 其 著窨屮 より 二三の 敎訓を 引用して、 彼れ の說 話の 巧妙な りし こと を 示 一 

さう。  一 

一 

示 n 學者 I 

紺屋 白 袴、 箕資 竺簸、 髮結 括髮、 魚 商 食 鞍、 陰陽 忘い 身、 僧徒 不 い 信、 醫^^5^ 

不 レ療、 儒者 不」 打。  ； 

一 

右 八 者 之 業、 所レ S 不, 同、 而其歸 皆 知 レ爲， 人、 而不 Ji 一つ目 爲 r 爲ニ 事務 一， 於に 身" 


而忘 U 其 身 i 者 也、 然 紺屋、 箕賣、 髮結、 魚 商、 陰陽 五 者、 本 以^ 從 ゾ於レ 人、 而 

爲，, 其務， 刖固 莫，， 可い 咎者 r 僧徒 又不ぃ 在，， 咎責之 限， 也、 若い 醫者、 雖ぃ不 vS ン 

養，, 其嫗 一而 猶有 一, 濟レ人 之 功一 焉、 至 二 儒者 之 不一， 行 則 失い 己 欺 k 人 侮 二 聖言ー 誤ヒ後 

學， 此其罪 之大、 全 無お』 矣 云々。 (|錄) 

俗人 は戰 場で 拾 ひ 首 をした 樣 なる もの 也、 自分の 手柄 はなく 幸ば かり 也- 

. 富貴に して 妻子 病氣 なし、 仕官 首尾が よい、 火事に 逢ぬ、 終身 氣の 毒な 事 

に 逢ぬ、 御 目出度 あやか，. > たい、 子孫 繁昌、 子供 衆 皆 有 付かれた、 逆な 憂 

に 逢れ ぬな ど. 云 類、 皆 仕 合 幸 也、 自分に 克己して 人欲 を 去り 道理 を 明に. 

したと 云 こそ、 高名 手柄と は 云べ し、 凡人の は 人欲の はじ を 爲るを 結構な 

事に する 淺 間し、 老子が 功 成 名遂身 返く と 云 は、 人欲の は义を 云た ものな 

り、 學者も 爱の窟 を 免れねば、 孔^^i程朱の徒ではなし。 (學談 雜錄) 

言 は 卑近に 似たり と雖 も、 その 實踐 躬行 を敎 示せる、 彼れ の 誠意 を諒 とすべ.. 


きで ある、 佝ほ 彼れ の 著書 中 「講學 鞭 策錄」 の 1 書 は 朱 子の 著書より 學 術の 綱 

要に 關 する もの を拔錄 し、 立志の ことよ， 好學の 論に 至る まで、 朱 子學の 神髄 

を發 揮せ る ものであって、 最も 廣く 世に 行 はれ 朱 子 學發展 の 歴史より 觀て 極め 

て 重要なる ものた る こと を 忘れて はならぬ。  . 

〔著 書】 

韜藏 錄十卷 寫本 

ド 此 書の 一部分 は 廿雨亭 叢書に 收载 され、 叉た 第三 卷學談 雜錄は 日本 倫理 彙 

編に 收 めら る。 

講學 鞭策錄 ー卷： 

排釋 錄ー卷  - .. 

鬼神 集說ー 卷  ：：； 

s| 道學 標的 1 卷  . 


^  其 他 鶴の 毛 衣 等の 著書 あれ ども 之 を 略す。 
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第 四 節 三 宅尙齋 

寬文ニ 年 (一 六 六 二〕 11 元 文 六 (一七 四 1) 

一 、 哲學說 

尙齋は 崎 門 三 傑 中 鼓 も 年少 卷 にして、 且つ 長生した るが 故に、 閽齋の 經學を 

大成す る こと を 得た、 而 して 三人 中 最も 思想家と しての 資質 を 有し、 主として 

理論的 方面 を 研究した、 板 倉滕明 曾て その 學を 評して 曰 はく、 

閽齋 之學、 實 至- 1 先生- 而 全備、 故 其 著書 皆爲ニ 後學之 模範-所謂 三 傑、 先生 雖- 

.晚 出- 豈 居，， 第二-哉。 s:sl 宅 先生 傳) 

實に 彼れ は學 問の 勲に 於て は、 三 傑 中 第一 位 を 占む る 人で ある、 然しながら 彼 

れ 亦た 先輩 佐 藤 直 方と 同じく 閣齋の 神道 論に 反對 し、 その 國體 論に 至って は甚 

しく 祟 外 思想 を發 揮し、 尊儒卑 神の 說を なし、 大に內 外 尊卑の 名分 を紊 して ゐ 


る、 土 佐の 谷秦 山と 神道に 就ての 問答 をな し、 大に秦 山 のぶを n つたこと は 有 

名な 話で ある、 この 國體 論に 就て は 後ち に 述べる こと、 して、 今先づ 彼れ の：：^ 

も 得意と せる 哲學說 に 就て 槪觀 して 見よう。 

彼れ の 哲學は 要するに 理 一 元 論で ある、 朱 子の 理氣 二元論 を推究 して 遂に 之 

を理の 一 元に 歸 せんとす るので ある。 乃ち 曰 はく、 

天地 之間雖 ニ萬殊 f 然耍レ 之 不ビ過 こ 理氣之 二 r 人 之有レ 生、 自，， 父子 君臣 之 品- 

以 至，， 手足 百骸， 雖ぃ不 い 一 、 亦 要い 之不， 外 M 理與 ぃ氣之 ニー  性 者 生 之 謂、 亦理氣 

之 合 者 也 耳、 然程 子 以，， 理也， 說ぃ 性、 何故 遺い 氣而不 Jm、 蓋 天地 萬 物雖， 不ビ 

過 n 理氣之 二 f 然亦 要い 之不ぃ 過い 曰 ニ理也 r 氣 本い 於い 理而 生、 亦 理之形 而已、 理 

固 善 而氣亦 善。 (默 識錄卷 一) 

これ 程 子の 性 善說に 依て、 理 一元 を 主張す るので あるが、 更に 理は氣 の 本なる 

^一  こと を說 いて 曰 はく、 
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氣則 理之爲 z 體、 理則氣 之 骨子、 故 根， 於い 理而 生、 循ぃ 於い 理聚 者氣 也、 氣 有- f 

聚散- 而理則 無，， 消散 一 (狼 楚錄卷 一) 

或は また これ を例證 して 「色 を 見れば 則ち 之 を 好む の氣 生じ、 食 を 見れば 則ち 

之 を 食す るの 心 動く、 氣の 理に循 つて 生す るは此 くの 如し」 (同上) ともい つて 

ゐる、 之 を 要するに 理に は形體 はない、 氣を 以て 形體 とする。 氣には 模範 はな 

い、 理を 以て 模範と する、 理 は無體 の氣、 氣は有 體の理 とも 謂 ふべき もので、 

宇宙 間の 萬 象 は 皆 理氣ー 一元の 發現 である、 然しながら 其 本末 を 論 するとき は理 

は本體 であって 氣は その 用に 過ぎない。 故に 畢竟す ると ころ 理の 一 元に 歸せざ 

る を 得ない とい ふので ある、 更に 進んで 宇宙 間 森羅萬 象の 間に は豫定 された る 

一 定の 秩序 調和 ある こと を 論じ、 之 を 本 原 一 定の 規矩と 稱 して ゐる。 ラ ィ プ 一一 

T^(Leibnitz) の豫定 調和 說と 比較して 甚だ 興趣 多き 說 である。 曰 はく、 

天地 如い 此大、 而 日月 虽辰、 行度盈 縮、 亙 n 千 萬 世 『 無，， 1 毫之差 緩 『非い 有 V 本 原 
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1 定之 规矩者 I 何爲能 如い 此。 所謂 誠、 所謂 太 極、 卽指 T 本 原 一 定之 规矩紫 1 而 

言、 其 無二 一毫 之 差 緩-者、 其 誰 尸.， 之、 亦 造化 之 妙、 知者 能 知.， 之 而已。 S 歳 

錄卷 一) 

所謂 造化 之妙卽 ちラ， イブ -1 ッ ッ， ^—所謂 神 を 指す ものと すれば、 兩 者の 說 全く 皆 

趣 相 同じと 謂 ふ べきで あらう、 そ は 鬼に ^ 彼れ が こ、 にい ふ 本 原 一 定の規 は 

卽ち 宇宙 を 一 貫せ る 秩序と もい ふべ きもので、 これが 天地の 初めより 豫定 せら 

れてゐ ると 信 やる ので ある、 而 して 此 等の 考 より 遂に 天地 間に は 一 定 不易の 天 

命 ある こと を 信じ、 これによ つて 自家の 倫理 說を 立てん とする ので ある、 次に 

之 を 述べよう。 

二、 倫理 說 

彼れ の 偷理說 として 第一 に 注意すべき は 天命 說 である、 こ は その 哲學的 立脚 

地より @ 然に來 るべき、 當然の 結論で ある。 卽ち 天地の 間た く 理と氣 との 二 元 
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に 過ぎざる も、 更に 之 を 約 すれば、 所謂 氣 なる もの 畢竟 理 に循 つて 生す る もの 

である。 而 して 其理 なる もの 亦た 一 定 不易の ものにして、 以て 宇宙 を 一 貫せ る 

秩序 を爲す 所以な りと 論じ、 深く 天命の^ 在 を 信じた る を 以て、 人間 は その 境 

遇に 安んじ、 各 その 力 を 盡すを 以て、 その 本務と 考 へねば ならない と 謂 ふので 

ある。 然しながら 彼 わの 眞意は 所謂 人事 を盡し て 後ち 天命 を 待つべし とい ふの 

であって 楊子 の 皆 命 論と は 違 ふの である。 卽ち貴 賤 貧富 は 固定 的の もので なく 

其德を 成就し、 その 氣 質の 偏 を 移し 去らば、 貧賤 も 富 K となり 禍夭 も福壽 とな 

ると 論す るので  一 S 努力 主義 を唱 ふるので ある、 この 天命 說に 就て は 狼 t 是錄卷 

三に その 意見 を 詳述して ゐる。 

次に 孝の 德に 就ても 甚だ 注意すべき 說を なして ゐる、 彼れ は 孝 論に 於ても 其 

哲學的 立脚地より して 父子 一 體の理 を 論じ、 祖： に對 する 祭祀の 忽に すべ から 

ざる こと を 論じ、 ， 又た その 祭 の 誠 は 必す羾 先の 靈に 通す ベ きもの なること を 


論證 して ゐ る。 その 父子の 關 係に 就て は 左の 如く 言って ゐる。 

父子 ー體、 子 之 身體、 卽父之 身體、 子 之 精神、 卽父之 精神、 便 是理ー 也、 父 

之 身 與，， 子 身， 分、 父 之心與 n 子 之 心-別、 便是 分殊 也、 祭祀 時、 我 精神 依-, 木 

主つ 木 主 與ぃ我 一 、 然我 精祌而 依，， 木 主 『 所" 依 之祌與 我對 立、 亦是理 一 分 

殊。 (狼 聲錄 ) 

程 子の 所謂 理ー 分 殊說を 持ち 來 つて、 父子 ー體の 理を述 ぶる 所赏に 彼れ 得意の 

壇場で ある、 斯くて 彼れ は 天地、 祖考、 自家の 精神 も 亦た 畢竜唯 一理の 敬 現 

なること を說 き、 頗る 神秘的 幽遠の 說を 述べて ゐる。 その 著 狼楚錄 第一 卷の祭 

祀 筮詳說 最も 參 照すべき である。 想 ふに 彼れ は 支那 舉 者の 中に 於て 深く 邵嵌節 

に 私淑して ゐ たやう である、 殺生 食肉 說の 如き は 全く 邵 子の 說を敷 演じた もの 

である。 尙ほ 最後に、 その 國體 論に 關し 如何に 奇怪なる 說を なして ゐ るか を 示 

さう 0  , 


彼れ は 中華の 國を 以て 天下の 中に 位する 最上の 國 であって、 日本の 如き は 偏 

國 にして 到底 中華の 大な るに 及ばない、 然るに 神道 家な どが 孔孟の 敎を 以て 外 

國の敎 であって、 我國 に適應 しないな ど. >- 言 ふの は、 自ら 偏國に 居て 中和の 道 

を 知らないの であると 言って、 甚 しく 崇外 自卑の 念に 捉 はれて ゐる、 乃ち 曰 は 

、 

道 之 在，， 天下， 東西南北、 無二 適而 不，， 有、 但 土地 廣狹 厚薄 之不レ 同.， 而其人 之 

爲ン風 亦 不ぃー 、 人 々所い 見 亦不ぃ 覺.， 陷-ニ 偏- 矣、 伏 羲以來 、所い 開 之 邦、 中， 於，， 

天下 r 而其 廣濶厚 潤、 亦 非，， 外國之 比， 也、 而 聖人 尙恐 H 其 失，， 中和 之氣， 也、 

於ン是 樂以通 U 八 風之氣 『 而令 H 天下 無，， 偏 風， 矣、 近世 談，， 祌道， 者 不ぃ知 ニ此義 r 

動必 曰、 是我邦 之 道、. 甚則 曰、 孔孟 所ヒ W 亦 漢土 之敎也 耳、 不,， 合，， 我 邦 之 風 r 

居 ン偏而 守， 偏、 終不 レ知ン 求，， 中和 之 道 「 鳴 呼 可レ歎 哉。 (默 識錄卷 1：> 

と、 更に 我が 國體の 美 を 評して 云 はく、 
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我 邦 君臣 之義、 其 明 過， 於，， 萬 圏 r 蝦夷 夫婦 之 別、 其 正 亦 非，： 他^ 所 一つ 及、 此皆 

偏國之 所い 致、 狐 能 使，， 己 神 r 螢能自 照、 人反不 ^ 可い 及、 蓋 失，, 中和 1 者 反 一 路ー 

明、 有，, 偏 長者.； (同卷 二) 

是れ實 に 何たる 奇癖の 論で あらう、 吾々 を 以て 之 を觀れ ば、 彼れ 自身が 旣に中 

華の 偏に 居て 我が 國體の 正 を 知らざる もの、 所謂 書に 淫 する ものであって、 誠- 

に  學 者の 通弊と して 既嘆 せざるを得ない、  此の 國體 に關 する 偏見 は實に 彼れ の. 

學 風上 一大 缺勲 となって、 凡ての 論議に 見 はれて ゐる。 日本 儒敎 として 取る に 一 

足らざる ものなる こと は 言 ふまで もない。 然しながら 彼れ の 門下に 加々 美樱 

の 如き 國體 尊嚴 論者の ある を 以て 之 を 観れば、 流石に 此勲は 門人と 雖も 心服す 

る ものはなかった ので ある。 崎 門 派の 巨擘に して 此の 人 ある は 吾人 をして 眞 に； 

一 

奇異の 感に堪 へ ざら しむ。 古來稱 する 三 傑と か 四天王と か 或は 十哲な どの 名 Bli 

i 今日の 吾々 に R つて は餘り 信用す る こと は出來 ない と 思 ふ。  - 


お 【著書】 

狼 裳 錄三卷 (甘 雨亭 叢書 第三 集に ぁリ) 

默識 錄四卷 (日本 倫理 * 編に ぁリ) 

白雀錄 ー卷  . 

小學 筆記 ニ卷 寫本 

祭祀 來格 說ー卷 

太 極 圖說解 筆記 一 卷 

其 他 之 を 略す 

第五 章 懷德 堂の 學風 

第一 節槪說 

惺羅ニ 先生 以後の 朱 子 學は江 及び 京都に 於て、 如上の 發 逢を爲 すに 至った、 
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殊に 林 家 及び 木 門の 學は 江戶を 中心として 發展 をして ゐ るので、 之 を 江戶 思想 

と稱 しても 宜ぃ、 然るに 土 佐の 一隅に 起れ る 朱 子學、 卽ち南 學は山 崎 圏 齊に至 

りて 所謂 崎 門の 一派 をな し、 京都 を 中心として 强大 なる 力 を 成す に 至った、 之 

を 前者に 對 して 暫く 京都 思想と 稱 して 置かう。 今 この 江戶 思想と 京都 思想と を 

比較す ると 前 卷は敬 幕 思想が 甚だ 强く、 隨て 大義名分の 論に ー£ ぃ學^ を 生じて 

ゐる、 然るに 後者 卽ち崎 門の 一派 は 尊王 思想 强く、 その 結果 過激なる 討幕 論 を 

鼓吹す る もの あるに 至った、 獨り此 間に 立ちて 敬 幕と 尊王との 兩 思想 を 巧に 調 

和 せんとす る もの、 是れ卽 ち 大阪に 起れ る 朱子學 である、 今 懷德堂 を 中心に し 

て此 等の 學 者の 思想 を槪觀 して 見よう。 

大阪朱 子 學の祖 とも 稱 すべ き 人 は 五井 持 軒で ある、 持 軒の 學は 純然たる 朱 子 

學 であって、 浪華の 地に 於て 倫理 道 德を講 せらる.. -に 至った の は、 全く 此 人の 

感化 與 つて 犬なる ものが ある、 文敎 かくの 如く 勃興の 結果 は 遂に 江戶 の： in 平黌 


に對 立す る 大阪學 問 所と 稱せ られ たる 、懷德 堂 の 設立 を 見 るに 至った ので ある。 

懷德堂 書院 は享保 年間 中井絷 菴の盡 力に 依て 幕府の 免許 を 得て 建立せられ たの 

で、 謂 はば 半官半 私の 學校 である、 その 創立の 際 同志の 間に 約定せられ た箇條 

は、 懷德堂 定約幷 に その 附記に 依て 知られる。 卽ち この 書院に は學主 (校長) 

なる ものが あって、 敎務を 司り、 預 人と いふの があって 校務 を 掌る ので ある、 

而 して 最初の 學 主に 推戴され たのが 例の 三 宅 石 巷で ある、 この 石恭 とい ふ 人 は 

弟の 觀 ■〇 やう に 純然た る 朱子學 者で はなく 其晚 年に は 陽 明學を 唱道して ゐ 

る。 畢竟 陽 朱 陰 王の 人であった。 隨 つて 懷德 堂の 學風 はこの 石 の 影響に よつ 

て 陽 朱 陰 王の 傾向が 著しい、 第二 代の 學主中 井 整 巷 を 初め、 それに 次で 學 主と 

なった 三 宅恭樓 及び 中 井 竹 山、 履軒の兄^|5或は五井蘭洲の如き、 何れも 石惹の 

遺風 を傳へ てゐ る、 之を耍 する に懷德 堂に 於て は 朱 子學を 中心とする けれども、 

廣く 他の 學 派の 說を も硏究 する こと を 怠らない。 餘程 自由 研究の 精神が 强 かつ 
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た。 三輪 執齋の 如き 陽 明 學者を 招聘し、 或は 伊藤東涯の 如き 古學 派の 人 を 招い- 

て、  其 講義 を聽 き、 熊澤蕃 山の 著書 集義 和書 を も 攻究した ので ある。 此の 自由 

硏究の 精神が 著しい 所 は、 先づ 第一 に 注意すべき 大阪朱 子學の 特色で ある。 . 一 

に 大阪の 地 は 京都に 近い 所から 自然、 尊王の 思想が 强く、 崎 門 派と 此點 i に 於て 

相似て ゐ るが、 崎 門の 如く 過激なる 主義で なく、 頗る 穏健なる 尊王 論 を 主張す 一 

あるので る。 幕末 尊王 論の 盛に して 終に 之れ が 實現を 見る に 至った の も * 此く 

の 如き 穏健なる 大阪 朱子學 者の 勤王 論が 亦た 與 つて 力あった こと を 忘れて はな 一 

ら ない、 更に 其 特色と して 考ふ ベ き は 實業敎 育の 獎勵に 力 を 致した ことで ある、 一 

元 來大阪 は 商業地で あるから、 其 土地に 適應 せんが 爲 めに 自然 商工の 敎育を 主 一 

とする に 至った ので あらう。 懷德 堂の 壁 書に 「學問 は 忠孝 を し、 職業 を 勵.^ 

等の 上に 有 之 事に て 候、 講釋も 唯 右の 趣 を說す k むる 篛に 候へば、 窨物不 い 持 人！ 

も聽 聞く るし か る まじく 候 事」 と あるの が、 能く その 主旨 を 表 はして ゐる。 此く 
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の 如き 特色 を 有する 懷德堂 一 派の 學說 を敍べ ん とする のが 本章の 目的で ある、 

而 して 吾々 は 今 その 敍述を 簡明に する 爲め、 他の 學者は 暫く 之 を 措き、 代表的 

學者中 井 竹 山 及び 履 軒の 學說に 就ての み簡 單に說 明し やう、 蓋し 懷德 堂の 學卽 

ち 中 井家の 學 といっても 宜 いからで ある。 

第二 節 中 井 竹 山 

享保 十七 年 (一 七三 〇) 11 文化 元年 (一 八 〇 四) 

一、 學 風 

竹 山の 學 風に 就て は、 彼 自ら これ を說 明した 言が ある、 卽ち肥 後の 敎官辛 島 

鹽 井が tin! て 竹 山に 向って、 その 學の 淵源 を 問 ふたことが ある、 その 時 彼れ 對へ 

て 「吾が 學は 林に 非 や、 山 崎に 非す、 一家の 宋學 なり」 と 答へ てゐ る、 蓋し 當時 

世間の 宋學 を爲す もの 林 家の 門人に 非れば 則ち 閽齋の 餘流を 汲む ものが 多 かつ 

たからで ある。 竹 山が 程 朱の 學を宗 として 白 鹿 洞 學規を 講堂に 揭 げたので、 其 
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標榜す る 所 は 朱子學 であった の は 勿論で ある。 然しながら 決して 偏狹 固陋なる 一 

崎 門の それと は大に ©;ハ なって ゐる、 「經術 心 之 準繩、 文章 道 之 羽翼」 と は 講堂に 一 

揚げた 聯で あって 能く その 主義 を 表 はして ゐる、 卽ち 彼れ は 博く 群 言 を 折 S し： 

て 其理の ある 所に 從ひ。 t 句 も理に 於て 合せざる 所 あれば、 先 摩の 言と 雖も敢 て 一 

假借 する ことなく、 之 を； ji 難 せんとす るので ある。 之 を 要するに 頗る 寛大なる 一 

朱子學 であって、 彼の 崎 門の 徒が 道義の 一 方に 偏して 文學 を輕ん じ、 或は 徂徠ー 

の 徒が 文學に 偏して 道德を 顧みざる が 如き は、 共に 彼れ の排 する 所で ある。 - 

尙 ほこの 勲に 就て は 其 著 「建學 私議」 の 中に 詳 かに 述べて ゐる。 今 これに 就て」 

少しく 述べて 見よう。  一 

高 辻 黄 門 (胤長 卿) が 光格 天皇の 叙 旨 を 奉じ、 京師の. 大 學廢滅 してより、 一 

江戶 及び 諸國 には學 校の 設け ある も、 畏くも 輦榖の 下た る 京都の 地に 於て 紘通 

の 聲を絕 ち、 皇威隨 つて 地に 墜 ちた るを慨 き、 古代の 规を摹 して 菅 家の 學を典 一 
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さう とい ふ考 から、 學 校の 規模 設計 を 竹 山に 命せられ た ことがある。 其 時 それ 

に對 して 自家の 意 a を 述べ て 上った のが、 .S ち建學 私議の 一 書で ある。 その 書 

に 於て 學派を 論じて ゐる 所が、 依て 以て 彼れ の 學風を 知る に 足る ものが あるか 

ら之を 示さう。 

學術は 申 上 候 迄 もな く、 朱 學の外 はこれ なき ことにて 候、 陸 王 を 始め 後世 さ 

まざ ま 一 見所 を 立た る 儒家 も 候へ ども 往々 驄學に 落、 或は 管 商 刑名に 流れて 

犬に 墨 學の 本意 を 失 ひ 候 やうに 相な り 候、 但し 宋季元 明より、 吾邦 先輩に 至 

り、 經說 文集な どに 於て、 各 見所 ありて 舊說を 守らざる も 多く、 互に 得失 長 

短 も あり、 實に 前賢 未 發の旨 をうる も あるべ ければ 參 考に備 へ、 疑 ふべき を 

闕て、 その 從 ふべき に從 つて 可な り、 あながち いづく まで も 舊說を 回 護 執拗 

する に は 及ぶ まじ、 これ はみ な 同 中の 異にて。 この 從違 を以 にわかに 朱門に 

畔 く  T 0 はすべ からす、 全體の 所、 &^:朱をはなれたるは、 みな 邪 逕曲溪 と 思し 
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召さる ぺく 候。 

是れに 由て 之 を 観れば、 彼れ は必 すし も、 朱 子の 說を 固守 せんとす るので はな 

いが、 其 根本の 旨に 於て は 朱 子に 歸 せんとす る 態度 を 取った ことが 知られる。 

次に H 本に 於け る 諸學を 評して 左の 如く 言って ゐる。 

我 邦 近世に 至り 程 朱 を 罵り、 思 孟を詆 り、 別に 新奇の 說を 立て 實行 を廢 し、 

虛 文に は 犬に 人心 を 壊り、 士 風を辔 する やうに なり 來 りたる は 荻 生 太 宰を魁 

とす、 これらの 學は 一 日も敎 導の 任に は 決して さし をく ベ からす 候、  

尤 忌避 玉 ふべき 學術は 山 崎の 一 派に ハ、」 ざ 候、 山 崎 氏 は 篤く 程 朱 を 信じ， 浮 文 

を 削り、 實學實 行 を 主と する ゆへ、 大に朱 子の 功 あ. 9 とも ゆすべ ければ、 こ 

. のた びの 敎 導に は i 且 しかるべき ことに 候へ ども、 苦々 しき こと は、 15? の 僻 

見 これ あり、 敬義、 直 方の 訓を あながちに 拘泥して、 本旨 をと り 失 ひ iis^ い 

かめし くの みなり ゆき、 虱な きに 波 を 起す ことにな り、 念 K の 矜に陷 り 候、 
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往 歲竹內 何某 關 束の 御 咎を受 たる も、 その 人 さして 不正の 人物と もき こ へ 中 

さす 候へ ども、 かの 學 術の 流 弊に 靖獻 遺言 を 主張し、 臂 を攘げ て撗議 する や 

うに なりゆき、 目前の 大. を 引 害し 候 云々。 

彼れ が蘐阖 派の 學術 を惡 むこと 此 くの 如く 甚 しいの は、 固より 其 學說に 於て 扣 

容れ ざる 所 あるから である、 山 崎の 學問は 同じく 朱子學 であるが、 その 過激な 

る 尊王 思想が 却て 風な きに a を 起す ことにな つて、 結局、 皇室に 累を 及ぼす も 

のた る こと を 深く 信じた ので ある、 そこで 彼れ は 最後に 斷案を 下して、 

總 じて 學者分 上の 大害 になり 候 は 荻 生に しく はなく 候へ ども、 搢紳 尊貴の 御 

に りて は 山 崎の 害 はるかに 甚 しく 候。 

と 言って、 公卿の 學校 であるから、 山 崎の 學を 避けねば ならぬ と論や るので あ 

る。 決して 敬 幕 思想の 上から 云 ふので はなく、 却て、 皇室 を 尊崇す る 彼れ が 細 

心の 注意 を拂 つた 結朵 である。 更に 陽 學 及び 仁 齋の. ^ 學に對 する 意見 はどう 


であるかと いふに、 之れ に 就て は 左の 如く 述べて ゐ る。 

中 江 熊澤の 一 派に 於て はちと 議論 長く 候へ ども、 只今 王學の 徒す きと 承 は， CS 

中 さす 候 へ ば、 姑ら くこれ を 置 候 伊藤 氏の 學は程 朱 を排す る こ と甚 しく、 

拘滯 執拗の こと 多く、 覇術 功利に 歸し候 病 ござ 候へ ども、 一 體 に平實 なる 風 

ありて 陳熟 緩漫に 落る も、 山 荻 二 家の 如き 大害 はなく 候へば、 人品 才學 さへ 

揃 ひ 候 は^、 時に より 乏 きを 受候 ほどの こと は 苦し かる まじく 候。 

彼れ は此 くの 如く、 仁 齋の學 に 就て は 山 荻 二 氏の 如き 害 はなき も、 尙ほ之 を 喜 

ばざる の 風 を 示して ゐ るが、 中 江 能 澤の學 卽ち陽 明學に 就て は 之 を評價 する こ 

と を 巧に 避けて ゐる。 卽ち石 以來の 遺風た る 陽 朱 陰 王 主義であって 深く 心に 

信す る 所あった こと は 疑 ふ ベから ざる 事實 である、 以上の 言論 中 特に 山 崎 氏 を 

排 する こと 甚 しき は 最も 注意す ベ き點 である。 蓋し 竹 山に 在りて は 經學と 文章 

"1 と は 相 並びて 吾人 學 徒の 目標と すべきで あり、 而 かも 經學に 於て は 博く 衆說を 
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參考 せんとす. る ものであるが、 山 崎 氏の 學に 於て は 文章 を排 し、 經學に 於て 

も 偏狭に 失して ゐ るので、 全く その 根本主義に 於て 兩者 相容れ ざる 所が あるの 

と、 今一 は その 尊王 論に 於ても 二者の 見解が 大に 違って ゐ たからで ある。 卽ち 

山 崎 派の 尊王 論 は 過激に 失して 時宜 を 得ない とい ふの が 彼れ の 意見で ある、 然 

らば 竹 山の 尊王 論に 如何、 次に 之れ に 就て 少しく 述べて 見よう。 

二、 尊王 論 

竹 山の 著書 は 懷德堂 遣 編 目錄に 依れば 四十 七 種の 多き に 上れる も、 最も 得意 

の 著 は 非 徵八卷 にして 徂徠の 學說を 攻撃せ る ものである。 その他に 於て 注意す 

べき は逸史 十三 卷 にして 彼れ の 著述 中 これほど 精力 を 注いだ 著書 はない、 その 

自序に は 「天明 年間 書 成りて 巾 笥に秘 す」 とい ひ.、 幕府に 獻 上した 進 牋には 「細 

繹旣に 三 紀を逾 ゆ」 と あり、 並 河 寒 泉の 語る 所に 據れば その 着手 は 十八 歲の時 

であると いふ。 年 十八 歲は 延享四 年で あるから 細繹三 紀を逾 ゆる ものと すれば 


其 間 三十 餘 年間 を 經 たる、 五十 五六の 天明 四 年 比に 脫 稿した. もので. ある、 而 かも 

其 間 「作 輟年を 積み 凡そ 五た び 稿 を 易 ふ」 とい ふので あるから、 其 用意周到 を 

極めた ものである。 此の 逸 史は德 川家康 1 代の 偉績 を 述べた もので、 其 述作の 

動機 は大阪 人が 豐臣最 員で 德 川を惡 n する，.」 とに 發 憤し、 今日の 天下 泰平 は德 

川 氏の 恩澤 である こと を 思 はな いのは 甚だ 憎む べきで あると て、 此の 編著 を 思 

ひ 立った とい ふので ある。 彼れ は 德川將 軍 保護の 下に 立てる 懷德 堂に 生れた の 

であるから、 德川 氏の 爲 めに 辨 する こと は 食 己の 本務と 考 へ たので ある、 而 して 

此書は 寬政十 年 十一 月 幕府から 獻上を 命せられ、 翌 十一 年 七月 首尾よく 獻上を 

終へ て 葵 紋の時 服 一 一 領を賜 はり、 諸 儒 皆 以て 儒 林の 榮と なして 之を賀 して ゐる。 

然るに 一 方に 於て 竹 山の 設言を 誹る ものが あった。 甚 しいの は 上 州 安中の 儒者 

山 田 三 川で ある、 「中 井 善 太 逸史を 作りし に 弟德ニ その 設說を 見て、 仕官の 種と 

H_ 爲 すと 見えお りと て篛絕 せり」 など 無 實の事 をい つて 之 を 非難して ゐ る。 是れ 


未だ 竹 山の 眞意を 知らざる に 因る ので ある。 今 竹 山の 尊王 論者たり し 事. を證す 

る爲 めに 其 著 草茅危 言に 據 つて 之 を 述べ よう。 この 草 茅 危言は 普通の 著述と 違 

つて、 當 時の 執政 白河樂 翁の 諮詢に 答へ た 意見書で ある、 卽.^ 政治 上の 建白書 

である。 幕府 執政の 力 を 借りて 實 地に 施行 せんとした ものであるから、 若し 竹 

山に してた 2.- ぐ 幕府に a ふ 心 あらしめば、 此 書に 於て 先づ 幕府の 權カ を擴張 

すべき こと を說く 害で ある。 然るに 開卷 第一 に 王室の 事 を 論じて ゐる。 乃ち 竹 

山の 大義名分の 論に 明らかであった ことが 知られる。 先づ 王室の 式微 を 嘆きて 

幕府に 勸 むる に卽位 大典の 修擧を 以てし、 天子の 大內 にの み閉ぢ 籠らせ 給 ふ を 

悲しみて、 玉 體の御 保養の 爲 めに 春秋の 行幸 あらせら る べき を說 きたるな ど、 

其 皇室 を欽 仰せる 尋常 一 檨で ない ことが 察せられる。 其 他 皇子 皇女の 爲 めに 繼 

統の 御備を 以て 天下 第一 の 急務なる こと を 論じ、 その 主旨 殆んど 今 H の 皇室 典 

範と 同意で ある。 彼れ が 忠誠の 志 以て 察すべし である。 且つ又た 公卿 百官の 貧 


147 


苦 を 知り、 功田の 制 を 復興し、 其 才學詞 藝行誼 を 風 動獎勵 すべし と說 いて 京都 

の 大權を 重から しめんと 苦心して ゐる。 將 軍に 勸 むる に 朝 観の 禮を 以てし、 德 

川 氏 をして 王室 を 尊敬せ しめ、 因て 以て 海 內士庶 をして 王室 を 尊崇せ しめんと 

する 所、 後世 志士の 尊王 論と 其 意 相 同じき ものであるが、 幕府 猶ほ 熾ん なりし 

寬 政の 比に 於て 此の 如き 論を發 する こと は 到底 嘉永 安政 以降の 尊王 論と 同一 の 

論で ない。 竹 山の 先見 卓識 深く 皇室の 復 典に 志あった こと は 此寄中 到る 處に. 

その 意 を 漏らせる ことに 依て 知られる。 決して 幕府に 阿設 する のみが 彼れ の 本 

意で ない ことが 明らかで ある。. 

竹 山が 前述の 如く 京都に 學校 建設の 議を 奏せる こと は建學 私議に 明らかで あ 

る。 今 その 主 を 2^ るに、 文武の 二 は 陰陽 水火の 互に 相資 けて、 相 無る ベから 

ざるが 如き もので、 關 東に 於て 武の道 を 講じ、 京都に て は ら文業 を 起して 太 

平の 花 を^ かすべ きで あると いふので ある。 蓋し 竹 山の 眞意 は文學 は. f" より 公. 
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卿 朝 士の專 業に 屬し、 朝 庭に 文事 を振與 すべし と 論す る も、 何等 關 東の 嫌疑 を 

招くべき 理由が ないから、 文 學の與 隆を圖 りて 關柬 に對抗 し、 以て 王室の 衰微 

を 回復 せんとす るので あらう。 前に は竹內 式部の 失敗が あり、 朝 庭 與學の 事と 

雖も 容易に 論議 さるべき 時節でなかった が、 東 照 公 京師 學 校の 建立、 或は 享保 

年 問 江戶の 會輔堂 (菅野 兼 山) 大阪 の懷德 堂な ど 創立 せられた 先代の 盛事 を 引 

用して、 京師の 地に 學梭 のない 事 は 邦家の 一 大缺陷 であると 極めて 婉曲に 之 を 

論じて ゐる。 而 して 學 校の 名 は 觀光院 と 名 づけ、 御 築地 內に 然るべき 地面 を 卜 

し 聖堂 を 建立す ベ きを 說 いて ゐる。 玆に 注意すべき は 彼れ の 聖堂に 對 する 意見 

である。 卽ち 從來の 如く 孔子の 聖像に 配す る 十哲な どい ふ 俗習 を廢 して 吾が 日 

o〇〇〇o〇〇〇o 

本に ての 配 享の法 を定む ベ しと 論じて ゐる ことで ある。 竹 山 は その 人名 を 言つ 

てない が 日本なら ば菅 公と か 或は 惶窩 先生と か い ふ 本邦の 先哲 を 祭る ベ しとい 

ふので あって、 如何に 彼れ が 日本 意識に 目覺 めて 居た かとい ふこと が 分る であ 
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らう" 竹 山の 此の 意見が 着々 行 はれん として ゐ たが、 天明 八 年の 京都 大火に よ 

つ て 遂に その 計畫も 灰燼に 歸 した。 そこで 草茅危 言に 於て 再び 之 を 建議して ゐ 

る。 それ は 前の 建學 私議の 意見と 大同小異で あるから 再び 之 を兹に 繰 返す こと 

を 避ける、 畢竟 竹 山の 理想 は 終に 實現 する ことが 出來 なかった ので あるが、 維 

新 後 學習院 の 設立 は 實に竹 山の この 建白書に 淵源して ゐる とい ふこと である。 

竹 山 は 常に 京都に 往來 して 好 學の朝 士と交 はり、 眼前 王室の 衰微 を目擊 したの 

であるから、 其 議論の すべてが 忠愛の 誠に 發 して ゐる こと 勿論で ある。 但だ彼 

れは 世務に 明らかに 人情に 通じた るが 故に 敢て詭 激の論 をな さす、 何事に 於て 

も 努めて 婉曲 の 言 を 以てする とい ふ 人であった から 偶々 逸史 など の 著述 によつ 

て 其 眞意を 疑 はる. -に 至った ので あるが、 一 たび 草 茅 危言を 見れば その 尊王の 

至誠 人に 勝れた る もの ある ことが 知られる であらう。 尤も 此の 書物に 就て は備 

前 岡 山の 神 惟孝と いふ 人が 「草 茅危. 言 摘議」 を 著 はして 竹 山が 妄りに 皇室の 事 


^ を諭議 して ゐ るの を 非難して ゐ るが、 それ は 其 立脚地 を 異にする からで、 今 ：《 

から 観れば 兩 者と も 忠誠の 士 たる こと は 言 ふまで もない、 草茅危 言の 一 書 は 制 

度 政令より 上下 風俗、 諸侯 民間の 經濟 に 至る まで 極めて 時務に 切なる 議論が あ 

る けれども、 今 はた その 尊王に 關 する 彼れ の 意見 を 示した ので ある。 

竹 山は此 くの 如き 尊王 主義より 名分 論に 於ても、 當 時の 儒者が 支那 を 崇拜す 

る こと 甚し きょり、 遂に 我が 國體の 尊嚴を 忘る  もの ある こと を 痛嘆して ゐる、 

藤江貞 藏に與 へたる 書中に 於て 天に 兩：： ： なし、 將 軍と 雖も叉 人臣な り、 君臣 通 

用の 文字 は絕 對に稱 すべから ざる こと を 論じて ゐる。 例へ ば 大君と は 天子の こ 

とで 決して 之を將 軍の 場合に 用 ゆべき でない、 將軍 家の こと は 世間 一般に 云 ふ 

如く 將軍 檨、 若く は 公方 樣で澤 山で ある。 然るに 學者 は臺宗 とか 嚴宗 とかい ふ 

風に 宗を 以て 呼ぶ の は大に 名分 を紊る ものであると いふので ある。 竹 山の 意見 

では 此勲に 於て は 却て 世間の 文字な き 普通 一 般の 人が 正しい。 卽ち 世俗の 人 は 
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文字 を 知らないから、 從來の 通り 固有の 名稱を 使用して ゐ るが、 學者は 文字 あ 

る ことが 却て 災を なし、 一 知半解の文字を3^-し、 遂に 名分 を亂 るに 至る ものが 

多い、 抑.^ 學者は 世俗 を 導き 世俗の 誤謬 を 正して 行く のが 當然 であるのに、 今 

日 は それが 反對 となりて 學 者の 方が 謬見に 陷 つて ゐ ると 言って 笑って ゐる。 而 

して 將軍 家に 對 する 尊稱の 濫用 を 一 々指摘して 之 を辨駁 して ゐる。 これ は 主と 

し て 徂徠派 の 弊害 を 攻擊す るので あるが、 吾々 から 觀る と 竹 山 自身 も 亦 た大に 

支那 かぶれの 所が ある。 江 1^ を 燕 都と 稱し、 支那 を 華 夏と 呼び、 應神 天皇 を 崖 

廟と いふが 如き、 彼れ の 論 を 以てすれば 正しから ざる 稱^ である。 竹 山の 如き 

卓識に して 尙 ほこの 誤 を 免れなかった の を 以て 観ても、 當時 一 般 儒者の 祟尙す 

る 所、 以て 察すべし である。 而 して 竹 山が 一部の 人から 誤解され たの も 亦た こ 

の稱 呼の 正しから ざる ことが 一 因と なった ので あらう。 然しながら 彼れ の異意 

はすで に說 明す るが 如く、 決して 敬 幕の 1 方に 傾きて 尊王の 心なかった 人で は 


s ない ので ある。 

1 

三、 非 祖徠說 

竹 山の 經學に 於て 祖徠學 を 斥く る こと は 前旣に 述べ たが、 これ は其師 五井 蘭 

洲 (非 物篇の 著者) の 遺風 を繼 承した ものである。 竹 山の 筆端に 觸れて は徂徠 

もた ^ 一  個の 野心家と なり 一 文の 價値 なきものと なって ゐる。 然しながら 餘り 

れ 感情に 走つ， た. 論で 固より 一 々肯綮に 當る もので ない C 今參 考の爲 めに 「非 徵」 

-の 一節 を譯 して 示さう。 

. 吁 嗟徂徠 氏の 學 術の 病 その 症 自ら 犬に 名 を 好む に 在り。 その 因仁奋 伊藤 氏 を 

壓 倒せん と 欲する に 在り。 而 して 其 禍程朱 諸 公往聖 を繼ぎ 來學を 開く の 功 を 

. 廢 絶し、 政事 を 害し、 風俗 を 敗.^、 天下 靑矜 の士に 深く 妖妄邪 誕の瘤 を 結ば 

しむる に 至りて 後已 む、 哀 むべき 哉。： 蓋し 假武已 降 諸 儒 輩出し 々として 經 

： 業 を 治め、 向背 淺深 或は 同お かもす と雖 も、 而も 其 人と 爲り ゃ懿 にして 實、 


その 風た るゃ渾 乎と して 以て 厚し、 但 文章の 道榛塞 未だ 闢け や、 故に 立言 滅 

裂觀 るに 至る 者な し、 仁齋 京師に 起る に 及び、 首て 異說を 倡へ、 門 を 創立 

し、 稱 して 復古の 學と爲 す、 又始て 文章 を 知り、 頗る 侏 離 を 夏 音に 化す、 廼 

ち 童子 問語孟 字義 語孟 古義、 大學 定本、 中庸 發揮 等の 書 を 撰し、 驚 論 勁說、 

以て 一 世 を 恐喝す、 夫れ 故 を 厭 ひ、 新 を 喜ぶ は 人の 通 情なり、 是を 以て 古學 

の 名竟に 海內を 動す、 而 して 徂徠 興る。 ^：非徵卷ご 

祖徠は 仁 齋の說 に 刺戟 せられて、 起り たりと 云 ふ は 何人も 異論な かるべし、 然 

れ ども 彼れ 尙ほ 次で 徂徠 の學 問に 就て その 徑路 を敍 ベて 曰 はく、 

その 幼なる や 父に 調 居に 從ひ 書を總 海に 讀 むこと 十有餘 年、 赦に遇 ひ 江 都に 

還り、 壯歲 武學を 以て 權要川 越 侯 を 干し 收錄 せらる、 を 得、 尋で職 を 博士に 

改む、 學 則ち 洛 閩を崇 奉し、 以て 半白に 至る。 然るに 頗る 翰墨に 長 じ、 旣に 

一  明 儒 王 李. の 毒に 醉ひ、 驁然夸 張し.、 世 儒を脾 睨し、 與に言 ふに 足らす と爲す 


s 獨心を 仁齋の 業に 折し、 韻 鉋の 深き、 書 を 千里に 馳せ、 其 許可 を 得て、 己れ 

1 

が 名 を 成ん と 欲す。 但 その 自ら 犬に する の哀、 遮 掩し盡 さす、 書 辭恭遞 を 失 

ふ、 仁 齊先づ 已に鞭 を 着け 齒も亦 尤も 高れば、 則ち 其 倨傲 を惡み 答へ すして 

鼓す， 徂徠 忿愫に 勝へ す、 蓋し 自ら 謂 ふ、 我れ の 名 を 成す、 何ぞ 彼れ の容接 

を假 らんと、 乃ち 數 年の功 を 積み、 蘐圜隨 筆 一 書 を 著 はし、 宋儒を 護り、 以 

て 古 學を攻 む。 附す るに 文戒を 以てし * 力 を 極めて 仁 齋の文 を 瑕疵す、 其說 

往々 肯綮に 中，.^、 仁齋 固より 解 免 を 得ざる なり、 是の時 祖徠已 に 五十、 其學 

も 亦 熟す、 然るに、 彼れ 殊見 を聘 せる、 人 之 を 喜ぶ 所、 己れ 陳說を 守る 世の 

厭 ふ 所、 之に 加 ふるに 彼れ 卽ち 潤色す るに Is- 涯 出藍の 才を 以てす。 故に 隨筆 

の 梓 四方に 布く と雖 も、 士風 回し 難き 如何と もす るな し、 乃ち 益々 忿懷に 勝 

へす、 蓋 又 自ら 謂へ らく  1^ 實穩雅 の 譚は勝 を 取る 所以に 非す と、 遂に 舊學を 

棄 つる こと 敝躍 を脫 ぐが 如く、 悠ち 1 機軸 を 出し、 以て 仁齋の 上に 陵駕す。 


時に 徂徠 五十 有 一 、 隨 筆の 墨 未だ 乾かざる に、 旣 にして 辨道を 作..^ 以て、 童 

子 問を壓 し、 辨名を 作り、 以て語^^sf義を應し、 論語 徵を 作りて 以て 古義 を 

壓し、 學庸解 を 作り、 以て 定本 發揮 を壓 す、 彼れ 宋儒を 抑へ、 獨，. . '思 子 肌 を 尊 

ぶ、 己れ は 則ち 思孟を 併せて 之を詆 る、 彼れ 大學を 以て 孔門の 舊に 非す と爲 

せば、 己れ は 則ち 斷 じて 養老の 禮と爲 す、 是 益.々 殊絕 して 說 ます 新奇な 

り、 飾る に禮樂 の. 5411  一一 2 を 以てし、 鼓す るに 詞章の 末技 を 以てし、 而 して 盡く 

進修の 實を廢 し、 人に 溺れ 易く 悔ひ 難から しむ。 是に 於て 輕佻 浮薄の 徒、 奔 

走 喘 汗、 徹を 改めて 之れ に歸 し、 聲號哄 然始て 起る、 自ら 以て 計 を 得たり と 

爲す、 異幟を 來關に 竪る者 十 有 三年、 一 時の 貴 介 公子、 列藩 學士大 夫、 以て 

處士緇 流 曲藝の 徒に 至り、 極摄 後る.^ を 恐れ、 片語隻 字 も その 褒 K を 仰ぎ、 

以て 欣戚榮 辱を爲 す、 盛なら すと 爲 さす、 實に王 李 文盟を 主り、 聲華 意氣海 

^ 1 內を籠 蓋す るの 術に して 經に叛 き 道を賊 ふの 罪 复然之 に軼 く、. 當然儒 敎殼實 


渾 厚の 態 一 たび 仁齋に 壊る、 者、 此に 於て 淪胥 以て 鋪 ねく 其 餘毒遺 臭 今に 到 

りて 未だ 殄 へす、 君子 世 道の 憂を懷 く者豈 深く 慨嘆せ ざるべ けんや、 是れ徂 

徠 生平學 術の 梗槪 な，..^ 云々。 (同上) 

徂徠學 術の 徑路 を敍 ぶる こと、 詳を 極めたり と 謂 ふべ し、 然れ ども 其 論議 動 も 

すれば 感情に 趨り、 始めより 惡意を 以て 筆 を 執れる ものにして 其 眞相を 得た る 

もので ない こと は、 少しく 徂徠の 事蹟 を繹 ぬる 時 は 直ちに 判明す るで あら， つ.：. 

彼れ は此 くの 如く 徂徠を 解して 此 より 其 著 論語 徵の 攻撃に 移らん とする ので あ 

る。 然し この 論は餘 りに 經學專 門の 事に 涉 るから、 今 その 內容に 就て は 之を說 

明す る こと を 省き、 た、. - 彼れ の學說 中、 徂徠攻 擊の著 「非 徵」 も 亦た 甚だ 重要 

. なること を 一 言す るに 止め て 置く。  . 

第三 節 中 井 履 軒 

. ■ 享保 十九：^ ( 一 七三 四) 化 十四 年 ( 一 八 .一 七) . , - ... 


I 、學風  ， 

履 軒 は 兄 竹 山と その 性格に 於て 非常に 相異 つて ゐ たこと は 種々 の 逸話に 依て 

傳 へられて ゐる、 隨 つて その 學風 も大に 異なって ゐる。 屐軒の蓊書は實に等.^^? 

の 書に して 一 々列擧 する 遑 がない 程で あるが、 經學の 上から 觀て 永く 學界を 照 

耀 して ゐる もの は 七 經逢原 三十 ニ卷、 七 經雕題 五十六 卷、 幷に七 經雕題 略 十九 

卷 である、 履 軒 は 自ら 幽人を 以て 稱せ しが 如く、 痛く 名聞 を 厭 ひ、 百十餘 種の 

著書 も 皆 その 姓氏 を署 せす、 又た 叨 りに 人に 示さす、 後世の 知己 を 待つ といつ 

たが、 七經雕 題の みは 津國中 井 積德處 叔父 纂と署 して ゐる 所から 觀 ると、 此の 

書 は 彼れ 自身 も 亦た 大に 得意の 著であった ことが 察せられる。 今此 等の 專門的 

學說に 就て は 一 々之 を 紹介す るの 煩 を 避け. るが、 たど 彼れ が 如何に 獨 創の 見に 

富んで ゐ たかを 示す と、 易 十 翼、 春秋 を 以て. 孔子の 筆に 非す と爲 し、 その他 古 

文 尙窨、 孝經、 周 禮等を 取らなかっ^, ので ある、 如何に そめ 儒と 相容れな か， 
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つた か 想像 さる k であらう、 固よ， 0 十 翼、 古文 尙書、 孝經、 周鷉の 如き は 先 

儒 旣に往 々之 を 取ら ざり しも、 孔子の 恭秋を 疑 ふに 至って は 則ら 履 軒の 獨創と 

謂 はなければ ならぬ、 兄の 竹 山 も 朱 子の 說に 就て 往々 之 を 疑った が、 而 かも 其 

本領に 至って は敢て 背馳な からん こと を 期した ので ある。 然るに 履 軒に 至って 

は 理氣、 體用、 復初、 居 敬 等の 朱說を 以て 皆 孔孟の 旨に あらす として 之 を 斥け 

た。 その 言に 曰 はく、 宋代 ® 法 犬に 行 はれ 學士大 夫 多く 其濫 阱に墜 ち、 程 門の 

諸賢と 雖も 亦た 免れ や、 故に 其 性 命を談 じ、 心 法 を 論す るに、 往々 藏語 を用ゐ 

て 自ら 悟らす、 且つ 其の 經を 解く に 多く 對句 を用ゐ しょり、 其說く 所疵累 多し 

と又曰はく四書五經性理の三大全は儒：^^：の三大厄なりと、 其 論鋒の 甚だ 鋭き こ 

と、 兄 竹 山と 非常に 異なって ゐる、 考證學 の 大家 猪 飼 敬 所が、 彼れ の 名著 七經 

雕題略 を 見て 大に その 見識に 推服し、 彼れ に 就て 學を問 は ざり しこと を 以て 終 

生の ffis- であると 着： S し めた の も 亦た その 學 問に 對す る 態度 が 從來と 甚だ 相異 
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なる ものが あつたから であらう。 尙ほ 彼れ が 兄 竹 山と 異なって ゐる Si は 陸 王の 一 

學を排 する ことで ある、 謂へ らく、 陸 象 山 は禪學 にして 異端で ある、 又た 陽 明 

は 象 山を學 ばんと 欲する も、 人の 糟 柏 を嘗 むる こと を惡 みて、 W ら 孟子の 知 

良能 說に據 つて 知行 合一 の說を 立てた、 然し 知行 合一 とい ふこと は 猶ほー 手に 一 

文 マ ヮ シを 持ち、 一 手に サシ金 を 持って、 丸い 物と 四角い 物と を 一 所に こしら 一 

へようと 云 ふ檨な もので 其 眞意 を 得た もので ない と 一一 一一 n ふので ある。 今 吾々 は そ 

の經 學に關 する 意見 を 省略して、 彼れ が 竹 山と 同じく 尊王 ilf: 霸の論 をな し、 愛： 

画 慨の士 たる を 言 はんが 爲 めに、 次に その 大義名分 論 を 示す ことにしよう。 一 

一一、 大義名分 論 

履 軒 は 平生、 禮樂刑 政 天子より 出づる 世なら では 仕へ すと 言って、 諸侯の 招 

聘に應 せす、 所謂， S 人 を 以て 自ら 任じ、 隱居 放言 以て 世 を 弄ぶ が 如き 人で あつ- 

たが、  その 實懷 慨氣 節の 士で、 深く 世敎の 衰微 を 憂 ひ、 楠 公の 忠節 を欽 til し、 
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赤穗 義士 を稱讃 し、 常に 大義名分の 論 明かな らんこと を 期した ので ある。 其 著 

「通語」 ー篇は 全く この 本旨 を闡明 せんとした ものである。 今 これに 依て 少し 

く 彼れ の 名分 論 を槪觀 しょう。 

通語 は 履 軒 歿後 十五 年なる 天 保 二 年に 門人 早 野 反 求 (橘 隧) に 因て 世に 公に 

せられた が、 其 後ち 同じく 天 保 十三 年 門人 淸水 中洲 (名 原、 字士 進) に 因て 再刊 

された、 中洲の 序文に 據れば 此書は 履 軒 早 年の 作であって 明 和の 初年 卽ち 三十 

二三 歲の 頃に 成った ものである。 寛 平 以下 國史闕 如し、 水 戶の大 日本史、 林 家 

の 本朝 通鑑 などあった けれど 未だ 秘 して 世に 行 はれす、 栗 山 潜 鋒の 保建大 記、 

長 井 定宗の 本朝 通 記の 如き も 未だ 人心 を 満足せ しむる に 足らない と 云 ふので 本 

書の 撰述 を 思 立った ので あると いふ。 その 記事 は 保 元に 起り て 南北朝に 訖 はり 

凡そ 二百 六十 年間の 事 を 記述し、 ffl むに 「野史 氏 曰」 を 以てし、 治 亂興廢 の 跡 

忠姦邪 正の 事 を 論じて ゐる 。要するに 此書は 彼れ が 勤王 心の 發露 とも 謂 ふ ベ き 


もので、 犬に 王室の 陵 夷を慨 いて 書いた 所の 歷史 であって、 彼れ の 用意 は敍軎 

よりも 史論に 在った ので ある、 筆 を 保 元に 起した の は 天位 授受の 正 を 得すして 

保 元の 亂 となり、 遂に 大權の 武門に 落つ る を 致し， 王室 衰 へて 覇業 典り たる を 

痛嘆す る 心からで あらう。 その 平語の 開卷に 於て 之 を 論じて いふ。 

神武 開い 宇、 立 n 斯人極 f 光參 n 日月 f 緖等 n 天壤 f 聖聖 相承、 無，， 姓 可，， 紀、 但 

謂，， 之 天孫， 耳、 叔世 紀綱 陵遲、 野戰之 血、 重 明 之^、 不， 二 而足 r 降 歴，， 保 元 

治 承， 而 極矣、 眇視跛 履、 一治 一 亂、 褒宇永 爲，， 武人 之有ハ 當，， 1 其恣二 吞噬ハ 天 

地爲 震動、 離宮 之餓、 絶島 之 狩、 王道 如い 線、 綰 n 於 其 手 r 然皆 不ョ敢 流，， 涎 乎 

.» 鼎 r 而大統 至 n 于今 『 穆如ァ 在，， 天上 1 者 h 何 也、 豈畏っ 天與、 將民葬 之不ッ 可-, 

以廢， 也、 g 是 我邦禮 文、 卓然 度，， 越 於外國 余 於 も S 乎、 未 ，，， 嘗弗 n 蹶然 

是れ 武人の 天下と 爲れる を 憤り、 幕府 政治の. 變態 を、 諷した ものである ことが 


一 讀 して 知られる、 而 して 彼れ は 我が 邦 君臣の 大義 嚴 として 犯す ベ からざる も 

の ある こと を 示し、 以て 國體の 萬 邦に 卓越せ る を嘆稱 して ゐる。 本書 編 述の目 

的 以て 察すべし である、 彼れ は 又た 大權の 下に 移りし を 以て 平氏の 奪 權に始 る 

と爲 し、 覇者 は淸 盛に 昉 まりて 賴 朝に 就る と 論じて ゐる。 

覇者 防，， 於淸盛 「 而 就，， 於 賴朝氏 『 就 者 就，， 1 於 置，， 守護 f 守護 立 而王澤 媳矣、 流 

爲，, 封建 ハ 永 弗 J^,, 厥 初 r 可 二 勝 歎， 哉。 (通語 第五) 

覇業の 完成 を もって 賴 朝に 歸し、 大に賴 朝 を 非難して ゐる、 世人 動もすれば 賴 

朝の 功を稱 する も、 その 理な きこと を 一 々事實 に 依て 之を說 き、 王室 陵 夷の 源 

を賴 朝に 歸し、 大 に慨慨 悲憤の 淚を濺 いで ゐる 所な ど、 履 軒 その 人の 面目 紙上 

に 躍如と して 表 はれて ゐる。 彼れ は 更に 北條 氏の 國柄 を竊 みたる を 筆誅し、 元 

, 弘、 延 元の 二 語に は 中 典の 業 終 を 令せ ざり し を 痛嘆せ るな ど、 皆 大義 を 辨じ名 

4- を 明かに して 王政の 中興 を希圆 する の 志に 出で たもので ある。 卷尾南 語の 條 


に 於て 中 典の 業 を 論じて 曰 はく、  - 

嗚呼 南風 不 Jg、  «以 歸，， 于盡 r 要い 之 有い 命焉、 雖ぃ然 君臣 一 心、 持い 正秉 J^、 

則 何 患， 一 乎 命 之 不一， 回、 惜乎 南山 諸臣、 莫，， 能 與，， 之 也、 c.^ 語 第 十) 

と、 卽 ちその 業の 成らざる は 南朝の 諸臣、 その 策 宜しき を 得 ざり しが 爲め とな 

す、 尙ほ 進んで 之 を 述べて 曰 はく、 

獨不ぃ 有，， 名分 足， X 動，， 天下 1 邪、 故 有， -1 能 持い 正秉 以 鼓，, 天下 之氣 r 則 夫 足 利 

氏 者、 旣 被，， 權臣 制， 而 不,， 能，， 自存；' 殪ぃ 之猶ぃ 摧ぃ枯 也、 夫 時 氏義長 之屬、 咸彼 

之亂 臣矣、 來輒受 い 之、 又隨而 助，, 其亂， 可 乎、 然 率土 之濱、 莫ぃ 非，， 王臣 f 猶 

是 可也、 直義 請， 伐，， 其 兄 r 而 許い 之、 直 冬 請い 弑，， 其 父， 而 命い 之、 然而 南山 之 

名分 掃レ 地、 南風 之不レ 競、 有レ以 夫。 (通語 第 十) 

名分の 地 を 掃へ る を 以て 南風の 競 はざる 所以と なす。 彼れ が 大義名分の 論 を 重 

^ やる こと 此の 如し、 一部 十卷の 通語、 是れ 全く 尊王 11£： 覇の大 史論と 謂 ふべき で 


3 ある。 

1 

【參 考〕 

懷德堂 遺書 十五 冊 

(中 井 竹 山の 奠陰 集、 同 履 軒の 論語 逢 原、 五井 蘭 洲の勢 語 通、 及び 蘭洲茗 

話、 屮井竹 山の 竹山國 字牘、 懷德堂 五 種を收 む) 

懷德堂 五 種 一 冊 

(三 宅 萬 年の 論 子 早 講義、 中 井 楚恭〕 の 五 孝子 傳、 富貴 村 良 * 事狀、 中 井 

竹 山の 蒙 養篇、 贞婦記 錄を收 む) 

尙ほ此 外 竹 山、 履 軒 二 先生の 著書 を 左に 揭ぐ 0 

【竹 山の 著書】 

非 徵八卷 GKSS 年刊) 

建學 私議 一 卷 
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上記 三 書 は 日本 If- 濟 叢書 第 十六 卷 にあり、 草 茅 危言は 

齄濟雜 誌肚發 行の 単行本 も あり 0  . 


草 茅 危言五 卷_ 

社 倉 私議 一 卷 

經濟要 語 、 

逸史 十三 卷. 

詩 律 兆三卷 

閑 距餘筆 一 卷 

其 他 尙ほ多 _ 

【屨 軒の 著書】 

七 經逢原 三十 ニ卷 (一部分 刊行 さろ.^ -.i 書 は 未刊な リ〕 

(周易 逢 原 三卷、 尙書逢 原 ー卷、 古詩 逢 原 七卷、 古詩 得 所 編 ー卷、 古詩 古 

色 一 卷、 左 傳逢原 六卷、 大 學雜議 一 卷、 中庸 逢 原 一 卷、 論語 逢 原 四卷、 子饥 


りと 謂 ふ。 


子 逢 原 七卷) 


ICC 


七 經雕題 五十六 卷 未刊 

(周易 三卷、 尙書 六卷、 詩 七卷、 左 氏 十五 卷、 禮 二十 卷、 學！^ 一  卷 

ニ卷、 i 孟子 ニ卷) 

七 經雕題 略 十九 卷 未刊 

(易 三卷、 尙書 ニ卷、 詩 二 I 卷、 左 氏三卷 (旣刊 ) 鱧三卷 (已刊 )、 中庸 

論語 ニ卷、 孟子 二 卷、) 

通語 三卷 

履 軒敝帚 三卷  . 

年成錄  一 « 

俊 河茅議 三卷 

均 K 茅議 一 卷 

華胥國 物語 一 卷， 


吾 


卷、 


上記 四 種の 誊は 日本 經涛 叢書 第 十六 卷に收 載され たれに：^ ろ LL 便な リ< 

は：：： 氷 文 第一 編に、. -ぁ リ。 


年成錄 
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水 哉 館 奥 三卷 

百 首贅々 一 卷 

1^ 軒の 著 は 此外殆 んど枚 擧に遑 あらや、 今 吾人の 研究に 差 當 つて 必要な け 

れば之 を 略す。 . ， 

第 六 章 輓 近の 朱子學 

この 章に 就て は 特に 「日本 儒敎 槪說」 第五 章 第五 節 林 家の ffi 衰と 幕末に 於け 

る 朱 子 學の條 を參照 されん こと を 望む、 今た、. -宽政 三 博士 外 二三の 學 者の 說 

を敍 ぶる に 止めて 置く。 

. 第一 節 寬政三 博士 

1、 柴野栗 山 (附西 山 拙齋) 

1 兀文 元年 ( 一 七三 六) —— 文化 四 年 ( 一 八 〇 七) 
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栗 山 は 初め 藩儒 後藤 芝 山に 就て 句讀を 受け、 後ち 江戶に 出で  > -鳩巢 門下の 中 _ 

村 蘭 林の 門に 入り、 一又 次で 贄を林 岡に 執った、 彼れ の 學門は 徹頭徹尾 朱子學 

を 以て 一 貫して ゐる、 宽政 異學の 禁令が 出る に 至った の も、 全く 彼れ の 信念 か 

ら 決行 さる.^ に 至った ので ある、 彼れ は 我が 國の先 儒の 中で 最も 鳩 ft を 尊崇し _ 

た、 而 して 物徂徠 伊藤 仁 齋の學 を 最も 惡ん でゐ たこと は 文棠の 中に その 議論が」 

諸處に 散見して ゐる、 「室 鳩 巢尤精 梓、 其 制 行文 章經世 之才、 信稱 n 通 儒全材 1- 一 

也。」 (文集 卷三 答大江 尹) と は 諸 儒 を 評せる 言論 中に 於て 鳩巢を 讃美せ る 言で； 

ある、 昔し 鳩 奥が 異學 隆盛の 際 朱 子 學の爲 めに 盡 力した 行動と、 彼れ が 寬政時 一 

代に 於け る 行動と は 全く 同一 の 動機に 據 つて 出で たもので、 兩者 とも 大に朱 子 

學の爲 めに 氣焰を 吐いた ので ある、 然しながら 勿論 時代の 進步も あり、 同じく 

朱 子 學の爲 めに カを盡 したと は 云 へ 、 彼れ に は 鳩 奥の 如き 偏狹 固陋なる 學風を 一 

見出す こと は出來 ない、 徒に 他の 學派を 攻撃して 能事 終れ， 9 とする の 極端な 議ー 


論 はない、 他學 派の 長所 を も 認め、 叉た 朱子學 派の 缺黠を も 見逃さな いとい ふ j 

一 

公平なる 態度 を 執って ゐる、 而 して 鳩巢の 如き 名分 論に 於て 誤れる 考 など は 1* 

頭 もなかった こと は、 神武 山陵の 詩 を 作って 將 軍に 上った 時. @ ら 「陪臣 無怔ー 

柴野 彥輔」 と 署名して 時の 將軍家 齊公を 驚かした 有名なる 逸話に 依ても 之 を 脱 

知す る ことが 出來 る、 之 を 要するに 彼れ は 近世 有數の 大儒た る 名に： g も相應 は.： 

しき 學 者であった が、 その 學問的 方面よ， 9 も 、寧ろ 當 時の 敎育 行政の 方面に 於 

ての 業績が 一 層 偉大であった、 故に 今 その 學說の 詳細 は 之 を 略し、 彼れ が Si 者 一 

修養の 爲 めに 靜坐を 鼓吹し、 且つ 佛敎の それと 相違せ る こと をカ說 せる 講義の 一 

一 節 を 左に 引用す る ことにする。  一 

靜坐 のし やうと 云 は、 静 坐の 字 は 坐を靜 にす とかく 也、 坐禪は 結伽趺 坐と て 一 

眼 眉 端 を 目に 見て、 心 を 臍下に 收て、 念 盧を滅 する 也. わざと 坐驟 はする る； 

なり、 ひま/ \ 'にす ると 云 ふこと なり、 線香 一 本ぎ り、 二 本ぎ り、 定め、 或-; 


s は 一 時 二 時と 定めて する 故に 窮屈に なって 流行せ す、 身心 死物と なる 也、 靜 

坐 は 其の 如くに、 きりを 立す、 時 を 定め や、 朝 にても 晝 にても、 夜 にても 曉 

にても 事物に 接して 後、 其 用 をし まへ、 ひまの 時 か、 讀 書し 筆記して 後 ひま 

の 時 か、 とかく 何もせ ぬ 時に する こと 也、 畏 りても、 あぐら かいてな り 共、 

其時の111^^ょきゃぅにして、 身 を すらりと もち、 手 も 1 へ よせて、 身 を ゆ つ 

た と 持て、 布袋の す はった やうに して、 にこ と 笑 ふ 心に して、 心の き 

つ と 凝ぬ やうに ゆったり と 持て 坐す る 也、 そこで 心 を 沈る と 色々 のこと が 思 

出る 也、 それ を 無理に 拂へ のけん、 押 付ん とする は あし、、 そちへ よれ， 

と 云 意で、 そろ./, \ 'とのけ 心 をち つと 靜む ると、 自閑雜 が 息む 也、 押 付て む 

りに 除 くれば ひたと あたから 出る 也、 始 はねむ くなる こと あり、 心 氣が靜 ま 

る 故な り、 ねむく なれば、 やれと 呼 醒す也 云々。 (栗 山 先生 静座 說、 静坐 法の 條) 

その他 文集 を 見る と 稲々 當 時の 學弊を 論じて ゐる 所な ども、 彼れ の 面目 を 窺 ふ 


に 足る 說 であるが、 文集 第一 卷の 劈頭に 收 めら れてゐ る 「進學 三喩」 の 一 文の 

如き は處 世上の 敎訓 として 最も 味 ふ ベ き 語で ある、 然し この 文は餘 りに 有名で 

あり、 且つ 長文で あるから、 兹には それと 同じく 人口に 膾炙して ゐる 左の 短 か 

き 一 文 を 揭げて 置く、 是れ 亦た 少年 子弟に 取つ ての 好個の 敎訓 である。 

籠，， 養 小鳥， 者、 捕 二 獲 鷲 雛 >  患，, 其 © 溢髑 r 就 n 老鶯善 鳴 者-使 n 其聲 『 俗 謂-1 

之附子 r 雛 初 在い 籠 遷，， 躍 上下 『 錄 然 無，， 少頃靜 r 忽 聞，， 老« 一  喷 r 便 戢.， 00 

立、 如- -諦聽 者 f 越い 時始 能動 レ身、 旣而低 弄 如， 4K 之 者 f 叉 如 ァ羞ぃ ®、 怕 n 人 

： 聞 1 者 h 如い 此ー兩 日、 乃 能 放い 喉 縦い 囀、 音響 劉亮 可； だ 云、 嗚呼 微彼 小禽、 

小 M 思ら，， 其聲， 而 知い 希 fcr 可，， 以 义而不 為 乎、 癸 卯 二月 十三 曰 P, 之 神 

川 生-書 以 示，, 塾生,。 (栗 山 文集 卷 一、 示-塾生-) 

栗 山と 關聯 して 忘るべからざる 人 は 西 山拙齋 である、 拙齋 は、 備中鴨 方の 人 

で、 初め 岡 白 駒に 就て 學び、 白 駒の 死後 那波魯 堂に 就て 學 問した ので ある、 & 


^1 堂 は 初め 徂徠學 を 修めた が 後ち 程 朱の 說を 尊崇して 舊學 を廢棄 した、 從 つて 拙 

齋も 亦た 熱心なる 朱子學 者と なり、 大に朱 子 學の爲 めに カを盡 した、 柴野栗 山 

が異學 禁令 を斷 行す るに 至った の も 其 背後に 拙齋の 如き 有力なる 後援者が あつ 

たからで ある、 拙齋 について は 、今 こ、 で 詳細に 述べる 餘 白がない から、 最後 

に 其の 參考 書の. 一 を 揭げて 置く。  • 

【著書 及び 参考書】 

栗 山 $.r: 文集 三 冊、 Jso  . 

栗 山 文集 六卷五 #  0K 保 十三 年刊) .  . 

栗 山 堂 詩集 四 卷寫本 

國鑑  二十 卷寫 本， 

栗 山上 封 三卷寫 本 (H 本 經濟叢書 第 十七 卷に敉 むろ 所の 栗 山上 書と 同一 なるべし) 

栗 山 先生 靜座說 一 0  s$ 
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尙ほ 参考と して 「栗 山 先生の 面影」 (g 赫. 触き 本) 「白 河樂翁 公と 德川 S 代」 

0^ 紅參) など をー讀 すべきで ある、 又た 西 山 拙齋に 就て は 花 田 一重 氏 編の 「西 

山 拙 齋傳」 など 好個の 參考 書で ある。 

一一、 尾 藤ニ洲  V 

延享ニ 年 (一七 四 五) 11 文化 十 年 (一八 ニニ) 

ニ洲は その 初め 大阪の 混沌 社に 入って 片山 北海 (宇士 新の 弟子) に 就て 學問 

した 人で あるから、 徂 徠の學 及び 仁 齋の學 は 一 通り 硏究 する ことが 出來 た、 殊 

に 徂徠學 は 一 時 大に之 を硏究 したやう である、 その 知識 を 以て 二 氏の 古 學を攻 

擊 して ゐ るので あるから、 所論 往々 肯綮に 當る所 少なくな いが、 正犖指 掌の 著 

は 專らニ 氏の 學を排 して 朱 子學を 主張 せんとした ので、 動もすれば 感情に 趨っ 

て、 正 當を缺 く 所がないで もない、. 例へ ば 彼れ は 仁 齋の學 を 評して，、 

仁 齋も初 は 程 朱の 書を讀 みたれ ども、 得る 所な くして あ. 0 しが、 一朝 偶然と _ 


^ 天地 は 一 元氣 のみと 心 付き、 さて は 此氣の 外に 物な く 道と いふ も此氣 な，.^、 

天地と 云 も此氣 なりと 自覺 たる 心地して 手の 舞 ひ 足の 蹈むを も 忘れ、 我れ 

こそ 道 を 知り たれ、 鄒魯の 血 脉を得 たれと て 高く 自ら 標榜し、 新に 一 流 を 造 

爲 せる 者な り、 譬 へば 晴 室の 中に ありて 天地 日月 を 見 ざ， 0 し 者が、 偶 i 戶外 

に 出て 之 を 見て 大に 驚き よろこびて、 我 こそ 天地 を 見 たれ 月日 を 知り たれと 

て聲 高に 叫喚が 如し、 他人より 見れば 甚だ 笑し きとなら やや、 彼が 所謂 天地 

は 活物な り、 萬 物 は 一 元氣 などい へ ると は理氣 の說に 達せる 者の 皆 知りた る 

ことなる を 唯 己の み 知れり と 思 ひし は其舊 見の 死 見な. 0 し を 知らねば なり、 

且偶. ^$づ きしま，/ にて 深く 思 ひ を 致さ ゃ氣 のみに て理 なしな ど.^ 敢 言し、 

遂に 一門 戶を 立し は 誠に if 淺 なる 氣 象と 云べ し" か、 る 心よ， 9 四 子 六 經に妄 

に新說 をな して 俗士を 誑き 其敎を もて 天下 を 易ん と 思 ふ、 それ を 珍ら しき こ 

とに 思ひ輕 俊の 徒 多く 附和 せり、 舊 きを 厭 ひ、 新 を 喜ぶ 習 ひとは 云 ひながら 
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人の 識見な きこと 歎す るに 餘 あらや や。 (正 學指掌 附錄) 

と 云って ゐ るの は、 餘， 9 に 仁齋を 輕んじ 過ぎた 批難で ある、 次に 祖徠の 學に關 

する 批評 を 見る に、 左の 如く 詳細に 之 を 論じて ゐる。 

古文 辭學は 物祖徠 より 起る、 佘 初年 學 びた る 故に 能 その 意 を 知れり、 其學. 

の 主と する 所 は 功利に ありて 塞 人の 言 を 假は綠 飾まで なり、 道 は 先王の 作 

り 玉へ る 者に て 自然の 理 にあら す、 安 天下の 具にて 當 行の 路に非 やとい ふ 

こと 其 綱要の 處 にて 皆 功利に 本 付たり、 畢竟 は 道と 云 も 聖人の 天下 を理め 

玉へ る 法 を 今に 傳く たるに て 今時の 徒の 如き 者な り、 六經 とい ふ も 御成 敗 

式目の如き者なりと云るな，..^。 此 起り はかの 老 平生 功利 をのみ 心懸 しょり 

何 を 見ても 其 姿に 思 ひなし 居た る處 に、 仁 齋が說 を 聞き 略ぷ其 意に あたる 

ある 所を悅 びて、 又 面 を 換へ頭 を 改めて 卽ち 建立し 出せるな り、 荀卿奇 を 

. 好んで 思孟 諸賢 を 譲り、 其 門人 李斯 遂に 聖人の 書 を 焚け るが 如し、 異を好 
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の 弊懼る ベ きこと に 非す や、 その 禮樂を 專ら說 る も 亦 かの 式目の 意な ，.=.^、 

今 又 彼が 大意 を 取， 9 てい はん。 先王と 申す も 開 國の君 をい へ るに て 實は漢 

祖唐宗 も 同じ ことなり、 ただ 其智滕 りたる ゆへ 式目 を 立ら れし處 が 後の 帝 

王に 越へ 好きな り、 其 式目に 禮樂 とい ふ 者 を 作り、 それにて 政 をせ しゅ 

へ、 其 世の 風俗 秦漢 以後の 及ばぬ こと あるな り、 今 政 を 爲る者 かの 古き 蹤 

を 追 は 、. -是 聖人の 道 を 行 ふとい ふ 者 也、 政に 與ら ぬ 者 はたく 先王の 道 を 明 

かにす るの み 也. 先王の 道 を 明かに すると はかの 禮樂 の說に 通す る をい 

ふ、 もし 禮樂 無れば 先王の 道 もな しと 大意 是 程の 事な り、 左れば 其學 たく 

理 民の 術の みに て 自己の 身心 は 置て 問 はざる な. -、 故に 身に 非 法の 事を爲 

れ ども 耻 とせす、 其 徒み な 先王の 禮、 先王の 義 などい ふこと を ロ實に すれ 

ども、 其 志 は 蘇 張に 過ぎす、 或は 输院が 放蕩に なら ひて 一 世 を傲皖 せんと 

す、 もし それに 向 ひて 義理 を 說く者 あれば 耳を掩 ひて 腐儒の 陋 見と 嘲り笑 


ふ、 か、 る 輩 世に 多な りし 淫縱 奇怪の 行 をす る 者往々 に蔓れ り、 それ を餘り 

の 事と 思 ひしに や、 彼が 門人 太 宰某は 修身の 事 をも說 きて 其 身 を も 堅く 持て 

り， され ども 偏執 ある こと 愈 甚く、 徂徠が 敢て言 はざる こと を も 説き出せ. 0 

HI 類バ 固より 擧げ 論す るに 足らす、 さて^ 樂の事 は 今 巳に 亡びて 且 此方に 

行 ひ 難き ことなれば、 姑く この 說を なして 綠飾 せる までにて、 實は唯 功利の 

事の み を 心懸る こと を 吠聲の 徒辨へ 知らす して 禮樂々 々とい ひて 一 生 を 送り 

過す こと 返す々々 も怪 むべき ことなり、 是は 彼が 徒た る 者た V 詩文の み を 一 

生の 事業と して 年月 を 暮すゅ ゑ、 心つ かすと 見 ゆ、 もし 道と いふ 者に 心つ き 

なば、 道 は禮樂 のみ、 禮樂は 今 亡びぬ、 こ はいかに 先王 は 何 を か 道と せられ 

んと始 て 驚き 思 ふべき か、 誠に 淺き 丈夫と いふべ し。 (同 上) 

徂 徠に對 する 彼れ の 評言 は、 此 くの 如く その 詳細 を盡 して ゐ るが、 初めよ， 0 徂 

1 徠を排 せんとした 議論であって、 決して その 眞を 穿った ものと は 言へ ない、 彼 
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れは 祖徠の 說を稱 して 功利 說と いふ、 固より 徂徠 の說は 功利主義 なること は 否 

定 する こと は出來 ない、 然しながら 功利 說 なる を 以て 之 を 取る に 足らす と爲す 

は、 餘 りに 極端の 評で ある、 徂徠 の學に 於け る 特色 も 缺黠も 一 にこの 功利主義 

を唱 ふる 所に 由る ので あるが、 彼れ は その 缺點 i のみ を 見て、 その 長所 を 見ない 

ので ある、 又た 祖狭を 以て 毫も 修身の こと を 言 はす、 放蕩 無賴の 徒と 同 一 視せ 

る は、 徂徠の 事蹟 を詳 知せ す、 たく 自己 膽斷の 見 を 以て 爲 せる もの、 眞 に徂徠 

の 人格 を 傷け る ものと 謂 ふ ベ く、 後世に 於け る徂徠 誤解の 言 は 恐らく 此 等の 言 

に 因る. こと ®  くないで あらう、 然しながら 春 臺が徂 徠の敢 て 言 はざる こと を も 

說き 出せり とい ふ 彼れ の 言 は眞に 適評で ある、 之 を 要するに 以上の 徂徠 評は徂 

徠の缺 點ーを 指摘せ る勲 はや、 肯 緊に當 つて ゐ るが、 その 長所 を 認めざる の 言 は 

公平なる 態度と いふ こと は出來 ぬ。 彼れ は徂徠 の學を 以て 最も 學 者に 害毒 ある 

ものと 認めて ゐ たこと は、 恰度 大阪の 中 井 竹 山 或は 五井 蘭洲の 意見と 同檨 であ 


る、 

今 之 學者往 々自以 爲ぃ成 n 一  家-者、 醉-- 物氏餘 毒-者 也、 東 土 最甚、 其 弊學者 皆 

喜，, 放縦， 而 厭，， 合檢 f 俗士 視以爲 ぃ達而 倣い 之、 嗚呼 是 害，， 風俗， 傷，， 敎 化-之 大 

者、 不レ 可- -1 與同 n 中 國-。 (冬 讀 書餘卷 二) 

蓋し 彼れ は 當時江 月に 於け る 所謂 五 鬼の 徒 を 以て、 皆 物 氏の 餘 毒に 醉へ る もの 

と考へ たので あらう、 彼れ は此 くの 如く 伊 物 一 一氏 を排 して、 たくく 朱 子の 學を 

與隆 せんこと を 希 ふたので ある、 その 朱 子 尊崇の 甚し きこと は、 「聖人 あ つてよ 

り 以來、 未だ 孔子 あらす、 儒者あって 以來 未だ 朱 子 あらす」 (文集 卷五) のき！！ に 

依て 知られる、 左に 彼れ の 孔子 讃美の 言と、 座右 八戒と を揭げ て其學 風の 一 端 

を 示さう 0 

自レ 有，， 儒 書 1 以來、 未" 有 二 斯書ー 自 k 有 = 儒者- 以來 未い 有 I, 斯人 1 百世 之 下 誰 

^ 不二 欽仰？ (文集 卷五) 


躁 一。 一。 
妄 

一。 


座右 八戒 

一 、 心 主， 一一 事 1 不レ可 ニニ 三 

一 、 行 取，， 衆 善 1 不ぃ可 二 偏執 

一 、 座 作 常 耍二畏 謹 ー不， 可 一一 

一 、 言語 必 辨，， 其 是非 一 

一 、 接い 物 必擇， i 〈邪 正 一 

一 、 群居 之 時須ぃ 禁，， 雷同 一 

1 、 獨知之 地、 最加二 謹慎 一 

彼れ の 學說は 要するに 程 朱の 見解 を敷演 せる ものに 過ぎない が、 その 著 「發 

蒙 十二 說」 の 如き は 自得 體驗に 基いた 說 であって 一 讀の價 値が ある、 その他 素 

餐錄ー 卷も 亦た 彼れ の 學說を 知り 得る 重寶の 書で ある、 今 此等經 學に關 する 方 

面 は 凡て 之 を 略し、 名分 論の こと を 1 言して 置く。 彼れ は 稱謂私 言なる 1 書 を 


著 はし、 君臣の 關係を 論じ、 名 稱の誤 を 正さん とした、 例へば 天子の 行 を 幸と 

いひ、 將 軍の (彼れ は 大君と 言って ゐる) 行 は 宜しく 臨と 言 ふべ しと か、 或は 

釵、 聖、 等の 字 は輕々 しく 用ゐて はならぬ とい ふので ある、 朝廷と 幕府との S 

別 を 明か にす ベ きこと を 論じて は 左の 如く 言って ゐる、 

皇 家の 朝 を 天朝、 皇 朝と 稱す、 大府の 朝 は IRI しく 大朝、 府 朝と 稱 すべし、 齊 

しく 朝を稱 すと 雖も 尊卑の 分 自ら 明かな り、 府朝郡 朝、 漢唐 皆此稱 あ，.^、 又 

* 子の 文に 大 都督 府廷 中の 稱 あり、 此類諳 書に 多し、 殫く 記す る こと 能 は 

す。 (稱謂 私 言) 

その 尊王の 精神 以て 見るべき である、 ニ洲の 長子、 水 竹 (弦 卷) も 亦た 犬に 名 

分 論 を 唱道し、 犬に 尊王 主義 を 鼓吹して ゐる、 (日本 儒 敎槪說 三 〇 八頁參 照) 而 

して ニ洲 よ，.^ も大膽 に、 公々 然として 幕府の 措置 を 批難す るに 至って ゐる、 例 


sl 幕府 は 天子に か はりて 天下の 政 を せらる、 事なる に、 深宮 にの み 御座 あらん 

1 

事勿體 なし、 昔は餘 り事簡 にて 諳大 小名 內 外の 別 もな く、 皆 奧向迄 も 出入せ 

し 故、 きっとし たる 政の 堂の 定 もなか， 0 しと 見えた， o、 後々 幼君 あり、 遊惰 

の君ぁ，0^、 奸臣 是に乘 じて 今の 如き 上下 隔絕 したる 事と なり 終る は、 其 職分 

を もしろ しめさす、 何 を 以て 天子に 答 玉 ふべき や、 にが しき 事な b 。(尾 

藤 先生 雜錄)  . 

又 以て 彼れ の 熱心なる 尊王 主義者 なること を 知る べきで ある、 水 竹の 學問は 勿 

論、 父に は 及ばなかった であらう が、 此の 雜錄 にある 言論 を 見る と、 その 卓識 

洪量は 寧ろ 父よりも 勝れて ゐ たやう に 思 はれる。 

【著 書】 

000 一  卷 (天 保 七 年 門人 長野豐 山の 序， 同 九 年 門人 近 藤菘の 序、 及 tS 自序 あり) 

正 學指掌 1 卷 (附 錄ぁリ X 夭 明 七 年刊〕 
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(右二 部の 書 は s 本 * 理詹 編に あ-。 gf|?SgtSS> 

中庸 首章 發蒙圖 解 一 卷 (天明 五 年刊) 

易 磐 辭廣義 一 卷 

靜寄餘 筆 ニ卷 

〇 以上 五部の 書 は 彼れ が 大阪に 在る 時の 著作な りと 謂 ふ。 

冬 讀書餘 三卷 

擇言  一 卷 

稱謂私 言 一 ー卷 (寬政 十二 架の 自序 ぁリ) 

靜寄軒 文集 十二 卷七册 

三、 古 賀精里 

寛延 三年 (一七 五 〇)  —— 文化 十四 5:1 八 1 七) 

精 里 は 初め 福 井 小 車に 從ひ、 後ち 崎 門 派の 西 依 成齋の 門に 入り、 更に 尾 藤 二 
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洲、 賴春水 或は 中 井 竹 山等當 時の 名 儒と 交 は.^、 程 朱の 學を 奉じ、 佐賀 藩に 仕 

へ 、 又た 幕府の 儒官と して 大に その 政治的 才能 を發 揮した こと は 人の 能く 知る 

所で ある、 彼れ は 常に 世の 所謂 文人 儒生 を 以て 目 せらる くこと を 耻ぢ、 每に人 

に 語って 「學 なる もの は 將に己 を 修めて 人 を 治めん とす、 何ぞ 終身 々文字 を 

攻む るに 暇 あらん や J とい つたと いふ ことで あるが、 以て 其 人と 爲りを 想 見す る 

ことが 出來 る、 彼れ は 又た 程 朱の 學を 尊崇した が 決して 之れ に 偏す る 人で なか 

つた、 閽齋 派の 朱 子學は 最も 彼れ の惡む 所であった、 門人 本多忠 介の 撰べる 精 

里古賀 先生 墓銘の 中に 「尊-, 信 程 朱-如，, 神明 『 然深 惡，， 崎 門 固陋 之 弊 f 故 其學該 

博、 發爲 ニ文辭 一雄 偉贍 富、 滔々 如 二 江河 こ と 云って ゐる やうに、 其學問 は博洽 

であって 當時 比肩す る ものがなかった と 謂 はれて ゐる、 而 して 朱 子學者 は往々 

にして 文章 を輕ん する 傾向が あり、 隨 つて 經義を 解す るに 誤 を 生す る こと を 痛 

く 憂へ たので ある、 本莊 生に 贈る 序に 「譯 は賤 役な り、 然れ ども 漢人に 對 せん 


と 欲せば、 則ち 之 を 先にせ ざる を 得す、 文章 は 小 技な， 0,、 然れ ども、 聖賢の 書 

を讀 まんと 欲せば、 卽ち之 を 攻めざる を 得す、 此理見 難から や、 而 るに 世人 肯 

て 心 を 留めざる は何ぞ や、 煩 を 憚れば 也、 功を妨 ぐる を 恐る、 なり、 然り 今の 

穿鑿 傅會の 煩、 字義 を審 にす るに 倍し、 空談 無根の 功を妨 ぐる は 文章 を攻 むる 

より 甚し、 況んゃ 吾が 文章 それ 必す しも 相 如、 楊 雄、 班 馬、 韓柳 たる を 求む る 

に 非れば なり、 文理 を 解して » ならざる を 要する のみ、 何 ぞ爲し 難しと せんや」 

と 言って ゐる、 又 以て その 學風 如何 を 知る ベ きで ある、 之 を 要するに 彼れ の學問 

は、 前 旣に述 ぶる 如く、 修己治 人 を 以て 目的と なす 實學實 行 を 期す るに 在った の 

である、 今 文集 中 1 二の 文 を 左に 摘錄 して その 思想の 一 端 を 窺 ふ 便と しょう。 

古人 之學、 倫理 而已 矣、 何 謂い 倫、 父子 君臣 夫婦 兄弟 朋友 是已、 何 謂 ^ 理、 親 

義別序 信 是已。 是人之 命-, 於 天 1 而 具，， 於 心， 者、 未 H 嘗 有，, 古今 彼此 之 異；. 學レ焉 

S 一  而求レ 得 ニ諳己 r 謂 n 之正學 『 學而不 い 正 何 補，, 於 偷理, 哉 云々。 (精 S 初集卷 二、 川 


^  窪學舍 記)  • 

1 

爲レ學 之 要、 莫ビ先 ニ於爲 ^ 己爲" 人之辨 1 苟 於い 此焉不 い 用い 心、 則雖 T 日 講，， 誦聖 

賢 之 言" 日 步申趨 聖賢 之 行/徒 足- 1 以長ニ 虚誕 矯僞之 私 r 與，, 己 之 身心： 毫 無，， 干 

涉 1 卽 使ニ窮 レ年卒 ジ歲、 igi^ 用レ 力、 亦 何 益 之 有、 蓋 試觀ニ 正史 之 儒 林 一 乎、 自レ 

漢以來 所 儒者、 其 業 止 二 於 言語 文辭 f 不" 過 レ授ニ 典故 r 議，， 器 服， 論，， 明 堂， 

考，， 樂律， 而 已矣、 夷， 考，， 得 於 心 1 發，， 於 行， 者ヽ或 無い 異，， 庸 衆人 r 而時 有，， 甚者ジ 

焉、 其 偶有，， 嘉言 懿行之 可 lv^、 亦 出い 於，, 性質 之 美 『謂，， 之學問 之效， 則 不可 也、 

一 部 十七 史儒林 之傳、 類 爲，， 迂腐之 淵 藪 『 哀夫、 是 無い 他、 非，， 爲； し 之學- 故 

也、 至，， 於 洛閩眞 儒 出 r 然後 用，， 力 於，， 此、 亦以ぃ 此敎ぃ 人、 於い 是乎有 T 蘿爲 --德 

行 『 發爲 -1 事業 一 者 5 云々。 8 里 三 集卷四 贈言爲 古賀寬 明) 

【著 書】 

精 里 初 集 三卷 (文政 元年 新刊) 


精 里 1 1 集 1 1 卷 (文化 十四 年 山村 良 由の 序、 文政 元年 男 煤の 跋) 

精 里 三 集 五卷 (文政 元年 や i„5 固の 序 男 I； はの 跋) 

精 里 全書 二十 卷寫本 

大學 章句 纂釋 ー卷 

大學諸 說辨誤 一 卷 

右一 一 書 は ^11 四書 註釋 全書の 中に 收载さ る。 

中庸 章句 纂釋 ニ卷 (寫 本) 

中庸 諳說誤 1 卷 (寫 本) 

十 事 解 一 卷 寫本 

(十 事と は 師傳、 六官、 經界、 鄕黨、 貢士、 兵役、 民 食、 四民、 山澤、 分 

數の十 を 指す、 施政 治 民の 耍を 論じた る ものな り、 日本 經濟 叢書 第 十七 卷 

には此 書と 共に 極論 時事 封 事、 經 濟文錄 附軟莎 偶語の 二 窨を收 載せり) 


お I 近 思 錄集說 五卷 S 本) 

中庸 辨誤 一 ^  (寫 本) 

第二 節 安積 良齋 

天明 五 年 (一 七 八 五) 11 萬延 元年 (1 八 六 〇) 

安積 艮齋は その 初め 佐 藤 1 齋の學 僕と なって 困學 勉勵、 遂に 師の 1 齋 と共に 

昌平 黌の 敎官 となった 幕末の 碩儒で ある、 勿論 その 主 張す る 所 は 朱子學 である 

が、 從 前の それと 違って 非常に 公平なる 態度 を 以て 之を稱 へて ゐる、 彼れ の敎 

學は 「艮 齋閒 話」 に 依て その 大體を 知る ことが 出來 る、 而 して 輓 近に 於け る 朱 

子學 者の 態度 を 自ら 物語って ゐる、 卽ち 排他的の 考は毫 頭 もない、 極めて 穩健 

なる 意見 を 示して ゐる、 例へ ば、 

道 は 天下の 公道な り、 學は 天下の 公學な ，c,、 孔子 孟子の 得て 私す る 所に 非 

す、 博く 天下の 善 を 取るべし、 書 經に德 無，, 常師， 主, Jn 爲ぃ師 と あれば、 善の 
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有る 所 は 皆吾師 なり、 舜は 大聖な.^、 猶ほ邇 言 を 察せり、 孔子 は 大聖な り、 

三人 行、 必有 一, 吾師, と 云 ふ、 然れ ば學は 一家 を 墨守す るに 及ばす、 道の 存すー 

る は 皆 學と思 ふべ し、 程 朱の 諸賢 は 勿論な り、 陸 象 山、 王 陽 明 諸 公の 言 も 其 

善なる は皆從 ふべ し、 漢唐諸 儒の 說も 取るべし、 老莊 申韓佛 氏の 言 も 善なる 

は 皆 取るべし、 愚 夫 愚 婦の言 も 亦 取るべし、 かくの 如く 胸襟 豁大 古今 を 包括 

する 勢に して 志の 高大と も 云 ふべ し、 朱 舜水云 はく、 學問之 道、 如，， 治,^ 裘、 

遴こ其 粹然者 1 而 取い 之、 若 曰，， 吾 某氏 學吾 某氏 學 ， 則 非，， 所謂 博學 審問 之 道， 也、 

此語 通會の 論と 謂 ふ べし、 今の 學者は 門 を 別ち、 月 を 分ち、 各 其 識見 を 守り、 

朱 子學と 云へば、 陸 王の 學は 異端 邪 說と號 し、 其 善なる 所 を槪棄 す、 漢學と 

云へば、 程 朱の 學を 老佛の 如くに 排 U£: する は、 各 其學を 主張 せんと 思 ふより 

起り、 天下に 幾許 もな き 儒者の 中に て 門 11； の 見を爭 ひ、 仇警の 如く 思 ふ は、 

公平の 道に 非ざる に 似たり、 朱 子 は嚴毅 大正の 人に て、 陸 象 山と 太 極の 辯、 
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鵞 湖の 論 は 合 は ざれ ども、 象 山 を 白 鹿 洞に 招き、 門人 を 集め、 講義 を聽 き、 

叉 象 山に 請うて 講義 を 文に 綴りし は、 人の 善 を 取る 公平の 道な り、 象 山 も 其 

門人 朱 子を議 する 者 ある 時、 大 に辯責 せし こと 文集に 見えた， 9、 されば 學問 

の 道 は 博く 善 を 取るべし、 然， 9 實學に 志 篤き 人の 爲 めに 云 ふなり、 志 篤き 人 

は 人の 善 を 取， ft- て 我 善と 成し 活用す るな り、 故に 申 韓老佛 の 言 にても、 愚 夫 

愚 婦の言 も 其 善なる 處 皆我修 省の 資 となるな り、 上手の 冶工 は 銅 中より 金 を 

取る が 如し、 聖賢の 言 にても 活用な き 者 は 下手の 冶工 精 金 を 用 ひ 損し、 鉛 も 

同 酸に するな り。 (艮齋 間話卷 一) 

彼れ は 此の 如く 朱 陸 二子の 德 を擧げ て、 徒らに 異見 を 以て 相爭 ふの 愚 を 戒め、 

た  < 實學實 行 を 根本 の 主義と なした ので ある、 更に 孔門の 敎義も 畢竟す るに 忠 

信の 二 宇に 歸 する ものなる こと を說 いて 曰 はく、 

古の 聖人 孔子より 盛なる はなし、 孔子の 書 論語より 貴き はなし、 論語 中 忠信 
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の 二字 尤も 多く 見えたり、 されば 學 者の 力 を 用 ひ、 身を修 むる の樞 要と 知る 

べし、 集註に 盡 レ己爲 ぃ忠、 以 ぃ實爲 と あり、 人 は 天 品の 性質、 智愚、 賢不 

肖 種々 の 異なる あ，.：^、 譬へ ば 金の 內に黃 金 も あり、 白銀 も あり、 銅鐡も あり、 

鉛 錫 も あり、 是れは 自然の 生 質な り、 鉛は鐡 になる ベから す、 銅 は 黄金に な 

るべ からす、 聖賢の 人を敎 ふる、 君 父の 臣 子を責 むる、 鉛を鐡 にせよ とい は 

す、 銅 を 黄金に せよ と 云 はす、 只 鉛 は 鉛の 用 あり • 銅 は 銅の 用 あ，..^、 其 天質 

の 分を盡 し、 其 用 を 達する を 忠信と 云 ふなり、 人臣の 君に 事へ 人 子の 父に 事 

ふる も、 心 カを盡 し、 毫髮 怠惰の 心なく、 吾 十分 を盡 すなり、 吾心 力 已に盡 

すなら ば、 聖賢 も 分外の 事 は、 責めざる なり、 但々 銅 鐡は其 良なる 所 あり、 

又 あしき 所 あり、 其 あしき 所を锻 練して 除き 去り、 其 良なる 所を存 する 如く、 

吾心 身を鍊 磨して 其 分量 を盡 すより 外な し、 もし 鉛の 賀 にて 鐡の用 をな さん 

とし、 銅の 質に て黃 金の 用 をな さんと すれば、 ^と 鐡と雜 は，.^、 銅と 黄金と 
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雜 はり" 贋物と なる、 表裏の 違 ひ あ b て 忠信に 非ざる なり、 忠信 は 白き は 白 

く、 赤き は 赤く、 黑 きは黑 く、 內ょh^外に至..^、 本よ 末に 至る まで 洞 然と 

して 毛 髮の雜 はり. 無き を 忠信と 云 ふなり、 若し 鉛の 身に て 鉛の 用を盡 さす、 

銅の 身に て 銅の 用を盡 さや、 怠慢す る は 忠信の 道に 非 や、 唯々 吾心 力 を盡す 

べし、 此 工夫 純 熟すれば 誠の 德に 至るべし。 (良齋 閒話績 上) 

と、 玆に 至りて ますく 其實學 主義の 神 髓を發 揮した ものと 謂って よい、 而し 

て 金銀 銅鐵の 譬喩 を 以て 人 各 その 特色 を發 揮す ベ きこと を說 き、 聖人の 人を敎 

ゆる 決して 不可能 事 を 以てせす と 論す る 所 殆んど 物 徂徠の 說と同 一 主旨で あつ 

て、 朱 子學的 臭味の 甚だ 尠 少なる に 驚かざる を 得ない、 蓋し 幕末に 於て は艮齋 

に 限らす、 凡ての 學 者は從 前の 如き 學 派の 見に 拘泥す る もの は 極めて 少く なつ 

た、 隨 つて 或 學者を 何 派と 決定して 終 ふこと は餘程 考慮 を 要する 問題で ある、 

只 研究の 便宜上 區別 する こと は必耍 であるが、 必す しも それに 拘泥す る 必要 は 


ない、 自分 は艮齋 の學風 は、 總 じて 輓近 儒者の 學風を 代表して ゐる ものと 思 ふ、 

尙ほ 艮齋閒 話に は處 世上の 敎訓尠 くないが、 こ > ^では それ を 略して 置く、 室 鳩 

i の 駿臺雜 話と 同じく 隨筆 であるが、 叉た それと 同じく 讀んで 面白き 有益の 書 

である。 

【著書】 

. 良齊閒 話ニ卷 0K 保 十一 年刊： > 

同 續 編ニ卷 (慕 永 四 年刊) 

此外尙 ほ 詩文 集 を 初め、 多くの 述作 ありと 謂 ふ も 未だ 寓目 を 得す、 故に 今 

玆に 他の 書名 を 列記す る ， J と を 略す。 

第三 節 元 田 東 野と 中 衬敬宇 

1 、元 田 東 野 

3 

W  文政 元年 (一 八 一八) 11 明治 廿四年 (一八 九 一) 


Ml 明治 大帝の 侍講と して、 又た 最近の 朱子學 者と して 有名の 人で ある、 明治 四 

年 五月 侍講と なって 以來、 同 廿四年 一 月 歿する に 至る まで 廿 年間 その 職 を 勤め 

た 人で、 世に 行 はる.^ 經筵 進講 錄は卽 ち 大帝の 侍講と して 進講した もの k 1 

つであって 頗る 名 敎に關 係 ある 書物で ある、 その他 幼學 綱要の 一 書 は 勅 を 奉じ 

て 編纂した 修身 敎科 書で 弘く 世に 行 はれた ものである、 此等ニ 書に 依て 大體氏 

の考を 知る ことが 出來 る、 當時 儒敎衰 へ、 西洋の 學術 勃興して、 東洋 道 德將に 

廢棄 せられん とした 時に、 敢然と して 儒敎の 道德を 鼓吹し、 道德の 大體を 論じ 

て (日本 儒 敎槪說 三 六 七頁參 照) 斯道の 特色 を發揮 せんこと に盡 力した 其 偉大 

なる 功績 は 永く 忘る ベ からざる ものが ある、 彼れ は眞に 我が 皇道に 醇化せ る 儒 

敎を 唱道した ので ある、 その 一 例と して、 論語 開卷 第一 の 「學而 時習 レ之 不一, 亦說, 

乎」 に 就ての 意見 を 示して 置かう。 

凡そ 人、 天地の 間に 生れ 自，, 天子， 至，, 庶人 f 畢生の 事業、 只 此の 學の 始め を爲 


し、 終り を爲す 者な り、 故に 此の 學 あれば 其 天職 を 全うす、 此學 なければ 其 

の 天職 を 失 ふ、 此の 學 達すれば 聖人と なり、 此學 達せ ざれば 庸愚と なる、 此 

の學 明か なれば、 天下 平 かに、 此學 明かなら ざれば、. 天下 亂る、 人間 天下 萬 

事の 成敗、 只 此學の 明暗に あるの み、 故に 孔子の 人に 敎 ふる、 只 此の 學の 1 

字に て 論語 開 卷學而 時習 之と 云 ふ、 一 言 一 行、 學の 事に 非ざる はなし、 然る 

に 學に正 あ. -、 偏 あり、 大小 本末 あ，..，、 孔子の 所謂 學は至 中 至 正の 大本 達 道 

にして、 修身 平 天下の 道德學 なり、 當 世の 所謂 學は、 一 科々々 の學、 異端 末 

技の 謂 ひに して、 大本 達 道の 學に 非す. * 是れ此 章學の 字を講 やる に 於て、 始 

めに 辨 せざる を 得ざる なり、 古來 よ.^ 之を辨 すれば. * 彼の 管 晏の覇 術 を 始め 

種々 の 異端 俗儒 訓詁 文詞 の學、 佛法、 耶蘇 敎、 西洋 百科の 學皆ー 偏 一 派の 學 

にして、 孔子の 所謂 學に 非す、 且つ 當世 にて、 支那の 文 學を學 ぶ を 概して 漢 

S 學と稱 して、 孔子の 學を爲 す 者 も 同一 視 すと 雖も、 是れ亦 犬に 分析せ ざる を 
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得す、 漢學と 云 ふ は、 支那の 歷史、 古今の 制度 文物 を 知.^、 漢文 漢語に 通 やる 

の文學 なり、 孔子の 學は 我が 德性 を盡 し、 眞理に 達し、 天下に 大道 を 行 ふの 

學 なる 故に、 支那に て 云へば 堯舜の 道、 孔孟の 學と云 ふと 雖も、 本邦に て 云 

へば、 我 神聖の 道、 我 道 德學と 云 ふべき なり。 叉國學 神道と 云 ふ も、 古典 故 

事 を考證 し、 敬神 尊王 を 主と すと 雖も、 多く は 一 偏に 局して 先皇の 至德 大道 

を實踐 する に 足ら ざれば、 我 神聖の 道、 孔子の 學と 同じから す、 抑々 孔子の 

學は我 本然 天 良の 心性 を發覺 し、 人倫 日用の 道を盡 して、 天理の 極に 達し、 

身 を 修め 以て 天下 を 平 かにす るの 道學 なり、 其 人と 爲り、 周靈 王の 末、 魯襄 

公二 十二 年に 生れ、 生 知の 資を 以て、 篤く 聖人の 學を 好み、 人道 を盡 して、 

天理に 達し、 剛健 中正、 純粹 明快の 德を備 へ、 天の 四時 あるが 如く、 一毫の 

偏 倚な く、 堯舜 以來、 大道 を 祖述し、 易を演 ベ、 詩 書を删 り、 禮學を 修め、 

春秋 を 作り、 其 學問德 行、 人を敎 へ、 國を 治む るの 道 は、 此 「論語」 と 「大 


學」 「中庸 レ 「易 傳」 等 の 書に 具载 して 漏る、 處 なく、 輓近 西洋の 理學、 修身 學、 

法律、 政治、 經 濟の學 等、 其 精細 を說 くと 雖も、 皆 其 全體大 用を備 へ、 一 本 を 

以て 萬殊を 貫く に 至って は實 に宇內 古今の 一 人、 萬 世の 師と云 ふ 可し、 故に 

孔子の 學を學 びて 根本 巳に 定まりた る 後 は、 法律 經濟等 西洋の 科學を も學び 

識見 を 博す る は 可な りと 雖も、 孔子の 學を 後に する 時 は 根本 立た や、 遂に 551^ 

德を 損じ、 人倫に 俘り 身 修まらす、 家齊 はすして 國 治まらざる なり、 其 他 前 

に辨 する 處の 異端 俗學に 於て は、 外、 仁義 を假 りて、 內詐カ を專ら にし、 或 

は 智術權 謀 互に 相 軋し、 或は 高 妙の 理を說 て、 人倫 日用の 道に 背き、 或は 口 

に 法律 を說 いて、 內行 修まらす、 或は 文 辭技藝 の 末に 馳 せて、 實 用に 乏しく、 

是れ皆 古 來の學 弊、 現今 西洋 自ら 文明 國と 誇る も 其 實は心 術 正しから す、 虱 

俗 善良なら す、 利 を 貪り カを爭 ひ、 其 害 一 にして 足ら や、 學藝は 益々 開明し 

s| て 人心 は 益々 狡齄 なる 者皆學 路中疋 ならざる の 致す 處、 其 大害を 見るべきな 


g? り， 今日 苟も 學を爲 す 始めに 先づ其 取捨 先 後を審 にせざる ベから や、 . 泥 や 人 

君の 學、 其學ぶ 處卽ち 天下の 法則と なる 故に、 人君の 學は 孔子の 學を學 ぶよ 

b 外た ふし. >  (經筵 進講 錄) 

今 その 意を考 ふるに、 彼れ は 儒 學卽ち 孔子の 學を 以て、 日本 倫理 學を 建設 せん 

としたの である、 道 德の學 は 之 を 外にして 他に 求む る こと は出來 ない、 之を堯 

舜の 道、 孔孟の 學と いふ は 支那に ての 名稱 にて 本邦に て は 之 を 我が 神道、 我が 

道德學 とい ふべ しとい ふので あるから、 一 面から 觀 れば從 前の 神 儒 1 致 說を唱 

ふるもの である、 而 して 當時洋 學心醉 の 徒が、 古來 我が 國 民の 道義 を 養成し 來 

たる 儒敎を 輕んじ 之を棄 て.^ 顧みざる 態度 を 取った こと は、 彼 をして 大に痛 

愤 せしめ、 學の 本末 を說 いて、 時弊 を 匡正 せんとし たので ある、 「蓋し 歐洲の 文 

明 を 耳 聞目擊 する 者、 其の 事業の 末にの み 瞑 眩して 本に 反る こと を 知らざる な 

h^」 と は 君子 務ぃ 本の 章を講 やる 一 節で ある、 儒 敎衰頹 の 時運に 際會 して 能く 儒 
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學の 精神 を 維持せ しめお る 功績 は大 なる ものである、 最後に 儒 敎の根 本義た る 

仁に 關 する 講義の 一 節 を 示して、 如何に その 說 明の 巧妙に して 俚耳に 入り OS き 

論であった か を 知る の 便と しょう。 

蓋し 仁の 理は 生々 不レ 息、 只 だ是れ 1 個の 愛、 充満して 渗漏 なく 六合 四海 を 

包含して 猶ほ盡 くる ことなし、  先づ 近く 譬を 取て、 諸れ を^に 驗す 

るに 若 かす、 今 一縷の 髮も 之を拔 かんと すれば 總身股 栗す、 一針の 微 なる も 

膚を 刺せば 忽ち 痛 楚を覺 ゆ、 是れ愛 心の 惻怛 する 所な り、 其 躓いて 倒れん と 

すれば、 忽ち 手 を 以て 面膚の 土石に 觸る k を扦 ぐ、 繊鹿も 眼に 入らん とすれ 

ば 睫 を 塞いで 之 を 拒ぐ、 是れ皆 愛 心の 身 を 保つ、 其 働き 到らざる 所な し、 此 

満腔の 愛 心、 己れ に發 して 人に 及ぶ や、 其 親近なる より 先づ 父母 を 愛し、 妻 

子 を 愛し、 兄弟に 至り、 其 尊敬す るより 君 上 を 愛し、 國家を 愛し * 天下 衆 民 

に 及び、 鳥獸 器物に 及び、 其 大小 親疎、 本末 前後の 等差 ありと 雖も、 只 一 個 


の 仁愛 貫 穿し、 漏らさざるな，0^、 故に 匹夫匹婦 も此仁 あら ざれば 身修ら や、 

1 家 を 保つ こと 能 はす、 人君 大人 も 此仁を 離れて 天下 を 保ち 民 を 治む る こと 

能 はす、 其 始めは 只 一滴の 愛 心、 惻然靄 然と 發 して 其 極黠を 云へば、 宇內 

古今 內外 上下、 悉く 此愛心 を 以て 旺弱 覆幢 する に 至りて 猶 足らす とす。 (同 

上) 

一一、 中 村 敬 宇 

夭 保 三年 (一 八 三 二) 11 明治 廿四年 (一 八 九 一) 

西國 立志 編、 西洋 品行 論 等の 譯書を 以て 其 名 を 知られて ゐる、 (日本 儒 敎槪說 

1 一一 七 i  11 三 七ニ參 照) 夙に 洋學を 修め、 その 新 知識 を 以て 儒 敎の敎 義を闡 明し 

てゐ る、 此 人の 信仰に 就て は 故老の 談 に據れ ば、 耶蘇 敎を 信じ、 或は 佛敎を 信 

じ、 種々 に變遷 して ゐ るが、 結局 は 儒敎の 敎義を 信奉した ので ある、 幕末より 明 

治 年間に 至る 輓 近の 儒者と して 最も 注意す ベ き 人で ある、 其 思想 を 窺 ふ ベ き 遺 
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著 は 敬 宇 文集と 敬 宇 中 村 先生 演說 集との 二 書で ある、 今 その 文集の 中から 敬 天 

愛人 說を 摘譯 して 其 一 斑 を 示さう と 思 ふ。 

仲虺の 語に 曰 はく 欽んで 天道 を崇び 永く 天命 を 保つ、 說 命に 曰 はく、 明 王 は 

天道に 奉 若す、 詩に 曰 はく 天の 怒 を 敬し み敢 て戯豫 する 罔し、 孟子 曰 はく、 

其 心 を 存し其 性 を 養 ふ は 天に 事 ふる 所以 也、 張子 曰 はく 乾 を 父と 稱し坤 を 母 

と稱 す、 朱 子 曰 はく 古の 聖賢 を 見、 朝夕 只那の 天が 眼前に 在る を 見る 云々。 

(敬 宇 文集 卷三敬 天 愛人 說上) 

と、 以下 同じく 先賢の 言 を 引て 敬 天 愛人 說の 由來を 述べて ゐる、 而 して 下 篇に 

於て は 自家の 見解 を 次の 如く 述べて ゐる。 

天 は 我 を 生す る もの、 乃ち 吾が 父な り、 人 は 吾と 同じく 天の 生す る 所た. cv、 

乃ち 吾が 兄弟 也 • 天是れ 敬せ ざるべ けんや、 人 それ 愛せざる ベ けんや、 何 を 

か 天 を 敬す と 謂 ふ、 曰 はく 天 は 形な くして 知 あり、 質な くして ら ざる 所な 
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し、 其大 外な く 其小內 なく、 人の 言動 其昭鑒 を遁れ ざる を 論す る こと 勿れ、 

乃ち 一 念の 善惡 方寸に 動く もの 亦 其 視察に 漏れす、 王法の 賞罰 時に 及ばざる 

所 あり、 天道の 禍福 遲速 異なりと 雖も、 而も 抵る 所な し、 蓋し 天 は 理の活 な 

る もの、 故に 質な/、 して 心 あり、 卽ち生 を 好む の 仁な り、 人 此れ を 得て 以て 

心と 爲す、 卽ち人 を 愛する の 仁な り、 故に 仁 を 行へば 則ち 吾心 安くして 天心 

喜ぶ、 不仁 を 行へば 則ち 吾心 安から やして 天心 怒る、 夫れ 天 は 肉眼 を 以て 見 

るべ からす、 道理の 眼 を 以て 之を觀 る、 則ち 得て 見るべし、 天 得 て 見る ベ 

し、 則ち 敬せ ざらん と 欲す も何ぞ 得べ けんや、 古より 善人 君子 誠 敬 を 以て 己 

れを行 ひ 仁愛 を 以て 人に 接す、 境地の 遇 ふ 所に 隨 つて 職分の 當 然を盡 くす、 

良心の 是非 を 原ね て 天心の 默許」 合する を 求む、 故に 富 5! 貝 を 極めて 驕ら す、 

勳績を 立て、 矜ら す、 窮苦を 受けて 憂へ す、 功名 を跌 して 沮 ます、 禍害 を 被 

り阨 災を受 くと 雖も、 而も 快樂 の心爲 めに 少く 損せす、 此れ 豈に 常に 天眼 前 


203 


に 在る を 見る に 由る にあら す や、 天道の 信賞必罰 を 信す るに 由る にあら す 

や、 若し、 夫れ 天 を 知らざる 者 は 人と 爭ふを 知る のみ、 世と 競 ふ を 知る のみ 

智識 廣 ければ 則ち 一 世 を 睥睨し、 功名 成れば 則ち 眼中 人な く、 願 欲 違へば 刖 

ち咄々 空 を 書し、 禍 患へば 則ち 天 を 怨み 人を尤 む、 自； 5^ 自利の 念 心 胸に 塡塞 

して 人 を 愛し 他 を 利す るの 心、 毫髮存 せす、 此れ 豈に天 を 知らざる の 故に あ 

らす ゃ是に 由て 之 を 観れば、 天 を 敬す るは德 行の 根基な り、 ：： 何 を か 人 を 

愛すと 謂 ふ、 曰 はく 天 を 敬す、 故に 人 を 愛す、 吾が 同胞 を 愛する は 吾が 父 を 

敬す るに 由る、 誠に 思へ 我 1 人の 身、 人 を 離れて 獨立 する 者に 非す、 衆人と 

相 依る に 由つ て 吾生 を 安ん する を 得るな り * 今 夫れ 書籍の 心靈を 修養す る 所 

以の者 は、 衣食 居室、 百爾 器用の 身體を 保安す る 所以の もの は 皆 古今 來 衆人 

の 4 手に 成る、 而 して 我 必用の 者と 爲るは 則ち 我れ 他人に 由って 得る 所の 利 

滕げて 言 ふべ からす、 我れ 旣に利 を 他人に 受 くれば、 則ち 我れ 亦た 利 を 他人 
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に 施し、 彼此 相資 けて 以て 福； a を 造らざる ベから や、 是れ 人の 天職に 奉す る 

の 道な り、 人 を 愛せ ざらん と 欲す、 何ぞ 得べ けんや、 ：： 或は 曰 はん、 天豈 

に 愛すべ からす や、 人豈に 敬せ ざるべ からす や、 曰 はく 敬愛 離る ベから や、 

天 は 人よ. 0 尊き なり、 故に 敬 を 主と なす、 而 して 愛 其 中に 在り、 人 は 我れ と 

同等な， ft^、 故に 愛 を 主と 爲す、 而 して 敬 其 中に 在..^。 (敬 夭 愛人 說下) 

是れ實 に 彼れ の 根本主義であって、 敬 天 愛人 を 以て 儒敎の 主旨と なし、 自ら 之 

を 主張し、 且つ 之を實 行した ので ある、 尙ほ 彼れ の 演說集 を 見る と、 福德 合一 

の說を 述べて ゐる、 西洋の 學問を 修めて ゐた 人で あるから、 同じく 儒敎 の敎義 

を說 くにしても 他の 儒者と 異なって 理論 整然たる ものあって、 大に 吾等の 注意 

を惹 くもの が あるが、 今 之 を 詳細に 敍 ぶる 閑がない から、 以上 代表的の 1 文 を 

揭 ぐるに 止めて 置く。 
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第二 篇 陽 明學派 

■ 第一章 江 西學派 

第一 節 中 江藤樹 

慶長 十三 年 (一 六 〇 八) 11 慶安 元年 (一 六 四 八) 

1 、 學風 

藤 樹は陽 明の 學を 唱道す るの 前、 旣に朱 子學を 考究す る こと 年 久し かりし を 

以て、 全然 之 を棄て  >- 顧みざる こと を爲 さなかった、 卽ち陽 明 を 尊崇しても 決 

して 之れ に 偏す る 所なかった 人で ある、 曾て 或 人が 陽 明の 說是 にして 朱 子の 說 

非なる かと 問 ふた 時に、 

それ は 世俗 黨同伐 異の私 言に して 至當の 公議に あらす、 蓋し 程 * 陽 明 同じく 
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吾が 道の 先覺者 なれば、 その 結論 異なる が 如しと 雖も、 その 道 はこれ 同じ。 

(大 學考) 

と對へ てゐ る、 是を 以て 之 を 観れば 決して 偏狭なる 見解 を 有した 人で ない こと 

が 明かで ある、 その 取るべき は 朱 說も之 を 取り、 其捨 つべき は 王子の 說と雖 も 

尙ほ 之を排 して 撣ら なかった ので ある、 彼れ が 朱 王 二子 を 評せる 言に 「朱 子 は 

文に 廣 過ぎた るつ いえ あり、 學者理 學に近 く.. -て心 法に 遠し、 王子 は 仁に 過ぎ 

約に 過ぎて 異學 悟道の 流に 似た る こと あり」 と ある、 その 公平なる 態度 以て 知 

るべ し、 又 曰 はく、 

今 吾れ 古本 を是 とする 所 は 陽 明に 從ひ、 經傳の 差別 は 朱 子に 從ふを 見て 黨同 

の 私な きこと を 知るべし、 吾れ は 唯 其 至 當に與 せんと 希 ふの み。 

此 くの 如く 彼れ に 在って は 黨同伐 異の念 は 少しもな く、 學說の 異同に 拘泥す る 

を 以て 愚の 極な と爲 し、 た ん、 實踐 躬行 聖人の 旨を體 得する こと を 努めた 


207 


ので ある、 乃ち 書生に 示して 曰 はく、 

竊に惟 ふに 今の 人 學を爲 す は 唯々 記誦 詞章の み、 これ を 以て 吾が 道の 寄る 所 

言語 文字の 間 を 越えす、 愚 嘗て これ を薆 ふること 深し、 故に 聖人 立敎の 宗旨 

を 推 本し、 參 ふるに 白 鹿 洞规を 以てし、 條別 かくの 如くに して、 これ を楣間 

に揭 ぐ、 庶幾 はく は  一 二 同志と これ を 固守 カ行 せん。 (藤 樹规の 跋文) 

此の 文 は 種々 實 行すべき." 規約 を 設けて ある 後の 跋 である、 藤 樹の學 は 要する 

に實踐 倫理が 主で ある、 その 宇宙 を 論じ、 叉 だ 神靈を 論じて 哲學的 論議 をな して 

ゐ るの も、 亦た その 根抵を 固く せんが 爲め である、 故に 吾々 は 今 彼れ の 學說を 

敍べ るに 當て、 宇宙論の 如き 純哲學 上の 問題 は 暫く 之 を 避けて、 直ちに 彼れ が 

以て 道德 上の 根 本義と せる 孝道に 就て 述べ る ことにする。 

二、 學 說 

藤 樹の學 問 は その 事 a に K て 知らる.^ 如く 自ら 二期に 分る、 卽ち朱 子 學に據 
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れる 時代と 陽 明學に 據れる 時代と である、 時期の 長短から 言へ ば 勿論 前期の 方 

が 長い、 (三十 七 歳 陽 明 學を唱 へ、 四十 一歳 歿す) 然しながら 彼れ 自身の 本領 を 

發 揮して ゐ るの は 後期に 於て ある、 晚 年に 至って 朱學に 據れる 時代の 學說を 

自ら 訂正して ゐる所 を 観て も 其眞意 那邊に 在る か 知ら る、、 例へ ば 「佘嘗 信 二 朱 

學 1 命- -汝 輩- 專以ニ 小 學-爲 二 準則 X 「始 知-其 拘泥 之甚 -矣」 とい ひ、 或は 「問答. 中、 

儒 佛を論 やる 所の 如き、 今 之を讀 むに 其 理正當 を 得ざる こと を覺 ゆ」 とい へ るが 

如き、 何れも 其 朱 學に據 れる說 の 誤 を 自ら 表白せ る 言で ある、 實に 彼れ の學說 

は 前半期に 於て は 破邪の 方面が 不十分であった、 後半期に 於け る 主張 こそ、 眞に 

彼れ が顯 正の 意見と して 注意す ベ きで ある、 今先づ その 孝道に 就て 述べ よう。 

(ィ) 孝道 論 

孝に 關 する 彼れ の 見解 は、 前後 二期 を 通じて、 終始 一 霣變 する 所な き 大切な 

る 思想で ある、 卽ち 彼れ は 孝 を 以て 世界の 根本原理 なり 考へ、 諸德の 依て 出づ 


る 根源 こ.^ に 在りと 爲 すので ある、 その 著孝經 啓蒙に 孝 無二 終始 一の 條を 解して 

孝 在 一一 混沌 之 中 r 而其生 無 レ始、 推 一一 之 后 生 一而 無二 朝夕 f 無二 時 非 一， 孝 也、 無レ所 

レ 不.， 在、 無い 所い 不ぃ 通、 生生 無 終、 須臾 不ぃ 可， 離 者 也。 

i いひ、 或は 莫ぃ大 い 於.， 孝の 條を 解して 

孝 德全體 充，， 1 塞于 ニ大虛 f 大虛 廖廓而 無、 莫大 之義、 不っ 一一 一 n 而照 照矣。 

. といへ るが 如き 皆 孝 を 以て 先天的に 世界に 實在 する 根本原理 となし.' ^理 道德 

の 根源と なす 意見で ある、 これに 就て 尙ほ翁 問答の 一節 を讀 まば、 一 厨 その 意 

が 明瞭と なる であらう。 

元 來孝は 太虚 を もって 全體 として、 萬 劫 を へても おは なく 始 なし、 孝の な 

き 時な く、 孝の なきもの なし、 全 孝 圆には 孝の 體段 となして、 てんち ばんぶ 

つ を そのうちの 萠芽と なせり。 かくの ごとく 廣 大無邊 なる 至德 なれば、 事 

苎 萬 物のう ちに 孝の 道理 そな はらざる はなし。 就中、 人 は 天地の 德、 一 物の 靈 
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なる ゆへ に、 人の 心と 身に 孝の 實體 みな そな はりた るに よ， 9、 身 をた て 道 を 

おこな ふ を もって 工夫の 要領と す。 身 を はなれて 孝な く、 孝 を はなれて 身な 

き ゆへ に、 身 をた て みちをお こな ふが 孝行の 總領 なり。 (翁 間 答卷之 一) 

實に 藤樹に 在って は、 孝 は廣大 無邊の 世界的 實在 にして、 萬 物 之れ に 依て 生じ 

人倫 之れ に 依て 立つ ものと 考へ るので ある、 而 して 孝 は 吾人の 身に 先天的に 伏 

藏 する ものにして、 其 生長す るに 至って は、 卽ち 我が 德性 となり 我が 良知と な 

つて 顯 現す るので ある、 此の 德 性と いひ 良知と いふ も、 實に 我が 父母 遺 體の天 

眞に 外なら ない ので あるから、 之 を 尊重して その 發達 養成に 努 むる ことが、 卽 

ち 我が 父母 を 敬愛す る 所以で あると 論 やる ので ある、 彼れ 曾て 或 人に 向って 大 

孝と 小 孝との 區別を 論じて 小體を 以て 親に 事 ふる を 小 孝と いひ、 大體を 以て 親 

に 事 ふる を大 孝と いって ゐる、 所謂 小 體とは 身 體髮膚 のこと で、 大體と は 仁義 

躞智卽 ち德性 をい ふので ある、 乃ち 曰 はく、 


身體德 性、 皆受 n 之 父母 『 而非， -, 己 所，， 私有！ 本 皆 父母 也、 故 以，， 情愛 I 謹い 身、 

則 順 ビ親亦 以_| 情愛 r 所謂 順 二 情識之 父母 1 者 也、 尊 _,德 性 I 修ぃ 身、 則 順い 親 亦 以-ー 

德性 I 所謂 順，, 靈明之 父母 一 者 也、 是以孝 經以， i 嚴父配 天 I 爲， I 大 孝" ハ 中庸 以， I 明 

善 誠 身- 爲 n 順 V 親 之 道"； (藤樹 先生 遺槁卷 二)  - 

彼れ は此 くの 如く 我が 德性を 養 ふ を 以て 眞の 孝道 卽ち大 孝と なすので あるが、 

. 吾々 の 父母 は 又た その 祖先の 遺體を 受けた る なれば、 その 本源 は 卽ち之 を 天地 

神明に 歸 せざるを得ない、 故に 我が 父母 を 敬愛す る 狭義の 孝が 擴大 された る 時 

は、 卽ち 天地神明 を 敬愛す る 所以であって、 所謂 物 我 ー體の 境地に 達する もの 

となした。 

身 之 本 父母 也、 父母 之 本、 推い 之 至 U 始祖 f 始祖 之 本 天地 也、 天地 之 本大虛 也、 

擧 n 一  祖 I 而 包-父母 先祖 天地 大盧. ； (孝經 啓蒙) 

n 一  の說 は、 孝經の 無レ念 ニ爾祖 1 傘，, 修厥德 I と いふ 條 下の 言で ある、 或は 翁 問答に は 


更に 之 を 詳細に 述べて、 

さて 元來 をよ くお しき はめて みれば、 わが 身 は 父母に うけ、 父母の.^?-は天地 

にうけ、 てんち は大虛 にうけた る もの なれば、 本來 わが 身 は大虚 神明の 分身 

變 化なる ゆへ に、 大虛 神明の 本體を あきらかにして うしな はざる を 身 をた つ 

ると 云な， 0  0  (翁 間 答卷之 一) 

とい ひ 或は 

わが 心の 孝德 あきらか なれば、 神明に 通じ、 四海に あきらかなる ゆへ に、 て 

ん ちばんぶ つ みな わが 本心 孝德 のうちに ある もの 也。 まよ へ る 人 は 心 は 身の 

うちにば か， 0 あると 思へ ども、 根本 は 心の 內に 生れ 出た る 身なり、 しかる ゆ 

へに さと， 0 たる 眼に は內外 幽明 有無の 差別な し。 (同 上) 

と 論じて ゐる、 孝 を觀る こと 此 くの 如き、 廣大 無邊の 意味に 於て する もの 我が 

儒學 者中獨 り藤樹 あるの み、 藤 樹は實 に 孝經を 重んじ 孝を說 くこと 亦た 他に 例 
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なき 熱心 を 以てして ゐ るが、 我が 國民 道德の 誇た る忠に 就て は 甚だ 简に 過ぐ る 

傾が あるの は 何故で あらう か、 蓋し 彼れ は 孝 を 以て fm 行の 甚と觀 るので あるか 

ら廣 大無邊 なる 孝德は 固より 忠を 含有す る ものと 考へ たので ある、 孝經 啓蒙に 

ま、 

忠本孝 中 之 一 端、 故 所， -, 以 事-家人 餒 君-之 敬、 所，， 以 敎，， 臣也、 經曰以 い 孝 事レ君 

則忠、 此意 也、 

とい ひ、 更に 翁 問答 を 見る に、 

君の 恩 は 親の 恩に ひとしく、 廣大 なる 恩德 なり、 忠臣 は必ャ 孝子の 門より 出 

づ る もの なれば、 孝德の 明かなる もの は必ゃ 戰陳に 於て 武篇 を勵み 武功 を 立 

つる ものな り。 (翁 問答 卷之 三) 

と說 いて ゐる、 これ 卽ち 忠孝 一 本の 旨 意なる こと 明かで ある、 然 かも 彼れ は 孝 

を 以て その 极 源と 觀 るが 故に 專ら 孝を說 くに 意 を用ゐ たので ある。 之 を 要する 
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に 彼れ は 孝 を 以て 天地人 三才の 至德要 道と なし、 學 者の 業た ど 孝を學 ぶに 在り 

となす ので ある、 而 かも その 孝なる もの は 本と 我が身に 伏藏 する もの、 卽ち 身 

を 離れて は 孝な しと 說き、 孝 を はなれて 身な しと 說き、 その 極致 は 天地神明に 

事 ふ る 所以の 道と な る  > と をカ說 する の で ある。 

(口) 良知 說 

彼れ が 陽 明學を 信奉して 後ち 天下に 鼓吹した るに 陽 明の 良知 說 である、 今 道 

德 上の 良知 說を敍 ベ ん とする に當 て、 先 づ哲學 上 及び 人性 論 上に 於け る 良知の 

見解 を 示す こと 、する。 

W 哲學 上の 良知 說 

籐樹は 宇宙論に 於て 一 元 的 世界 觀を 有って ゐた、 卽ち 宇宙の 本質 は 無 極に し 

て 太 極、 至誠に して 至 神なる もので、 今日の 語 を 以て 言 は 义 世界 精神と も稱す ベ 

きもので 之 を 上帝と 名付けて ゐる、 而 して 此の上 帝 を 差別 的 方面より 觀 れば理 
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氣のニ 元で ある、 理は 心に して 氣は其 形で ある、 其 心 卽ち萬 物の 性 を 成し、 其 

形 卽ち萬 物の 形 を 生す、 形 は 分れて 種々 異なる も、 心 は 分る、 とも 異なる 所がな 

い、 換言すれば 世界の 差別 相 は 其 形を享 けたる ものなる が、 其 心を享 けたる 所 

よ 6 觀れば 平等の 相 を 示す ものであると 言 ふので ある、 此の 黠は 要するに 朱 子 

學 の理氣 論と 同じで、 世界 は理の 方面から 觀れば 平等で あるが、 氣に 由て 稀々 

の 差別 相を呈 するとい ふので ある、 然しながら 藤樹は 更に この 理氣ニ 元 を推究 

して 遂に 之 を 上帝の 一 元に 歸 せんとして ゐる、 彼れ が 理と氣 と を 上帝の 屬 性の 

如き ものと 見 倣して ゐる所 は スビノ ザ が實體 (substance) の 下に 物質 (body) と 

精神 (mind) と を 置いて ゐる考 へと 似て ゐ るが、 藤樹 は， ヒ^の 如く 精神と 

物質 以上に 別に 實體を 立てる ので はない、 寧ろ 理と氣 とが 合して 上帝と いふ 本 

體が 成る ものと 爲 すので あって、 理氣 以外に 上帝が 在る とい ふので ない、 卽ち 

同一 の 世界 も 差別と して 観れば 理氣と なり、 平等と して 觀れば 上帝な b と 言 ふ 
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ので ある、 

太虚 天地人 物 一 貫に して 分 殊す譬 へ ば 一 樹の 根幹 花實 枝葉の 分 あるが 如し。 

(明德 圜說) 

心に 統體 の總號 にして 太 極の 異名な り、 理氣を 合し、 性情 を統 ぶ、 一身に 主 

たりと 雖も、 其實は 天地 有形の 外に 通じ、 其大 外な く、 其小內 なし、 卽ち造 

化の 天 我れ に 在る を 得る ものな be  (同 上) 

以上の 語に 依て 彼れ の 一 元 的 世界 觀は 唯心論の 立脚地に 立って ゐる ことが 知ら 

る，， であらう、 此の 唯心論 的 見解が 彼れ の學說 全體に 通じて 其所說 を髙尙 幽遠 

ならしめ てゐる 0 

彼れ は此 くの 如くして 上帝 を 以て 世界の 實 在な，..' と 認め、 遂に は此 上帝 を 人 

格 化して 神と 觀 るに 至り、 一種の 宗敎的 道 德を唱 へて ゐる、 卽ち 上帝なる 神 は 

世界に 遍在して、 常に 人類の 善 惡行爲 を 監視して ゐ るので あるから、 吾々 は 上 
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帝に 奉持す るに 持 敬の 念 を 以てしなければ ならぬ、 而 して 彼れ は 此の上 帝 を, 

我と いひ、 吾人の 心內に 來.. > 宿れる 所の もの を 別 我と 稱し、 此の 別 我 は 則ち 吾 

が 良知で あると 論す るので ある、 卽ち 吾々 の 有する 良知 は 上帝の 有限 的 部分的 

顯現 であるから、 自反 愼獨の 工夫に よりて、 存養 省察 をな し、 此の 良知 を擴充 

して 行けば、 遂に は 上帝と 合體 して 內 外の 別 を 徹し、 卽ち 聖人の 境域に 達し 得 

る ものと 爲 すので ある。 

S 人性 論 上の 良知 說 

次に 人性 論の 上から 如何に 良知 を觀 るかと いふに、 前述の 如く 宇宙 本質の 差 

別 的 方面 は 理氣ニ 元であって、 其理は 性と なり その 氣は 形と なる、 然るに 理に 

完全なる ものと 然ら ざる ものと あり、 氣 にも 亦た 正眞の ものと 然ら ざる ものと 

ある、 而 して 人類 は 此の 完全なる 理 と正眞 なる 氣 とに 依て 成る ものである、 卽 

ち 人間 を 以て 萬 物の 靈 長と いふの は 是 れが爲 めで ある、 人類 以外の 生物 も 亦た 
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理氣 一 一元より 成る ものた る こと は 勿論で あるが、. 不完全なる 理氣 より 成って ゐ 

る、 卽ち 人類の 如き 靈覺を 有しない 所以で ある、 而 して 同じく 人類 中に 在って 

も 聖人と か 凡人と かの 區 別が あるの は、 其の 顯 現の 程度 卽ち 天よ b 享 けたる 良 

知の 發揮 如何に 依て 生す るので ある、 聖人 は 人の 神明なる もの、 凡人 は 聖人の 

未だ 開けざる ものである、 然しながら 人類 は 等しく 同根より 出づる ものである 

から 其價値 は同檨 でなければ ならぬ、 然 らば 君子 小人の 別 ある は 如何と いふに 

持 敬慎獨 以て 天賦の 良知 を 十分 發揮 すると 然ら ざると に 由る ので ある、 所謂 良 

知と は 其 本質 は 世界の 實 在であって 先天的に 存在す る ものである が 、 其 經驗的 

方面から 觀れば 我が 方寸 中に 在つ て 吾が 行爲の 規定 を爲す ものである、 藤樹は 

此の 我心の 良知 を 佛敎の 如來に 例へ てゐ る、 中 川 氏の 母に 與 へた 書簡 中に 「心 

の 中の 如 來を拜 しおま はん 事」 といって ゐ るの は卽ち 良知の 發 見を勸 めて ゐる 

ので ある。 
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之 を 要するに 彼れ は 良知の 道 德性を 三方 面から 觀 るので ある、 卽ち 世界の 本 

體 としての 良知 は 善惡を 超越せ る もの、 經驗界 に 於け る 良知 は 善なる もの、 然 

るに 良知が 意慾の 爲 めに 蔽 はる 所 あるから 惡 なる もの 生す と爲 すので ある、 

尙ほ 藤樹の 著書 を讀 むと 種々 の 方面から 良知 を觀 察して 稲々 の 異名 を 付けて ゐ 

る、 例へば 天理、 本心、 機、 道心、 眞言、 誠、 獨、 明徳、 中、 孝、 天 君、 道、 說樂 

光明 等の 如き、 何れも 良知 を說 明す る に 異な る 立場から 用ゐた 名目 で あ る 

^ 道德 上の 良知 說 

以 上述ぶ るが 如く、 所謂 良知 は 各人の 先天的に 具有す る もみであって、 其 本 

質 は神靈 的の もので 宇宙の 實在 である、 故に 良知 は 如何なる 隱微の ものと 雖も 

常に 知得して 波す ことがない、 之 を 欺かん とする も 欺き 得ざる ものである、 故 

に 吾人 行爲の 善惡の 標準 は 之 を玆に 求めねば ならぬ、 卽ち 良知に 率 ふ を 以て 善 

となし， 良知に 違 ふ を 以て惡 とすべき である、 良知 は實に 善惡の 標準で あると 


一  いふの が、 彼れ の 意見で ある、 一尾 氏に 答 ふる 書に 左の 如く 之 を 言って ゐる、 

2 一 

善に 難い 遷惡 に墮 落な され やすき 旨、 是れ意 念の 自欺 故にて 候。 良知 寂然 不 

動の 眞を 御體認 なされ 存養被 遊 候 はば、 其 病 痛 自ら 除 可 * 候 * いかんと なれ 

ば 良知 卽善 にて、 良知に 至れば 善 常に 心の 主たり、 意 念 は 時々 往來の 客 慮な 

o〇〇〇〇o〇o〇〇o 〇 〇〇o〇〇〇ooo〇〇〇o〇〇 

る 故にて 候、 事の 上に て善惡 を 御 定被レ 成、 そ の 適莫の す、 みより 御體認 な さ 

000 つ 〇〇〇 00000000000000030  〇〇〇〇〇〇 o〇 

れ候 故、 善に は 難 レ遷惡 に は牽れ やすきと 思 召 かと 令 察 候、 良知 を 善の 本體と 

〇c〇〇〇〇oo〇〇oooooooo  〇〇〇〇o〇〇o 

して 良知 そむく を惡の 本色と する 精義 を、 よく 御 辨可被 成 候。 (藤 樹 先生 書簡) 

蓋し 彼れ に 在って は、 善惡の 標準 は 我が 良知より 外にない、 事 上の 跡より 善惡 

を 判じて はいけ ない、 卽ち 動機 を 主として 事跡 卽ち 結果 を 重視 しないの である 0 

田邊 某氏に 答へ た 書簡 中に も 「善 惡の實 體は心 上に ありて 事跡に あらす、 一念 

良知に 至る を 善と し、 一 念 道に 離る-^ を惡 とす」 と 論じて ゐる、 其 倫理 說に於 

て 動機 論者なる こと 以て 知るべし である。 
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彼れ は此 くの 如く 良知 を 以て 道德の 根本と なすが 故に、 人 は 常に 此の 良知 を 明 

にせざる 可らざる こと を 主張す る、 卽ち 何人も 此の 良知 を 有する が 故に、 其 良 

知 を 明かに すれば 卽ち人 皆 以て 鑒 人 たるべし、 然るに 君子 小人の 別 ある は、 此 

の 良知 を發 揮す ると 否と に 由る ので あると 言 ふので ある、 而 して 所謂 惡の 淵源 

に 就て は 意 念 を 以て 之を說 明し てゐ る。 

意 者 百惡の 淵源 也。 (大 學考) 

と、 卽ち意 念 を 以て 惡の 起源と 爲 すので ある、 而 して 玆に意 といって ゐ るの は 

卽ち 人心 又は 人欲の ことで 之 を 凡 心と もい ふ、 此の 意 念に は 習 心、 好惡の 執滯、 

是非の 素定、 名利の 欲、 形氣の 便と いふ 五 病が ある、 此の 五 病 を 除却す るの ェ 

失が 最も 大切で ある、 五 病に して 除却 されん か、 卽ち滿 腔 子 皆 良知と な，. >、 眞 

樂惺々 たる ものが あると いふので ある、 彼れ は 此の 良知 及び 意 念の ^在に 就て 

は 次の 如き 譬喩 を 以て 說 明して ゐる。 
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一 念 良知に いたる とき は、 滿腔子 皆 善 なれば、 散對 すべき 惡 なし、 一 念 道 を 

はなる、 時 は、 腔 子 裏 皆鬼窟 となって、 退治の 主人 櫂 を 失って、 征伐の いき 

ほひな し、 これにて 善 惡の合 戰の覺 あやまり なること を 御 辫可レ 有 候、 學術を 

しら や 主人公の 守な き 方寸 を 辻堂に たと へ 申 候、， 辻堂 は 主人な き 故に、 あると 

き は 貴人 高位 も 腰を褂 たま ひ、 或 時 は 乞食 非人 もね おきの 宿と し、 叉 或 時 は 狐 

狸 蛇蝎の 粞 ともなる、 その 如く 主人な き 方寸に は、 往來 寓居の 者 は、 貴賤 所 を 

ハ爭ふ を 善惡の 合戰と 御覺候 かと 推量 申 候、 この 寓居の 者 は、 貴賤と もに 覉旅 

の あだ ものに て 候 間、 盡く御 返 出し 候て、： W 堂に たと へ たる 方寸の 內に 光明 赫 

卖 たる 本尊 まし まし 候 間、 それ を 御 さがし 候て、 此堂の 主と 御定候 はく、 何 

れの もの も 近付 申 間 敷 候、 此 本尊 無上の 威力 まします 故にて 候。 ハ藤樹 先生 書簡 リ 

我が 方寸 元と 虛な るが 故に、 良知に して 此の 虛を 守ら すん ば 意 念 忽ち 來 りて、 

之 を 占有す る こと、 恰も 守 人な き 辻堂が 來 往の途 人が 休憩に 一 任す るに 同じ、 
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故に 吾々 は 意 念の 五 病 を 除却 すれば、 心 自ら 虛明 中正と な，.^、 虛明 中正と なわ 

ば卽ち 良知の 實體 自ら 呈 露して、 常に 安樂 坦蕩の 人と なること が出來 ると いふ 

ので ある。 

(二 修養 論 

善惡の 標準 旣に 良知に 在，.^ とい ふので あるから、 吾々 修養の 工夫 は 〈良知 を 

發揮 する ことに ある こと 自ら 明かで ある、 然るに 前述の 如く、 意 念の 五 病 は 吾 

人の 良知 を蔽ふ ものであるから、 吾々 は 此の 意 念 を絕滅 しなければ ならぬ、 然 

しながら 藤樹に 在つ て は 彼の シ ョ ー ペン ハク ェ 〃の 如く 意志 消滅 を唱 ふるので 

はない、 意志 は 之 を 消滅 せんとしても 不可能で ある、 故に 彼 はかう いつ てゐ る、 

〇 〇 〇 〇 0 

我 かに 此意 を絕 つべ から や、 徒に 無くせん として は 無くなら や。 誠にす るに 

よ， 0 て 無くなるな り。 (大 學抄) 

實に 人間 生命の ある 以上 は 此の 意志 を絕滅 する こと は出來 ない、 故に 彼れ は敢 
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て 意志 を絕っ ベ しと 言 はす、 意 を 誠にす ベ きを 說 くので ある". 彼れ の 修養 論の 根 

本義 は實に 此の 誠意の 工夫に 在る、 誠意の 工夫に は 致 知 格 物 を 要す 故に 曰 はく、 

格 致 は 誠意の 眼目、 入德の 門戶、 聖 となる の途 轍、 學者カ を 用ゐ、 手 を 下す 

の實 地、 聖 學の始 をな し、 終 を 成す 所以な り。 (大 學考) 

又た 曰 はく、 

致 知 格 物の 外 更に 工夫な し、 所謂 天下 第 一 等 人間 第 一 義の事 別路の 走る ベ き 

なぐ、 別事の 做すべき なくして 易簡 直截なる こと 分曉 なり。 (大學 解) 

彼れ は此 くの 如く、 大學の 致 知 格 物 を 重視して ゐる、 致 知 格 物の 四 字に 就て は 

古 來異說 ある も 藤 樹の說 く 所 は 左の 如し、 

格と は 正、 物と は視聽 言動 思の 五 事、 致 は 至る とい ふ義 にして、 知と は 良知 を 

指して いふなり、 天下の 事 萬 端な りと 雖も、 五 事 を不ぃ 離、 五 事な き 時 は 萬 事 

息む、 五 事 は 萬 事の 根本、 善 惡の棍 機 也、 故に 五 事 皆 良知に 率って、 天下の 


事 善なら ざるな し。 (大 學考) 

之 を 要するに 視聽 言動 思の 五 事 を 慎み 正して、 念々 良知 を 離れ や、 意 を 誠にし 

て、 物欲の 爲 めに 動かされ やん ば、 則ち 我が 良知 をして 固有の 光を發 揮せ しむ 

る ことが 出來 ると いふので ある。 

( 二 ) 神道 論 

日本 陽 明學の 特色 は、 何れの 學者も 皆 神道 を 主として 之 を 尊崇し、 儒道 はた 

だ その 說明 に過ぎない とする 所に 在る、 藤樹は 固より、 後世に 及んで は 益々 此 

の 特色 を發 揮して ゐる、 今 藤樹が 唱道す る 神 儒 一致の 思想に 就て、 その 槪要を 

述べ て 見よう。 

彼れ 以爲 らく 神道と 儒 敎とは 其 旨に 於て 自ら 一 致して ゐる、 神道 は 正直 を以 

て體 となし、 愛敬 を 以て 心と なし、 無事 を 以て 行と なす • 而 して 此の； 止 直、 愛 

お- 敬、 無事の 三者 は 中庸の 所謂 知 仁 勇の 三德 に相當 して ゐる、 正直 は 知、 愛敬 は 
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仁、 無事 は 勇で ある、 彼れ は 更に 此の 知 仁 勇の 三德を 我が 三種の神器と 比較し 

て 左の 如く 論じて ゐる。 

神の 代に は 未だ 文字 も 無 かりし 也、 象と いふ もの ありて、 人の 德を象 ど. 、敎 

- をな し 給へ り、 上古の 書 典な り。 (中略 )o 夫れ 心 は 形 色な く聲 臭な く、 生々 と 

して 遠近 內外 なし、 然れ ども 此 心の中 三の 德 あり、 能く 萬 事 萬 物 を 照し、 喩と 

して 辨へ すと いふ 事な し、 薄々 淵 泉に して、 時に 之 を ffi すの 德 をば 鏡 を 鑄さ 

せて 之に 象り 玉へ り、 神明 不測に して 私な く、 寬裕 溫柔、 慈愛の 德 をば、 玉 を 

磨かせて 之に 象り 玉へ. y、 人 は 萬 物の 長 なれば、 天下に 恐るべき ものな く堪 

忍の カ强 くて 物 を 破らす、 神武に して 不 殺の 德 をば 劍 をうた せて 之に 象り 玉 

へり、 唐土の 聖人 は 之 を 知 仁 勇と 名付け 玉へ h>、 天地の 神道 は倭漢 同じ 事な 

. ：: 我が 朝の 神皇の 象と、 唐土 聖人の 言と 符節 を 合せた るが 如し、 故に 

舯道に深き者は儒道を借らでも心法明に政敎備はれ..^、 況んゃ 異端 を や、 易 


簡明白至れり盡せ.^0  (神道 大義) 

神道 大義 (或は 大意と も 云へ り) の 書、 或は 以て 熊澤蕃 山の 著と 爲す 人が ある、 

然しながら 假 りに 蕃 山の 著作と 爲すも 藤樹蕃 山の 二人が 神道に 樹 する 考へ は 同 

1 である、 蕃山は 他の 方面に 於て は 藤 樹の說 と 異なる 意見 を懷 抱せ しも 神道 論 

に 於て は 全然 藤樹の 遺敎を 奉じ 尙ほ 一 層 之 を 敷衍して 神 儒 一致 說に滿 足せ やし 

て、 遂に 敬神 卑 儒の 思想にまで 進んで ゐる、 これ は 後ち に 至って 述べる ので あ 

るから、 今 はたぶ 藤樹の 神道に 關 する 意見の 耍 旨を敍 ベる に 止めて 置く、 此の 

神道 尊崇の 思想 は、 藤樹 以後 日本 陽明學 派の 一 大 特色と なって 發展 して 來たこ 

と は 特に 注意すべき である。 

【著書】 

中 江藤樹 文集 1 撒 (有朋 堂 文庫 第 一 辑) 

Itl (此 書の 內容は 翁 問答、 鑑草、 藤樹 先生 精 言、 文武 問答、 藤樹 先生 遺稿、 藤 


樹 先生 書簡 雜 著の 六部 を收 む、 最も 學 生に 便な b、 尙ほ 日本 倫理 彙編陽 明 

學 派の 部に は 翁 問答 五卷、 藤樹 遺稿 ニ卷、 藤樹 先生 書簡 維 著ー卷 (三 宅 石 

菴 校訂 本) 藤樹 先生 學術 定論 ー卷 (石 河定源 著) の 四 部 を收载 せる を 以て 

此 書に 據るこ とも 亦た 頗る 便なる こと を 忘る ベから す) 

孝經 啓蒙 一 卷 

此書は 甘雨亭 叢書 第五 集に 收载 さる。 

論語 鄕黨翼 傳三卷 (寬保 二 年 列) 

國 譯孝經 一 卷 (大正 十四 年 杉 浦 親 之 助 氏の 孝經五 種の 一 として 刊行 さろ) 

學庸解 一 晋 (享保 十三 年刊) 

論語 解 1 册 S 本) 

藤樹の 述作に 係る ものと して 尙ほ此 外に 多々 あるべ きも 岡田季 誠の 編纂せ る 

籐樹 先生 全書 三十 五卷 (寫 本) 及び 明治 廿六 年の 刊行に 係る 藤樹 全書 4- 卷 (志 


村巳^-助齋藤耕三共編) あれば 此 等に 據 つて 其 大體を 知り 得べ し、 因に 後者 

は 多少の 誤謬 あれば 前者に 據るを 可とす。 

貞享 三年 (一 六 八 六) 

一、 學說 

岡 山は蕃 山と 違って 熱心に 藤 樹の學 を 信奉し、 一意 惠 心た、. -く江 西 學の普 

及に 努め、 先師の 遺 意 を 祖述す る こと を 以て 其 任と したので あるから、 彼れ 獨得 

の 思想と いふ もの は、 其 遺著に 依て 見出す こと は出來 ない、 然しながら 藤樹の 

敎義を 自ら 信奉して 得た る實踐 上の 工夫に 至って は 見る べき ものない ではな 

い、 卽ち 如何にも その 敎義を 平易に 親切に 說 いて ゐる、 所謂 心學 道話の 類に 等し 

い 所が 多 い 、今 その 遺著 書簡集の 中より、 その 重 なる 勲を 摘錄 する こと. - する。 

お 一  (ィ) 致 良知 を 以て 學 問の 根本と 爲す、 


^ 彼れ は 人生 究竟の 目的 を 以て 致 良知の 三 字に 歸 して ゐる、 所謂 聖 凡の 區別も 

2 

亦た こ \ に 在りと 爲す、 卽ち 良知 を 致して 本 來の明 德を發 揮せ る ものが 聖人で、 

舊 習に 拘へ られ てこの 本然の 良知 を 明かに 爲し 得ない のが 凡人で あると いふの 

である、 固より これ は 藤 樹學の 精神であって、 彼れ の 首唱で ない が、 巧妙なる 

譬喩 を 以て 之を說 明す る 所、 ー讀、 人 をして 首肯せ しむる に 足る ものが ある。 

近日 之 御 受用底 御 勢に 被 任 所詮 生涯の 業と 被 思 召 候 位、 一 段 殊に 存候、 吾人 

致 良知と 申 三 字に て 敎處も 學處も 不殘相 聞 候へ 共、 暫 こまやかに 手 を 下處を 

可 申 候 者、 吾 儒 聖人 最初に 一 念の 發起、 天下 利濟、 萬 々歳の 人民 を惠 む心不 

淺 より 起た る 由、 先賢の 御發 明に て 候へば、 未 學の者 も 此位を 一 つ 期 事に 申、 

然も 畢竟 は 自己の 安堵 をつ、 まる 事に 候、 自己 安堵 なれば 自萬物 を 愛敬す る 

心 起る 事に 御座 候、 譬 へば 我 身に 甚 疼痛 するとき は 他人の 痛 を 翁 事 疎 也、 自 

己 痛な きとき は 他人の 看病 不 疎略 か ことく、 自己 安堵 なれば 天下の 憂 を 常に 
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不レ 忘た とへ 申 も をろ か 第一 一義と 可 被 思 召 候、 先づ 右の 手段 を 主意と して 心 術 

を勵 み、 若人 欲 起.^ 良知 をく らまし 候 時 は、 見解 對算、 其 病に よ，.^ て 返 治 可 

有 之 事 勿論に 御座 候、 其 中 欲と 申に も 自然なる 所 御座 候、 學者 誤て 其 自然 を 

も 不辨、 一向に 絕んと 技倆 を 以て 勵み候 故、 還而 進む ことなく 返：？ 仕義 誠に 

勿體 なく 事に 御座 候、 ：： 籾より 一 念萠 すを甚 人欲と 厭 候へ ば いつまでも 凡 

心不 免と、 我 身 を 見限り 却て 進むな く 墮落仕 もの かと 存候、 時の 勢と 心得て 

其 處に念 不レ滯 は 心 上の 障りに 不成 ものに 御座 候。 (中略) 本來 明らけ き.. さに は 

月の 在 なれば 蹈ま かふべき 道 無 之 候へ 共、 目 を 蔽雲有 故に 迷の 甚く 候、 聖域 

と 凡夫 之 違は舊 習と 全不染 との 分ち のみ、 然は 色々 の 習 も能辨 知て 其 根を斷 

P 已に 御座 候。 (岡 山 先生 誊簡卷 上 答都筑 氏) 

岡 山 書簡集 は 僅か に寫 本と な つて 稀れ に傳 はって ゐ るので、 誤 寫も隨 分 多 い こ 

と.^  © はれる、 右の 文中に も 二三 脫字 など ある やうで あるが 大體の 意味が 分る、 
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而 して 如何に も實際 の 修養に 苦心して ゐ たこと が 推察 出來 る 、 書簡集 を 通 霞す 

ると 君子 小人の 區 別に 就て は、 君子 は 世の 治亂を 慎みて 軀殼を 忘れ、 小人 は軀 

殼に滯 つて 世上の 治亂を 忘れる ものであると； i じ、 或は 世上の 學者を 評して 「 今 

倩々 學 者の 器量 を考 ふるに 初學 より 世 を 憤る 程の 學者は 稀に して、 皆 一 身の 受 

用と 計 成 候 故少合 § ー參候 程に かしこく 成 候て 便利、 逞く、 しかも 樂を 求め 候故少 

かまへ に 成」 とて 大に學 者の 不見識 を 笑 ひ、 苟も 聖學に 志す もの は 初より 天下 

國 家の 事 を 念頭に 置かざる 可らざる こと を 論 やるな ど、 觀 るべき 說多 きも、 耍 

は 藤樹學 を敷演 して ゐ るので あるから、 今 はこれ 以上 述べる こと を 省略し、 直 

ち に 日 本 陽明學 者と して 最も 有名に し て、 且つ 日本の 學界 に 貢獻す る 所 多大で 

あった 熊澤蕃 山の 說に 移って、 之を說 明す る ことにしよう。 

第 II 一節 熊 澤 蕃 山 

元 和 五 年 ( 一 六 一 九) 11 元 祿 四 年 ( ニハ九 一 ) 


一、 學 0 

蕃 山の 學 風に 就て は、 拙著 「日本 儒敎 槪說」 に 於て 稍々 詳しく 說 明して 置い 

たから、 こ、 では 耍點 一の み を 記述す る ことにする。 籐樹の 歿後、 江 西の 學はニ 

派に 分かれて 來た、 卽ち自 反 慎獨の 工夫に 力 を 用ゐ、 奪ら 個人 道德の 方面 を 高 

. 調す る 淵 岡 山の 一 派、 之 を 省察 派と 稱 する、 他の 一 は 1* ら國家 社 曾の 經綸を 主 

. とし、 公共 的 &理を 唱道す る蕃 山の 一 派、 之 を 事 功 派と 稱す るので ある、 岡 山 

は 藤樹の 直系と もい ふべ きもので あるが、 蕃山は 江 西の 學を 出で、 更に 事 功の 

一派 をな した 人で あるから、 時に 江 西の 學を 批評して、 敢て 忌憚す る 所な かつ 

た、 その 著集義 和書 卷 十一 に は、 その 功過 を 論じて、 

尤も 少し は 益 も あるべ けれども、 害 もまた 多し、 しかと 經傳 をも辨 へす、 道 

の 大意 を もしら で 管 見を是 とし、 異見 を 立て >• 聖學 とい ひ、 愚人 を 導く も 出 

|ー  來ぬ、 江 西 以前に は此 弊な かりし なり。 


^ と 言って ゐる。 その 江西學 に慊焉 たる 所 あ b し は 以て 推知すべき である。 耍す 

2 

るに 彼れ は 1 流 1 派に 拘泥す る こと を 好まなかった。 從 つて 門人 を 養 ふて 自ら 

師を 以て 任す るが 如き こと は、 最も 惡む 所であった ので ある、 「學は 一 流に 拘泥 

し 徒らに 異說を 立つ ベから す、 耍は 大道の 實義を 心得たら ば 宜しく 時處 位に 應 

じて 之 を國家 經綸の 上に 施さ^る ベから す」 とい ふの が 其 根本主義 である。 殊 

に時處 位と いふ こと は 彼れ の 最も 注意す る 所であって、 藤樹の 說を駭 して、 而 

かも 自ら 藤樹の 志に 反せ やと 辨 明して ゐ るの も、 亦た 全く この 時 處位を 重ん す 

る 精神が あつたから である。 彼が 儒敎を 解す る 上に も、 常に 我が 國體觀 の 上に 

立って 論じ、 佛敎を 評する にも 常に この 精神 を 基調と して ゐる こと を 忘れて は 

ならぬ。 彼れ はたく その 自ら 住む 所の 國家社 會に對 して、 如何にして その 1 員 

たる 本務 を盡 すべ きか、 如何にして 吾等の 國家を 向上 發展 せし むべき か を 考究 

したので ある、 故に 自ら 陽 明學者 或は 心學 者な ど、 稱 せす、 叉た 稱 せらる  >- こ 


と を 好まなかった。 

拙者 を も 世間に は心學 者と 申と 承 候、 初 學の時 心得 そこな ひて、 みづ からま 

ねき たる 事に 候へ ども、 心學の 名目し かるべ から ゃ存 候、 道なら ば 道、 學な 

&ば學 にて こそ 有べ く 候へ、 いづれ と 名 を 付かた よる はよ からす 候。 漢 儒の 

訓詁 あり たれば こそ、 宋 朝に 理學 もお こり 候へ、 宋 朝の 發 明に よりて こそ、 

明朝に 心 法 をも說 候へ、 明朝の 論 あれば こそ、 數 ならぬ 我等 ごとき も 入德. の 

受用を 心がけ 候へ、 論議 は 次第にく はしくな りても、 德は 古人に 及が たし、 

後生の 者、 心 は 本の 凡 情ながら 文學の 力に てた ま 先賢 未 發の解 を 得て は、 

古人の 凡 情なき 有德を そしり 申 事勿體 なき 義 なり、 一 の 不義 を 行 ひ、 一 の不 

♦ 幸 を ころして 天下 を 得 事 もせざる 所 は 朱 子 王子 か はりな く 候。 拙者 世俗の 習 

, いまだまぬ かれす といへ ども、 此 1 事 は 天地神明に たくしても 古人に 恥べ か 

^ らゃ。 (築 義和 富卷第 1) 
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天地神明に 誓っても、 其學の 公平 を 期す る 所、 如何に その 抱負の 大な るか を 知 

るべ く、 學問發 達の 順序 を辨 知して 先賢の 遺 德を追 尊 せんとす る 所， * 彼れ が大 

處に 着眼して 敢て 一 小學 派の 圈內 に跼蹐 する を 滑し と爲 さなかった 態度 を 想 ふ 

べきで ある。 取る ベ き は 朱 說も之 を 取り 捨 つべ き は 王子 又は 藤 樹の說 を も llj け 

ん とする ので ある。 乃ち 曰 はく、 

愚 は 朱 子に もとらす 陽 明に もとらす、 た 古の 聖人に 取て 用 ひ 侍るな り。 道 

統の傳 のより 來る こと 朱 王 共に 同じ、 其 言 は 時に よって 發 する 成べ し、 其眞 

に を ひて は 符節 を 合せた るが 如し、 又 朱 王まで も 各 別に あらす、 朱 子 は 時の 

弊 をた むべ きがため に、 理を 窮め 惑を辨 るの 上に 重し、 自反 慎獨の 功な きに 

あらす、 王子 も 時の 弊に よって 自反 愼獨の 功に 重し、 窮 理の學 なきに あらす 

愚自反 慎獨の 功の 內に 向て 受 用と 成 事 は 陽 明の 良知の 發 起に 取、 惑を辨 する 

の 事 は 朱子窮 理の學 により 侍り。 朱 王の 世學 者の まど ひ 異なり、 地 を 易ば 同 
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じかるべし o( 同書 卷第 八) 

朱 王 二子、 皆 時の 弊 を 矯めん が爲 めに 說を 立てられた ので あるから、 今日から 

觀れば 何れも 斯道の 先覺 者と して 崇敬すべき 人で ある。 決して 朱 王の 一 方に 偏 

して はならない とい ふので ある。 故に 「愚 は 朱 子に も 取らす、 陽 明に も 取らす 

唯々 古の 聖人に 取りて 用 ひ 侍るな り」 とい ふ、 この 語 は 明らかに 旣に 復古 學の 

精神 を 言 ひ 表 はして ゐる。 仁齊、 祖徠 の先驅 をな せる ものと 言って よい。 然し 

ながら 蕃 山の 經學に 於け る 主張 は、 徹頭徹尾 陽 明 主義の 立場 を 離れて ゐ ない、 

「道理 本 行 は 我心な り、 經傳は 我心の 道理 を 解した る もの 也、 經傳 をよ み 得て 

悅ぶ もの は 我心の 道理 を 見得 たれば なり、 我心の 道理 は 無レ窮 なり、 書中の 一 章 

を 肝要と して 止る ベから す」 (集義 和書 卷四) とい ふ 所な ど 全く 陽 明 子の 敎義 を祖 

述 せる ものである。 或は 叉た 或 人が 先生の 敎に、 廣く 書物 を讀 めと あるが、 如 

何程の 書物 を讀 むので あるかと 問 ふた 時に、 彼れ は、 


238 


予が廣 くと 申 候 は、 無 極の 理に體 して 心 を これの みとと^ めざる を 申 候、 古 

• の 書の すくな かりし 時に 却て 聖賢 多し、 經傳は 貴殿の 心. ft- 第に 孝 經大學 中庸 

にても たりぬべし。 論語 孟子 にても 足ぬべし、 五經 にても たりぬべし、 其 中 

十が 七 八まで も 解し 殘す とも 妨 なく 候、 要は 書中に あらす、 我心に あ.^、 大意 

を 得 時 は 天下に 疑 ひなし、 何ぞ 書の 文義を 事と し 候 はんや。 (集義 和書 卷 S と 

對 へて ゐる。 以て その 陽 明 學の神 髓を發 揮せ る學 風なる こと 推知す ベ きで あ 

る。 

之を耍 する に、 彼れ は 陽 明 主義の 立脚地より、 凡て 學問 を實 地に 應用 せんこ 

と を 目的と した、 卽ち事 功 を 重んじた ので ある、 彼れ の 著書 は  一 二の 短 かい 文 

章 を 除いて は、 悉く 假名 書で あるの も 亦た 彼れ の 主義 理想の 然 らしむ る 所で あ 

る、 曾て 或 人が 漢文と 假名との 優劣 を 論じて 漢文に て 書けば たと ひ內容 が淺く 

とも 立派に 見える が、 假名 書で あると、 如何に 深遠なる 理を說 いて あっても、 


つまらぬ 本と 思 はれる と 言って、 暗に 彼れ の 箸 書 を も 漢文で 書く やうに 勸めた 

が、 其 時 彼れ の 答へ に、 

それ 道は聲 も， なく、 臭 もな くして. 存せ り、 思に 及が たし、 思 は 言に のべが た 

し、 言 は 書に 盡 しがた し、 漢字の 文章に ふくめる 深理は 和字の 假名 書に うつ 

,. しがた し、 しかりと い へ ども 學者聖 經賢傳 の 吾心の 註釋 なる 道理 を 失 ひ 心 を 

-. 外. にして 經傳を 見 時 は、 經傳 本と なり、 吾心 末と 成ぬ、 故に 經 ii^ の 文の 高く 

, 深 きを も. てあそび 其理を 口にの ぶる ばかりにて 心 を 失 へ り、 文の 奥義 も 口耳. 

：の學 となりて 齊 家治國 の 用 をな さ る 事 久し、 是正 心 修身の 實學 にあら ざれ 

ばな り、 假名 書の 直に 理を發 明して 人心の まど ひ を 解、 人情 時變に 通じて 心 

■ 思 を內に 向 はしめ、 齊家 治國の 用に たより あらん は、 時に と，.^ て 益す くな か 

〇〇〇oo  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  〇〇〇〇o〇〇 

. らす，  和書たり とい ふと も 人生 日用の 受 用に 益 あ、 り、 齊家 治國の 情に 

000000000000 

K あら？ H あなどる ベから す。 (集義 和睿卷 九) 


といって、 假名 書を輕 侮す る理 なき こと を 論じ、 大に 實學、 H 用の 學を 鼓吹し 

てゐ る。 尙ほ孝 經外傳 に は 同じ 理由の 下に 「和國 に 生れ たれば 和の 風な り」 と 

いって、 日本.. = ^として 假名 を 以て 書す るの 當然 なること を 論じて ゐる。 蕃 山の 

意見に 從 つて、 德川 時代の 學 者が 其 研究の 結果 を 平易なる 假名 書で 發 表して ゐ 

たなら ば、 如何に 世 を 益し、 學を 進む るに 便利で あつ たで あらう、 蕃山 とい 

ひ、 益 軒と いひ 此の S 一に 於て は、 儒者と して 稀に 見る 卓見 家で ある。 蕃 山の議 

論 は 悉く 實際 問題に 觸 れてゐ るの も 亦た、 かう いふ 實學 主義の 人であった から 

である。 是れ よ，.^ 少しく 其 學說に 就て 述べて 見よう。 

二、 學 說 

蕃 山の 學問 思想 は 藤 樹の說 に 胚胎して ゐる こと は 勿論で あるが、 彼れ は飽く 

まで も實 SP を 主と し、 且つ 人情に 重き を 置いて 說を なして ゐる、 「人情 を しら ざ 

れば 五倫の 和 をう しな ふ 事 多し」 (源氏 外傳卷 一 ) とて 源氏物語の 類 を も 熱心に 
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講じて ゐる 位で ある。 その 名著 築 篛和窨 及び 外 書と もに 之 を 讃んで 1 種の 處世 

術を敎 へられる 感じが する の も、 彼れ が 飽くまで も 人情本 位の 道德論 をして ゐ 

るからで ある、 且つ 前節 旣に述 ぶる 如く.^ 彼れ は 常に 日本人と しての 立場 を 深 

く自覺 して 論議 をす るので あるから、 その 所說 全然 日本 主義 を 以て 一 賞して ゐ 

る。 藤樹の 論と 重複す る 所あって も、 亦た 別個の 趣が ある。 彼れ は 要するに 思 

想 家と してよりも 偉大なる 政治家と し觀る ベ き 人で ある。 その 爲政 家と しての 

立脚地より 論 やる 所 甚だ 傾 聽に價 する ものが 尠 くない、 今 僅かに その 二三の 箇 

條に 就て こ. -に その 說を 叙べ るので あるが、 彼れ の 主義 主張 はこれ に 依て 大體 

窺 はれる であらう。 先 づ藤樹 の 最も 重んじた る 孝道に 就て、 彼れ も 亦た その 說 

を 祖述して ゐる ことから 紹介しょう。 

(ィ) 孝道 論 

... 孝道 は 藤 樹學に 於て 最も 重ん する ものなる こと は 旣に藤 樹の學 說の條 に 於て， 


I 一  敍 ベた 通りで ある。 今 幕 山の 說を 見る に、 彼れ も 亦た 大に 孝道 を 重んじ、 孝經. 

を 尊び、 孝經小 解、 孝 經外傳 或 問 等の 書 を 著 はして ゐる、 彼れ は 先づ仁 孝の 1 

致を說 いて 曰 はく、 

. 孝と 仁と 別なる に は あらや、 ともに 心の 德 なり- 仁を蹬 とし 孝 を 用と する は 

先天の 理の ごとし、 孝を體 とし 仁 を 用と する は 後天の 義の ごとし、 故に 孝 を 

德の 本と する 時 は 仁義 禮智も 孝の 條理 なり、 た^ 人性の みならす， - 元享利 真. 

一 の 天の 四德も 孝の 時 也。 (孝 綞 外傳卷 上) 

仁 孝の 一 理を說 き、 孝 を 以て 諸德の 根本と なし、 孝 を 以て 天地 萬 物の 本 根と す 

るの 說は言 ふまで もな く、 籐樹の 思想より 得來 つた ものである。 集義 和書に は 

更に 詳しく 之 を 述べて ゐる が、 全く 藤 樹の孝 論 を 敷衍した ものである、 曰 はく 

孝 は 天地 未畫の 前に ある 大虛の 神道な り、 天地人 萬 物み な 孝よ， 9 生せ， o、 泰 

. 夏 秋 冬 風 雷雨 露、 孝に あらざる はなし、 仁義 鱧智は 孝の t 理 なり、 五 典 十， 
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は 孝の 時な り、 祌理の 含蓄す ると ころ を 孝と す、 言語 を 以て 名 付い ふべ か， 4 

す、 し ゐて象 を 取て 孝と いふ、 孝の 字 老子の 二 を 合て 作れり、 文字の 傍 偏と 

なす 時には、 畫を はぶきし なり、 天地い まだ ひらけざる 大虛の 時には、 理を 

老 とし 氣を 子と す、 天地す でに 開けて は 天を老 とし 地 を 子と す.  此理 

を 以て 萬 事 萬 物に おして みれば 孝の 理な くして 生やる ものな し ズ集義 和書 卷 0 

これ 全く 藤樹の 言と、 一句 一字 も 相違せ ざる 言で ある. 彼れ は 叉た 孝 を 以て 天 

地 萬 物 一 體の理 となし、 先づ 我が身 を 父母の 身と して 親子 一 體の考 を 有たねば 

ならぬ として 藤 樹の孝 論 を 祖述して ゐ るが、 尙ほ 進んで 此の 孝の 神理 我が 心に 

受 用す る 所 よ り 言 へば 愛敬 卽ち 是れ であると 說 明して ゐる。 

孝 は 愛敬の 心なり、 孝の 字 愛敬の 象 あり、 上より 見れば 老 者の 子 をいだ ける 

象に て 愛な り • 下より 見れば 子の 老者 にした がへ る 象に して 敬な り、 故に 孝 

終始な しと は、 愛敬の 心 亡びた る 儀な り、 上 一人より、 下、 衆人に いたる ま 
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で 愛敬の 心少 もな く 成て は災甞 いたらす と 云 事な し o( 孝經小 解) 

この 語 は 孝經の 「故自 一一 天子- 己 下 至 一一 于庶 人， 孝 無， 一 終始 一而 患 不,， 及 者 末， 一之 有， 

也」 の 句 を 解した もので、 集義 和書に 於て 言 ふ 所と その 旨 同じで あるから、 孝 

經小 解の 文 を 引用した ので ある。 是れ より 彼れ は 上天 子より 將 軍に 至る まで も 

愛敬の 心 を 失 ふて はならぬ と 實例を 擧げて 之 を 論じ、 況ん ゃ士庶 人に 於て は 愛 

敬の 心 を 失 ふて 其 身 を 保 つ こと は出來 ない と說 いて ゐる。 其 孝 を 以 て 道德 の 根 

本と なすの 意知る べしで ある。 而 して 忠孝 一 本の 敎義に 就て は、 藤. 樹 よりも 一 

層 詳細に 之 を 述べ てゐ る、 卽ち 彼れ は 孝經に 所謂 身 體髮膚 を 毀傷せ ざるが 孝の 

始 であると いふ 意義 を 解して 左の 如く 說 いて ゐる。 

身體髮 膚の輕 きを 擧げ 給へ ば 心性の 重き は 言 はすして 其 中に あり、 毀 は德を 

そこな ふ 也、 傷 は 身體を やぶる 也 天地の 性 人 を 尊し とする もの は 心に 知 仁 勇 

の明德 ある ゆ ゑ 也、 人性 身體 父母 全して 吾 を 生す、 故に 吾 全して 終に 歸 する 
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は 孝 也、 これ 人生の 常な り、 變 にあ ひて 心性，！^ 體 二ながら 全くし がた き 時 は 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、 

身體を やぶ， て 心性 を 全くす る を 孝と す。 志士 仁人 は 身 を 殺して 仁 をな す も 

、、、r  、、、、、、、、  、、、、、、>-、、、、、、、、、、、、、、■ 

のこれ 也、 義理の 行 を かき 身 をはづ かしめ 生 を 貪り 死を怕 る、 は 人の 至贵た 

91, ，，？,，，  f、、、r>  、、、、、、、、、、、-  、、、、、、 

る明德 くらき もの 也、 禽獸 にして 存 する もの なれば 大 不孝 也、 故に 曾 子も戰 

、、、、、、/"、、、、力 、、、 000000000000000000 

陳に 勇な き は 孝に あらやと い へ り， 親に 事 ふる 愛敬の 心 s;^ の 難に 逢て は變じ 

〇〇〇〇〇〇 0 

て 大勇と なる 也。 (孝 終 外 傅) 

忠孝 一 本の 敎旨 を、 說き 得て 巧な りと 謂 ふべ し。 忠を 以て S 単に 孝 德のー 部分と 

見る 從來の 說を排 し、 忠 却て 是れ 孝の 本なる こと を說 き、 心性の 德に 依て 孝を說 

く 所、 實に 彼れ の 孝 論に 於け る 特色であって、 其の 飽くまで も 日本 精神 を 以て 

1 贯 せる 主義なる こと 以て 察すべし である。 

(口) 神道 論 

蕃 山の 學說に 於て 最も 注意すべき は 日本 主 義の 道德を 高調して るる ことで あ 


る。 此の 點に關 して は 拙著 「日本 儒敎 槪說」 に 於て 旣に 述べた ことで あるから、 

今玆に 彼れ の祌道 論の みに 就て 考察して 見よう。 彼れ は 神道 を 尊崇し 常に その 

振興 に 闘して 意 を用ゐ たこ と は 言 ふまで もない が、 所謂 俗 神道 者 流と 其觀 る 所 

を 異にして ゐる。 神道と は何ぞ や、 彼れ 曰 はく、 

今 世間に 神道と いへ る は 昔の 社家の 法な り、 神道に は あらで 神職の 人の 心 用 

ひの 作法な り、 それ を 潤色して 神 書と し 神道と す 1 日本 紀を 第一と すれ ども 

漸々 陰陽 大 極の 皮膚 をい へる のみ、 其 外の 敏 など は 神代 上下に も 及ば や、 本 

邦の 神 書と すべき 書 は 見え や、 唯 三種の神器 のみ 此國の 神 書な り。 (大學 或 間，」 

彼れ が 神道と 稱 する 者 は卽ち 我が 惟 种 の 道に して 祈 禱藏を 主と する 所謂 巫祝の 

類 を？^ す もの でない *  J とが 是 れに 由て 知られる。 故に 世人の 以て 神 書と 稱す 

る 書物 は 彼れ の 信用す る 所の もので ない、 W 書 は 三種の神器 の 外な しとす る の 

である。 蓋し 我が 國 上代に 於て 文字が ないから、 玉の 溫潤 にして 光明なる を 仁 
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德に 象り、 鏡の 靈明 にして よく 善惡を 分かつ を 智の靈 明に 象り、 劎の剛 にして 

斷 制する を 以て 勇の 祌武 にかた どった ので ある。 文字の 代りに 此の 三 器 を 以て 

智仁 勇の 三 達德を 示し 給 ふので ある。 この 至 易至簡 なる 敎が卽 ち 我が 道 德學術 

の 淵源であって、 これ こそ 神道の 經典 である、 一切の 道 德敎訓 も 皆 これより 出 

づ るので あると いふので ある、 彼れ はこ、 に 於て、 神 儒の 一 致 を へて 曰 は 

ぐ、 

此 三種の 象 を 注解して 經傳 とせば これに 過た る 神 書 あら じ、 三 稀の 注解 は 中 

庸 にしく はなし、 唐土の 聖人 日本の 神人 その 德ー なり、 其 道 不二な，.^、 故に 

其 象 其 書 符節 を 合せた るが 如し。 (同上)  . 

とい ひ、 集義外 書の 中に も 「三種の神器の 註解 は 中庸の 書に しく はなし、 上古 

の 神人 出た まふと も、 此書を 置て 別に 註し 給 ふべ からす」 と 論じて ゐ る、 卽ち 

中庸 を 以て 我が 神 書の 註解 書と 見做し、 祌 儒の 道、 毫も 異なる ことなき をい， ふ 


|ー  ので ある、 而 して 彼れ は 更に 世間の 所謂 神道なる もの を 斥けて 次の 如く 言って 

ゐる 0 

世間に 神道と いへ る は T 事の 神道に て 全き 事に あらざる 事 を 知る べし、 道 は 

天地の 神道な，^ 唐土の 聖人の 道、 本邦の 神人の 道 皆 天地の 神道な り、 本邦に 

て 神と い へ る はか みの 中の か を 略して かみと い へ り、 鏡の 如く 智 明かなる 

人と いふ 意 也 唐土 にても 聖人 を 神聖と い へり、 聖人に は 神明の 德 あれば 也： 

 神と 人と を 兼た る もの は 聖人な，.^。 (同上) 

是れ 明らかに 神 儒 一 ー敎の 一 致 を 唱道す る ものである。 此 くの 如き は惺羅 以来 我 

が國 儒者の 常に 唱ふ る 所であって、 別に 彼れ の 新しい 考 とい ふこと は 出來な 

いが、 彼れ の 神 儒 一致 說は 神道 本位の 說で、 從來の 如く 儒敎 本位の 說とは 其 旨 

趣 を 異にして ゐる こと を 忘れて はなら ぬ、 換言すれば 從來の 說は尊 儒 思想の 立 

脚 地に 於て 一 致を說 くので あるが、 蕃 山の は 寧ろ 敬神 主義の 立脚地に 於て 之 を 
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唱 ふるので ある、 卽ち 我が 惟神の道 德は 儒敎に 優る ものであるが、 其敎義 筒に 

過ぎて 今日に 適せす、 之 を 今日に 盛なら しむる に は 儒敎の 敎義を 借りる ことが 

必要で ある。 儒敎の 文字 を 以て 說明 しなければ 我が 神道の 眞義を 明らか にす る 

ことが 出來 ない、 然るに 俗 神道 家 は 儒敎を 借りる こと を 憚る から 所謂 神道 家が 

無學 にして 斯道 を 今日の 世に 闡明 する ことが 出來 ない ので ある。 故に 儒 敎を借 

りる ことが 今日に 於て 最も 急務た る こと を 論す るので ある。 乃ち 曰 はく、 

況ゃ 三種の 象 は 孔門 傳授の 心 法な，. ^、 是を 本と して 神道 を 興起 せんに 殘す事 

あるべ からす。 (同上) 

と、 神 儒 一 致 を 唱道す る も、 飽くまで も 神道 本位で ある ことが 是れに 依て 知ら 

れる であらう、 尙ほ孝 經外傳 を 見る に、 日本 を神國 とい ふ 所以 を說 明して、 左 

の 如く 神の 意義から 之 を 論じて ゐる。 

神と いふ は 古の 賢き 人 也. • 鏡の ごとく 智 明らかなる 人と いふ 心 也、 僮の 中の 


^  かを略してかみとぃ へ ，.^、 是を 中略と いふ 也、 やまと こと は 三 字 を 1 字 略し 

2 

てい へ る こと 多し、 鏡の 美惡 をう つす こと 善 惡邪正 を 照して まど はざる 人 を 

0000  oo〇o〇〇oo〇〇〇o〇oooooo 

神と いへ， o、 日本 を神國 とい ふとて きとく ふしぎ をい ふに あらす、 天 照皇ょ 

り 五代 は 神聖の 德 おはします、 其 神人の 敎へ 開き 給ふ國 なる ゆ ゑに 神國 とい 

へ り， 上古 はもろ こしょり 日本 を 君子 國と いひし 也、 神國 君子 國 同じ 道理 

(孝 經外傳 上卷) 

是れ 亦た 俗 神道 家が、 妄りに 我が 國を祌 國と稱 して 奇怪 不思議の 言 を爲す こと 

を誡 めた ので ある、 而 して 儒敎の 所謂 君子の 德を備 へたる もの 是れ 我が 國の美 

風なる こと を 言 ひ、 聖人 敎義 の實德 我れ 旣に備 ふること を說 かんとす るので あ 

る。 之 を 要するに 蕃山は 神 儒 ニ敎の 一致 を說 くも、 究竟す る 所 我が 神道 を 以て 

我が 國民 道徳の 準繩 となさん とする ので ある。 最も 明白に 之 を 論じて ゐ るの は 

集義外 書で ある。 
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た^かす 事 不ぃ能 かる 事不 もの あり、 日本の 水 土に よるの 神道 はもろ こし 

へ も 戎國へ も かす 事 あた はす、 かる 事不 唐土の 水 土に よるの 聖敎も 叉 日 

本に かる 事 不ぃ能 かす こと あた はす、 戎國の 人心に よるの 佛敎も 又し かり、 

文字 器物 理學 はかるべし かすべし。 (集義 外書卷 十六) 

卽 ちその 眞意は 敬神 卑 儒の 思想なる こと 以て 知る べきで ある、 彼れ は 何事に 於 

て も、 我が 民族性と 國土 及び 環境 を 正しく 理解して、 それに 依て 自己の 見解 を 

決定 せんとす るので ある、 神道 はこの 意味に 於て 我が 國道德 最高の 標準で あら 

ねばなら ぬと いふの が 彼れ の 意見で ある。 次の 內答は 最も 能く 彼れ の 眞意を 言 

ひ 表 はして ゐ る。 

1 、. 再 書 略。 中 夏の 聖人 を 日本へ 渡し 候 はく 道 學の敎 いか 可い 被い 成 候 や。 

返書 略。 儒道と 申 名 も、 塞 學と云 語 も、 被 仰 間 敷 候。 日本の 神道 を 崇め 王法 

を 尊て 廢れ たる を 明かに し、 絕 たる を與 させ 給て、 二度 神代の 風 か へ り 可" 申 


S5  一  からめい たる 事 は、 何も ある まじく 候。 國土にょって風^ぁ^^^とぃ へ ど 

2 一 

も、 天の 神道 は 二な く 候へば、 儒と いひ 佛と いひ、 道と 云 名 を、 其國 ならぬ 

國へ持 來る事 は、 道 を しらぬ 者の しわざに て 候。 (第義 外書卷 二) 

(ハ ) 佛敎 及び 吉利支 丹に 關 する 論議 

蕃山は 常に 爲政 家の 立場より 宗敎 を觀て 細心の 注意 を拂 つて ゐる、 彼れ が祌 

道 を唱へ 儒敎を 鼓吹す る も、 是れに 偏す る 時 は大に 弊害 ある こと を考 へ てゐ た、 

政治 論の 中に EI つの 害と なる 事柄 を 指摘して ゐ るが、 その 三 ケ條に 左の 言 をな 

して ゐる。 

儒 を このみ 佛を 好み 神 を このむ、 此 三つ は 善 なれ ども かたよる 時 は 政に 害 あ 

hvo  C: 大學或 間 下卷) 

神 儒佛三 敎に對 して、 此 くの 如き 見解 を 有する 彼れ は 佛敎に 就て、 如何なる 考 

を 有って ゐ たので あらう か、 蕃山 存生の 時分 世間から 佛 敵と 言 はれた 彼れ であ 
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るから、 世 或は 彼 を 以て 徘佛 家の 如く 觀てゐ るが、 それ は 未だ 彼れ の を 知 

ら ぬからで ある" 是れに 就て 曾て 或 人が 彼れ に 向って 天下の 佛者は 貴 老を佛 敵 

といって 貴老を 害せん として ゐ るから 注意 せらる  >-樣 いった 所が 彼れ は 其 人に 

對 して、 

世間 .佛 者 多き こと 千 萬 を 以て かぞ ふべ から や、 根 を 堅く せし こと 千歲 にあ 

まれり、 世中佛 者の 有なら ざる はなし、 予が 如き 不德 の獨 失、 五 尺に たら ざ 

る 一身 を 以て、 世間の 佛 者の 敵と な，.^、 佛法を 減すべき か、 つら/^ おも ふ 

に 今の 佛者" 人間 世に を ひて は、 まだ 盛 勢 を 失 はすと いへ 共、 天命 はすで に 

滅亡に おもむけ り、 その 故 は 物 皆 盛衰 あり、 たと ひ佛者 あしから すと も、 盛 

、， なること き はまらば、 など 變る 時な からん や、 しかるに 今の 佛者、 不仁 無道 

なること 凡俗に 越た， 9、 奢 も 叉 極り ぬ、 これ 天命の 絕 たる 所な り、 故に 予が 

如き 不德の 獨夫を も- 彼み づ から 敬と する なるべし 云々。 (築義 外 ¥21) 


蕃山 自ら 佛者を 敵と する にあら す、 佛者 自ら 蕃山を 敵と するな りと いふ、 その 

言 裏、 自ら 彼れ の佛 敎に對 する 考が窺 はれる ではない か、 彼れ は 常に 破戒 不法 

の 僧 を攻擊 した、 然しながら 高 德の僧 は 之 を 尊敬した、 深 草 元 政 上人 は 彼れ の 

親友で ある、 ともに 儒 佛の墮 落 を 嘆息した こと は 先哲 叢談に も 出で、 ゐる、 彼 

れは 好んで 佛敎 そのもの を攻擊 したので はない、 寧ろ 眞の 佛敎の 興起 を 希 ふて 

ゐ たので ある、 儒者が 徒らに 佛者 を攻搫 する こと を 彼れ は 常に 厭 ふて ゐ たので 

ある、 左の 言 以て 之を證 すべきで ある。 

此頃柬 より 來候學 者の 申 候 は、 世間に 儒學 をす る 人 は、 佛者を そしらす とい 

ふこと なし、 市井の 中 にても、 聲を あげて 甚返 くれ ども 佛者 もこれ を 敵と せ 

t 佛を 退る の 名 もな し、 先生 はむかし 柬 にをゐ て、 度々 講明 議論し 給 ふ を 

、、、、  、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、 

聞し にも、 佛を そしり 給 ふこと なし-， 人の そしる を もとて めら れし なり。 し 

-、 かるに 天下の 佛者を 退る の 罪 をば 先生 一 人に 歸 する 事 は 何ぞゃ 云々。 (外 書卷 


とて 之 を 問へ るに 對 して、 彼れ はた 自分の 虛 名が、 自然 さう いふ 風に なった 

ので あらう、 自分 は 獨り佛 者の みなら や、 凡て 他 を馳る こと を しないと いって 

ゐる、 實に蕃 山 は 他の 學 派の 缺 Si をい ふこと を 好ます、 已むを 得ざる 時 はたく 

その 道理 を 明らかにする のみで 人の 名を隱 すの が 例であった、 故に 江 州の 龜泉 

庵の 老僧な ど は 大に蕃 山の 偉大なる 人格に 推服した とい ふこと である。 又 曾て 

或 人 は 儒道お こらば 佛法は 滅亡す るで あらう かとい ふ 質問 をした 時 * 彼れ は 之 

れに 答へ て、 儒敎が 振興 すれば 佛法 もむ かしに か へ りて 改善 せらる.^ であらう 

との ま 見 を 述べて ゐる、 又た 或 人が 今日の 佛敎 は實に 繁昌して ゐ るが、 それで 

も 滅亡の 時が あるで あらう かと 問 ふた 時に、 彼れ は 今 自分 は眞 實の佛 者に 成り 

か はつ て 之を觀 ると 今 の 佛敎は 繁昌し てゐる もの と 言 へない、 墮 落し てゐ るの 

である、 それで あるから 一時 は 衰微す るか も 知れぬ が、 それが 結局 今日の 繁昌 
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よ， e> も佛 者の 反省 を 促して 眞の佛 敎の爲 めに は 善い ことで ある、 佛敎 は： 決して 

滅亡す る もので ない とい ふや うな 答 をして ゐる、 以て 蕃山 の 儲 敎 に 對す る 眞意 

の 在る 所が 窺 はれる であらう、 而已 なら や 彼れ は 時に 儒敎 よりも 怫敎の 方が 日 

本の 水 土に 相應 して ると いふ やうな 意見 を 吐露して ゐる C 

近頃 日本の 水 土に より、 山澤 草木 人物の 情と 勢と を みれば、 易簡の 善なら で 

は あまね からす、 長久なら ざる 道理 あり、 佛法は 戎狄の 異端ながら も、 日本 

の 水 土 時節に 相應 せる 所有。 是 故に 千餘 年に 及で、 かく 行 はる  なり、 近年 

は佛 法の 世に かなへ る 易 簡を失 ひて、 奢き はま，.^ 侍れば 久し かる まし、 しか 

れ ども、 天より 奢 を そかれ、 堂 寺 法師 等 すくなく 出家ら しく 成て 又々 久しく 

つ き 侍らん、 今の 儒 學の樣 子に て は、 朱 學も王 學も治 道の 助と はな b 侍ら 

じ 云々。 (外 書卷 十六) 

或は 「佛法 は 水 土に かな ふ處 あり 儒 法 は 水 土に 應せ す」 (外 書卷 十) といって 
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ゐる、 かくの 如く 佛敎の 盛衰 を氣 にして ゐる 所な ど、 決して 排佛 家の 言と 見る 

こと は出來 ない、 寧ろ 大に 佛敎に 同情 を 有って ゐる 人と 觀 なければ ならぬ、 今 

の 僧 は盜賊 なりと て 之 を 痛罵す るの も 亦た 護法の 眞 心より 發 せられた る 言と 觀 

る べきで あらう、 堂 寺の 多き と 出家の 多き と を 以て 佛敎の 繁昌と 観る ことが 出 

來な いとい ふの が 彼れ の 意見で ある、 彼れ は 儒敎に 於て 孔子の 當 時に 俊 活 せん 

こと を 主張す ると 同 檨に佛 敎も佛 在世の 昔に 復ら なければ 具の 佛敎 再興し がた 

きこと を晨々 論じて ゐる、 蕃 山の 佛敎觀 に は 今日の 佛敎界 も大に 反省せ しめら 

る、 幾多の 議論が 含まれて ゐ るが、 今 はお 义 その 一 端を敍 する に 止めて 置く。 

次に 切 利 支 丹に 就て は 彼れ は 如何に 考へ てゐ たかと いふに 「吉利 支 丹 は 人心 

の 惑と 民の 困窮に よりて 法を廣 むる ものな り」 (大學 或 問) といつ て 頭から 之 を 

邪宗と 觀てゐ たようで ある。 天下 文明の 敎 ありて 人心 正道に 向 ふとき は 之を弘 

めんと しても 弘 がる もので ない、 今日 之れ が弘 まるの は卽ち 儒. 狒 二道の 敎 地に 
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墜ち、 人心の 向 ふ 所 を 知らないからで あると いって ゐる、 然しながら 又た 1 面 

に 於て は その 長所 を 認めて かう いふ こと を も 1 言 つて ゐる。 

後世と 輪廻 を 立てい ふとき は、 吉利支 丹 は 後生の 手 だても、 佛 者よ.^ は 上手 

也、 理を云 事 も、 佛 道よ h> はまされ り、 佛 道の 力 を 以て ふせやべき 事 かたし。 

(外 書卷 十) 

布敎の 方法に 於て 佛 者よりも 巧妙 を 極めて ゐ ると いふの は、 當時 幕府が 所謂 寺 

請の 制 を 以て 之を禁 せんとす るの を 笑 ふので ある、 「蛇の みち は へびが しる 

とい へ る 諺の ごとく 吉利支 丹なら では 吉利支 丹 は 知らす といへ り、 今の 寺 請 は 

何の 用に もた くす、 殊の外なる 國々 の 費 也」 (大學 或 問) といって ゐ るの も是れ 

が爲 めで ある、 要するに 今日の 有檨 では 儒佛 ともに 吉利支 丹の 爲 めに 歷 倒され 

てゐる こと を 痛嘆して 儒者 佛 者の 雨 方面に 反省 を 求めて ゐる、 以 上述ぶ る 所に 

よって 蕃 山の 神 儒佛三 敎に對 する 考が赂 ぼ 推知す る ことが 出來 るで あらう。 彼 


れは 殆んど 三敎ー 致の 如き 口吻 を 漏らして ゐ るが 敢 て三敎 一 致と は 言 はない、 

「佛 者の 不仁と 儒者の 理滯 と、 共に 神道 をな みする 事 は 一 也」 (外 書卷 十) とい 

ふ 所より 觀て も、 儒佛の 二道 はと もに 我が 祌道を 補 K する ものと 考へ て ゐるこ 

とが 分る。 彼れ は 儒 敎に對 すると 同じく 佛 敎に對 しても、 釋迦 もし 日本に 生 るれ 

ば 神道に 從ふ べしと 言って ゐる。 其 日本 主義の 精神なる こと 益々 明白で ある、 

蕃 山の 政治 論、 敎育論 等 尙ほ述 ぶべき 勲 少なくな いが、 暫く こ， -に 肇を擱 いて 

次の 節に 移る こと、 する。 

【著 書】 

集義 和書 十六 卷 

(書簡 五卷、 心 法圖解 一 卷 * 始物解 一 卷、 義論 九卷) 

集 義外書 十六 卷 

お (削簡 三卷、 脫論 七卷、 中庸 九經考 一 卷、 病理 三卷、 雅樂解 一 卷、 水 土 M: 一 


蕃 山の 思想 を 知る に は此ー 一書 は 是非とも 讀 まざる ベ からす、 外 書 は 偽書な， 9 

との 說 (接 井 小 楠) あれ ども * 外 書 刊行の 序文に 「外 書に いたりて は 經世治 

敎の 事に わたりて、 頗る 世の 忌諱 をお かせる こと あれば にや、 その 徒秘 して 

これ をった へ や、 故にみ る もの すくなし。」 と ある 如く 和書よ、 り も 却て 面白き 

論 あ. c>、 偽書と 疑 ふ は 和書と 重複す る 所 ま、 あるが 故な らん、 然れ ども 決し 

て僞 書に あらす、 學者 としての 蕃山は 之 を 和書に 擦って 知るべく、 爲政 家と 

しての 蕃山は 之 を 外 書に 依て 窺 ふべ し、 兎に角 假名 書に て讀み 易く、 處 世上 

の 訓戒 を 得る 所 多き 有益の 書 なれば、 是非 一 讀 すべ き 有用の 書なる こと を特 

に 附記して 置く。 

4<^1； 戈 aHM 一き へ 嘉永ニ 年刊 行の 箄行本 最も 弘く行 はろ、 -c^ ほ此書 は日ノ 

ナ導 IhiHHJ 楚, 本經濟 叢書 笫 一 卷 及び 曰 本文 雎 第五 編に 收 載され たリ j 

贞享四年十月六十九歳の時封事を上h^て忌諱に觸れ、 禁錮され たる こと 傳 
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にあり、 此窨卽 ち 其 時の 封 事な b と 謂 ふ、 故に 門人 改めて (經 濟辨) 或は 

(經涛 拾遺) と稱 せ、 り." 題して 「治國 平 天下 別卷」 とい ひ、 卷 首に は 「和漢 

に 逋すぺ からす. - 古今に わたるべ からす、 今 を 救ふ活 法な り、 其 人 を 待て 

行 はるべし、 故に 秘 して 不 レ傳」 とい ふ、 、3 て此 書の 性質 を 推知すべし.' 且 

. つ 此書は 彼れ の 著述 中 他と 異なりて 隨筆體 にあら す、 章節 を 分かつ を 以て 

之を觀 る も 殊に 重要なる ものなる こ と 推知す ベ し。 

孝 經外傅 或 間三卷 (寫 本) 

古河 幽閉 中の 作、 大學 問の 補遺と も 謂 ふべき もの、 是れ 亦た 著書 中 重要 

なる ものな り。 

孝經. 小 解ニ卷 (天明 八 年刊) 

(漢籍 國 字解 全書 第一 卷に收 めたり) 

大學小 解 一 卷 (寬政 八 年刊) 
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中庸 小 解 一 卷 (或は ニ卷ー S) 

論語 小 解八卷 (或は 十卷五 S 

女子 訓 一 ー卷 (日本 敎育 文庫 第五 編 女 訓篇に 之 1^ 收 載す) 

源氏 外 傳五卷 五 冊 (寫 本) 

(國書 刊行 會本、 三十 輻の 中に 此書 をニ卷 として 收载 すと 謂 ふ、 予の 所藏本 

は 五 卷五册 なり、 未だ 彼此 照合す るに 遑 あらす) 

蕃 山の 遺著 は これに 盡 きたる にあらざる も、 他 は 之 を 略す。 

第 四 節 三 重 松 巷と 三 宅 石 菴 

延寶ニ 年 (一 六 七 四) 11 享保 十九 年 (一 七三 四) 

寬文五 年 a 六 六 五) 11 享保 十五 年 (一 七三 〇〕 

蕃山 以後の 陽明學 者と して 著名なる 人は餘 りない、 三重 松菴、 三 宅 石菴、 北 

島 雪山の 如き 人々 が 世に 知られて ゐる のみで ある、 三輪 執齋の 出る まで は 陽 明 
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學は 一 時 不振に 陷っ てゐ る、 北 島 雪山に は 別に 陽 明 學に關 する 著書 ある こと を 

聞かない が、 三重 松 巷 と 三 宅 石 菴には 各々 その 遺著が 傳 はって ゐ るから この 二 

人の 學說に 就て 簡單に 述べ る ことにする。 

三重 松 一 奄の著 「王學 名義」 二 卷は寶 永 七 年 その 門人 豐滿敎 元 (江 州 八幡の 人) 

に 依て 刊行され てゐ る、 卷尾 松菴の 記に 據れ ば、 元來 この 書 は その 門人 村 上 明 

亮と いふ 十七 歳の 少年の 爲に陽 明 學の大 旨 を 述べ たもので、 通俗 平易 を 主と し 

てゐ る、 今 その 內容を 見る と、 上 卷には 致 二 良知 r 父子 有ビ 親、 君臣 有い 義、 夫 

婦 有い 別、 長幼 有レ 序、 朋友 有レ信 * 孝と いふ 七 ケ條に 分って 述べ、 下卷に は大學 

說、 仁義 禮智 信、 孝弟 忠信、 心性 情、 理氣、 知行 合一 、 四句敎 法の 七 箇條に 就 

て 述べて ゐる、 今 その 卷 頭の 致 良說を 見る に、 彼れ は學 問の 第一 義は致 良知に 

在りと なし、 良知 を 以て 我が 心の 神明な りと 說き、 又た 萬 古 不易の ものと 爲 

し、 其 良知 を 失 はざる もの を 以て 聖人 又は 賢人な りと 論じて ゐる、 曰 はく、 
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此三 字は學 問の 肝要に て、 聖人の 人を敎 たま ふ 第一義な り、 良 は 本然の 善な 

,9 とて、 根本より 善なる をい ふ、 知 は 明覺の 自然 をい ふ、 花 を 見て 花と 知り、 

月 を 見て 月と 知り、 善 は 善、 惡は惡 と、 それ < ^に 知り わき まふる 心の 神明に 

して、 人た る もの 同く 天より 禀賦 て、 根本より 善なる 智慧 を、 吾心の 良知と 

いふなり。 (中略) 此 吾心 良知 を 失 はざる 人 を、 聖人 賢人と いふ、 然るに 迷 倒 

凡夫 は 目に 美 色 を視て 愛着し、 耳に 好聲を 聽て心 を 動し、 鼻に 香を嗜 *  口に 

われ 

味 を 貪って、 朝夕 種々 の 欲心 妄念 をお こし、 吾心の 良知 を 自と味 まし、 不孝 

不 弟の 業 をな し、 禽獸と 相 去 こと 遠から ぬ にいた る、 誠に 悲 むべ し愍 むべ 

し。 (中略) 

唯 君 父に 忠孝す べしと 知る 心のお こる は、 吾心の 良知と いふまで な.. y、 致, 一 

良知 I とはい ふべ からす、 さて 四書 五 經に說 きた まふと ころ は、 皆 吾心の 良 

知 をいた す 註文な り、 されば 此致， 一良 知， の 三 字 を 標的と して、 四書 五 經を讀 
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ば、 皆 我 身の を こない とな，^ て、 今日の 用と なるべし、 若さな くば、 四書 五 

經と我 身と 別にな りて 其 益な し、 さて こそ 此三 字は學 問の 肝要に て、 人の 

人を敎 たま ふ 第一義と いふ、 殊に 陽 明學の 宗旨たり。 

以て 如何に 通俗 平易に 陽 明の 敎義 を說 明せ るか を 知るべし、 然しながら 彼れ. E 

身の 思想と して は 見る に 足る もの はない、 只 彼れ に 取るべき は、 能く 高尙 なる 

理論 を 平易 卑近に 之を說 明し、 何人 を も 首肯せ しむる に 足る 巧妙なる 譬喩 を以 

て 之 を 解して ゐる ことで ある、 彼れ が 父子の 關 係を說 ける 所な ど、 殊に 人 をし 

て感發 せし むる ものが ある、 云 はく、 

誠に 父母の 恩 は、 廣大 無類に て 恩德の 大根 本 なれば、 先父 母 を 愛敬す る を 本 

として、 兄弟 一 族より 一 切の 他人 及び 禽獸 草木の 類まで。 各に 愛敬 を 行 を 孝 

とな づけ 順德 とい ふ。 根本の 大恩 を 忘れて、 父母 を 愛敬せ す、 枝葉の 小 恩 を 

報 せんとて、 他人 を 愛敬す る を 不孝と いひ 悖德 とい ふなり、 而 親の 慈悲 あさ 


g  く 無道の 事 あるに よって 不孝なる を、 迷の 凡夫 宜 もと 思 ふ は、 迷の 中の 惑な 

2 

... ジ。 其 所以 は禮義 正く 情深く ば、 半面 不識途 人な りと も、 睦く 思 ふ ベ し。 

〇〇〇o〇〇〇oo〇〇〇oo〇〇〇〇  ooo〇〇〇o  〇〇〇〇ooo 

然 らば 親の 慈悲 ふかく 道 あるに 孝 ある は、 行 易 ことなれば、 さして 孝行と 言 

〇〇 o〇〇〇〇oooo〇〇〇〇ooo〇〇ooo〇〇〇ooo〇 

難し、 親の 慈悲 あさ く 無道 なる に 孝なる こそ 誠の 孝行と はいふべ けれ、 (王學 

名義 卷上、 父子 有レ 親の 條) 

と、 是れ より 彼れ は 大舜の 孝 を 例に 引いて、 以て その 模範と すべき を說 き、 孝 

行の 條目多 けれども 畢竟 は 父母の 心 を 安樂に する こと. -、 父母の 身 を 敬 養す る 

ことの ニ箇 條に歸 する ものと 爲し、 更に 進んで 家庭 敎 育の 忽 にすべからざる こ 

と を 論じ、 子弟の 敎養を 第一 とすべき を說く 所、 亦た 傾聽 する に 足る ものが あ 

る 0 

さて 親の 子 を 慈愛す る は、 先學 問の 師を 選で、 仁義の 道を學 I 曰し、 賢人 智者 

と 爲すを 本と す、 當痤の 苦勞を あはれ み、 子の 願の 隨に育 を 姑息 の 愛と い 
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ふ、 其子隨 意に な..^ て、 人の 道を辨 へや、 禽獸に 近くならば、 慈愛に 似て i« 

、、、f  、、、、、、、、一 、、、、、、 、、 むさ、 、 、、- 

とい ふ ものな， 9、 且吾身 は 親に うけ たれば、 卽 親の 身なり、 子を惡 と 育 は jSS 

、、、、力、、、、 〇o〇o〇o〇ooo〇〇〇〇〇o  、、、、、、、 

の 身 を 悪す るに 同じ、 故に 子を敎 へざる を 不孝の 第一と す、 夫 家 を 典す も廢 

、、、、、、  、、、、、 、、- ^、飞 、、、 、、、、、、、、 、、、、一 

も 皆 子孫な り、 子孫 を敎 すして 其 繁昌 を 求 は、 網な くして 魚 を 捕、 弓な くし 

て 鳥 を 射ん と 欲する が 如し。 (同上) 

孝道 を說 いて、 父母の 子に 對 する 本務 をカ說 する 所 は 確かに、 從 來の說 よりも 

1 歩 進みた る考 にして、 儒 敎の缺 勲を補 ふ ものと 謂 ふべ し、 而 して 彼れ の解說 

また 頗る 巧妙 を 極め、 よく 俚耳に 入、 り 易く、 親切なる 說 明なる こと、 又 以て 之 

を 推知すべし、 王學 名義に 見 はれた る敎說 にて 尙ほ敍 ぶべき こと 多き も、 大抵 

以上の 敍述に 依て 之 を 想 見す る ことが 出來 やうと 思 ふから、 總て之 を 略し、 最 

後に 陽 明の 主張た る 知行 合 1 論に 關 する 彼れ の說 明の 一 節 を 引用して 置かう。 

知 はしる と譯、 事物 を 能 合 勲 する をい ふ、 行 は を こな ふと 譯、 に 道 を 修行 


w  する をい ふ、 合一 は あはせ ひとつに すと 譯、 儒學 にても 佛敎 にても 知行 を 分 

て 二と す、 故に 先 事物の 道理 を 心に 知得て、 其 後 身に 行と 會 得たり。 然るに 

陽 明 子の 說は知 是行之 始>  行 是知之 成と 宣て 知行 合一 なりと 立た まふ、 以,' 

耍 言い 之 孝 を 行 ひ 弟 を 行 はんと 欲 ふ 心は是 知に して 行の 始な り、 其 孝弟 の 淺 

深 は 行 得て 知る、 是行にして知の成就したるな.=^、 譬ば飮 食す るが 如し、 飮 

, 食 せんと 欲心 ありて 飮食を 知る C 其飮食 せんと 欲心 は 行の 始 なり、 飮 食の 味 

は 口に 入 を 待て 後に 知る、 是 知の 成な り。 且夫 孝悌 を 知と 云 は 孝弟 を 行 得た 

る を 謂、 孝弟の 堙ば かり を曉 得た る をい ふに 非す、 是 故に 知 卽行、 行卽 知に 

して 知行 不，， 相 離 一して 雨 個に あら ざれば、 知行 合一 とい ふ、 是乃陽 明 學の宗 

旨に て 孔孟の 本旨な り、 具に 傳習錄 に 見へ たり、 方に 今 略して 其大槧 をい ふ 

ならし。 (同 下 • 知行 合 一 ) 

尙ほ陽 明 子 四 句の 敎 法に 就て は、 陽 の略傳 まで 附記して、 熱心に その 敎義を 
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敷 演じて ゐる、 想 ふに この 通俗 平易の 著 は 却て 陽 明學を 世に 弘 布せ しむる に 便 

宜 であった であらう、 故に この 王學 名義 は 日本 陽 明學發 達の 歴史から 観て 注意 

すべ き 書物で ある。 

松恭と 同じく 京都の 人で 陽 明 學を唱 へた 人に 三 宅石菴 とい ふ 人が あろ、 大阪 

懷德堂 書院 第 一 代の 學主 となって 懷德堂 の學 風に 犬なる 感化 を 及ぼして ゐる、 

石 巷 は 世に 鵷學 問と 謂って 之 を 誹謗す る 人 もあった 位で、 博學 であった がその 

代り 餘.^ 深 か 味の ない 人であった、 然しながら 晚年は 全く 陽 明學を 信奉して 其 

の 鼓吹に 努力した やうで ある、 懷德 堂の 學 風に 陽 明 主義の 著しく 見 はれて ゐる 

のは此 人の 影響 かと 思 はれる、 石菴の 陽明學 者と しての 思想 を 窺 ひ 知る に 足る 

もの は藤樹 先生 書簡 雜著ー 卷 あるの みで ある、 此書は 藤 樹の書 筒 を輯錄 した も 

ので 正德 三年の 序文が ある、 彼れ が 藤樹を 尊信せ る こと は、 これに 依て 知られ 

る、 然しながら 其 端 書に 彼れ 自らの 意見 を 附記して ゐ るから、 これに 依て 彼れ 


の 陽 明 學に對 する 態度が 窺 はれる。 

2 

ある 人い はく、 藤樹 先生の 學、 朱に 始 りて 王に 終 ふ、 今 吾子 先生の 說を 尊信す 

る こと 如い^ なれば、 亦 王子に 從ふ 者なる か。 余が いはく、 これ また 朱 陸 の 

辨 のみ、 爲る ことな かれ、 朱 陸 王子 は、 皆 吾 道の 宗子、 斯文の 大家 也、 世の 

朱 を 爲る者 陸 を 非と し、 その 王 を 爲る者 は 又 朱を是 ならす として、 をの/.^ 

これ を壓 倒せん とする の氣 あり、 これ 三 先生の 心 を 知らざる 也。 當時朱 子 象 

山 を 謂て 天下 第一 等の 人 也と、 陸 子 も 亦 紫 陽 を 謂て 天下 第一 の 人 也と、 その 

相 交る こと 兄弟の 如し、 議論の 間 合 はざる こと 有と いへ ども、 こ  と 並行 は 

れて相 害せ ざり き、 これ を 君子の 心と いふ、 その 學は 天下の 公也、 然れば 朱 

に祖 くと 王に 袒 くと、 袒く所 異なりと いへ ども、 その 私た る こと は 一也。 

その 朱 子を排 せす 陸 子に 黨 せざる を 以て 観れば 彼れ の 學に對 する 公平なる 態度 

を 知るべし、 彼れ 更に 語を續 けて 曰 はく、 


三 先生の 道と する 所 は 何ぞ、 此 私に 勝ちて 天下と 大同す るの み， 今 先生の 書 

をよ むに、 固より 王子に 據 りて 亦 朱 子 を 引け，.^、 其 語意 氣象、 かの 適 あり 莫 

あ， 0 て 固 我 を絕っ こと を爲 ざる 者と 相 天 淵す、 佘 もまた こ.^ を學 ばんと 欲し 

て、 みづ から 不逮 の資を 忘る、 のみ、 何ぞ必 しも 朱と いひ 王と いふ こと を以 

て 爲んゃ 云々。 

と、 是れ にぬ て 之 を 観れば 藤 樹を學 びて 藤樹に 偏せ ざる 意なる ことが 以て 推知 

せらる、 であらう、 卽ち 彼れ も 亦た 蕃 山と 同じく、 藤樹 先生の 志と 德 業と を 敬 

慕して 師說の 誤に 於て は 之 を 訂正 指摘す る ことに 吝 ならざる もので あつたので 

ある。 

第五 節 三輪 執齋 

寬文九 年 ( 一 六 六 九) i 宽保四 年 ( 一 七 四 s 


272 


執齋 は斯學 中興の祖と. 稱 せらる. - 人で、 其德 望の 高き と、 學 問の 博き とに 依 

て、 一 時 不振であった 陽 明 學も大 に 興隆す るに 至った、 彼れ は.^ め 佐 藤 直 方の 

門に 入りて 朱 子學を 深く 研究した ので 朱子學 的の 色彩が 餘程そ の學 風に 見 は れ 

てゐ る、 (日本 儒 敎槪說 一 三 四 頁 • 一  三 七頁參 照) 而 して 陽 明學を 主張す るに 

至っても 決して 朱子學 を徘す ると いふ やうな ことがなかった、 彼れ の學 風は耍 

する に 實學を 貴ぶ に 在る、 學 派の ハサな ど は 眼中に なかった ので ある、 曾て 彼れ 

と 同窓の 友であった 魚住靜 安と いふ 人が、 彼れ に 向つ て 共 に 朱 子學を 攻究して 

今後 相 共 に 朱學を 張皇す る ， J と を 約し な が ら 、 何故 に 其 學を變 じ て 陽 明 學を信 

やる に 至った ので あるかと、. 其 變節を 難詰した 時 に 彼れ は 左 の 如く 之 を 辯 じ て 

ゐる。 

夫學有 二三 貴 ー焉。 其 寡 レ過矣 乎 志 貴 二 高遠： 不. Js- 一， 卑近： 道 貴， 自得 1 不レ貴 

ビ從ヒ 言、 學 貴，, 易簡 I 不ぃ 貴，, 煩载 r 周 程 朱 王、 皆 古 之 賢 聖 也、 吾 豈敢輕 取- 1 捨 


ミ 之-乎， 然若二 其 所,， 志、 則亞聖 公有 ほ、 所い 願 則 學，, 孔子 r 是 所ァ以 食，, 高遠, 

. 不レ上 貴 二 卑近， 也。：： 古 之 志 レ道如 レ此、 而吾何 爲獨不 レ然。 生 雜著卷 三) 

彼れ は此 くの 如く 先づ學 問の 道に 於て 易簡を 貴び、 自得 を 貴び、 その 志す 所 は 

高遠 を 貴ぶ の 三 事 を 以てして 自分の 主義 主張 を 明らかにし、 更に 進んで 何故に 

朱 子より 陽 明に 轉 じたる かの 理由 を 述べ てゐ る、 

予嘗 欲，. 以，， 通 儒， 稱± 於 n 天下 r 而 從，， 一事 於，, 章句, 幾 十 年矣。 字解 句 釋、； ？ 蠶絲, 

拔，, 牛 毛 『 自以爲 ，，1 頗 得，， 雲 谷讀書 之 法， 矣、 及， 其 私； 則 無,， 有，， 分寸之 所，， 

一得、 於い 是竊 謂、 如-, 文 公之 學 r 其 道大其 業廣、 非，， 1 吾才 所，， 能勝ハ 而 雖，， 思 子 龍 

周 程 f 亦 未- -必 如い 此學 -焉。 乃 歸二鄕 里 1 自養、 聞，. 苟 有，. 能 成，， 一 德， 者ハ 則不レ 

辨 n 朱 王- 不 Jt-- 老佛 『必執 ，1 弟子 之禮 f 往相 見、 以 爲，， 吾 進 &f 之 助 1 矣、 而未 K. 

得， 一 君子 者， 而見 上い 之、 則皇々 望々、 如 一一 一 亡子 於 一一 道路： 而猶 未レ休 、不一 1 亦 5^ 一 乎、 

比 年來讀 -I 王 夫子 之 書 f 似 "知い 有ァ 自得 ，- 易 簡之學 -者ハ 及- 1 其考- 諸朱說 f 雖レ 


g| 未 n 嘗 不，， 同、 (說 之廣大 『 而 未い 見 n 其 耍領， 耳、 然後 自，， 章句 集註 r 至，， 語 

類 文集 f 於， 凡 文 公之 書 1 吾 亦 取- 1 其 二三 策， 而 已矣、 豈獨朱 子 之 書、 雖，， 王 夫 

子 之 書 『 亦 取 ニニ 三 策， 而已、 豈獨王 夫子 周 程 孔子 1 之 書、 吾心 自得 外、 姑舍而 

閣焉、 則才之 短、 於、 K 乎 如い 有，， 少 所，， 勝矣" (同上) 

是れ實 に 能く 彼れ の學 問の 徑路を 敍し盡 した 文で ある、 故に 長き を 厭 はす、 こ 

こに 引用した ので ある、 これに 依て 見る と 彼れ が 初め 朱 子學を 志した の は博學 

の 先生た らんと したので ある、 然しながら 讀 書萬卷 返て 其 私 を 省みる と 何等 身 

に 得る 所な きを 悟って、 是 より 書物 を 捨て、 實際 人物の 偉大なる 人に 接して 德 

を 磨かん としたの であるが、 世に 君子 人の 少 きを 嘆息して 聊か 煩悶し てゐる 

際、 偶 i 王 陽 明の 書 を 見て 易簡の 學玆に 在りと 感 悟した ので ある、 然しながら 

要は 自得 を 貴ぶ ので あるから、 決して 王子の 說を その ま 汲み取ら うとす るの 

でない、 周 程 孔孟の 書と 雖も 自得せ ざる 所 は敢て 取らない とい ふので ある、 か 
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うい ふ 主義の 人で あるから 朱 王の 爭な ど に沒 頭す る こと は、 彼れ の 立場 か ら a 

れば實 に 愚の 骨頂で ある、 故に 彼れ は 之を排 して、 

若 夫 世 之 以，， 朱 王， 爲 T 如， I 水火 ふら. 薰蕕： ： 而役々 于，， 同異 之辨， 無い 所い 止 者、 其 

亦可レ 謂に 不レ知 J  一一  C 矣リ (同上) 

i 言って ゐる、 要するに 彼れ の 學風は 左の 一 詩に 言ひ盡 くされて ゐ ると 思 ふ。 

吾 學從來 無 _1 異同.； 事い 親 則 孝 事い 君忠。 何 求，， 日用 蘇 倫 外 一 明 Jap 誠つ 功。 

(雜 著卷 三、 怒-一 小 出 日 新 軒 間， 學) 

一一、 學說 要領 

執 齋の學 は、 以 上述ぶ る 如く、 何ぞ 日常 S 倫の 外に 求めん とい ふので あるか 

ら、 其敎訓 悉く. 吾人 日常 實踐 の&理 ならざる もの はない、 @i 々の 敎訓中 最もよ 

くその 耍領を 知る に 便なる もの は 其 著 「日用 心 法」 ー卷 である、 元來 この 書 は 

彼れ の 日. 常 工夫の 條目を 記した もので、 其 文 も 假名 書で あるから その 書 を 一 讀 


^ すれば 解 を 持た すして 其 要旨 を 知る ことが 出來 るので あるが、 今讀者 の 便利 上 

2 

其 要旨 を こ >* に摘錄 する ことにしよう。 

本書の 品目 は 左の 十 項目に 分けて ゐる、 

1 、 立志 を はじめと す、 

二、 辱 をし る を 助けと す、 

三、 孝悌 を 本と す、 

四、 氣を養 ふ、 

五、 量を廣 ふす、 

六、 氣 象を考 ふ、 

七、 內省 

八、 致， - 良知 r 

- 九- 言行 念盧妄 にす ベから や、 
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十、 執 vi.。 

一 、 先づ 立志 を 說て曰 はく、 

心 は 天理の 凝聚、 性の 生活、 人に 受 て知覺 運動す る ものな. 9。 志 は其發 出し 

さし 向ふ處 にっきて 心 を 得る ものな り。 心 もと 不善な し、 故に その 發し向 ふ 

處 もまた 不善な きなり、 聖人に 志す は 志の 本體 也、 異學に 志す は 志の 惑へ る 

なり 云 々o 

之 を 要するに 志の 一字 は初學 より 聖人に 至る まで" 學 問の 全體 なり、 孔子が 十 

五に して 學に 志す と 云 ひ、 三十に して 立つ と は 志 を 立つ るな..^、 四十に して 惑 

はすと は 志の 惑 はざる なり、 五十六 十より 七十に して 心の 欲する 所に 從て を 

踰ぇ やと 云 ふも此 志の 矩を踰 えざる なりと 例證 して 大に 立志の 必要 を 明に して 

ゐ るので ある。  . 

二、 辱 をし る をた すけと す、 
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此 心 は 父母の 遺 體 なれば 此身此 心 是れ皆 父母な り. - 故に 人欲の 爲 めに 之 を 害 す 

る は 父母 を 害する に 同じ、 故に 人 は 恥 を 知る を 以て 第一 とすべき を 論す るので 

ある。 

三、 孝悌 を 本， こす、 

孝悌に 天地 生々 の德、 之 を 人に 受けて 仁義と なる、 孝悌 は其發 用な り、 故に 孝 

梯は 人心に 极 ざし、 人心 は 孝悌に 發す、 有 子が 孝悌 は 仁 を爲す 本と 云へ るも此 

理な -^、 然り 孝悌の 心 あ、 りと 雖も志 足ら やん ば、 此天眞 を 全うして 生々 の德を 

體 する こと 能 はす、 故に 立志 を 始めと し、 孝悌 を 本と す、 志 は 孝の 工夫、 孝梯 

は 志の 主意、 更に 二つ あるべ からす、 本な くんば 何 を か 生 せん、 始 なくん ばい 

づ くによく ならん とて、 志と 孝悌との 一 致すべき 實體を 論じて ゐる。 

四、 氣を養 ふ、 

此章は 要すろ に 孟子 浩然の 章 を 解して ゐ るので ある。 
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五、 量を廣 ふす。  一 

此章 殊に^ ふべき 言 多し、 云 はく、  I 

人の 性 は 天の 命な， り、 人の 心 は 並びて 三才と 成る ベく して 氣 もま た 浩然 た 一 

り、 天 もと 無量、 人の 量何ぞ かぎる に 分界 を 以てせん、 唯 有, 我の 私に か > 

ら はされ、 各 受の形 體に局 せら るれば、 自 私して 天受の 量を狹 陰に す、 故に 一 

聖學 にこ.^ ろざす もの こ の關 をう ち 通ら ざれば 觅に祐 け とすべき なし。 ノ 

彼れ は此 くの 如く 人間 度量の 自然に 大 なる ベ きを 論じ、 度量の 廣大 ならざる 可 一 

ら ざる 所以 を說 かんとして ゐる、 曰 はく、  I 

凡そ 量せば き 者 善事 をな すと いへ ども 迫 切の 病 ありて 從 容の氣 象な し、 毀譽ー 

に 動き やすく 憂苦に 堪が たし、 故に その 人 志 をうれば 件 恨 睚眦の 恨 も 必報ひ 一 

んと おも ひ、 位 をう しなへば 悲 憂痛慽 いふべ からす、 晏 子の 御者の つまに わ 1 

ら はるべ し、 然れ ども 量狹 きもの は 喜怒發 しゃすし といへ ども 心の はやく  wi 


g り 安き を 以て 必大惡 に は 至らざる ものな り、 如何と なれば 量狹 ければ 慮み ぢ. 

2 

かし、 一 塗に おも ひ 入 ぬれば その 處に 屈して 融通す る こと あた はす、 是を以 

て 善に す、 みがた し、 叉惡 にも 大に 流れ や、 諺に いへ る、 惡に强 きもの は 善 

に つよき 物な り、 世の 狂 病 をうる もの を 見る に 放蕩より 入る もの はすくな 

く、 偏 固なる もの 多く この 病 を 生す、 是れ 1 所に 屈して 活 所なければ なり。 

更に その 斷案を 下して 曰 はく、 

故に 量 ひろから ざれば 聖學 かた b がた し、 ：： 百 尺の 臺を 築かん と 思 ふ もの 

は必 その 基を大 にす、 聖人に 至らん とお も ふ もの は、 必其 量を廣 うす、 故に 

今 この 條を 設け、 其矩 模を大 にす としかい ふ。 

六、 氣 象を考 ふ、 

これ も 別に 一 等の 工夫に あらす、 卽 立志 養氣 より 廣 量の 內 この 趣 有り、 今 こ 

れが條 目 を あら はすこと は、 人 聖人に あらざる よ は 必氣象 昏明淸 渦に より 


て か はりあり、 氣象淸 明なる 時 は 本心お のづ から 發 しゃすく、 大にカ を はぶ 

く處 あり、 昏 濁なる 時 は 力 を 用 ひて 心 を はげます といへ ども、 必失ふ 事 又 多 

し 0 

とて、 氣 象の 考 へざる 可らざる こと を說 き、 更に その 結論と して 左の 如く 述べ 

てゐる 0 

之 を 以て 氣象 を考 ふること を しら ざれば 信 偽の 界を辨 じ 進退の 位 を 別け がた 

し、 ：： 常に 氣象を 考れば 自得 誠意の 處 より 發 する 者の 各 別なる 味し り 安 か 

る ベ し、 夫れ 自得 誠意の 處 より 發 する もの は、 優々 游々 從容不 い 迫 事の ため に 

いからす、 もの、 爲 に擾ら す、 志氣淸 明、 事 を 終りて 喜 快 こ、 ちょし、 鳳 千 

饭にかけるの氣象ぁ，.^、 たと ひ 死地に 臨む といへ ども 仁 を 求めて 仁 を 得、 ま 

た何ぞ 恨みん、 不ぃ然 ば 善事 を 成す といへ ども 心 甚だ 苦しみ、 成しお はりて 

お やすから す、 利害の 來 るに 逢 ふ 時 は、 却て これ を悔る こと あり、 これみ な 1 


お I  旦 の意氣 より 出て 本心 自得の 處 より 生せ ざれば な..^。 云々。 

七、 內省」 

言 は 心の 聲な り、 行 は 心の 跡な り、 爲ニ 私欲 一 に隔斷 せられて 心 跡 二つと なる、 

言行よ しとい へど も、 爲 めに する 事 あれば 本心の 發 見に 非す、 その 心 跡 二つ 

と 成る ものな り、 ： ： 人の しらざる 處 にして 己獨 知る、 この 處に 於て 力 を 用 

る は 誠意の 愼獨 なり、 是則自 反內に 省みて、 內自訟 る 者な り、 人の 學是 より 

す、 ますん ば 上に 述 たる 數 節の 條目、 凡て いつはり な，.： >^、 其餘 は何ぞ 見る に 

足らん、 天下の 人 こぞり て 春る も、 歡ぶ ベ からす、 天下の 人 こぞり て そしる も 

愁ふ ベから す、 只自 反して 心に 快き はこれ 則 天心に あへ ると しるべし、 — 

本心 卽 天理、 何ぞ 他に 求る 事 を 煩 はさん や、 顧れば 卽こ、 に存 す、 予故 云、 

自反內 省 は 存亡 の 機な り。 

八、 致 良知。 
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致 知の 工夫 は 大學に 始めて 是れ をい ひ、 知 を 良知と する こと は 孟子に 據れ りと 

て 此三字 を 丁寧に 解釋 して ゐる、 本文 餘 りに 長き， 政 之 を 略す、 良知の 解 を 知ら 

ん とする 人 は 一 讀の 要が ある。 

九、 言行 念盧妄 にす ベから や。 

言 は 心の 聲 なり、 行 は 心の 跡 也、 思慮 は 心の 動な り、 此 三つの もの は 人の 必 

ある ものにして 其 事 眞と妄 との 二つ あり、 是 を此處 につ、 しむ、 則是 立志、 養 

氣、 內省、 致 知の 條目 なり、 夫 無妄は 天理の 實然 心の 本眞 なり、 人欲 氣 質の 

お ほ はれより その 本體を 失すれば 則妄 をな す 事 あ， o、 ： ： なほ 此 本より 本心 

にかへ り 求めて 志 をせ め、 耻以 はげまし、 氣を養 ひ 良知 を 致す、 各 其 他 頭に 

つきて 是が 工夫 をな せば、 邪妄返 去す。 

更に 此の 論 を 進めて 曰 はく、 

1 言 妄に發 すべから や、 必す之 を 良知に 問 ひ、 之 を 孝悌に 本 づけ、 之 を 志に 


s【 責め、 之を氣 象に 考 へて、 さはる 所な く耻 ると ころな く、 せまる 所な く、 疑 

. ふ處 なくして 後に 出い 之、 然して 後 言 天下に 充て 口の 過な かるべし。 

1 行妄 になす ベから す、 必是を 良知に とひ、 孝悌に 本 づけ 志に せめ、 氣 象に 

考 へて、 障る 處 なく、 せまる 處 なく 恥る 處 なく、 疑ふ處 なくして 後に 行レ 之、 

然して 後 行 ひ 天下に みちて、 うちみ 憎む ことな かるべし。 

二念 妄に思 ふべ からす、 必 これ を 良知に とひ、 孝悌に もとづけ、 志に せめ、 

氣 象に 考 へて、 さはる 處 なく、 恥る 處 なく、 疑 ふ 所な くして 後に 思レ 之、 然後 

その 心に 生じて、 其 事に 害 あらや、 其 政に そこな ひ あるべ からす、 ：： 則 ft 

外 を 一つに して 表裏 を 合せ、 衆人より 以 聖人に 至り、 一 身より 以 天下に 施す 

べき 要 道な り、 かりにも ゆるがせに すべから す。 

と 結論して ゐる" 

十、 執 中。 
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大 IS 謨に曰 はく、 人心 惟危、 道心 惟微、 惟精 惟一 、 允 執-厥 中 r 是れ 先聖 相傳 

(堯 舜禹) の 旨 意な りと て、 この 語 を 解して ゐ るので あるが、 其 中 左の 言 最も 味 一 

ふべき 敎訓 である。  - 

然れ ども 人此身 あれば、 かなら ゃ自 私する 處 あ，.^ て、 道と ひとつ なりが た 一 

し、 是を 以て 道に 志な きもの は、 常に 軀殼 より 念 を 起し、 其 道心 あら はれが： 

たし、 故に 微 なりと。 夫 善 を 見て は必 これ をよ みし、 惡を 見て は必 惡ぃ 之 は 一 

是 道心の 發 見輻殼 によらざる ものな り、 我^^-にぃたりては、 善に はう とし 惡ー 

、、、、、、、、、、、、、 1、、 、、、 0000000000  0  0  ^  0 一 

に は 近き は軀 殼に從 ひて 自 私する ものな， 9、 故に 人 至 愚と いへ ども 人 を 責むー 

0000000000  o〇〇oo〇〇o〇〇〇〇o〇  o〇〇oc〇〇o 一 

る 事の 必 明らかなる は、 天下の 眼 を 以て 公に 見れば なり、 至 明と いへ ども 己一 

o〇〇o〇〇〇o〇〇〇o  〇〇oooo〇o〇o_〇〇_p〇〇l  . -ゝ， ス 

を はかる ことの 必 くらき は、 一 人の 身 を 以て 自ら 私すれ はなり。 故に 人 vt^ 道 一 

心た が ひに 消長 を 相 成す、 道心 專ー なれば 人心 消し、 人心 盛 なれば 道心 微なー 

り，. 道心 徵 にして かへ る 事 を 知ら ざれば 其 終 禽獸を 去る こと 不 J 返な り、 人心； 
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の 危きは 道心 本體 をう しなへ ばな り、 道心 微 なる は 人心の 事 を 用 ゆ れ ば な 

り、 聖人 人心 を 去る を 惟精と いひ、 その 道に 復 する を 惟一と いふなり、 二 事 

あるに あらす 云々。 

尙ほ 最後に 

以上の 工夫 は當 所に よりて、 名 を 異にすと いへ ども、 その 實は十 個 只 一個の 

ェ失 のみ、 十 條を通 貫し、 會 得すれば 一 事に えても 九 事 その 內 にあり、 十條 

の 別に か、 はりて 支 離 破裂す ぺ からす、 十條 にわか つもの は、 一條 一 條の趣 

をよ くしり て眞に 至らん 事 を 願 ふの み。 

と 注意して ゐる、 以上 十 箇條の 敎訓は 以て 吾人 日常の 鑑戒 とすべき である。 尙 

ほ 「四 言敎 講義」 も • 彼れ の 思想 を 窺 ふべき 重要の 書で あるが、 今 は 之 を 割愛 

して 述べない、 その他 雜著 中に ある、 「自警 以て 諸兒 輩に 示す」 の 一文な ども 亦 

た 吾人の 服膺す ベ き 余 玉の 文字で あるが 凡て 之 を 省略す る。 


OS の 門人 川 田 I に は、 霧 「學 8 鼓」 ありて、 i の 8 を 祖述し 

てゐ るが、 この 小冊子の 能く. 述べ 盡す ところでな いから、 是れも 亦た こ k 

に は 略す る ことにする 0 

【著 書】 

日用 心 法 ー卷 (元祿 十五 年刊) 

四言敎 講義 ー卷 (享保 十二 年の 著) 

執齋 先生 雜著 四卷  . 

(右三 部の 書 は 日本 倫理 彙編 にあ. 0) 

古本 大學 俗解 二 卷ニ册 (.寫 本) 

大學 講義 七 卷三冊 S 本) 

古本 大學 和解 二 冊 (刊 本) 

古本 大學 講義 ニ卷 一冊 (束 敬 治 詳註、 明治 gr 十 I 年) 


gg 障習錄 筆記 (漢籍 國 字解 第 十六 卷 にあ リ し 

2 

正享 問答 (日本 文庫 第 六 編に ぁリ) 

救餓 大意 附社會 略 法、 社會法 大意 

(右の 書 は 日 本經濟 叢書 第六卷 に收 めら る) 

標注傳 習 錄四卷 

其 他 之 を 省略す。 

第. l\iBU 中 根. 1%  里 

元 祿七年 (一 六 九 四) —— 明 和 二 年 (一 七 六 五) 

一 、 學說 要領 

東 里 は 初め 僧門に 入りて 佛學を 修め、 更に 蘐 園の 學を 攻究し、 轉 じて 鳩巢の 

門に 於て 朱 子 學を習 ひ、 晚年 悟る 所 あ つて 陽 明の 學に歸 したので ある、 その 修養 

の 徑路は 執齋の それに 似て ゐる、 卽ち 彼れ の學問 はた く實踐 躬行 を 主と す 


、るので ある、 (日本 儒 敎槪說 一 三 九 —— 一 四 一 頁參 照) その 遺著と して は柬 m 遺 

稿 束 里 外 集の 二部、 傳 はって ゐ るが 今 その 書に 依て、 先づ 彼れ の 根本主義 たる 

天地 萬 物 一 體の 仁に 就て 述べ る ことにする。 彼れ が 作る 所の 學則 一 篇は 最もよ 

ぐ その 主義 を 簡明に 表 はして ゐ るから 之 を 引用しょう。 

聖人 之學、 爲ぃ仁 而已矣 、仁者 天地 萬 物 一 體之心 也、 而 義禮智 信、 皆 在 二 其 中, 

矣、 巷 天下 之 物、 其 差等 雖ッ 無い 窮、 然莫ぃ 弗ん， 天地 之 性- 以爲ニ 其 性， 得-, 天 

地 之氣， 以爲+ 其 氣± 、此之 謂， ニ體ー 是故 自，， 我 父子 兄弟 f 以 至い 於，， 天下 後世 之 

人： 皆 吾 骨肉 也  人 之 善惡、 若，, 己 有，， 之、 先，， 天下 之 憂， 而憂、 後，， 天下 

之樂， 而 樂.' 是之 謂，， 天地 萬 物 ー體之 心-  聖人 之學、 豈 有い 他 哉、 勝，， 夫 

人欲 1 以 盡，, 是心 1 而 已矣、 签 合ニ內 外- 以 平，， 物 我， 而已矣 、此之 謂い 爲ぃ 仁、 此之 

謂レ好 レ學。 (束 里 先生 外 a) 

卽ち 彼れ が 門に 在って は、 學 問の 本領 はた く 博愛 仁慈 を實 行す るに あるの 
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である、 萬 物 一 體の 理を體 得して、 博く 萬 人 を 愛する のが 學 者の 理想で あつ て、 

經義の 解釋、 文 辭の麗 を 欲する は是 れ陋學 なりと して 之を卑 めて ゐる、 彼れ がー 

1 生涯 その 到る 處に 於て、 德を 以て 衆 民 を 化する ことに 努めた の もこれ が 爲めー 

である、 -; i ほ 彼れ の學の 本領 は 「ー體 之訓- に 於て 之 を 表示して ゐる。 

I  一 

ー體 之訓， 其 由て 來 こと 久し、 後 儒の 新 意に 非す：： 秦 誓に 曰、 惟 天地 は 萬 一 

物の 父母、 惟人 は 萬 物の 靈 なり、 夫れ 天地 果して 萬 物の 父母なら ば 萬 物 は 乃 一 

ち 天地の 子な り、 子と 父母と ー體 ならざる もの 有らん や、  萬 物の 區 

にして 以て 別れた る は、 一 身の 中に 於て 耳目 口 鼻 首足 肩 背 各 其 分ち 有が 如し 

云 々o  (同上)  .  一 

彼は此 くの 如く 一  元 的 世界 觀 によって 儒 敎の根 本義た る 仁の 本體を 明らかにせ； 

ん として ゐる、 大人 歌の 中に も 此意を 述べて、  ； 

天地 與-, 萬 物- 渾然惟 一 人、 陰陽 爲，， 呼吸 「 四時 是 屈伸、 分野 唯 虚名、 全 體靡レ 


不，' 均。 (來 Ef: 遺稿) 

と說 き、 世界 は卽ち 人の 犬なる ものと 考 へたので ある、 更に 人說を 作って 曰 は 

ぐ、 

吾 聞.^ 之、 人 者 天地 之 心 也、 故 天地 者 人 之 身 也、 萬 物 備焉、 無 無,， 外 • 無レ始 

無レ 終、 何時 非， 仁、 何處 非.， 中、 欣合 和暢、 浩々 悠々、 此 謂，， 宇宙 ハ 宇宙 卽是 

■ 人、 人卽是 宇宙、 人 之 大全 也 • 嗟 呼 宇宙 不-, 曾 限 n 隔人 『人自 限ニ隔 宇宙 r 謂 U 之 

小人 ハ 學問之 道 無い 他、 撤，， 其 藩籬， 而已。 (同上) 

彼れ が遙 かに 凡俗の 境界 を 脱して、 而 かも その 凡俗 を 導き 得た る もの は、 蓋し 

此 くの 如き 大 なる 理想 境に 住した る爲 めで あらう、 學 問の 道 他な し、 物 我の 藩 

籬を撤 する に 在りと は、 誠に 彼れ の敎義 を遣慽 なく 發 揮して ゐる 言で ある。 是 

れょ， 0 少しく 彼れ が實踐 &理の 方面に 於け る 敎訓に 就て 槪觀 して 見よう。 

Ml  一一、 實踐 的敎訓 


s 一  彼れ は 上述の 如く 聖人の 學 はたく 仁愛の 德を實 行す る に 在る こと を 云 へ る を 

以て、 その 人に 敎 ゆる 敎訓 も、 亦た 頗る 實 際に 適切なる 言に 滿 ちて ゐる、 曾て 

聖人の 學問 は何ぞ やとの 問に 對 して 答へ たる 書簡に 曰 はく、 

聖人の 學問 は、 善 をな して 惡を 去る のみな り、 善 にても しかた あしければ、. 

善け がれて 惡 となれ るな り、 第一 言語の 上に て 見るべく 候、 譬 いかほど 善事 

をい ふと も、 いひ かたあしければ、 善 言け がれて 惡言 となり 人 も 信せ す、 自 

分に もこ k ろ わるし、 然る 故に 物い ふ 事 を 大切に 慎むべし、 至極 尤なる こと 

をい ふと も、 かる はづ にい ひ はら ふべ からす、 せわしな くい ひと るべ から 

す、 氣 儘に いひ はるべ からす、 此ー 一 つ ことばの 病な b 云々。 (東 里 先生 外 集) 

聖人の 學は 別に 難事に あらす、 只々 善 を 行 ひ惡を 去る のみと いひ、 且つ その 善 

事 を 行 ふ も 常に その 方法 を 考慮すべき こと を說 き、 言語の 三 病と して 輕率、 躁 

急、 氣 儘の 三 事 を 擧げて 注意す るが 如き、 以て 彼れ の訓 言が 如何に 平易に して 
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又た 如何に 用意周到なる ものなる か は 推知 せらる、 であらう、 更に 學者 名聞の 

弊 を 戒めた る 言に、 

名 を 好む 心は學 問の 大魔 なり、 早く 名 を 棄て實 を 勤むべし、  名を惜 

しむと 申 候へ ば、 よき 事に 聞え 候 へ ども、 聖人の 學者は 義を惜 み 候 間、 名に は 

頓着 不レ致 候、 名 をお しむ 心 有， 之 候へば、 事 ごとに 外聞 を かざりて、 眞實 の. 

心なく、 世上のう はさ を 恐れて、 氣遣ひ 多し、 果には 只 名のた めに 義を すつ 

るかた に 成..^ ゆき 申 候、 ： ： 義と 名と は 玉と 石と なり、 取 違 ひなき 樣に擇 び 

わか つ ベ き 事に 候。 (同上) 

と ある、 義と 名と は 玉と 石との 區別 あり、 石 を 得ん として 玉を捨 つる 勿れとの 

戒は、 吾人 日常の 鑑戒 として 深く 注意し なければ ならぬ、 尙ほ 彼れ は 一 日の 命 

あらば 一 日の 學問を 勤めん と 言って 常に 自ら 修養の 工夫に 專 心した 人で あるか 

ら、 その 方面に 於ても 亦た 吾人の 服膺すべき 敎 訓が尠 くない、 特に 注意すべき 


gl は 彼れ は靜 立の 工夫 を創唱 した ことで ある、 靜坐は 動もすれば 消極的 枯 寂に 陷 

るの 弊 ある を 觀て、 彼れ は 此の 工夫 を 案出した ので ある、 所謂 靜 立と は 何で あ 

るか、 彼れ 之 を. 說 きて 曰 はく、 

老拙近 來靜坐 を 勤 候に 付、 靜立を も 致 候、 古來靜 立と いふ 名目 は 聞 及ばす 候 

へ 共、 愚意 を以 つで 作爲 いたし 候、 靜坐は 時 を 待ち 所 を 擇ぶ事 も 有い 之 候へ 

ども、 靜立は 其 差別な く、 內に ありても 外へ 出ても、 道路 を往來 する にも、 

心 まかせに なるべし、 殊に 山に 登り、 水に 臨む 時な ど は 別ての 佳 興 也。 又 

靜立は 全身 を 運用す るが 故に、 勉 强の氣 味も少 く、 心 氣從容 として 血脉 周流 

し、 拘局 凝滞の 思 ひなし、 德を養 ひ、 生 を 養 ふに 於て、 大に益 あるべし 云々。 

(同 i 

此 くの 如く 靜 立の 效 果を說 き、 更に 古人の 名目に はなき も 此事必 や 古に 於ても 

在りし なるべし とて、 論語の 「嘗獨 立-鯉 趨 而過ン 庭」 の 語と 「他日 又獨立 云々」 
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の 語 を 引用して、 所謂 獨立は 卽ち靜 立の 意なる べしと 論じて ゐる。 更に 彼れ の 

修養 法と して 特に 注意すべき は、 笑 字 を 去る の 工夫な り、 卽ち說 いて 曰 はく、 

老 拙近來 は、 一 つの 笑の 字 を 去る 工夫に 於て 力 を 用 ひ 申 候。 ：： 此 笑の 字 は 

夫子 莞爾而 笑、 夫子 樂然後 笑.. 人 不レ厭 二 其 笑 1 などい ふ 笑 字に て は 無ン之 候、 別 

に 一 種の 笑 字、 人 不ぃ知 而己獨 知の 地に 在て、 大罪 極惡の 本 根と なる もの を ^ 

て 云。 ：： 眞 によく 此笑字 を 除き 去らば、 怠惰 放肆の 日に 去て、 聖域の 道路. 

廓 然として 障碍な か る ベ し。 (同上〕 

と、 是れ 中庸に 所謂 愼獨の 工夫の ー轉 せる ものと 謂 ふべ く、 頗る 味 ふべき 敎訓. 

である、 眞 によく 此笑字 を 去らば、 吾が 向上の 一 路廓 然として 眼前に 現出す る. 

であらう、 柬 里の 遺 編 を通讀 して 感 する こと は、 如何に 彼れ が實踐 躬行に 努 

め、 その 修爲の 工夫に 力 を 致した かとい ふこと である、 靜 立と いひ、 笑 字の 除 

去と いひ、 何れも 彼れ が 心 を 玆に用 ゆる 久しき の 結果 發 明した も， ので あら， つ、 


I 一  最後に 彼れ が 童 蒙の 爲 めに 書け る璧書 十六 ケ條 を揭げ て、 吾人 座右の 襲と して 

鑑戒に 供したい と 思 ふ。 

1 、 父母 をい と をし み、 兄弟に むつまじき は、 身 を修る 本な り、 本 かたけ e 

ば 末 じけ し。 

1、 老を敬 ひ 幼 をい つくしみ、 有德を 貴び 無能 を あはれ む。 

】 、 忠臣 は國 ある 事 を 知て 家 ある 事 を 知らす、 孝子 は 親 ある こと を 知て おの 

れ ある こと を 知らす。 

1 、 先祖の 祭 を 慎み、 子孫の 敎を忽 にせす。 

. 、 辭は ゆるく して 誠なら む 事 を 願 ひ、 行 は敏/ 、して 厚から むこと を 欲す 。- 

1 、 善 を 見て は 法と し、 不善 を 見て はい ましめ とす。 

1、 怒に 難 を 思へば 悔 にいたら や、 欲に 義を 思へば 恥 を とらす。 

1 、 儉 より 奢に 移る 事 は 易く、 奢より 險に 入る こと はかた し。 


、 樵 父 は 山に 登り、 漁 父 は 海に 浮ぶ、 人 各 その 業を樂 むべ し Q 

、 人の 過 をい はす、 我 功に ほこらす。 

、 病 は 口より 入る もの 多し、 禍は 口より 出る もの 少 からす。 

、 施して 報 を 願 はす、 受て恩 を 忘れす。 

、 他山の石 は 玉 をみ がくべし、 憂患の こと は 心 をみ がくべし 0 

、 水 を 飮て樂 む もの あり、 錦 を 衣て 憂る もの あり。 

、 出る 月 を 待べ し、 散る 花 を 追 ことな かれ。 

、 忠言 は 耳に さか ひ、 良藥は 口に 苦し。 

第二 章 輓 近の 陽明學 

(日本 儒 敎槪說 第五 章 第 六節參 照) 

第 1 節 佐 藤ー齋 
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安、 水 元年 ( 一 七 七 二) 11 安政 六 年 (一 八 五 九) 

一、 學風 

輓近陽 明學の 巨頭と して 佐 勝 一 .齋 の 事蹟 及た 學說 など は 可な り弘く 知られて 

ゐる、 そこで 簡單に その 學風 如何 を敍 ベて a よう、 彼れ は 所謂 陽 朱 陰 王 主義の 

人で あつたと 謂 はれて ゐる、 聖堂の 敎官 であった 關係も あらう が、 表面 は在來 

の 宋學を 講じて ゐた、 而 じて 自らの 修養 は 主として 陽 明學に 因った ので ある、 

門下に 多 數の陽 明 學者を 出して ゐ るの も是れ が爲 めで あらう、 然しながら 朱 子 

學を 表面に 講 すると 言っても、 全然 之 を 信奉し なかった のでない、 言 志 晚錄の 

中に 藤 原 惺窩の 朱 陸 併 取の 學風を 述べ 、 自分の 朱 王 併 取 も 之れ に 淵源して ゐる 

こと を說 いて ゐる、 (日本 儒 敎槪說 三 二 〇 參照) 卽ち 彼れ は 要するに 朱 王 併 取 主 

読の 人であった ので ある、 而 して 惺窩は 朱 子 を 主と したる に 反し、 彼れ は 陽 明 

を 主にした ので ある、 彼れ が學問 硏究の 順序 を說 いて ゐる 「初學 課業 次第」 と 


い ふ 書物 を ると 別に 陽 明學を 主張した 樣な 所がな く、 た く 陸 象 山 や 王 文 成 公 

め 書目 を擧げ 「他の 詩文 集 を 以て 見る ベから す」 と說 明し、 最後に、 

往年 爲，， 弘前侯 索， 錄 ニ初學 課業 次第 ハ後 1^ 爲 n 諸 生， 續，， 記必讀 書自ー 然 至，， 於 具 

學問， 則 不，， 必 在，， 此、 姑 擧，， 當今學 流 所 P 爲耳。 

といって、 暗に 陽 明學を 以て、 其 根本 精神と 爲 すべき こと を 諷して ゐる のみで あ 

る 。「雅言」 と いふ 彼れ の 講話 筆記 を 見る と 朱 子學を 非常 に ほめて ゐる、 例へ ば、 

先生 嘗云 聖人 を 去る こと 千 有餘歲 にして 宋 朝に 至り、 周 程 張子 是を 明に し 朱 

子に 至て 愈 精し く 聖人の 道^ 然 たり、 夫より して 日本 は 道 春に 至り 稍 朱 子 を 

宗 とすと 云へ ども、 然れ ども 其學 善しと する に 足らす、 是に 於て 山 崎 闇齋朱 

子 を 信じ、 聖學の 朱 子に よら やん ば ある ベ からざる こと を 知る と 云 へど も、 

其 流猶朱 子の 正意に あら ざ る もの 多し、 是に 於て 其 道 Si 性 命 天道 を の み 事と 

する を 見て、 聖人の 學 は然ら や、 只 曰 用 孝悌 忠信の み 道理 は 空言な りと 云て 近 


g 連 をき らい 我意に 隨ぃ大 に 道 を；^ 認 する もの あ，.^、 仁齋の學是な，<^、 又 人 あ 

S 

^て 山 崎の 流 伊藤の 流 二つ をつ き 合せ 計較 して 思へ り、 彼の 二 家の 者の s 學 

を あやまつ もの は、 唐土の 書に くわしから や、 文字に 疎き 故な り、 然 らば 力 

を 古書 文字 詞章に 盡す にしく はなしと、 則 一 簡 の學黨 をな して 叉 あやまる も 

の あ，.^、 徂徠 の徒是 な， os、 其 外 新 室 中 貝の 流 各 其學を 作る と 云へ ども 朱 子の 

正意に あらす、 然則元 明 以來往 々過つ ものと 幷に 日本 諸 儒の 過 を 見、 朱の 意 

とつぎ 合せ 考、 其 違 ふ 所 を 見、 正意 を 察 得すん ば あるべ から や。 

の 如く、 朱 子を宗 として、 仁 齋徂徠 の學は 固より、 白 石、 鳩巢、 藤樹、 益 軒の 

學 をも排 し、 た 朱 子の 正意 を 得ん こと を 期して. Q る、 彼れ の 門下よ..^ 大橋訥 

菴、 屮村敬 宇の 如き 朱 子 學者を も 多く 出.^ てゐ るの も 亦た 怪しむ に 足らない の 

である、 想 ふに 彼れ が 嘗て 師事せ し 中 井 竹 山の 感化が 犬に 彼れ に 影響して ゐる 

のでな からう か、 卽ち竹 山の 學風は 朱 子 を 標榜しながら、 一方 陽 明の 學を 深く 
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信じた ので あるが、 彼れ の 學風も 亦た 頗る 之れ に 額 似して ゐる、 獨り 一 齋に Ki 

らす 幕末の 儒者に 就て その 學派 を區 分す る こと は 甚だ 困難で ある、 朱 子學者 陽. 一 

明學 者と 謂 は る V 人で も、 從 前の それと 違って 學 派の 見に 拘泥す る - 」 と は 甚だ 一 

すくない、 彼等 はた、.^ 儒 學卽ち 孔子の 道を實 地に 行 はんとし たので ある、 故に 一 

輓 近の 儒者と して 槪括 する こと は 最も 穩當な 方法で あらう と 思 はれる が、 研究 一 

上 その 人の 特色に 依て 之 を 分類す る こと は 便宜で あるから、 一 齊の 如き は 朱 王 一 

併 取 主義の 人で あるが、 大體に 於て 陽 明 主義が 濃厚で ある、 殊に 幕末に 於け る 一 

陽 明 學者は 殆んど 皆 直接 間接の 相違 はあって も 彼れ の 影響 に 依て 起った もので 

ある、 故に 輓 近の 陽 明學を 研究す るに は 是非とも 彼れ の 學說を 考究す る こと を 一 

要する、 次に 簡單に その 要領 を 述べて 見よう。  一 

〇 ー齋 先生 遺稿 卷ニを 見る に理學 真偽 論 あ.^。 劈頭 「道 者 天下 之 公道 而學亦 一 

天下 之公學 也」 と 論じ、 世の 學者 徒に 朱 陸の 辨に 拘泥す るの 甚し きを 戒めて i 
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てゐ る、 以て その 公平なる 態度 を 知るべき である。 

二、 學 說 

(ィ) 理 氣の說 

ー齋が 後世に 與 へた 成 化 は、 その 學說 よりも、 寧ろ その 實踐的 敎訓に 於て く 

ある、 學說 として は 何等 組織的に 述べた もの はない、 又た 別に 新ら しい 意見 も 

ない の である、 然しながら 其實踐 倫理の 根本 思想と なって ゐる 二三の 問題 は 之 

を 明か にして置く ことが 必要で あるから、 先 づ理氣 の 說に對 する 彼れ の 考を述 

ベて 見よう。 彼れ は 此の 問題に 關 して は理氣 合一 論 を 取って ゐる、 卽ち 天地 萬 

物 は皆氣 である、 氣 分れて 天地 萬 物と なる、 然 らば 理は氣 外に 存在す る もの か 

と 云 ふに、 さう でない、 理と氣 と は 一 にして 二、  二に して 一 の 如き 不可分 離の 

關係を 有する、 卽 ち本體 主宰の 側から 觀て、 之を理 とい ひ、 變化 流行の 側から 

観て 之 を氣 とい ふ * 卽ち體 用の 關 係であって、 同一 物 を 異なる 方面から 名 付く 


るに 過 ざな いと 言 ふので ある。 

主宰より すれば 之を理 とい ひ、 流行より して は 之を氣 とい ふ、 主宰な くんば 

流行す る こと 能 はす、 流行 ありて 然る 後、 其 主宰 を 見る、 二に あらざる な 

り、 學者輒 ち 分別に 過ぎ、 支 離の 病 を 免れす。 (言 志 耋錄) 

宇宙 萬 有の 眞相は 流行して 止まざる ものと 爲し、 之を氣 とい ひ、 その 本 體を云 

へ ば 卽ち理 の 主宰に 歸 すと 爲 すので ある、 其 一 元 的 宇宙観に 於て 朱 子と 全く 異 

なる 立脚地に 立て ゐる ことが 知られる であらう つ- 

(リ) 萬 物 一 體の說 

宇宙 間の 萬 物、 萬殊 な. と 雖も、 要するに 本體界 より 觀れ ば、 只 一 個 主宰の 

理に歸 着す と爲 す。 

稃子萬 物ー體 をい ふ、 試に 思へ、 天地 間 飛 潜 動植物、 有 知 無知、 皆 陰陽 陶冶 

^ 中より 出て 來る を、 我 其 一 なり、 易を讀 みて 理を 窮め、 深く 造りて 之 を 自得 
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すれば、 眞に萬 物の 一 體 たる を 知る。 (言 志 晚錄) 

又 曰 はく、 

我 身 一 たるに、 老少 あり、 老少の 一 身た る を 知らば 卽ち 九族の 我が身 尺る を 

知る、 九族の 我が身た る を 知らば 則ち 古往今来の 一 體 たる をし る、 萬 物 一 體 

は是れ 横說、 今古 一 體は是 れ竪說 、須 らくよ く 形骸 を 忘れて 之 を 自得すべし。 

(同上) 

これ 理氣ん ロー  論より 自然に 來る ぐき 結論であって、 萬 物 一 體は 空間 的に 之を證 

すべく、 古今 一 體は 時間 的に 之を證 すべし とい ふので ある、 萬 物 一 體、 古今 1 

體の 信念が 彼れ の實踐 &理の 根本 基調 をな して ゐる。 

( ハ ) 宿命論  . 

1 切の 現象 は 萬 變萬化 をな すと 雖も、 皆是れ 主宰た る 本體の 支配に 歸 する も 

ので ある、 然 らば 人類 も 亦ハし 現象界の 一 物で あるから、 その 支配 を脫 する こと 
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能 はざる は 勿論で ある、 然るに 世人 はこれ を 知らす して、 終身 役々 として 煩悶 

苦慮 をな し、 少しも 天理の 正に 歸 する こと を 知らな いのは 惑へ るの 甚 しきもの 

である、 乃ち 曰 はく、 

凡そ 天地 間の 事、 古往今来、 陰陽 晝夜、 日月の 代 明、 四時の 錯行、 其 數皆前 

定す、 人の 富貴 貧賤 死生 壽夭 利害 榮辱 聚散 離合に 至りても、 一定の 數 にあら 

ざる はなし、 殊に 未だ、 之 を 前 知せ ざるの み、 譬 へば 傀儡の 戯機關 巳に 具り 

て、 觀者は 知らざる が 如し、 世人 は 如い 此を 知ら やして、 以て 己が 知力の 恃む 

に 足る となし、 終身 役々、 東 索 西 求、 遂に 悴勞 して 以て 斃る、 斯れ 亦た 惑の 

甚 しきもの なり。 (首 志錄) 

と、 叉た 曰 はく、 

天道 漸を 以て 運り、 人事 漸を 以て 變ゃ、 必至の 勢、 之を郤 けて 遠ざから しむ 

る こと 能 はす、 又 之 を 促して 速 かなら しむる こと 能 はす。 ハ 同上) 
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此 等の 言に 由て" 彼れ は 深く 宿命 を 信じた ものである ことが 知られる、 人力の 

以て 命數に 勝つ ベ からざる こと を 信じた ので ある、 然しながら 極端なる 運命論 

者と 異なつ て、 或 點 まで は 人力 を 以て 蓮 命 を 左右し 得る ものと 信じた やうで あ 

る、 卽ち、 

人の 受 くる 所の 氣、 その 厚薄 分數、 大抵 相 若く、 軀の 大小、 壽の修 短、 力の 

强弱、 心の 智 愚の 如き 大に相 遠き ものな し、 其 間ー處 厚を受 くる 者 も あり、 

皆 之 を 非常と 謂 ふ、 非常 は 則ち 姑く 之 を 置く、 常人の 如きに 就て は、 纏と 壽 

と 力との 分 數は之 を 奈何と もす ベから す、 獨り 心の 智 愚に 至りて は學を 以て 

之を變 化すべし、 故に 博學、 審問、 愼思、 明辨、 篤行、 人 之 を 一 十 すれば r」 

れ之を 百 千す、 果して 此道を 能く せんか 愚な りと 雖も、 必ゃ 明； 柔 たりと 雖 

も必 す强、 漸を 以て 非常の 域に 進むべし、 蓋し 此理 あり、 但 常人 多く 遊惰に 

して 然る こと 能 はす、 豈に 亦た 天の 算靠 あるか。 S 上) 
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の 語 以て 證 すべきで ある、 然しながら 此理 ありて 尙ほ 常人の 之を實 行し 得ざる 

こと も 亦た 天命の 爲す 所で あらう かと 疑って ゐる 所な どから 觀 ると、 彼れ は徹 

頭徹 尾. M 命 論者た る こと を 免れない。 

(  >1 ) 善 惡の說 

一 齋は其 哲學的 立脚地より 人間 を 以て 一 小天地と 爲し、 吾人の 精神 は 天の 來 

b て 我が身 體に寓 する もの、 身體 は地氣 の精粹 より 成れる ものと 信じ、 

人 皆 仰 いで 蒼々 たる 者 を 天と 爲し、 俯し て 隨然た る もの を 地と 爲す こと を 知 

る、 而 して 吾が 軀皮毛 骨骸の 地たり、 吾心の 靈明 知覺の 天た る こと を 知ら 

や。 (言 志 晚錄) 

と 言って ゐる。 彼れ は 此の 身心の 說 明から 善 惡の說 に 移って ゐる、 卽ち 人間の 

精神 は 之 を 天に 受 くる ものであるから、 純粹 にして 善なる ものである、 然るに 

身體は 也より 成る ものであるから 善 惡の兩 者 を 兼ねて ゐる、 人間の 惡事 を爲す 
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の は 本性の 然るに あらす して、 身 體の然 らしむ る 所で あると いふので ある、 

性 これ を 天に け、 艦殼 これ を 地に 受く、 天 は純粹 にして 形な し、 形な けれ 

ば 則ち 通す、 乃ち 善に 1 なる のみ、 地 は駭雜 にして 形 あり、 形 あれば 則ち 滯 

る、 故に 善惡を 兼ぬ、 地 本と 能く 天に 承け、 以て 功 を 成す もの、 風雨 を 起し 

て 以て 萬 物 を 生す るが 如き 是れ なり、 又 時 ありて か、 風-泡 物を壞 る、 則ち 善 

惡を 兼ぬ るな b、 其 所謂 惡 たる もの、 亦た 眞に惡 あるに 非す、 過不及 あるに 

由って 然るな り、. 性の 善、 軀殼の 善惡を 兼ぬ る こと 亦此 くの 如し。 0 一目 志 錄リ 

人間の 本性 は 善で あるが、 身體の 之を妨 ぐる ことに 由て 惡なる もの 生す と爲す 

ので ある、 而 かも 其惡 なる もの はた く 善の 過不及より 生す る ものと いふので あ 

る、 乃ち 曰 はく、 

看 來れば 宇宙 內の 事曷ぞ 嘗て 惡 あらん、 過不及の ある 處卽ち 是れ惡 な..^、 看 

來れば 宇宙 內の事 易 ぞ甞て 善 あらん、 過不及な き 處卽ち 是れ 善な り." (同上) 
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と、 陽 明 子の 所謂 無 JSn 無い 惡心之 體の意 を 敷 演じて ゐる ので ある、 更に 彼れ は 

惡の 起源に ついて 之 を 論じ、 吾人 身 體の感 觸に存 すと 爲 して ゐる。 

性の 善なる を 知らん と 欲せば、 須 らく 先づ惡 を爲 すの 由る 所を究 むべ し、 人 

の 惡を爲 す、 果して 何の 爲めぞ や、 耳目 鼻口 四肢の 爲 めにあら す や、 耳目 あ 

りて 而 して 後ち 聲 色に 溺る、 鼻口 ありて 而 して 後ち 臭味に 耽る、 四肢 ありて 

而 して 後ち 安逸 を縱 にす、 皆惡の 由り て 起る 所な り、 設 へば 驅殼 をして 耳目 

鼻口 を 去って 打して 一 瑰の 血肉と 做さし むる とき は、 則ち 此人 果して 何の 惡 

を 爲す所 あらん や、 又 性 をして 軀 殼を脫 せし むれば、 則ち 此性 果して 惡を爲 

すの 想 ある や 否や、 盍ぞ 試みに 1 たび 之 を 思 はざる や。 (同上) 

と、 彼れ は 此の 論 を 推 及して 人心 道心の 問題 を說 いて ゐる、 卽ち 所謂 人心 は驅 

殼 に交涉 する 所より 名 づけ、 その 本體 よ， り 觀て之 を 道心と いふので あって 朱 子 

の 如く 一 一心 を 立つ る ことの 理な きをい ふので ある。 
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(ホ) 死生 論 

次に 死生に 關 する 彼れ の 意見 を 見る に、 彼の 宿命論より して、 死生 も 亦た 本 

來 の命數 であって 人力 を 以て 如何と もす る- と は出來 ない、 た 服從 する の 外 

ない、 然しながら 人 常に 死 を畏、 の は 惑の 甚 しきもので、 人に 死生 ある は尙ほ 

大に晝 夜 あると 同じで ある、 之を畏 る、 理 なしと 論じて ゐる。 

生物 は 皆 死を畏 る、 人 は其靈 なれば 當に 死を畏 る、 中より、 死 を 畏れざる 理 

を練ト 出すべし、 吾 は 思 ふ、 我 身 は 天 物 なれば 死生の 櫂 は 天に 在，. >  て、 當に 

之 を順受 すべし、 我の 生る-/ や、 自然にして 生れて、 生 時 未だ 嘗て 喜 を 知ら 

す、 則ち 我の 死す る や、 應に亦 自然にして 死し、 死 時 未だ 嘗て 悲しみ を 知ら 

ざるべし、 天 之 を 生じ、 天 之 を 死せ しむる なれば、 一 に 天に 聽 かむ のみ、 吾 

何 を か 畏れむ や、 五 "性 は 則ち 天に して、 軀殼は 則ち 天を藏 する の實 なり、 精 

氣の 物た る や、 天此 室に 寓し、 遊 魂の 變 たる や、 天 此室を 離る. - なり、 死の 
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後 は卽ち 生の 前、 生の 前 は卽ち 死の 後、 而 して 吾が 性の 性た る 所以 は、 死 ま 

の 外に 恒 在す. * 吾 何 を か 畏れむ、 夫れ 晝夜は 一 理、 幽明 は 一 理、 原始 反 終、 

死生の 說を しる、 何ぞ 夫れ 易簡 にして 明白なる や、 吾人 當に 此理を 以て，： n 省 

す ベ し。 (言 志錄) 

彼れ は此 くの 如く 肉體 上の 死生 を 認めて 精神 上の 死生 を 認め や、 吾が 性の 性た 

る 所以 は 死生の 外に 恒 在す とい ふので ある、 卽ち 本性の 精神 は 永久 不滅 の もの 

と爲 すので ある、 俗人 はたく この 軀殼の 我 (假 我) を 認めて 死 を 悲しむ ので あ 

るが、 聖人 賢人に 至りて は 死生の 外に 超然たる 本性 (眞 我) を認 むる ので ある 

から 敢て死 を 畏れない ので あると て、 死生 を 超越す ベ きこと を勸 めて ゐる、 

夢中の 我 も 我な り、 醒 後の 我 も 我な り、 其 夢 我た ると 醒我 たると を 知る もの 

は、 心の 靈 なり、 靈は 卽ち眞 我な り、 眞我は 自ら 知り、 醒睡に 間な く、 《：£ 靈 

常覺、 萬 古に 互り て 死せ ざる ものな り。 (言 志 晚錄)  ， 
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と、 以て その 死生 觀を 推知すべし、 ー齋の 一； 一 a 志 四錄は 吾人 日常 座右の銘 として 

服膺す ベ き 格言に 富んで ゐる、 西 鄉南洲 の 如き も 亦た 之 を拔錄 して 愛誦され た 

こと は 人の 知る 處 である、 今 こ V- に 之 を 引用す る こと は 紙面の 許さ i>- る 所で あ 

るから 之 を 割愛して 置く、 有志の 士は 是非 その 書 を 1 讀 せられん こと を 望む G 

【著 書】 

愛 日 樓文詩 四卷 文政 十二 年刊) 

言志錄 一 卷 

言 志後錄 一 卷 

言 志晚錄 ー卷  • 

言 志耋錄 一 卷 

右 言 志 四錄は 日本 倫理 彙 編に 之 を收载 せり。 

初學 課業 次第 一 卷 (曰 本文 庫 第二 編に ぁリ) 
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傳習錄 欄外 書 三卷  -ー 

大學 一 家 言 一 册 (明治 四十 三 年刊)  一 

大 學摘說 一 册 (寫 本)  ； 

大學 欄外 書 一 卷 

中庸 欄外 書 ー卷  .  一 

論語 欄外 書 ニ卷  一 

孟子 欄外 書 ニ卷  ： 

(右 四 部の 書 は ^1 四書 註釋 全書に 收载 さる) 一 

小學 欄外 書 一 卷 (寫 本)  ^ 

近思錄 欄外 書 三卷 S 本)  ： 

周易 欄外 書 十卷 (寫 本) 

古本 大學 旁釋補 一 卷 


H  (其 他尙ほ 多くの 述作 あれ どもす ベ て 之 を 省略す。) 

第二 節 大 鹽中齋 

寬玫六 年 (一 七 九 四) 11 天 保 八 年 (一 八 三 七) 

一、 學 風 

中 齋の學 風 は 山 崎 閽齋の それと 同じく 頗る 嚴 格なる もので、 實踐 躬行 を 主と 

し、 記誦の 風を排 した. 洗 心 洞 盟約 書 を 一 讀 する 時 は その 敎 育の 方針が 窺 は 

れる曰 はく、 

聖賢の 道 を 學んで 以て 人た らんと 欲せば、 則ち 師弟の 名、 正さ、.^ るべ から ざ 

るな.^、 師弟の 名 正しから ざれば、 則ち 不善 醜行 ありと 雖も、 誰れ か 敢て之 

れを禁 せん、 故に 師弟の 名 誠に 正しければ 則ち 道 其 間に 行 はる、 道行 はれて 

善人 君子 出づ、 然 らば 則ち 名 は 學 問の 基な り 正さ  一-^ るべ けんや、 某 固陋 寡聞 

と雖 も、 一 HI の 長 を 以て 其 責に任 すれば 則ち 師の 名を辭 する を 得す、 而 して 
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其 名の 壤れ ざると は、 大率 下文條 件の 立つ と 立たざる とに あり、 故に 盟をス 

學の 時に 結び、 以て 豫め其 不善に 流る、 の 弊 を 防ぐ。 

忠信 を 主として 聖學の 意 を 失 ふ ベ からす、 若し 俗習の 爲 めに 牽制 せられて 廢 

學 荒業 以て 奸細淫 邪に 陷 らば、 則ち 其 家の 貧富に 應じ、 某吿 ぐる 所の 經史を 

購ひ 以て 出 ださし む、 其 出 だす 所の 經史、 盡く之 を 塾生に 附す、 若し 其 本人 

にして 出藍の 後、 各々 其 心の 欲する 所に 從 はく 可な り。 

學の耍 は孝梯 仁義 を 躬行す るに あるの み、 故に 小說 及び 異端、 人 を^す るの 

維 書を讀 むべ からす、 若し 之れ を 犯さば、 則ち 少長 となく 鞭扑 若干. - 是れ卽 

ち帝舜 扑を敎 刑と なすの 遺 意に して 某の 創す る 所に あらざる な， o。 每 日の 業 

經業を 先んじて 詩 章 を 後に す、 若し 之れ を 逆 施せば 鞭扑 若干。 

陰に 交 を 俗輩 惡 人に 締び、 以て 登 樓縱酒 等の 放逸 を 許さす、 若し 一 たび 之れ 

を 犯せば 則ち 廢學 荒業の 譴と 同じ、 一宿 中 私に 塾 を 出入す る を 許さす、 若し 
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某に 請 はすして 以て 擅に 出づ れば、 則ち 之れ を辭 する に 歸省を 以てすと 雖も 

敬て 其 譴を赦 さや 鞭扑 若干。 

家事 變故 あらば 則ち 必ゃ 諮詢す、 之れ に處 する に 道義 ある を 以て の 故な り 

某、 人の 陰 私 を 聞かん と 欲する にあらざる なり。 

喪祭 嫁娶、 及び 諸の 吉凶、 必す 某に 告げ、 與に其 憂 喜 を 同う す。 

公 罪 を 犯せば 則ち 族 親と 雖も、 掩護す る こと 能 はす、 之れ を官に 告げて 以て 

其處 置に 任す、 願く ば俩門 小心 翼々 父母の 憂 を貽す こと 莫れ。 

右數件 忘る.^ 勿れ、 失 ふ 勿れ、 此れ 是盟 を恤へ よ。 (洗 心 洞 入學盟 誓) 

此 くの 如く 子弟 を敎 育す る こと 頗る 嚴格 にして 鞭 扑を加 ふること を辭 しな か つ 

た、 又た 實踐 躬行 を 主として 硏學を 第二に 置いた 所、 或は 古今 大學 刮目 を 著 は 

して 「梱外 不出之 書，」 として 門人 以外の 者に 示さなかった と 云 ふやうな 點 一は 闇 齋 

の それと 同 一 である、 叉た 閽齋、 中资 一 1 人の 性格 も餘 程よ く 似た 听 があった やう 
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である、 又た 閽齋は 朱 子の 白 鹿 洞 學規を 壁 間に 揭げて 曰 常の 鑑戒 とした 如く.. 中 

齊も 亦た 王子の 天成 篇を 揭げ、 附記して 「錢緖 山 以-- 天成 篇-揭 ニ喜義 書院-示 二 諸 

生 ハ吾亦 謹書 揭ー, 洗 心 洞；. 弟子 曰讀而 心得 焉、 則 猶ニ躬 親 學-ー 於 陽 明 先生 一」 といって 

ゐる 所な ど、 一 は 朱 子 を 尊崇し、 一 は 王子 を 尊崇す る 相違 は あるが 何れも 熱烈 

なる 道 德の實 行 家であった ことが 想 はれる、 彼れ は 又た 學 堂の 西 揭に、 王 陽 明 

が 龍 場の 諸 生に 示せる 立志、 勸學、 改過、 責 善の 四篇を 揭げ、 その 柬揭 には呂 

新 吾の 學に關 する 語 十七 條を 擧げ、 門 生に 對 する 日常の 訓戒と した、 但 だ閽齋 

と 異なる 所 は 閽齋は 朱 子 一 黠 張りで 其 他の 學は之 を 斥けた が、 中 齋は陽 明 を 奉 

じながら、 自ら 陽 明 學と言 はすして 孔子 S: 子と 呼び、 敢て朱 子の 語を排 する こと 

を爲 さなかった、 卽ち 偏狭の 處は 比較的に 徴 なかった ので ある、 洗 心 洞 學名學 

則 も 亦た その 主義 を 窺 ふに 足る ものが あるから 之 を 引用して 置かう。 

弟子 余に 問 ふて 曰く、 先生の 學、 之れ を 陽明學 とい ふか、 曰く 否、 之 を 程 子 
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學 朱子學 とい ふか 曰く、 否、 之れ を 毛鄭、 賈孔 訓詁 註疏 學と いふか、 曰く 否、 

仁 ま 父子の 古學 が、 抑々 徂徠詩 書 禮樂を 主と する の學 か、 曰く 否、 然 らば 則 

ち 先生の 適從 する 所、 將た 何の 學な るか、 曰く、 我 學只仁 を 求む るに あるの 

み、 故に 學名 なし、 强 ひて 之 を 名 づけて 孔孟 學と いふ、 曰く 其說 いかん、 曰く 

我 學大學 中庸 論語 を 治む るな り、 大學 中庸 論語 は 便も孔 氏の 書な り、 孟子 を 

治む るな り、 子t子は便ち是れ^^.^氏の書なり、 而 して 六 經は皆 亦 孔子 侧定の 書 

なり、 故に 强 ひて 之れ を 名 づけて 孔孟 學と いふなり、 毛 鄭賈孔 の學は 則ち 經 

書の 名義 を註釋 するな り、 程 朱の 學、 大抵 經 書の 精微、 性 命の 底 蘊を說 破す 

るな り、 陽 明 先生の 學、 其 中に 就いて 易簡の 耍を提 ぐるな り、 仁 齋徂徠 は 則 

ち 特に 其唾餘 のみ、 嗚呼 孔孟の 學、 一 の 仁 を 求む るに あり、 而 して 仁 は 則ち 遽 

に 手 を 下し 難し、 故に 或は 其 訓詁 註疏 を讀 み、 而 して 其 影響 を 求め、 或は 其 

居 敬 窮理の 工夫に より、 以て 其 精微を 採. り、 其 底蘊を 窮め、 或は 良知 を 致し 


て 以て 其 易簡の 要を搔 り、 而 して 畢竟 各々 皆 孔孟の 舉に歸 する のみ、 然り而 

して 孔孟 數千 百歲 以前 旣に 逆め 數千 百歲の 後、 諸 儒 各々 意見 を爭 ひ、 宗を立 

て 派 を 分ち、 以て 同室の 鬪を なす を 知る、 故に 孔子 孝經を 以て 曾 子に 授け、 

之れ を 至 德耍領 とい ふ、 孟子 も 亦 曰く、 堯舜の 道 は 孝弟の み、 是を 以て 之れ 

を考 ふれば、 則ち 四書 六經、 說く所 多端な りと 雖も、 仁の 功 用、 遠大な りと 

雖も、 其德の 至、 其 道の 要、 只 孝に あるの み、 故に 我學 孝の 一 字 を 以て 四書 六 

經の 理義を 貫く、 力 固よ 6 及ばす、 識 固より 足らす、 然れ ども 之れ を 心に 求 

めて 眞に 心中の 理を 窮め、 將に死 を 以て 斯文に 從事 せんとす、 故に 直に 孔孟 

學と いふ、 是れ 乃ち 潜なら す、 吾 徒 小 子 宜しく 奉遵 すべ し、 而 して 若し 我學を 

問 ふ もの あらば、 則ち 之れ を 以て 答へ て 可な り、 嗚呼 其 所 生 を 忝め て 靦然儒 

を 以て 自ら 冒す もの は、 則ち 孔孟の 罪人に あらす して 何ぞ。 . (洗 心 洞 學名學 則) 

^ 以上の 言に 由て 之を觀 るに 彼れ は 程 朱の 學を徘 せす、 且つ 自家の 學名 について 


も、 敢て陽 明 學と言 はすして 之 を 孔孟の 學と稱 し、 頗る 公平な らんこと を 期し 

たこと が 知られる、 「 後 素 固より 王子 致 知の 敎を 奉す と雖 も、 而 かも 朱 子 博 約の 

訓に 於て 寧ぞ 之れ を廢 せんや」 とい ひ、 或は 「吾れ 姚江 良知 を 致す の 敎を秦 す 

と雖 もニ稃 子の 說を 以て 徵と爲 す.」 とい ひ、 徒らに 陽 明に 偏す る もので ない こ 

と を屢々 言って ゐる、 鬼に 角 この S- は 閽齋の 朱 子に 於け る 如き 偏 狹の兒 解で な 

かった こと は 明かで ある、 閽齋の 如き 學問 上の 僻見はなかった、 而 して 彼れ は 

陽 明の 致 良知 說 より 更に 進んで 歸 太虚の 說を 述べ、 之 を 以て 自家 根本の 主義， こ 

して ゐる、 固より これ は 中齋獨 創の 見解で はない が、 彼れ の 學問は 全く この 太 

虛說に 基いて ゐ るので あるから 次に 之を說 明しょう。 

二、 學說 

(ィ) 歸 太虚の 說 

彼れ は 太虚 を 以て 道 德的本 體と爲 し、 この 太虚に 歸 する こと を 以て、 道德的 


理想と なした、 彼 は實に 太虚の 理を 信じた ので ある、 而 して 此の 信念 を 以て、 

すべての 道德的 敎訓を 述べて， Q る、 剳 記 劈頭の 語に、 

天 特に 上に ありて 蒼々 太虚なる のみに あらや、 石 間の 虛、 竹 中の 虛と雖 も 亦 

天な り、 况んゃ 老子が 云 ふ 所の 谷祌を や、 谷 神なる もの は 人心な り、 故に 人 

心の 妙、 天と 同じ、 聖人に 於て 驗 すべし、 常人 は 卽ち虛 を 失 ふ、 之 を 語る に 

. 足らん や。 

と ある、 世人 はた 蒼々 たる 天 を 觀て虛 となし、 或は 石 間の 虛、 若く は 竹 中の 

虛も 亦た 天なる こと を 知らぬ、 況んゃ 我が 方寸 亦た 天なる こと を 知り 得ない、 

然しながら 人心の 妙 は 天と 同じであって 虛 なる ものである、 常人 は卽ち この" S 

を 失 ふが 故に この 理を 語る に 足らない とい ふので ある、 彼れ 更に 語 を 次で、 

軀殼 外の 虛、 便ち 是れ 天な り、 天 は 吾心な り、 心 萬 有 を 保 含す、 是に 於て 悟 

M_ るべ し、 故に 血氣 ある もの、 草木 S 石に 至る まで 其 死 を視、 其摧折 を視、 其 


毀壤を 視れば 則ち 吾心 を 感傷せ しむ、 本と 心中の 物た る を 以ての 故な り、 若 

し 光づ慾 ありて 心 を 塞ぐ とき は、 則ち 心虛 にあら す、 虛 にあら ざれば、 則ち 

頑然 たる 一 小物に して 天體 にあらざる なり、 便ち 骨肉と 旣に 分隔し 了る、 何 

ぞ況ん や 其 他 を や、 之 を名づ くるに 小人 を 以てす、 亦た 理 ならす や。 

彼は此 くの 如く 身 外の 虛卽ち 天な りと 爲し、 而 して 天 は 吾が 心に して、 心 は 一 

切 萬 有 を 包含 するとい ふので ある、 陽 明 子の 所謂 心卽理 とか、 天下 又 心外の 事、 

心外の 理 あらん やと 云 ふ 主旨 を敷演 したので ある、 草木 5 石の 類に 至る まで、 

その 破壤を 見る とき は、 卽ち 吾心 を 傷まし む、 是れ卽 ち 萬 物 皆 吾心の 所 生で あ 

る證 なりと 論す る 所、 全く 心外 無 別法の 唯心論で ある、 但だ 彼れ は 人 も 知る 如 

く 純然た る 思想家 でない から、 その 說明は 簡に過 き 議論 徹底せ ざる 所 ある を 免 

れ ない、 例へば 精神 界の 空虚と 物質 界の 空虚と は 彼れ の說 明に 於て は 混然と し 

て 判明して ゐ ない、 然しながら それ 等の 批評 はさて 置いて 結局 唯心論で ある こ 
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と は 確かで ある、 而 して 彼れ は 深き 信念 を 以て この 太 虛の説 を 述べ てゐ るので 

ある、 吾々 の 本心 は元來 空虚なる もので、 天地 萬 物と 相 通じて ゐる、 然るに 愁 

あって それ を 間隔す るが 故に、 遂に その 虛を失 ひ、 他 萬 物と 隔離す るに 至り、 

本心の 妙 用 を 失 ひ、 却て 物に 役 せらる、 やうになる、 是れ卽 ち 小人で あると い 

ふので ある。 そこで 彼れ は 吾々 の 本心 は 宇宙の 實在 たる 太虚の 宿 在す る 所、 卽 

ち 道德の 本源で あると いふ こと を 熱心に 說 くので ある。 

心の 體は 太虛 なり、 太虚 は 一 靈明 のみ。 (洗 心 洞 剳 記) 

吾 は 惟 だ 天地の 中、 卽ち 太虚の 德 にして、 之れ を 人の 方寸の 心に 付す、 而し 

て 方寸の 心 は 太虚の 德を 含む、 故に 曰 はく、 天地の 中 は 他に あらや、 人 也と、 

此は 乃ち 實 見の 言、 而 して 仁 也、 性 也、 道 也 名 を 異にすと 雖も、 要は 皆其德 

のみ、 故に 人、 天地の 中 を 全うせむ と 欲せば 則ち 亦奚ぞ 他に 求めん や、 只 其 

良知 を 致し 性に 率 ひて 以て 道 を 行へば、 則ち 仁 熟して 心、 太虚に 歸す、 者 
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此に 至りて 亦た 聖か。 (同 上) 

彼れ は此 くの 如く 太虚 は 心の 本體 なること を說 き、 之 を 失 ふと さは 人 死す るな 

りと て 次の 譬喻を 以て 論じて ゐる、 

も 

方寸の 虛は 太虚と 刻く も 通せざる ベから ざるな，.^、 如し 隔 つて 通せ ざれば 則 

ち 生 人に あらざる なり、 何と なれば 今 物 を 以て 口中 を 塞ぐ とき は卽ち 方寸の 

虚閉ぢ て 呼吸 絕ぇ、 忽ち 死人と 爲 らん、 故に 方寸の 虛は 刻く も 太虚と 通せ Vi 

るべ からざる なり、 是れ 他な し 太 虛卽ち 心の 本體 たる を 以ての 故な り、 亦お 

何ぞ疑 はんや。 (同 上) 

この 議論 は 前 旣に述 ぶる 如く 精神 界と 物質 界とを 混同して ゐる、 如何にも 兒韋 

の 言に 類す る ものであるが、 彼 は 堅く 之 を 信じて 疑はなかった ので ある、 心の 

本體は 太虚で あると するならば、 吾々 の 理想 は この 太虚 に歸 する ことで ある、 

そこで 「學は 歸太虛 を もって 能事 畢れ り」 とも 言って ゐ る-, 然 らば 如何にして 


此の 理想に 達すべき かとい ふに、 彼れ は 誠意 愼獨の 工夫 を 以て 唯一 の 方法と 論 

じて ゐる、 卽ち意 誠 なれば 忿樵 恐懼 好樂 憂患す る 所な く、 あらゆる 情欲 を 一 t§ 

して 太虚に 歸 する ことが 出來 ると いふので ある。 

只 幸と する 所 は、 天地の 德性、 方寸の 虛に舍 るが 故に、 獨を愼 みて 其 虛を塞 

が ざれば、 則ち 德 性の 一 知、 乃ち 大君と なり、 四 知 を 使用し 以て 崇 なから し 

む、 是を 仁者 知者と いふ。 (古本 大學 刮目) 

或は 又た、 

人心、 太虚に 歸 する も、 亦た 愼獨 克己より して 入る、 若し 愼獨克 匕 よ.. > して 

入ら ざれば、 禪學の 虚妄 所謂 毫釐 千 ET 故に 心學者 動もすれば 之 を 誤 まるな 

(同 上) 

とも 言って ゐる、 彼れ は 自己の 太虛說 が佛敎 より 得來. 0 たる ものなる こと を 疑 

^ はれん こと を 恐れ、 頻りに 之を辨 明して ゐる、 彼の 「儒 門 空虛聚 語」 は 此の 目 
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的の 爲 めに 著 はされ たので ある。 

尙ほ 誠意 愼獨の 外に、 致 良知、 氣質變 化、 克己 復禮等 を 述べ、 以て 太虚に 歸す 

べき こと を 述べて ゐ るが、 その 要旨 をい へば 「陽 明 先生、 訓 する 所の 致 良知の 

實功を 積む にあら ざれば、 則ち 撗渠 先生が 所謂 太虚の 地位に 至る ベから す、 故 

に 心 を 太虚に 歸 せんと 欲せば 宜しく 良知 を 致すべし」 とい ふので ある、 こ.^ に 

所謂 良知と は 太虚の 靈明を 指して いふので ある • 乃ち 「夫れ 良知 は 只是れ 太虚 

靈明 のみ」 ともい つて ゐる、 この 靈明 を發 揮す るに は 知覺. 聞 見、 情識、 意見の 

所謂 四 知の 邪 障 を 掃 ひ 除かねば ならぬ、 良知 を 致す と は卽ち この 邪 障 を 破って 

太虚の 靈明 を發 揮す る ことで ある、 この 致 良知の 工夫 は、 彼れ に 在って は 積極 

的 工夫と も稱 すべ きもので、 此れに 舞して 消極的 工夫と して 氣賀變 化の 說を述 

ベて ゐる、 「方寸の 虚は、 是れ 太虚の 虛 にして、 太虚の 虛は 便ち 是れ 方寸の 虚、 

本と 二な し、 畢竟 氣質之 を 牆壁す るな り、 故に 人學 びて 氣質 を變 化すれば 則ち 
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聖人と 同じき 者、 宛と して 偏 布照耀 し、 包涵 せざる なく、 貫徹せ ざるな し、 鳴 

呼氣 質を變 化せす して 學に從 事す る 者、 其 拳ぶ 所將た 何事 ぞ陋 とい ふべ し J と、 

蓋し 彼れ は氣 質と いふ もの は 我々 の身體 あると 同時に、 その 身體 に伴隨 する 所 

の 私情 私欲であって、 これが 良知の 光明 を 牆壁す る ものと 考 へたので ある。 

眼 を 開きて 天地 を 俯仰し、 以 つて 之 を觀れ ば、 則ち 壤石 は卽ち 吾が 骨肉、 草 

木 は卽ち 吾が 毛髮、 雨水 川 流 は卽ち 吾が 膏血 精液、 雲 烟風賴 は卽ち 吾が 呼吸 

吹噓 * 日月 a 辰の 光 は卽ち 吾が 兩 眼の 光、 春夏秋冬の 運 は卽ち 吾が 五常の 運 

而 して 太虚 は卽ち 吾が 心の 蘊な り、 鳴 呼人 七 尺の 軀、 天地と 齊し きこと 卽ち 

此 くの 如し、 三才の 稱豈 徒然な らん や、 宜しく 氣 質を變 化して 以て 太虚の 體 

に复 すべし。 (剳 記 上) 

中 根 東 里の 熱心に 唱道せ る 天地 萬 物 一 體の訓 と 同じく、 人 は卽ち 天地、 天地 卽 

ち 人と いふ 說 であって、 人間の 心が 卽ち 天地の 心と 一 致す る ものと 信じた るが. 


故に. 之れ が 障壁た るべき 氣 質の 變化を 主張す るので ある、 その他 克己 復禮、 或 

は 虚偽 を 去る の 工夫 等 ある も、 以上 略 ぼ 彼れ の歸太 虛說の 綱要 を 明らかにし 得： 

たこと 、思 はれる から 凡て 之 を 略し、 最後に 彼れ の 死生 觀に ついて 一 瞥 して 見： 

よう。 

〇 (太虚 說と云 ひ、 氣質變 化說と 云 ひ 張 撗渠の 思想に 影響せられ たる こと 以 

て 推すべし) 

(口) 死生 觀 及び 敎 訓數條 

彼れ の 死生 觀は 叉た 注意す ベ き說 である、 その 著 洗 心 洞 剳 記 を 見る に始ん 3^ 

佛敎の 涅槃 說に 類す る 言 をな して ゐる、 卽ち 太虚 は 我々 の 心の 本體 であって、 

常住 不滅 萬 古 一 日の ものであるから、 吾々 にして 能く. 工夫の 功 を 積んで 太虚に 

歸 する ことが 出來 たなら ば、 . 吾 人は此 世ながら にして 不生 不滅の 域に 達する、 

卽ち 涅槃の 狀態 に 入る ことが 出來 ると いふので ある、 固より 吾 々 の 形骸 は 死滅 
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を 免れない が、 吾が 本心に 至って は恒存 不滅の ものである、 形骸の 我 は 一 時 的 

の ものであって 所謂 假我 である、 本心の 我 は恒存 不滅 の ものであって 卽ち眞 我 

である、 • 所謂 生死と いふ もの は假 我の 上から 起る 一 變化 に過ぎない、 眞 我に 於. 

て は 永久 不變 化の もめで ある、 彼れ 曾て 曰 はく、 

未だ 出で ざるの 息 は、 內に 在り、 卽ち 生な り、 旣に 吹け る 息 は 外に 出づ、 卽ち死 

なり、 身に 就て 之 を 見る、 則ち 生死 何の 知り 難き ことか 之れ あらん o(： 洗 心 剳 洞 S 

と、 生死 を觀る こと 此 くの 如く 輕 く、.  R 假 我の 一 鍵 化に 過ぎす と爲 すので ある、. 

生死に 迷 ふて 仁 を 害する ことなく、 又た 禍福の 爲 めに 志 を 左右して はなら な い. 

た^ 本心 眞 我の 境界に 住すべし と 言 ふので ある、 この 事 は 彼れ の 一 生の 事蹐 に- 

徵 すると 一 層 明かで ある、 その 公明正大の 行 爲は此 くの 如き 生死 禍福 を 超越せ. 

る眞 我の 命に 從ふ 所から 生じた ものと 想 はれる、 洗 心 洞 剳 記 を通讀 するとき は 

此 等の 見解 は 隨處に 見出さ る 、 であらう。 中 まの 學 問に 就て 學ぶ ベ き は 組織的 


卢 の學說 にあら やして、 彼れ が 事上鍊 磨の 工夫より 實 得せる 片言隻語が 無限の 敎 

3 一 

訓を 含む ことで ある、 そこで 今 洗 心 洞 剳 記 中より 参考の 爲め 數條の 格言 を摘錄 

して 置かう。 

r 

英傑 大事に 當 りて は、 固より 禍福 生死 を 忘る、 而も 事 適 成れば 則ち 亦 或は 禍 

福 生死に 惑 ふ、 學問精 熟の 君子に 至って は 則ち 一 なり。 

二、  - 

生 を 求めて 以て 仁 を 害する ことな かれ、 夫れ 生は滅 あり、 仁 は 太虚の 德 にし 

て 萬 古 不滅の 者な り、 萬 古 不滅の 者を舍 て.^ 滅 ある 者 を 守る は 惑な り、 故に 

志士 仁人 は 彼 を 舍て此 を 取る、 誠に 理 あり、 常人の 知る 所に あら ざ， る 所な hvQ 

三、 

我れ 常に 一 日 を 以て 1 年と 爲し、 光陰 を歷 度す、 近ろ 古人 1 日 を 以て 百年と 
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爲し、 百年 を 以て 一 日と 爲 すの 語を讀 むに 因て、 道 窮.. ^なくして 學際、 りなき 

を 悟るな り。  , 

四、 

常人 天地 を視て 無窮と なし、 吾れ を 視て暫 となす、 故に 欲 を 血氣. 壯時 に逗ぅ 

する を 以て 務 となす のみ、 而 して 聖賢 は 則ち 獨り 天地 を視て 無窮と なすの み 

ならす、 吾れ を 視て亦 以て 天地と なす、 故に 身の 死す る を 恨. みすして 心の 死 

する を 恨む、 心 死せ ざれば 則ち 天地と 無窮 を爭ふ 是 故に 一 日 を 以て 百年と 

なし、 心凜 乎と して 深淵に 臨む が 如し、 領臾も 放 失せざる なり、 故に 又 嘗て 

物 を 以て 志 を 移さす、. 欲 を 以て 壽を 引か や、 要するに 人欲 を 去り、 天理 を存 

する のみ。 

五、 

天地の 道 は 一 順 一 逆の み、 順境の 如き は 則ち 心 虛に歸 せざる ものと 雖も、 亦 


善く 應す、 而 して 逆境に 至って は 則ち 心 虛に歸 する 者に あら ざれば 之れ に 應 

する に 足らざる なり、 姑く 論語の 首章 を 以て 言へば、 則ち 學習 朋來は 卽ち頓 

境な り、 故に 猶 易し、 而 して 人知ら すして 慍ら やと は卽ち 逆境な り、 故に 難 

し、 然り而 して 虚心の 君子 之れ に處 すれば 則ち 又 猶ほ頓 境と 異なる ことなし 

其 他此を 3- て 類 知す ベ きなり。 

六、 

平生 至 安の 時に 當 りて 危難の 念な かるべ からす、 倉卒 危難の 時に 當 りて 至 安 

の樂 なかる ベから す。 

七、 

利害 生死の境に 臨み、 眞に趨 避の 心 を 起さ 1^ れば 則ち 未だ 五十に 至ら やして 

乃ち 天命 を 知るな り、 而 して 其 心 を 動かして 以て 趨避 する もの は 則ち 百歲の 

老人と 雖も實 に 夢 生の み。 
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(日本 倫理 彙編卷 三 陽 E 學 派の 下に 之 を收载 す) 

洗 心 洞學名 及學則 一 卷 

(日本 敎育 文庫の 第 八 編 學校篇 にあり) 

洗 心 洞 剳 記三卷 (天 保 四 年刊) 

儒 門 空虚 聚 語三卷 (天 保 四 年刊) 

增補 孝經彙 註三卷 

(右一 一部 は 古本 大學 刮目と 共に 日本 倫理 彙編 にあり) 

洗 心 洞 詩文 ニ卷 (明治 十二 年刊) 

(其 他尙ほ 遺著 ある べしと 思 はる.^ も 未だ 寓目 を 得 ざれば 姑く 之 を 略す) 

第三 節 山 田 方 谷 
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文化 二  〔小 (一 八 0 五) ！i 叨治卜 r+  (一  ベ 七 七) 

一、 學風 

方 谷 は 初め 屮井 竹. E 門下の 丸 川 松 陰の 塾に 入って 深く 程 朱學を 修め、 後ち 佐 

藤 一 齋に 就て 王學を 受けた と 謂 はれて ゐる。 そこで 普通の 陽明學 者と 違って 餘 

稃 朱子學 的の 學風 を帶 びて ゐる、 又た 一 方に 於て e 學を學 びた る 結果- 禪 旨を以 

て その 道 を 述べ てゐる 所な ども、 一 般 の王學 者と 異なって ゐる、 川 田 甕 江の 方 谷 

W に はこの 事 を 「先生 初め 宋學 を尙 び、 後 佐 藤 一 齋に從 つて 良知の 說を 講じ、 

參す るに 禪旨を 以てし 3 豁然と して 自得す る 所 あ hv」 と 言って ゐる、 尙ほ 彼れ 

は小蕃 山の 名 を 以て 稱 せらる 、如く、 熊 澤蕃山 を崇拜 し、 その 遺 流 を 汲んで ゐ 

るので あるから、 學 問よりも 寧ろ 事 功の 方面に 於て カを盡 した 所が 多い、 卽ち 

蕃 山が 芳烈 侯 を 補け た 如く、 彼れ は 松 山 藩主 板 倉 松 叟公を 補け て內 政の 改革に 

從亭 し、 國 事に 盡瘁 したので ある。 三嶋 中洲 翁の 撰べる 山 田 先生 墓 銘に はこ 


835 


の 方面の 事婧を 詳細に 叙述して ゐる、 彼れ は 實に蕃 山 以來の 事 功 派の 泰斗で あ 

る。 彼れ の 學風を 見る に蕃 山と 同じく 學派 拘泥の 見がない、 王 氏の 說と雖 も、 

疵瑕な きを 得ん やと は 友人 某に 與 へた 書簡 (日 儒 三 三九參 照) 中の 言で ある、 

程 朱 陸 王 何れに も 偏せ す、 頗る 公平なる 態度 を 以て、 所謂 治國： 牛 天下 を 目的と 

して 活學問 を 主張した ので ある。 獨り 儒學に 止まらす 參す るに 禪旨を 以てした 

こと は 前述の通り である。 

悟 則 法身、 迷 則 色 身、 本 非に 有-分界 r 一  切 平等、 渾， -融 大小 一 SS5 十篇 の， 

の 如き、 以て 禪的 修養の 淺 からざる を 示した 語で ある。 而 して 致 良知よりも、 

寧ろ 誠意 格 物の 工夫 を 重んじ、 友人 春 日 潜 巷と これに 園して 論举し 「王 氏の 學 

誠意 を 以て 主と なす、 致 良知 は卽ち 誠意 中の 事の み、 然れ ども 格 物 を 以て 之れ 

に 配す」 と 述べて ゐる所 は 確かに 朱 子學を 學んだ 影響と 想 はれる、 要するに 彼 

れの學 虱 は區々 たる 學 派の 見を脫 し、 進んで 佛敎の 主旨 を も 之 を 採用し、 たく 


^ た 5^ 實踐 躬行 を 重んじた ので ある c 學生を 戒めた る學規 五條に 彼れ の 敎育丄 に 

3 

於け る 根本 精神 を 窺 ふに 足る 文で ある。 

學規 五條 

I、 朔望及 初 五 念五日 幷に 會講を 休む、 童子 課業 も 隨意放 休す、 かの 晨奥夜 

臥の 限の 若き は、 違 ふ を 許さ や、 平日 童子の 淸書 作詩 是日を 以て 檢 正す。 

I、 歸省 及び 遠き に 往くを 除く 外、 他 宿 を 許さす、 途上 疾作 り、 或は 故 あ.^ 

還る を 得すば、 W 使 これ を報吿 せよ。 

1、 每朝遙 に 祖先 父母 を拜 する の 儀、 遊學中 第一 の禮 とす、 童子 遺 忘す る 者 

は、 典 儀 これ を 戒告す、 或は 儀に 從ふ能 はざる 者 は、 冠者と 童子と に 論な 

く、 速に 退 塾 家に 歸り、 各其祠 堂に 拜禮 し、 其 膝下に 定将 する を 可とす、 

それ 地方に 滯 在して、 子た るの 禮を闕 く 勿れ。 

1、 新凉 方に 至り、 燈火 親むべし、 三冬 も 遠き にあら す、 夜 學の好 時節な，...， 
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各 寮 相 警め、 假寢業 を 許さす、 炷 線香 を 用 ひて 刻 を 量り、 就 寢の時 を定む 

べし。 

一、 灑掃は 童子の 務 むべき 所 なれ ども、 朝夕 定 節の 外、 冠者 も 意 を 加へ 力 を 

合 はせ、 寮の 內外を 常に 清潔なら しむべし、 傘 笠 履 藤 諸 品 最も 整頓 を耍す 

かの みだりに 他の 屐を用 ふる 若き は禮を 失ふ甚 し、 甯子 或は これ. 4 らば、 

典 儀 これ を 戒めよ.) 

その子 第敎 養に 關 する 親切 懇情 を 見る ベ きで ある。 彼れ は 決して 豪傑 風の 學^ 

を 養成 せんとした のでない、 その 學風は 全く 厳格なる 朱子學 者と 同じであった。 

然しながら 彼れ は 一 方に 於て 叉た 朱 子學的 形式的 外容に 拘泥す る こと を も誡め 

てゐ る、 「欲 下 修，， 邊幅 ー掩中 疵瑕 h 齷齪 安能 成 一一 大家 r 百圍 巨木 楝梁 用、 枝 幹 何 曾 

着 一 I 一  花 こ とい ふ 一 詩 以て その 眞 精神. を 知る べきで ある。 

二、 學 說 
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(ィ) 太虚 說 及び 理氣說 

太虚と は空虛 にして 形迹 なき 宇宙の 一 元 氣卽ち 心の 本體を 指して いふので あ 

る。 この 太虚 は 生々 不 息の ものであって 萬 物の 發育 は卽ち 太虚の 萬 古 不易の 活 

動に 因る ものと 爲 すので ある。 今 直ち に 中庸 を 解せ る 彼れ の 言に 依て 其 說を窺 

ふこと にす る。 

不偏 不 倚の 實は、 太盧 のなん にも 無き ものな り、 故に 中と はなん にもない 太 

Jg、 卽ち心 體を云 ふ、 庸と はなん にも 無き 太虚と 一なる 心の、 物に 滯らゃ tit 

生 事物 を 生じて 息まざる 處.. 天地 あらんかぎり 易らざる 故 庸と云 ふなり、 程 

朱の 註せ る 過不及な きと 云 へ ば、 一 物あって からの 詞 なり、 庸も 平常と 云 へ 

ば、 已發の 後な り、 今 夫れ 中庸 を 天地に 言へば 太虚 を 中と 云 ひ、 其 生々 萬 物 

を發 育し、 物に 結んで 息まざる を 庸と云 ふ。 中の 名 はかた よら やよりか、 ら 

ぬより 起る、 庸の名 は 萬 世 不易より 起る、 是れ 形跡 を 指す に 非す、 形跡 は 生 


れて又 死す、 不易に は 非 や、 太虚よ.^ 言へば、 死生の 分つべき なし、 太虛は 

唯 生々 人獸 草木 等 を 生す、 故に 形の 死す る は、 太虚より 言へば 生々 として 發 

育す るな り、 是卽ち 不易な り、 故に 人で 言へば 心は卽 ち太虛 なり、 而 して 感 

應 息まざる な， o、 若し 七 情の 形跡に 滯れ ば、 感應が 息むな. り、 ； になん にも 

無き 太虚の 心より 感應 し、 七 情に 滞ら ざれば 生々 息ます、 是れ 不易に して 卽 

ち 中庸な り、 中 故に 庸な り、 庸卽ち 中な り、 是れ 中庸の 義 なり、 程 朱の 不偏 

不 倚と 云 ふ も、 取り やうに 依って は 宜し、 不偏 はかた よらぬな り、 不倚 はよ 

^ 'か k ら ぬな り、 偏 倚の かたよりか k る は、 物なければ 然る 能 はす、 程 朱 は 

理 によりか.^ るに は あらざる か、 物な くなんに も 無き を 不偏 不 倚と 云へ ばよ 

ろし、 程 子 も 不偏 不倚は 物に 偏 倚す る ことなく、 空中に あるが 如しと 云 なれ 

ども、 空中の 無き 處 にても 一 定 しあれば、 又 無の 物に 偏 倚す るな.^、 叉屮 i 

S5l 云 ふ を 上下 四方に 偏せ す 倚せ や、 其眞 中に 居る と 見る は、 大 なる 誤な. o、 惑 


w ひ f、 唯 中と は 一 大氣 のなん にも 無き を 中と 云 ふ 也、 程 子の 如き 不偏 不倚 

3 

と 云 ふなれ ども、 一 の理に 倚り 偏す るな り、 卽ち 是れ亦 一 物に 偏 倚す るな 

hyo  (學庸 講筵錄 記)， 

卽ち 太虚と は 心の 本體、 七 情の 如き 形迹 に執滯 しない ことで ある、 大鹽 中齋が 

身 外の 太 虛卽ち 我れ の 本體、 胸中の 雲霧 を 一掃して、 何等 情欲 を も 有しない 所 

を 以て 理想と した 主旨と 同じで ある。 次に 彼れ は 朱 子の 理 一 分殊說 について 自 

家の 意見 を 述べ て 左の 如く 言って ゐる。 

朱 子の 理を說 くも、 一個の 理てふ 者氣の 先に ありと いふに あらざる なり、 た 

だ 渾然たる 一 理、 散 じて 萬殊 となる をい ふの み、 譬へ ば 水晶 を 碎き皆 六 ffl た 

り、 鬵麥を 碎き皆 三角たり、 其 細 末 塵 粉 眼力 及ばざる 者に して、 皆 六 i^:: 三角 

にあらざる 者な く、 而も 又箇の 六角 三角て ふ 者が、 水晶 騫麥の 先に あるに あ 

ら ざるが 如きな り、 故に 茫々 大 窮極 ある ことなし、 只渾然 1 哩、 雨 儀と なり 
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五行と なる、 萬 物の 生 皆其理 の分殊 のみ、 是を 以て 人の 四 端 ある は、 卽ち其 

理の發 見、 兩儀 五行と 自ら 相 配す。 以て 糟粕 塵埃に 至る も、 雨たり 五たら ざ 

る 者な し、 猶 水晶 鬵麥の 六角 三角た るが 如きな り、 窮理 の學、 事々 物々 に^ 

きて.^ 其 雨たり 五た る 所以の 理を 窮め、 皆 渾然ー 理に歸 るな り、 故に 四 端の 

發擴 して 之を充 つ、 以て 四海に 達すべき な.^、 他な し、 天下 四海 皆兩 た，. 五 

たる 故な り、 (師門 51： 辨錄) 

此 くの 朱 子の 理 一分 殊說を 批評し、 朱 子の 所謂 天地 あらざる の 先き、 畢竞 先つ 

此理 ありの 言 を 斥けて.， ゐる、 卽ち 理先氣 後の 說を排 し、 寧ろ 氣先理 後說を 唱 へ 

るので あって、 氣の 外に 理 あるに あらす.' 氣の 自然 條理を 生やる 之を理 とい 

ふ、 卽ち氣 も 理も同 一 物で あると いふ 一 元 的 立脚地に 立つ て ゐる所 は 朱 子說と 

異なって ゐる。 彼れ の學說 として は尙 ほこの 外述ふ ぺ きこと 尠 くないが 凡て 之 

を 略し 次に 儒者の 說 として 珍ら しい 輪廻 因果の 說を 紹介して 置かう。 
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(口) 輪廻 因果の 說 

從來 儒者 は 佛敎を 嫌 ふ 所から 輪廻 因果の 說を唱 ふ る ものな く、 甚 しき は 楠 公 

が 七生 以て 國賊を 亡さん と 言った の を 非議し 之 を 以て 楠 公の 人格 を も 疑 はんと 

する ものが あった、 然しながら 方 谷 は 深く 輪廻 因果の 說を 信じ、 楠 公が 七生 賊 

を 亡さん とて 兄弟 誓.^ なした 言 は、 果して 二百 餘 年間に その 驗 があった こと を 

主張す るので ある、 楠 公 七生 傳の 自序に 云 はく、 

それ 死に 臨み 一 念 他生に 牽緣 する は 匹夫匹婦 なほ 然り、 況んゃ 至誠 天地 を 貫 

く 公の 如き 者に 於て を や、 七生 賊を 殺さん とて 兄弟 誓 をな す、 其 言 果して 二 

百餘 年間に 驗 あり、 姦賊 をして 君臣 子孫 日に 相 誅殺、 殆んど 其 後を絕 つに 至 

らしむ。 その後 皇統の 尊 日月と 並び 懸り、 萬世墜 失するな く、 忠 遂げ 業 成り、 

神 魂 天に 歸す、 公に ありて 復 た毫髮 の遺慽 なし、 而 して 室町 鎌 倉 氏の 亡ぶ、 

其迹 一 途に 出づ、 政 を 失し 國を 誤る、 之 を 使し むる 者 あるが 如し、 七生 紀 年の 
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數も其 期 を 違 ふなし、 一 言の 誓 左 券 を 合する が 如し、 それ 亦 何の 疑を容 る、、 所 

あらん、 而も 擧世 瞢焉、 今に 至て 其 由 を 知る 者な し、 獨 り何ぞ や、 史傳の 作 

大率 儒者 斷 見の 徒に 成る、 (中略) 獨り 二子の 勤王の 久 きを 擧げ 以て 公の 遺烈 

となす、 それ 二子の 勤王 烈は烈 なり、 然れ ども 宿世の 因 を 以て 父子の 緣を結 

ぶ、 因 緣の感 する 所 自ら 相繼 かざる を 得ャ、 之 を 要するに 公の 餘 波の 及ぶ 所 

のみ、 餘波 猶且然 り、 公の 自ら 志と する 所に 至て は、 固より 此の iEi! 々の 者 を 

以てせす、 これ 亦理の 必然の 者、 彼 儒者 間 ま 知識 ありて 幽明の 故に 通す る も、 

亦 討究 此に 至る 者な し、 抑 も 又何ぞ や、 それ 效迹 見るべき、 事理 推すべく、 

昭著 明確 此の 如き 者 あり、 而も 猶 悟らす、 其 極 輪廻 を 信せ す、 因果 を 恐れす、， 

忠義の 心を沮 みて、 姦賊の 志を逞 くす るに 至る、 これ 余の 深く 斯 世の 爲 めに 

悲む 所以たり、 頃日 人 あり、 公の 畫像を 携へ來 りて 余に 一言 を题 せんこと を 

請 ふ、 因て 平日の 懷を 述べ 兩絕 を賦 す、 曰 はく、 賊運將 as 二百 春、 忠魂 正 値 


^ 七生 辰、 雲 飛 風 起 山河 裂 * 若い 個 英雄 是後 身」 人間 杲締 七生 緣、 牽到遙 々永祿 

3 一 

年、 S 賊子 孫 詠 殺盡、 忠魂 此日 始歸ン 天」 と 題し 畢 りて 又 竊に謂 ふ、 公 七生の 

身 當時必 やその 人 あり、 而 して 天下の 治 亂に關 する 者、 常人の 得て 知る 所に 

あらやと 雖も、 心 誠に 之 を 求めば， 或は 其髮髴 たる 者 を 得ん と、 乃ち 極力 索 

考數 日、 建武 より 永祿に 至る 迄 竟に七 人 を 得、 而 して 未だ 自ら 信..' る 能 は ざ 

るな り、 (中略) 是に 於て か斷然 決定、 七 人の 事迹 を次敍 して 之が 傳を 作る、 

冠す るに 公の 初生 史傳 所載の 事 を 以てす、 則ち 室町 氏の 滅 する 所以、 王室の 

全き 所以、 皆 公の 後 身の 爲す 所の 者に 係る こと 目下に 瞻然 たり、 かの 鎌 倉の 

同く 滅 ぶる 若き も 亦た 必す之 を 使し むる 者 あり、 或は弟正季へ^^ぬ^^束) の 後 

身に あらん、 然れ ども 史乘疎 闕.' 室町に 比して 更に 甚 しとす、 故に 敢て遽 に 

之 を 索め や、 以て 他 目を竣 つ。 (楠 公 七生 i^、 自序) 

と、 此れ を 以て 是を觀 るに、 彼れ は 輪廻 說を 深く 信じた ことが 知られる。 然る- 


に 彼れ はこの 輪廻 說は儒 敎の敎 義に甚 いた もので 決して 佛 者の 妄見を 抱け る も 

のと は 違 ふと 言って、 遂に 儒 佛の說 を 融合 せんとして ゐる。 云 はく、 

輪廻の 途に 達せん と 欲して、 經 世の 業 を 成す 能 はざる 者、 佛 氏の妄 なり、 經世 

の 業 を 成さん と 欲して、 輪廻の 途に 達する 能 はざる 者、 俗 士の陋 なり、 巳に 

. 輪廻の 途に 達し、 又經 世の 業 を 成す 者、 楠屮將 これの み、 蓋し 輪嫵に なら 

されば 經 世の 業 を 成す 能 はす、 經 世の 業 を 成す 能 は ざれば 輪廻の 途に 於て 其 

往く所 を 失す  それ 天下の 亂を 撥し 天下の 逆 を 除き、 以て K まの 業 を 

定む、 志 を 抱，、 の 士皆臂 を 奮 ひて 起ち、 身 を 挺して 赴く、 然れ ども 或は 中途 

にして 廢し、 或は 僅に 成して 忽ち 敗る。 或は 其 成すな きを 計りて 肯て爲 さす 0 

幸に して 成す ある も、 牽强 の爲に 出で く 苟且の 計 を 免れ や、 久しから やして 

之 を 失し、 反て 禍を 後世に のこす、 之 を 要するに、 同く 其 志 を 成すな きに 終 

si る、 》 ^れ その 視る听 の 局、 而 して 期す る 所の 道、 輪廻の 理に 達せざる の 過な 


り、 夫れ 治亂相 代り 顋逆 互に 爭ふ、 孰れ か 輪廻の 致す 所に あら ざらん や、 此 

れ豈に 一 身の 能く 任す る 所、 而 して 一 生の 能く 了す る 所な らん や、 故に 其途 

に 明なる 者、 不幸 亂 逆の 起る に 遭へば、 宏遠の 謀 を 運ら し、 局 迫の 念を絕 ち、 

現在の 身を恃 ますして、 後 身の 多き に 分 任し、 自今の 生 を 限らす して、 事 を 

他生の 久 きに 了し、 紆餘 委曲 時に 乘じ、 乘に 因り、 成 を 千 百年の 後に 期す、 

何の 亂か 撥す ベ から ざらん、 何の 逆 か 除く ベ から ざらん、 而 して 成す 所の 業、 

萬世墜 つるな し、 此は佛 氏の 知らざる 所、 俗 土の 達せざる 所  公 七生 

轉 身の 迹、 當時必 す 其 人 あり、 而 して 神變奇 幻、 世 固より これ を 知る に 及ば 

t  (楠 中將 論) 

佛 氏の 妄と俗 士の陋 と を 破して ゐる 所から 觀 ると、 自ら その 說の 佛說と 同じ か 

ら ざる を辨 じて ゐ るが、 その 眞意は 11 佛 一 致 を 信す る ものと 考 へられる。 故に 

彼れ は 儒者に して 輪廻 轉 生の 說を 難す る 者 は 未だ 眞に經 世の 道卽ち 孔子の 道 を 


知らざる ものと して 之 を 排斥す るので ある。 例 へ ば 彼の 室 鳩 奥が 楠 公の 湊 川に 

於け る 自殺 を 難 じて ゐる こと を大 に攻擊 する の も 亦た これに 由る ので ある、 而 

して 自己の 說は 飽くまで も佛 者の 說と 同じから ざる こと を辨 じて 左の 如く 言つ 

てゐる C 

. 或は 謂 ふ、 輪 S の理 果して 此の 如き か、 今 世の 事 復た爲 すべ からすば、 拱手 

以て 來世を 待つ 可な らん かと、 曰 はく 噫なん ぞ可 となさん や、 是は經 世の 道 

を 知らす して 輪廻の 途亦其 往く所 を 失す、 乃ち 佛 氏の 妄に類 する 者な り、 夫 

れ 輪廻の 途、 今 世の 嚮ふ 所を觀 て、 來 世の 往く所 を 知る、 今 世に 拱手して 爲 

す 所な し、 其來 世に 往 きて 尙 何の 事業 を 成す を 得ん 哉、 其れ 亦 公の 事 を覩ざ 

るか、 公の 攝津に 軍す る や、 上宮 太子の 讖を 得て 之を讀 み、 乃ち 治 亂の數 千 

古に 定まる を 知る、 魚 鳥の 爭已 に驗 し、 獼猴の 掠、 天下 果して 出づれ ば、 一 

お 一 元の 歸 未だ 其 何時に ある を 知らざる な..^、 然り而 して 公 jci: 能く W 戰の 場に 崎 
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嶇し、 未だ 嘗て 一 日の 安を懷 はす、 終に 身 を 以て 國に殉 する に 至り、 臨 死の 

志 を 奮 ひ 以て 七生の 後に 達す、 今生の 嚮ふ所 精 勵奮發 能く 此の 如し、 來 世の 

往く所 乃ち 志の 如くなら ざるな し、 經 世の 業 自ら 其 間に 成る、 此れ 豈 かの 佛 

氏の 妄と 同日に して 語る ベ けんや、 世の 佛を學 ぶ 者、 飽食暖衣 士大 夫に 抗禮 

して、 世の 治亂 安危 漠然 意 を經る 所な し、 人 之 を 問 ふ あれば、 曰く 來世 一，； (世 

と其妄 たる 孰れ かこれ よ， 0 甚 しからん、 彼の 徒にして 生を來 世に 受く、 吾斷 

じて 其蠢然 の昆蟲 たらす ば、 莽然の 草木た る を 知るな り、 然れ ども 彼 旣に前 

世の 業に 因て 此 無用の 人となり、 且方外 を 以て 自ら 居れば、 舍 つる 所に あり 

てこれ を 問 はす、 吾れ 天下の 士亂逆 交 生の 時に 當り、 尙 拱手の 觀を なし、 相 

率 ゐて佛 氏の 奴と なり、 生 を昆蟲 草木に 受け、 天下の 亂 百世 を 經と雖 も 底止 

する 所な きを 習る ゝ なり。 (同上) 

. 飽食暖衣の 俗僧 を 罵倒して ゐる所 は 如何にも 痛快 を 極めて ゐる C 然しながら そ 


の 輪廻 因果の 說を 確信せ る こと 此 くの 如く 深き を 以て 之 を 観れば、 その 佛學研 

究の 影響た る こと は 之 を 否定す る こと は出來 ない、 彼れ は 楠 公論より 轉 じて 時 

事 問題に 及び、 攘夷 家 は 一 時の 勝 を 求めて 萬 世の 計 を 知らす、 和議 を 主張す る 

者 は 萬 事 を 時運に 任せて 拱手 坐視す る ものと して 之 を 批難して ゐる、 之を耍 す 

るに この 輪廻 因果の 說 をカ說 する 所から 見る と、 彼れ は冷靜 なる. 學 者と いふよ 

り も、 寧ろ 熱烈なる 信念 を 有する 敬虔の 人であった ことが 想像 せられる。 彼れ 

の 一 生の 事蹬 から 觀ても 空 練なる 論議に 耽る 1 般 儒者 を 以て 目すべからざる こ 

とが 知られる、 彼れ の 最も 符意 とせる 所 は 時務の 論で ある。 獻策對 問の 諸稿大 

に その 經綸の 才を窺 ふに 足る ものが あると 謂 はれて ゐる。 今 はた^ その 學說の 

他に 異なった 1 端を擧 げたる に過ぎない。 

輓 近の 陽明學 者と して は奧宮 糙齋、 粱川 星巖、 春 日 潜惹、 池 田 草 巷 等， 3： ほ 幾 

多の 學者 について 敍 ぶべき であるが、 一 小 撒 子の 本書に 於て は、 悉く 之 を敍述 
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する こと を 許されな いから、 之 を 省略す る、 日本 儒 敎槪說 の 「近世の 陽 明學に 

就て」 の 條には その 槪耍を 記し、 舊 著大 日本 倫理 思想 發達史 下卷に は、 尙ほ 1 

層 詳細に 之 を 述べ て 置いた から 有志の 士は それ を 一 讀 されん こと を 望む。 
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VI r  TI 一  送料 拾贰 

本書 は 著者の 持說 たろ 「特殊 卽 普遍 主義， ヌど 徹底 

的に 高調 ぜろ もの、 著者の 精 緩なる 大思 想ば、 

益，. 圆 熟し、 本書-し 至って 萬朶 一 時に 開く の槪 

ぁリ、 讀者 一 度 本書 vs^ 繙 かんか、 人生に 起リ來 

ろ 一 切0困雞間題*,ぶ.^:易に解決すろん、得ん。 現 

に 吾人 v^^ ましつ  あろ 國際 問題、 も勞働 問題 も 

政治問題も社，$:^^題も此 の「特珠卽普遍主義」に 

眼 1^ 開く に 因って 始めて 解決の 鍵，^ 握ろ. „ 得べ 

く 否ら すん に未來 永劫の 災禍と して 吾人 ズど 苦し 

むに 至らん。  

確? 宇 野 哲人 著 2 卷出 來) 

5  ,i ^_^|  1^  ノ 菊 版布裝 一 册 

0  .S 定慣 五圓 八拾錢 

；; .,EE;;、，：C*M 送料 拾 八錢 

久しく 仰望 ぜられ たろ 宇 野 博士 著儒學 史 成ろ。 

博士が 支那 哲學の 研究に 於て 第一 人 者の 定評 あ 

ろ 事に 周知の 事赏 なり。 今や 二十 餘年 の歲月 

費し 幾千 卷の書 ^請^し、 心血ん、 傾注 ぜろ儒 

學史 Q 稿 成り、 先づ 其の 半ん 刊行して 世に^に 

ろ。 上 は BE ょリ下 は漢唐 i~ で E 細 "^ら さす， 

敍 i^l 宜しき Ic^ 得 ズ儒學 0 耍匕 c 歷 々 指摘す ベ く、 

實-」 學界の 津梁不 杇の寶 典な り。 


東京 高等 師範 4V ノ  5  i  ^ & 

學校敎 授^ ra- 擴著 

、レ 3  01r,>s5f  y-3  \ 菊 版 布 装 一 箭 

^ra  S  ^  定 價五圆 八拾錢 

f  J  iu 一房 \ 送 料 拾八錢 

本書ば 倫理 學の 全般に 101 リズ 敍，； 5„^j したろ と、 著 

者の 公平な ろ 批判と、 現代の 思想に 觸れ たると、 

著者 の 公平な ろ、、 と に よ リズ 出版 以來 非常 の 好 

評 V, ど 博し、 文 検受酴 者ば 固より I？ も斯學 vs^ 學ぶ 

者。 と リズ 左右 必備 の寶 典と して 愛 讀ぜら ろ、 

に 至れり。 殊 Li 著者 一 流の 麗筆 は 通讀卷 ズど蔽 ふ 

1^ 忘れし むる の 妙 あ リ敢ズ 一 讀 ys^ 薦む。 


國 民道德 原論 


|北帝 國大 g 山 田 孝 雄 著 . 

洋装 全 一き 

定價 金ー圆 

送料 金. K 錢 

世 LL 國 民道德 ん-說 く者少 からすと 雖 すべ て道德 

1^1  ぉ榜 して 其の 實我 國.^ 利 せんとす ろ ものに 外 

ならす、 著者 之 fj^ 遺憾と し、 謹嚴 犀利の 筆致 

以ズ 至誠 .敬* 愛の 三德 ys^ 基と して 我國 民の 均し 

く邋 守す ベ き逍德 ど 徹底的に 叙述 ぜられ た，..' の 

卽ち 本書な リ， 眞に (現代の 秋) と は 是れ。 
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